
１　パブリックコメント手続 P1～P13 ３　地域別意見交換会 P51～P142

（１）意見の募集期間 （１）開催日
　令和3年5月27日（木）～6月25日（金）【30日間】 　令和3年6月19日（土）～6月21日（月）

（２）意見の提出者数、意見の件数 （２）開催地域
　19人、38件 　14地域・地区

（３）参加者数、意見の件数
　228人、563件

２　テーマ別意見交換会 P14～P50 ４　鹿児島市総合計画審議会 P143～P158

（１）開催日 （１）開催日
　令和3年6月5日（土） 　第4回：令和3年5月28日（金）

（２）参加者数、意見の件数 　第5回：令和3年6月4日（金）
　59団体等（87人）、182件 　第6回：令和3年7月19日（月）

（２）委員数、意見の件数
　20人、82件

　　　　　　　【 意見の検討結果一覧 】 （単位：件）

第六次鹿児島市総合計画 基本構想（案）・前期基本計画（素案）に関する意見及び対応状況一覧

(1)　基本目標
　　 別計画

(2)　重点
　　 プロジェクト

(3)　地域別計画 (4)　その他全般

6 24 5 9 9 4 57

Ｂ
意見の趣旨等は、基本構想（案）・前期基
本計画（素案）に盛り込み済みのもの

20 215 23 113 34 11 416

Ｃ
基本構想・前期基本計画（案）に盛り込ま
ないもの

1 2 0 0 0 0 3

Ｄ
実施計画・個別計画の検討、具体的な事
業の実施にあたり参考にするもの

17 130 14 82 11 1 255

Ｅ その他要望・意見等 9 46 1 53 11 14 134

53 417 43 257 65 30 865計

A
意見の趣旨等を反映し、基本構想・前期
基本計画（案）に盛り込むもの

３　その他の意見 計
１　基本構想（案）
　　に関する意見

２　前期基本計画（素案）に関する意見

対応区分

項目



[意見の検討結果一覧］ （単位：件）

(1)　基本目標
　　 別計画

(2)　重点
　　 プロジェクト

(3)　地域別計画 (4)　その他全般

1 パブリックコメント手続 1 1 3 5

2 テーマ別意見交換会 2 2 4

3 地域別意見交換会 2 18 3 8 1 4 36

4 鹿児島市総合計画審議会 4 3 5 12

6 24 5 9 9 4 57

1 パブリックコメント手続 2 9 1 2 1 15

2 テーマ別意見交換会 2 106 4 9 1 122

3 地域別意見交換会 11 96 16 113 23 8 267

4 鹿児島市総合計画審議会 5 4 2 1 12

20 215 23 113 34 11 416

1 パブリックコメント手続 0

2 テーマ別意見交換会 1 1 2

3 地域別意見交換会 1 1

4 鹿児島市総合計画審議会 0

1 2 0 0 0 0 3

1 パブリックコメント手続 5 4 1 1 11

2 テーマ別意見交換会 35 4 39

3 地域別意見交換会 60 4 81 3 1 149

4 鹿児島市総合計画審議会 17 30 2 7 56

17 130 14 82 11 1 255

1 パブリックコメント手続 4 2 1 7

2 テーマ別意見交換会 13 1 1 15

3 地域別意見交換会 8 28 1 53 8 12 110

4 鹿児島市総合計画審議会 1 1 2

9 46 1 53 11 14 134

1 パブリックコメント手続 2 19 5 2 8 2 38

2 テーマ別意見交換会 3 157 10 0 10 2 182

3 地域別意見交換会 21 203 24 255 35 25 563

4 鹿児島市総合計画審議会 27 38 4 0 12 1 82

53 417 43 257 65 30 865

計

２　前期基本計画（素案）に関する意見

実施計画・個別計画の検討、具体
的な事業の実施にあたり参考にす
るもの

計

A
意見の趣旨等を反映し、基本構想・
前期基本計画（案）に盛り込むもの

計

E その他要望・意見等

計

対　応　区　分 ３　その他の意見

計

計

１　基本構想（案）
　　に関する意見

C
基本構想・前期基本計画（案）に
盛り込まないもの

計

D

B
意見の趣旨等は、基本構想（案）・
前期基本計画（素案）に盛り込み済
みのもの

計

手続の種類

項 目



－1－

第六次鹿児島市総合計画 基本構想(案)・前期基本計画(素案)に関する意見の検討結果一覧表【１ パブリックコメント手続】

１　基本構想（案）に関する意見 対　応　区　分

２　前期基本計画（素案）に関する意見 Ａ　意見の趣旨等を反映し、基本構想・前期基本計画（案）に盛り込むもの

(1) 基本目標別計画 Ｂ　意見の趣旨等は、基本構想（案）・前期基本計画（素案）に盛り込み済みのもの

(2) 重点プロジェクト Ｃ　基本構想・前期基本計画（案）に盛り込まないもの

(3) 地域別計画 Ｄ　実施計画・個別計画の検討、具体的な事業の実施にあたり参考にするもの

(4) その他全般 Ｅ　その他要望・意見等

３　その他の意見

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

1 1

　令和４年度から始まる第六次鹿児島市総合計画（１０年間）にふさわ
しいスローガンを入れてもらいたい。

　将来のまちのあるべき姿として、都市像「つながる人・まち　彩りあふれ
る　躍動都市・かごしま」を掲げることとしており、市民の皆様とは、「つ
ながり」や「躍動都市」といったフレーズを、目指す都市像の合言葉として
共有できるよう取り組んでまいりたいと考えております。

Ｂ

2 1

具体的なものがイメージしにくい基本構想案です！たとえば、１０年
後以降を見通して人がつながり彩りあふれる躍動都市を実現していく
のに、今、何が最も必要かと問われれば、“子ども”を中心におき、そ
して、歴史と文化で次の社会を切り開く子ども・若者の姿だと思いま
す！是非、子ども・文化の文字を入れて欲しい。人が豊かに個性あふ
れるには文化はかけがえのないものです。子ども・文化都市宣言をし
て欲しいです。

　将来のまちのあるべき姿として、都市像「つながる人・まち　彩りあふれ
る　躍動都市・かごしま」を掲げ、市民をはじめとする多くの人々や団体等
とのさまざまな交流を通じ、相互のつながりを深めることで、多彩な人材や
まちの魅力が豊かな彩りとなる、人もまちも躍動する鹿児島市の創造を目指
すこととしており、そのような考えのもと、基本目標「豊かな個性を育み未
来を拓く　誇りあるまち」や、３つの重点プロジェクトの一つとして位置付
けている「“子どもの未来”輝き推進プロジェクト」において、次代を担う
多彩な人材の育成に取り組むこととしております。
　また、基本構想（案）の「３　基本構想」－「（２）基本目標　豊かな個
性を育み未来を拓く　誇りあるまち」で、「未来の力となる子どもたちの明
るく健やかな成長を支え、安心して子どもを生み育てられるまちづくりを進
めます」及び「文化芸術や歴史に親しむことのできる市民文化を創造しま
す」としており、ご意見のあった「子ども・文化都市宣言」については、今
後の取組の参考とさせていただきます。

Ｂ

項　目

－1－



－2－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

3 2 (1)

市が今後、発展、活性化していくには、高齢者の活動がいかに活性
化していくことができるかが、欠かせないことだと思います。人口構成
の今後の動向を見ても、１５歳から６４歳が減少していくと同時に全体
も減少していく。６５歳以上はほとんど変化ないなかで、その動向が全
体に大きく影響していくと考えられます。そのような中で、市がより活
性化し、経済的にも発展していくには、６５歳以上の層が更に活発に
動ける環境をつくっていけるかがキーとなると思います。鹿児島には、
高台にある団地が多く、その団地からいかにりようしやすい交通機関
で目的に往来できるか。商業施設、観光地、病院、療養施設、行政機
関などへ、利用しやすく、分かりやすい交通機関、これがキーとなると
思えます。自家用車等はなるべく使わず、交通機関を利用して移動す
ることが、安心、安全にもつながり活動もより活発化すると思います。

その際、今後考えていきたいことは、市、県、私営の交通各社とも協
同して、よりよい、効率的な、安心して利用できる交通機関、ルートづ
くりを進めていくこと。単に、公共交通機関と私営交通機関のすみ分
けではなく、利用者、住民を主体にした交通機関づくりを、協議会等を
つくり、今後進めていくべきかと思います。今後は、人口構成的にも６
５歳以上を抜きにしては考えられません。その行動、活動をよりス
ムーズに効率的に活発化していくこと、それを行政中心に進めていく
こと、それが重要だと思います。

　ご意見については、基本目標別計画「６－３　市民活動を支える交通環境
の充実」－「施策の体系　Ⅱ」で、「公共交通の利用促進・サービス水準の
向上」に取り組むこととしております。
　なお、高齢化の進行等により、公共交通不便地以外の地域においても交通
手段の確保の必要性が高まっていることを踏まえ、「施策の体系　Ⅱ」－
「公共交通不便地等における交通手段の確保」内に、「◆地域主体による取
組等への支援」を追加します。

Ａ

4 2 (1)

　P51　心を育む教育と青少年教育の推進
２行目後段 いじめの防止の後に（いじめ調査・検証で常設委員会

設置）を入れてもらいたい。

　ご意見については、いじめ防止対策推進法に基づき、いじめの防止や重大
な事故に係る事実関係の調査等を行うため、条例により鹿児島市いじめ問題
等調査委員会を常設し、必要に応じて教育委員会から諮問しているところで
す。今後も、基本目標別計画「５－３　学校教育の充実」－「施策の体系
Ⅰ」－「◆いじめの防止や不登校などへの対応」内に位置づけて、引き続き
取り組むこととしております。

Ｂ

5 2 (1)

コロナ禍の中文化芸術活動が大人にも子どもにも欠かせないという
事が言われています。日頃音楽活動をしているので、実感していま
す。又、近年は胎児からの芸術体験の研究も進んでいて早い時期か
らの体験が必要だと言われています。そこで、子ども文教政策に、１
胎児（妊婦さん）乳児、幼児の文化芸術体験の支援」をお願いします。
更に、２ 子どもが気軽に行ける劇場が身近にあると文化芸術に触れ
る機会が増えます。ヨーロッパの街に小さい劇場があるように鹿児島
市にも（北部 南部２か所が理想です)あると素晴らしい環境になると
思います。

　ご意見については、現在、子育て支援施設等での芸術鑑賞事業等に取り組
んでいるところであり、基本目標別計画「５－５　市民文化の創造」－「施
策の体系　Ⅰ」－「文化芸術に触れ親しむ機会の充実と活動の促進」及び
「文化施設の活用及び文化芸術情報の発信」内に位置づけて、引き続き取り
組むこととしております。

Ｂ

－2－



－3－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

6 2 (1)

　宅地開発と交通網整備ついて
　歴史の検証と今後の具体的対策、行程を知りたいです。

　ご意見のあった宅地開発については、二年毎に作成する「鹿児島市の都市
計画」で、宅地開発の変遷を取りまとめ、市ホームページで公表していると
ころであり、今後の具体的対策については、令和３年度末に策定する第二次
かごしま都市マスタープランにおいて、検討を進めているところでございま
す。
　また、交通網整備については、基本目標別計画「６－３　市民活動を支え
る交通環境の充実」で、現状と課題を踏まえた基本的方向や施策の体系を示
しており、具体的には、令和３年度に策定する「第二次公共交通ビジョン」
で、地域公共交通網の将来像や、それらを実現するための施策等を示すこと
としております。

Ｂ

7 2 (1)

　「産業・交流政策」
産業・観光も重要な活動ですが、農業にもっと力を入れて欲しい。農

業に関わる人材の育成、有機農業の推進を進めて欲しい。有機農産
品を全国へ売り出して欲しい。

　ご意見のあった農業に関わる人材の育成については、基本目標別計画「３
－５　農林水産業の振興」－「施策の体系　Ⅰ」で、「意欲ある担い手への
支援」に取り組むこととしております。
　また、有機農業の推進に関する支援については、「３－５　農林水産業の
振興」－「施策の体系　Ⅱ」で「生産環境の保全・継承」に取り組み、有機
農産物の販売促進については、「施策の体系　Ⅲ」で「販売と流通の促進」
に取り組むこととしております。

Ｂ

8 2 (1)

子どもの文化芸術へのアプローチを多彩にして欲しい。学校・地域
での芸術鑑賞機会、芸術のワークショップ等の体験活動・参加機会を
つくって欲しい。芸術活動は多彩な人材養成につながりますし、自己
肯定感の育成になると思います。

　ご意見については、現在、小・中学校や子育て支援施設での芸術鑑賞事業
等に取り組んでいるところであり、学校ではこれらの時間を通して心豊かな
児童生徒の育成に努めております。今後も、基本目標別計画「５－５　市民
文化の創造」－「施策の体系　Ⅰ」－「文化芸術に触れ親しむ機会の充実と
活動の促進」内に位置づけて、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

9 2 (1)

　「子ども・文教政策」の中に以下の項目、内容を！
　②　「学校教育の充実」の中に「性教育の実施」を入れて欲しい。

昨今の子供をめぐる情勢は目まぐるしく変化しています。コロナ禍の
中で「子どもの貧困」はいっそう進み、同時に「生理の貧困」が大きな
話題にもなっており、全国の多くの自治体では「生理用品のトイレや
保健室などへの設置」も進んでいます。「人権教育の視点」からも「性
教育の実施」はきちんと位置付ける必要があります。

　ご意見については、現在、性に関する指導の推進に取り組んでいるところ
であり、基本目標別計画「５－３　学校教育の充実」－「施策の体系　Ⅲ」
－「健康教育の充実」内に位置づけて、引き続き取り組むこととしておりま
す。
  また、人権教育の視点については、「施策の体系　Ⅰ」－「道徳教育・人
権教育の充実」で取り組んでいるところです。

Ｂ

－3－



－4－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

10 2 (1)

鹿児島市内に点在する「見どころ」を公共交通機関でもアクセスでき
るようにつなぐことで「鹿児島市全体が」一つのテーマパークになれ
る。
　↓

「観光」を考えの始点に「商業施設」「名所」を抽出し、各点に人が集
まることでその周りには「商業が生まれ」「雇用が生まれる」
　↓

長期的展望に立った持続的開発が可能、ＳＤＧｓの始点を取り入れ
ることも可能、多様な連携・つながりも強化できる、市民との協働・共
創をすることができる、県とも連携し「鹿児島県全体で」実施すること
が可能
・今鹿児島市でできること

・鹿児島の歴史的名所や商業施設を「市電」や「バス」でアクセスで
きるようにする

・今の停留所はそこの路線に住んでいる人にしか分からないものと
なっている
　↓

「路線の見直し」「停留所の見直し」が必要、「市電の活用」も話し
合っては？
・例えば鹿児島県でも
　・鹿児島の観光地は県土広く点在している

・「霧島アートの森」や「輝北天球館」などをＪＲなどで道中も途中下
車で楽しめるようにできないか？
　・レンタカーではなく「旅を楽しむ」という観点で設計をする。

　ご意見のあった歴史的名所のアクセスについては、現在、名所を巡るカゴ
シマシティビューやサクラジマアイランドビューの運行に加え、市電を含む
共通利用券ＣＵＴＥの販売により、周遊性を高めているところであり、基本
目標別計画「３－１　地域特性を生かした観光・交流の推進」－「施策の体
系　Ⅲ」で、「世界標準の受入・案内機能の充実」に位置づけて、引き続き
取り組むこととしております。
　路線・停留所の見直しについては、市電・市バスの利用状況等を調査・分
析し、乗客需要や経済性を踏まえつつ必要に応じて見直すこととしておりま
す。
　市電の活用については、現在、新幹線からの二次アクセスの充実や中心市
街地の活性化等を図るため、路面電車観光路線として鹿児島港本港区への市
電延伸について検討を進めているところです。
　ご意見については、基本目標別計画「６－３　市民活動を支える交通環境
の充実」で、「効率的で持続可能な公共交通体系の構築」に取り組むことと
しており、今後の参考とさせていただきます。

Ｂ

11 2 (1)

コロナ渦で妊娠中、産後に地元に帰れない、サポートに来てもらえ
ない、なかなか仕事につけないと子育て世代への心身的負担、経済
的負担が強いように感じます。せめて子供手当の助成金額の維持は
していただきたいですが、今後難しいのでしょうか？

　ご意見のあったことについては、基本目標別計画「５－２　子どもの健や
かな成長への支援」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆各種手当の支給」に取り
組むこととしております。 Ｂ

－4－



－5－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

12 2 (1)

全体として行政からの視点や施策が多すぎます。もっと市民の自主
性、主体性、創造性を生かした、トップダウンではなくボトムアップの
施策にしてください！様々な年代の市民が、豊かな学びの場を大学
や公共施設で学び、体験できる場を民間団体の力を活かした施策
を！推進や支援の時代は終わったと思うので、市民の活躍できる要
求を受け入れ実現に向かう行政のあり方に変えて欲しい。特に、子ど
も・文教政策では、残念な施策のみで無駄使いです。婚活イベントは
行政がやるものではないと思います。今はネットで若者の間にはやっ
ています。むしろ保育士をふやし、手当てを公務員なみにし、学びの
キカイを保障して欲しい。

　総合計画の策定に当たっては、２月に基本構想（素案）、５月に基本構想
（案）・前期基本計画（素案）を公表する中で、若者会議や在住外国人との
意見交換会、テーマ別意見交換会、地域別意見交換会を開催するほか、パブ
リックコメント、総合計画審議会等を通じて、幅広く市民意見を聴取し、そ
の反映に努めているところであり、若者をはじめ広く市民意見を聴取し、市
民や市民活動団体、事業者などのあらゆる主体が課題を共有し、協働・共創
しながらまちづくりを進めていくこととしております。
　ご意見のあった公共施設での学びについては、基本目標別計画「５－４
生涯学習の充実」－「施策の体系　Ⅰ」で、「生涯学習活動の充実」に、ま
た、保育士確保や処遇改善等については、「５－１　少子化対策・子育て支
援の推進」－「施策の体系　Ⅲ」で、「就学前児童の待機児童対策」内に位
置づけて、引き続き取り組むこととしております。
　なお、婚活イベントについては、少子化社会対策大綱を踏まえ、少子化対
策の一つである結婚を希望する方への支援として、「５－１　少子化対策・
子育て支援の推進」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆婚活イベントの実施」に
取り組むこととしておりますが、ご意見については、今後の参考とさせてい
ただきます。

Ｂ

13 2 (1)

明和の近隣には「ハートピア」、「西部保健センター」、「城西公民
館」、「高齢者福祉センター」があります。健康増進のための施設で多
くの人がこれまで利用してこられました。施設を利用することで、地域
の活性化や医療費の軽減にもつながります。住民の理解と納得が得
られる新時代の交通体系を考えていただきたい。

　ご意見については、基本目標別計画「６－３　市民活動を支える交通環境
の充実」で、「効率的で持続可能な公共交通体系の構築」に取り組むことと
しており、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただきます。

Ｄ

14 2 (1)

　【小学校中学校について（小中併設校）】
少子化により、空き教室が増えている小学校や中学校があると思わ

れるが、空き教室を利用して、小学校内に中学校を設ける、逆に、中
学校内に小学校を設ける、のはどうか。地区によっては遠距離通学
やバス通学を強いられており、防犯上も問題がある。鹿児島市の小
中併設校は錫山小中学校のみだと思うが、他地区にも積極的に広げ
てはどうか。

　ご意見については、現在、よりよい教育環境づくり推進事業において、対
象校の保護者や地域住民に意見交換の開催を呼び掛けるなどしており、これ
らを通じて学校の規模適正化・適正配置の検討を進めてまいりたいと考えて
おりますので、今後の参考とさせていただきます。 Ｄ

－5－



－6－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

15 2 (1)

　「子ども・文教政策」の中に以下の項目、内容を！
① 子ども医療費、高校卒業（せめて中学校卒業）まで病院の窓口

で無料へ（現物給付へ）
　「安心して子どもを産み育てられるまちづくりを進めます」と基本目標
に明記されています。去る6月11日に沖縄県が現物給付の宣言をし、
とうとう九州各県の中で未だ未実施は鹿児島県のみになりました。こ
れまで多くの市民、子育て世代の皆さんを中心に県や本市への署
名、陳情運動がありましたが、県も本市もかたくなに拒んできました。
「子育てしやすい街」をうたうなら、まずは、この案件はすぐにでも実施
すべき。もし県がまだ拒むなら本市だけでも早急に実現にふみだすべ
きではないでしょうか。

　基本目標別計画「５－２　子どもの健やかな成長への支援」－「施策の体
系　Ⅰ」で、「◆医療費助成の充実」に取り組むこととしており、ご意見に
ついては、県への要望等を行うとともに、今後の取組の参考とさせていただ
きます。

Ｄ

16 2 (1)

　「住宅団地の活性化」について
　「明和、武岡地域」に「地域公民館」の設置を！

現在、明和地域の住民は草牟田の城西公民館へ、武岡地域の住
民は西別府の嶽・田上公民館管轄になっています。交通のアクセス
がない上に、乗り換え乗り換えできわめて不便、交通費の負担感もあ
ります。両住民にとって利用したくても利用しづらい状況が続いていま
す。

明和、武岡の世帯約９，０００戸、人口２万人以上、市民ニーズの公
平性からいっても設置すべきではないでしょうか、検討、実施を切望し
ています。

　ご意見のあった地域公民館については、これまで様々な状況を勘案し建設
してきた経緯があり、新規建設には財政負担や設置場所などの課題から、慎
重に見極める必要があると考えておりますが、今後の参考とさせていただき
ます。

Ｄ

17 2 (1)

学校給食についてどのようにお考えですか？何か案は出ています
でしょうか？全国でも給食がオーガニックのものに変わりつつあるとこ
ろが増えてきています。農薬は神経毒性があり、胎児や子供は発達
の途中なので脳や神経に大変影響を受けやすく、発達障害との関係
性が報告されていますが、学校給食のオーガニックの割合は現状ど
のようになっていますでしょうか？

短期的にみるとコストの無駄遣いのように感じるかもしれませんが、
中長期的にみると健康被害が減り、健康が維持され、医療費（不妊へ
の医療費も）介護費の削減に実際に浜松市が成功しており、子供の
健康、安心に関わらず妊娠を希望する方への支援、健康医療の充
実、健康寿命の延長、生産環境の保全、継承にも繋がると思うのです
が、市内での導入はどのような点が難しいですか？（農林水産省が
2050年までに有機農業の面積を全耕地の25%に拡大をと方針を立て
ています。）

　ご意見のあった学校給食については、食品の衛生管理状況等を審査した上
で納入業者を選定し、安全安心な食材の調達に努めております。
　有機農産物については、価格や供給量等の状況を把握しながら使用を検討
してまいりたいと考えておりますが、今後の参考にさせていただきます。

Ｄ

－6－



－7－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

18 2 (1)

鹿児島市は交通問題の転換期に来ているのではないでしょうか。ご
検討いただきたい。

永吉団地は（1999年4月）3年間の住民運動の努力が実り小型バス
が運行されるようになり、21年間、みんなの足として愛され、利用され
てきました。ところが、（2020年4月）から突然小型バスが廃止となり、1
年3か月間、団地住民は、日常生活に不便と困難をよぎなくされ、特
に高齢者は家にとじこもりがちになってしまいました。（2021年7月）小
型バスは費用負担が大きいとの理由から「乗合タクシー」が走ること
になりました。しかし、「乗合タクシー」が走っている団地では、使い勝
手の悪さに利用者が少なく困惑していると聞いています。2時間前ま
での予約・キャンセルの仕方等の・・・利用方法は、もっと住民の利便
性を考慮して欲しい。

　永吉団地地域の代替交通手段については、利用見込、効率性など総合的に
判断し、乗合タクシーとしたところであり、同地域の利便性の確保に向け持
続可能な事業運営に努めてまいります。

Ｅ

19 2 (1)

　【前回資料番号１３６ごみの戸別収集について】
対応状況に、高齢者等戸別収集サービス（まごころ収集）に取り組

んでいるとあるが、まごころ収集は要件がかなり厳しいものとなってお
り、利用世帯はごく限られているのではないか。収集時間やコスト面
での課題については、他の自治体（福岡市など）が行っていることか
ら、収集体制の見直しなどにより克服することは困難ではないと思わ
れる。

　ごみの戸別収集については、収集時間やコスト面での課題があることか
ら、慎重に見極める必要があるものと考えております。

Ｅ

20 2 (1)

　【前回資料番号１３７路面電車の縮小または廃止について】
対応状況に、年間1,000万人以上が利用するとあるが、営業収益と

料金を勘案すると延べ人数であり、正しくは利用回数が1,000万回以
上である。仮に全て通勤客とすると、１日１往復、週５日、年間５０週の
利用とすれば５００回利用であり、1,000万回を５００回で割れば２万人
である。通勤客以外の通学客や買い物客などを考慮しても多くて１０
万人程度と思われ、鹿児島市民の大多数は利用していない。また、
人と環境にやさしい乗り物なら、バスを電動化する方が効果的なので
はないか。観光客についても、市電をメインに観光に来ることはほと
んどないと思われバスで代替可能であり、架線などにより景観が損な
われていることはむしろ逆効果である。さらに、観光客はマイカーやレ
ンタカーも多いと思われるが、路面電車による車線の少なさや右折の
困難さ、線路の凹凸はマイカーやレンタカーにとってマイナス要因で
ある。

　ご意見のあった市電利用者数については、正しくは「年間延べ1,000万人以
上が利用」であり、ご指摘のとおり「延べ」という文字の記載が漏れており
ましたことを、お詫び申し上げます。
　ご意見の内容も踏まえながら、総合計画の策定・推進に取り組みます。

（参考）利用者別割合
定　期：約25%
定期外：約75%（現金：約38%、ラピカ：約28%、敬老パス：約9%）

Ｅ

－7－



－8－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

21 2 (1)

　「質の高い暮らしを支える快適なまち（都市、交通政策）」
　＜効率的で持続可能な公共交通体系の構築＞に関連して

① 本市の「公共交通体系」を見直し抜本的に改善していただきた
い。

・現在実施中の「乗り合いタクシー」も「あいバス」も幹線道路の停留
所まで住民を「運ぶ」対策であり、とりわけ、乗り合いタクシーは２時間
前の予約など「使い勝手」が悪く、住民には不評です。

・どの地域に住んでいても、高齢者や、通勤、通学の市民にとって等
しく便利で快適な公共交通であって欲しいのです。

・最近、県内の自治体（志布志市、肝付町など）、他県の自治体の都
市交通も住民のニーズに応えて、様々な対策が行われ実施されてい
ることはご承知かと思います。

・本市も２０数年前、「明和５丁目に小型バスを通して！」の住民運
動の中で、当時の赤崎市長のもと「交通政策課」を設置していただき
ました。

・それは、「交通問題は交通局が考えること」と考えられていた当時
の交通問題を、市民のニーズに応えて市内のどこに住んでいても便
利で快適な公共交通を作るための担当課（交通政策課）の位置づけ
で新設されたものと、認識しています。

「交通政策課」の皆様には、改めて全県、全国規模で研究、検討し
て頂き、市民に歓迎される交通政策を提案していただきたい、切に要
望するものです。

　ご意見の内容も踏まえながら、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｅ

22 2 (2)

子どもの未来が輝くものにするには、子どもたちの自由な遊び場や
自然や施設が各校区ごとにあるべきですし、図書館の充実（団地ご
と）、紫原には１か所もありません。文化的な催しものや住民が自由
に使える施設は皆無です。公園もお年寄りにせんりょうされ、動き回り
たい子どもたちはボールあそびもできません。施設の中に子どもの遊
ぶ声がきこえてくる町づくりに方向を変えてください。

　重点プロジェクト「“子どもの未来”輝き推進プロジェクト」のほか、基
本目標別計画「５－２　子どもの健やかな成長への支援」－「施策の体系
Ⅱ」で、「子どもの居場所づくりの推進」に取り組むこととしており、ご意
見については、今後の取組の参考とさせていただきます。
　校区ごとの図書館や文化的な催しができる施設の設置については、財政負
担などの課題から、慎重に見極める必要があると考えておりますが、既存の
施設を有効に活用することを念頭に、今後の参考とさせていただきます。
　公園については、「２－３　人と自然が共生する都市環境の構築」－「施
策の体系　Ⅲ」で、「広く市民に親しまれる公園の充実」に取り組むことと
しており、公園の利用については、譲り合ってご利用いただけるよう、今後
とも周知・広報に努めてまいります。

Ｂ

－8－



－9－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

23 2 (2)

”子どもの未来”輝き推進プロジェクト 家族と地域における子育て
支援の促進
　産後の母親は実家に里帰りしても精神状態はとても不安定
① 母親（祖母）が仕事をしている場合→仕事を休んでフォローしてい
る。一人親なので自分（祖母）の生活が大変→祖母の育休制度の導
入
② 不妊治療をしている夫婦→２人目の子供を産むか考えてしまう→
治療中は具合が悪かったり安静にしなければならない（第一子の面
倒は誰がみる？幼稚園の送迎は母親には負担）→ベビーシッターの
利用をするときの補助→誰でも母親ならもらえる制度にして欲しい。
現在の基準が厳しい。
③ 母親が仕事に復帰する場合→子供の発熱などで仕事が休めない
→病児保育の費用の補助

母親に気持ちの余裕がないと子供の虐待につながったり、母親が
産後ウツになり子供を育てられない→悪循環

　ご意見のあった祖母の育休制度の導入についてですが、現在法に定められ
た育児休業は「原則として１歳に満たない子を養育する労働者」が取得する
ものとなっており、祖父母が孫の誕生に際して母親のサポートを行うために
取得することのできる休暇制度等は企業が任意で定める法定外休暇となりま
すことから、本市といたしましては、制度導入について考えていないところ
でございます。
　なお、子育てしやすい環境づくりに向けた企業等への啓発については、引
き続き取り組んでまいります。
　また、基本目標別計画「５－１　少子化対策・子育て支援の推進」－「施
策の体系　Ⅲ」で、「多様な保育サービスの提供」などに取り組むこととし
ており、ご意見のあったベビーシッターや病児保育に対する補助について
は、今後の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ

24 2 (2)

　子どもの未来輝きプロジェクトに大きく期待します。ここに
１ 身近な地域で読み聞かせ活動はありますが、親子でプロの劇団

の演劇や人形劇等の鑑賞機会を作ってください。国際的な人材育成
にも繋がる活動だと思います。

２ 新しい時代に対応できる子どもの育成に情報教育も必要です
が、情操教育も欠かせません。豊かな心を育みつつ時代に添った教
育ができると、子どもにとって鹿児島市が素晴らしい場所になると思
います。

　現在、小・中学校や子育て支援施設において芸術鑑賞事業等の実施に取り
組んでいるところであり、基本目標別計画「５－５　市民文化の創造」－
「施策の体系　Ⅰ」－「文化芸術に触れ親しむ機会の充実と活動の促進」内
に位置づけて、引き続き取り組むこととしております。
　なお、“子どもの未来”輝き推進プロジェクトについては、「家族と地域
における子育て支援の促進」、「新しい時代に対応できる子どもの育成」な
どに重点的に取り組むこととしており、ご意見については、今後の取組の参
考とさせていただきます。

Ｄ

25 2 (2)

未来の担い手である子どもたちの問題は、種々あると思います。
「子ども基本法」、「子ども条例」をまず作成して、子どもの権利をどう
保障するかを考えていくことが重要ではないかと思います。

もう一つ「子どもオンブズマン」を設置し、子どもの問題を子どもが発
信できる環境をつくって欲しい。

　基本目標別計画「５－２　子どもの健やかな成長への支援」－「施策の体
系　Ⅱ」の「◆子どもの未来を応援する条例の制定」は、子どもの意見を取
り入れながら進めることとしております。ご意見については、今後の取組の
参考とさせていただきます。 Ｄ

－9－



－10－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

26 2 (2)

　子どもの未来輝き推進プロジェクトについて意見があります。
鹿児島は中学生の全国学力テストや大学進学率が全国でワースト

クラスであるということをメディアにもっと公表すべきです（女子の大学
進学率は最下位、男女合わせても毎年ワースト3位内です）。そしてそ
の原因が貧困世帯からくる教育格差であったり、男尊女卑の根深い
考え方が残るジェンダー格差が全国的にみても大きいことを市民の
共通理解とすべきです。

貧困に対する政策が親に対するものが多く、子どもの教育に直接か
けられるとは限りません。その場凌ぎの対策ではなく、貧困の連鎖を
断ち切り自己肯定感を持って自分の未来を切り拓くために、子どもに
無償で学校外の教育を受けられる環境をもっと作ってほしいです。

例えば、未就学児から小学生には非認知能力を高めるようなプログ
ラムを課外で無償提供したり、中高生には受験に備えた塾へ通える
クーポンを進呈したりすることも有効だと思います。貧困やジェンダー
に負けない子どもたちが輝ける機会を増やしていくことで、その子ども
たちが大人になって彩りあふれる活気に満ちた鹿児島のまちづくりに
貢献していくと思います。

今、子どもにかけるお金はその後の経済効果に対して微々たるもの
だと私は確信しています。犯罪の減少やまちの発展を加味するとその
見返りは絶大な効果があります。ぜひ、子どもの未来が輝けるプロ
ジェクトを様々な角度から推進してください。

　重点プロジェクト「“子どもの未来”輝き推進プロジェクト」－「実施す
る主な取組」－「子どもの未来を応援する取組の推進」で、「子どもの貧困
などさまざまな問題から子どもを地域全体で守り育てる取組を行います」と
しており、ご意見については、今後の取組の参考とさせていただきます。
　なお、全国学力テストの実施並びに結果の公表につきましては、国の方針
に基づいて実施しております。学力向上につきましては、国・県の施策を基
に、本市においても、ＩＣＴ機器を活用したり複数の教員によるきめ細かな
指導をしたりするなど、各学校で授業改善に取り組んでおります。

Ｄ

27 2 (3)

　P100　現状と課題
生活路線である桜島フェリーの運航や桜島港周辺における陸上交

通との　に挿入してもらいたい。

　ご意見の趣旨を踏まえ、地域別計画「Ⅵ　桜島地域」－「現状と課題」の
文中、「桜島港周辺における陸上交通との連携を図り、」の前に「生活航路
である桜島フェリーと」を挿入します。

Ａ

28 2 (3)

地域別計画をたてるときに、必ず子どもの０才～１８才までの施設は
平等に。図書館、ホール、児童館、あそび場（プレーパーク）

　ご意見のあった図書館やホールの設置については、現在、多くの地域公民
館で、市立図書館と連携した図書室やホール等を備えていることに加え、財
政負担などの課題から、現段階では対応は難しいと考えておりますが、既存
の施設を有効に活用することを念頭に、今後の参考とさせていただきます。
　また、児童館、あそび場（プレーパーク）については、基本目標別計画
「５－２　子どもの健やかな成長への支援」－「施策の体系　Ⅱ」で、「子
どもの居場所づくりの推進」に、また、「５－１　少子化対策・子育て支援
の推進」－「施策の体系　Ⅳ」で、「◆地域子育て支援拠点施設の運営・相
談体制の充実」にそれぞれ取り組むこととしており、ご意見については、今
後の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ

－10－
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

29 2 (4)

全体基本計画の中にグラフ等があり分かりやすいが、出典名がな
いのがあるのえ、グラフ等の下へ記載すると良いと思う。

　ご意見については、グラフや表の出典について再度精査したうえで、必要
に応じてその出典等を追記するなど、市民にとって分かりやすい計画となる
よう努めてまいります。 Ａ

30 2 (4)

　横文字の専門語があるが、注釈が必要と思う。 　ご意見の趣旨を踏まえ、横文字など、分かりにくいと考えられる言葉がな
いか、改めて精査したうえで、製本時に用語解説を付けるなど、市民にとっ
て分かりやすい計画となるようにしてまいりたいと考えております。

Ａ

31 2 (4)

　（基本構想）
ＣＯ２排出量を実質ゼロと注釈にあるが、実質という言葉の意味を

説明すべき。
　（基本目標別計画）

シティプロモーション、関係人口、ブルーツーリズム、スマート農林水
産業、エコビジネススタイル、卒ＦＩＴ、バイオガス、ワンウェイプラス
チック、セーフコミュニティ、鹿児島モデル、土地利用ガイドプラン、ラ
イフプランニングについて注釈が必要。
　（重点プロジェクト）

グリーンツーリズム、デジタルデバイド、イクボス推進同盟、プログラ
ミング教育、情報セキュリティポリシーガイドラインにも注釈が必要。

総合計画の至るところに横文字が多い。作成している人々からする
と、知っていて当然だという、おごりがあるのでは。全ての市民に理解
してもらえるように。分かりやすくする努力が足りていないと思いま
す。

　ご意見については、分かりにくいと考えられる言葉などがないか、改めて
精査したうえで、製本時に用語解説を付けるなど、市民にとって分かりやす
い計画となるようにしてまいりたいと考えております。

Ａ

32 2 (4)

　人口減少について。
昨年だったか、久しぶりに鹿児島市からの転出より転入が多かった

とあったが、これはコロナの影響が大きいのではないか。引き続き若
者が地元に残るような取組にもっと力を入れるべきでは。

　ご意見については、基本目標別計画「３－３　地域産業の活性化」－「施
策の体系　Ⅳ」で、「◆産学官連携による若者の地元定着の推進」に取り組
むこととしております。
　また、ご意見のあった若者の人口流出抑制に向けた取組による人口減少対
策については、今後、前期基本計画（素案）に位置付けた「まち・ひと・し
ごと創生基本方針」に基づいて策定する「第２期鹿児島市まち・ひと・しご
と創生総合戦略」の検討にあたり参考とさせていただきます。

Ｂ

－11－
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

33 2 (4)

子どもを中心においた基本計画作成を希望します。３つ子の魂１００
までといわれるように、人生の長い一生の人格の基盤は２～３才まで
にほぼ完了します。その時期に、できるだけ多くの人と関わり、自然
のなかで関わり、文化体験をすることは２１Ｃ型の教育は、ヨーロッパ
の教育を見ても、日本はまだ明治をひきずっています。人とかかわ
り、自然とかかわり、文化芸術で五感をとぎすまされた人間育成を柱
にしてください。

　将来のまちのあるべき姿として、都市像「つながる人・まち　彩りあふれ
る　躍動都市・かごしま」を掲げ、市民一人ひとりが互いに尊重しあい、個
性と能力を発揮しつつ、相互のつながりを深めることで、多彩な人材の魅力
が豊かな彩りとなる、鹿児島市の創造を目指すこととしており、そのような
考えのもと、基本目標「豊かな個性を育み未来を拓く　誇りあるまち」や、
３つの重点プロジェクトの一つとして位置付けている「“子どもの未来”輝
き推進プロジェクト」において、次代を担う多彩な人材の育成に取り組むこ
ととしております。
　なお、現在、小・中学校や子育て支援施設での芸術鑑賞事業に取り組んで
いるところであり、基本目標別計画「５－５　市民文化の創造」－「施策の
体系　Ⅰ」－「文化芸術に触れ親しむ機会の充実と活動の促進」内に位置づ
けて、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

34 2 (4)

地方創生が言われて久しいが、どう頑張っても鹿児島も含め日本全
体の人口が減っていくわけなので、ICTやAIなどの技術をどんどん取
り入れて、仕事の省力化や利益をあげていく必要があると思う。

　ご意見のあったデジタル技術を活用した地方創生については、今後、前期
基本計画（素案）に位置付けた「まち・ひと・しごと創生基本方針」に基づ
いて策定する「第２期鹿児島市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の検討に
あたり参考とさせていただきます。

Ｄ

35 2 (4)

総合計画の計画の際は鹿児島県と連携して実施してほしい。特に
街づくり、建物建設は鹿児島県と密にして似たような物ができないよう
にして欲しい。（県の野球場と市営球場が近くにある）県体育館建て
替え問題も鹿児島市と連携して交通局跡地、JT跡地に建設すればと
個人的には思う。

以上の事を踏まえ、鹿児島県と連携して欲しい。有効な税金の使い
道をして欲しい。

　総合計画の策定に当たっては、県の計画や施策・事業との整合に留意する
こととしており、県とは、郷土かごしまの発展という共通の目的に向け、引
き続き、協議・連携を密にしながら、まちづくりを進めていくこととしてお
ります。
　なお、県の新たな総合体育館については、県が設置した基本構想検討委員
会において、まずは、施設の具体的な機能や規模・構成等の検討を行い、次
に、候補地などの検討を行うこととされておりますことから、県の基本構想
に向けた検討状況を注視し、必要に応じ対応してまいりたいと考えておりま
す。

Ｅ

36 2 (4)
　市長の意見も「市民のひろば」にお願いします。 　ご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｅ

－12－
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

37 3

理念としての総合計画がマスタープランにおいて施策として具体化
されるときには、マスタープランの施策は総合計画の各項目の規定に
従って縦割り的に個別的に策定されるべきではない。総合計画の各
項目をマスタープランでの施策として具体化するときに、各項目を実
現するための諸施策の間に相互関連付けを行うことで相乗効果が見
込まれるものは、そのような相互関連付けを施して、縦割り施策を超
えた総合的な施策として具体化すべきである。

たとえば、公共交通の充実を通じて市内各地点に分散する諸施設
を市民全員が有効活用して福祉を高めることは、今後の高齢化、環
境問題、交通安全、財政の健全化、ＳＤＧｓなどの課題を総合的に考
え併せると、重要な解決策である。このような市民の福祉増大を満た
すマスタープランの策定は、施設・高齢化・環境・交通・財政の各問題
に対処する個別的施策の枠を超えて、諸施設とアクセス手段としての
公共交通の連携、そして、それに伴うＳＤＧｓへの貢献を勘案した総合
的施策として考えなければならない。

以上をまとめると、総合計画で策定された諸項目をマスタープランに
おいて施策化するさいには、施策の有効性ひいては総合計画の実現
性を高めるために、総合計画で示された各項目に関連した諸施策の
間にある相乗効果を考慮して、総合的な観点で取り組むべきである。

　ご意見については、基本目標間で連携しながら、持続可能な都市づくりに
向けた対応を進めることとしており、横のつながりを大切にしながら、総合
計画を推進してまいります。
　また、総合計画の策定に当たっては、ＳＤＧｓについて、本市施策との関
連付けを行うなど、ＳＤＧｓの視点を取り入れることとしており、多様な主
体がその意義を共有しながら、ＳＤＧｓを推進することとしております。

Ｂ

38 3

鹿児島には仕事が少なくその職業に応じての実習や訓練がほとん
どありません。交通の便がとても悪いです。自動運転レベル３～４の
普及を。技能訓練をリーズナブルな値段に就職してる時でも受けやす
くなって欲しい。３か月の期間もあって良い。ブッシュクラフトを学びた
いです。eスポーツがあるのはとても良いことです。ボードゲームも普
及して欲しい。バックギャモン、キャロム、チェス、チェッカーなど。メ
ディアリテラシーは大事。プログラミング、セキュリティ、ネットワークの
講座があったら良い。休み方改革、怠け方改革、学び方改革が必
要。ロボット、国産ドローンを使った産業を発展させる。公務員保育士
を育成、増やして欲しい。垂直農法をして欲しい。他の地域に行ったこ
とはほとんどない。移動手段が車に限られるし、渋滞が起こるから。
情報も少なすぎる。どの地域にもICT導入は大事。鹿児島に新しい交
通手段を作るのが必要です。物流、配送、交通は血液みたいなもの
です。常に情報の共有は必要です。

　ご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｅ

－13－
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第六次鹿児島市総合計画 基本構想(案)・前期基本計画(素案)に関する意見の検討結果一覧表【２ テーマ別意見交換会】

１　基本構想（案）に関する意見 対　応　区　分

２　前期基本計画（素案）に関する意見 Ａ　意見の趣旨等を反映し、基本構想・前期基本計画（案）に盛り込むもの

(1) 基本目標別計画 Ｂ　意見の趣旨等は、基本構想（案）・前期基本計画（素案）に盛り込み済みのもの

(2) 重点プロジェクト Ｃ　基本構想・前期基本計画（案）に盛り込まないもの

(3) 地域別計画 Ｄ　実施計画・個別計画の検討、具体的な事業の実施にあたり参考にするもの

(4) その他全般 Ｅ　その他要望・意見等

３　その他の意見

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

1 1

　県民・市民が誇れる鹿児島市 　ご意見については、基本構想（案）の「３　基本構想」－「（１）都市
像」で、将来のまちのあるべき姿として、まちへの誇りと愛着を持つ人の輪
が拡がっていることを目指すこととしており、その実現に向けた取組を進め
ることとしております。

Ｂ

2 1

　基本構想　人口構造の変化
少子高齢化に対応するためコンパクトシティの推進は有効。特に、

公共交通機関の整備・効率化は必須だと思います。

　賛同のご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。
　なお、少子高齢化への対応については、前期基本計画（素案）に位置付け
た「まち・ひと・しごと創生基本方針」に基づいて策定する「第２期鹿児島
市まち・ひと・しごと創生総合戦略」において、人口減少を前提とした持続
可能なまちづくりに引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

3 1

　50年のビジョンに基づく計画 　将来人口については、基本構想（案）の「２　総合計画策定の前提」－
「（３）将来推計」で、２０６０年までの展望をお示ししておりますが、５
０年後の社会経済情勢を的確に見据えることは困難であり、他都市において
も、その多くが１０年毎に総合計画を策定していること等を踏まえ、本市に
おいては総合計画の計画期間を１０年としたいと考えております。

Ｃ

4 2 (1)

　５　誰もが個性と能力を発揮できる地域社会の形成
　Ⅲ多文化共生の推進　◇情報の多言語化
　ぜひどんどん進めてください。それと同時に「どのような情報が必要
か」についても、市民の意見を継続的に聞き続けて下さい。

　ご意見については、現在、情報の多言語化に取り組んでいるところであ
り、基本目標別計画「１－５　誰もが個性と能力を発揮できる地域社会の形
成」－「施策の体系　Ⅲ」で、「多文化共生の地域づくりの推進」内に位置
付けて、引き続き取り組むこととしており、ご意見の趣旨を踏まえ、「多文
化共生の地域づくりの推進」内に、「◆相談体制の充実」を追加します。

Ａ

項　目

－14－
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

5 2 (1)

　空き家対策として
既存公営住宅の活用方法について、テーマ別住宅へのリフォーム、

高齢者向け住宅、子育て世代住宅、単身者向け住宅など、一つの住
宅に、棟ごとに特色のあるリフォーム、家賃を検討し、地域の活性化、
コミュニティの強化を図られたらと思う。

　ご意見については、現在、市営住宅の建替や改善（リフォーム）の際に、
子育て仕様住戸を整備するなど、良好なコミュニティを形成し、バランスの
取れた世帯構成となるよう配慮しているところです。
　なお、市営住宅の敷地や空き住戸の有効活用施策及び施策の事業化に向け
た可能性を検討しているところであり、ご意見の趣旨を踏まえ、基本目標別
計画「６－２　暮らしやすい生活基盤の構築」－「施策の体系　Ⅲ」－「多
様な居住ニーズに対応する住環境の形成」内に「◆市営住宅敷地等の有効活
用」を追加します。

Ａ

6 2 (1)

　Ⅱ　地域共生社会の実現
　「地域福祉を取り巻く情勢の変化」、「障がい者のニーズの多様化」、
「社会保障制度を取り巻く状況の変化」について、市の方針は、現状
の課題について考えられていると思います。最近の新型コロナウイル
スの感染により、日本、いいえ、世界中が今後、どうなっていくか不安
な状況におかれています。その中で、社会で弱い立場の人々と生活
困窮者（とくに食事や最低限以下の生活環境にいる子供たち）、ヤン
グケアラーの存在があきらかになってきています。将来ある子供た
ち、若者に誠実に努力していけば、真っ当な未来が待っていることを
信じていけるようにできたら良いと思います。

　ご意見のあった社会で弱い立場の人々等への対応については、基本目標別
計画「４－２　地域共生社会の実現」－「施策の体系　Ⅰ」の「支え合う地
域づくりの推進」や「地域での自立した生活の支援」、「生活困窮者の自立
に向けた支援」において取り組むこととしております。
　また、重点プロジェクト「“子どもの未来”輝き推進プロジェクト」－
「実施する主な取組」で、「子どもの未来を応援する取組」や「新しい時代
に対応できる子どもの育成」に取り組むこととしているほか、児童生徒から
の相談については、「５－３　学校教育の充実」－「施策の体系　Ⅰ」で、
「生徒指導・教育相談等の充実」に取り組むこととしております。

Ｂ

7 2 (1)

　５　誰もが個性と能力を発揮できる地域社会の形成
価値観の多様性－鹿児島は“保守的”と言われてる。10年後、ＬＧＢ

Ｔ、ジェンダーフリーを受け入れられるような社会になるといい、その
ためには、大学の教育（人材育成）が（最も）大事と改めて考えさせら
れた。頑張らねば。

　ご意見については、基本目標別計画「１－５　誰もが個性と能力を発揮で
きる地域社会の形成」－「施策の体系　Ⅰ」及び「施策の体系　Ⅱ」で、
「◆多様化する人権問題への対応」及び「◆固定的性別役割分担意識の解
消」に取り組むこととしております。

Ｂ

8 2 (1)

　５　誰もが個性と能力を発揮できる地域社会の形成
今後、多様な価値観を共有することが当然となっていく社会におい

て、鹿児島市がそのモデルとなるべく、ジェンダーフリーやＬＧＢＴの理
解推進に教育機関との連携を通して取り組んでいただきたい。

　ご意見については、基本目標別計画「１－５　誰もが個性と能力を発揮で
きる地域社会の形成」－「施策の体系　Ⅰ」及び「施策の体系　Ⅱ」で「◆
多様化する人権問題への対応」、「◆関係機関、団体との連携」及び「◆固
定的性別役割分担意識の解消」に取り組むこととしております。

Ｂ

9 2 (1)

　５　誰もが個性と能力を発揮できる地域社会の形成
将来の移民増加をふまえ、多文化共生のための教育にも力を入れ

てほしい。

　ご意見のあった多文化共生のための教育については、現在、国際相互理解
の推進に取り組んでいるところであり、基本目標別計画「１－５　誰もが個
性と能力を発揮できる地域社会の形成」－「施策の体系　Ⅲ」で、「多文化
共生の地域づくりの推進」において、引き続き取り組むこととしておりま
す。

Ｂ

－15－



－16－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

10 2 (1)

　３　多角的な連携・交流の推進について
・鹿児島に留学を希望する留学生の増加のために（留学生が魅力

を発信するため）
・鹿児島から世界（欧米・アジア）に留学を希望する日本人学生増加

のために（留学先で日本を発信）
「自国を知らずして国際人を名乗るなかれ」文化・歴史を発信できる

人材育成が必須と感じます。

　ご意見のあった文化・歴史を発信できる人材育成については、基本目標別
計画「１－３　多角的な連携・交流の推進」－「施策の体系　Ⅲ」で、「次
代を担う国際性豊かな人材の育成」に取り組むこととしております。

Ｂ

11 2 (1)

　４　シティプロモーションの推進　Ⅲ移住の促進について
　鹿児島市の課題としては、移住もそうだが、進学時、就職時の流出
の抑制も重要だと思われる。全国から鹿児島に就職される方のサ
ポート、産業の誘致などに力を入れていただきたい。

　ご意見のあった進学時、就職時の流出の抑制については、基本目標別計画
「３－３　地域産業の活性化」－「施策の体系　Ⅳ」で、「◆産学官連携に
よる若者の地元定着の推進」に取り組むこととしております。
　また、産業の誘致については、「施策の体系　Ⅰ」で、「◆戦略的な企業
誘致・増設等」に取り組むこととしております。
　なお、全国から鹿児島に就職される方のサポートについては、ＵＩＪター
ンによる就業・起業者の創出を図るため、東京２３区等から本市へ移住し、
中小企業に就業又は起業した方へ移住支援金を支給しており、ご意見につい
ては今後の取組の参考とさせていただきます。

Ｂ

12 2 (1)

産学共同として、鹿大（大学）・行政・産業とのＵターン・若者の育成
のシステムづくりと若者の地元での「職の場」づくりと仕掛けづくり。

　基本目標別計画「１－３　多角的な連携・交流の推進」で「大学や事業者
等との連携の推進」に、また、「１－４　シティプロモーションの推進」で
「移住の促進」に取り組むこととしており、ご意見のあった産学官での若者
の育成やＵターンのシステムづくりについては、今後、実施計画の検討にあ
たり参考とさせていただきます。
　なお、現在、鹿児島大学と連携して新たな産業やサービス等の創出支援、
クリエイティブ産業の振興に取り組んでいるところであり、「３－３　地域
産業の活性化」－「施策の体系　Ⅰ」－「新たな事業展開等の促進」や「新
たな価値を生み出す人材等の創出」内に位置づけて、引き続き取り組むこと
としているほか、「施策の体系　Ⅱ」で、「ものづくり産業の活性化支援」
や「◆商店街等の活性化支援」に取り組むこととしております。

Ｂ

13 2 (1)

　１　地域社会を支える協働・連携の推進について
政策支援を必要とする当事者と直接話ができる機会を設けることが

できるといいと考える。行政の取り組みとしてだけではなく、学生とし
ても支援する関わりを持ちたい。

　ご意見については、基本目標別計画「１－１　地域社会を支える協働・連
携の推進」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆市民参画手続等の実施」、「◆市
民の声を聞く機会の充実」に取り組むこととしており、意見交換会、ワーク
ショップといった市民同士が対話できる機会も設けるよう取り組むこととし
ております。

Ｂ

－16－



－17－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

14 2 (1)

　４　シティプロモーションの推進について
　“シビックプライドの醸成”は特に重要かと思います。一般に「発信」
が強調されるが、当事者意識としてのシビックプライドを醸成し、関係
人口の創出・拡大を進めてほしい。

　ご意見については、現在、市民を対象としたワークショップの実践プログ
ラムを通して、本市に対する愛着や誇りを高める取組を行っているところで
あり、基本目標別計画「１－４　シティプロモーションの推進」－「施策の
体系　Ⅱ」－「市民等のまちづくり意識の喚起」内に位置づけて、引き続き
取り組むこととしております。

Ｂ

15 2 (1)

地域の特色を生かした公園や街づくりをしてもらいたい。メンテナン
スの面も含めて、現在の鹿児島の緑化にしっかり取り組んでほしい。
そのことにより（屋外でコミュニケーションできる場所が必要）人が集ま
る環境づくりができると思います。

　ご意見のあった地域の特色を生かした公園づくりや緑化への取組について
は、基本目標別計画「２－３　人と自然が共生する都市環境の構築」－「施
策の体系　Ⅱ及びⅢ」で、「緑の保全、緑の育成・創出と機能の充実」や
「広く市民に親しまれる公園の充実」などに取り組むこととしております。

Ｂ

16 2 (1)

人と自然が共生する都市環境の構築について、街区公園の利用率
が少ないと感じます。古い団地等の数ある公園は老朽化が目立ち、
防犯上においても問題視されていると思いますので、地域の意見を
採り入れながら、街区公園の整備も必要ではないかと思います。

　ご意見のあった老朽化した公園の再整備については、基本目標別計画「２
－３　人と自然が共生する都市環境の構築」－「施策の体系　Ⅲ」で、「広
く市民に親しまれる公園の充実」に向けて、「◆遊具の改築」など公園施設
の再整備に取り組むこととしております。なお、公園施設の再整備にあたっ
ては、地域の意見を踏まえ、進めております。

Ｂ

17 2 (1)

鹿児島固有である桜島、錦江湾をセットにした景観づくりを期待しま
す。

　ご意見については、基本目標別計画「６－１　機能性の高い都市空間の形
成」－「施策の体系　Ⅴ」で、「◆視点場からの桜島・錦江湾への眺望確
保」に取り組むこととしております。

Ｂ

18 2 (1)

公園づくりや植林などはまちづくりだけでなく、発信やブランディング
イメージにも利用できるため、行政だけでなく企業を巻き込んだ実施
が求められる。もちろん、住民や子どもの参加を組み込み、当事者意
識をもたせることが大事です。

　ご意見のあった企業を巻き込んだ公園づくり等については、令和2年10月に
開設した加治屋まちの杜公園において、P-PFI（パークPFI）制度による民間
活力を導入したほか、市内の公園において、住民の皆様に愛護作業として清
掃等にご協力いただいているところであり、基本目標別計画「２－３　人と
自然が共生する都市環境の構築」－「施策の体系　Ⅱ及びⅢ」で、「緑の保
全、緑の育成・創出と機能の充実」や「広く市民に親しまれる公園の充実」
などを進める中で、引き続き取り組むこととしております。
　また、ご意見のあった森林整備に関する意識の醸成については、現在、ボ
ランティア団体等の森林整備活動に対する助成や森林体験イベントの実施に
より、森林・林業への理解の促進に取り組んでいるところであり、「３－５
農林水産業の振興」－「施策の体系　Ⅲ」－「◆関係団体等と連携した魅力
の発信」内に位置付けて取り組むこととしております。

Ｂ

－17－



－18－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

19 2 (1)

１－Ⅲに学校教育の記載がない。既に行われているものと思うが、
学校での教育は極めて重要なので、記載すべきだと思う。また、質の
高い教育が求められると思うので、教員への研修、教育プログラムの
充実（体験含む）を重点的に行ってもらいたい。

　ご意見については、現在、学校等における環境教育の支援・連携に取り組
んでいるところであり、基本目標別計画「２－１　ゼロカーボンシティかご
しまの推進」－「施策の体系　Ⅲ」－「環境学習・環境教育の推進」内に位
置づけて、引き続き取り組むこととしております。
　なお、教職員の研修等については、「５－３　学校教育の充実」－「施策
の体系　Ⅳ」で、「◆教職員研修の充実」に取り組むこととしております。

Ｂ

20 2 (1)

　４　生活環境の向上
　「人」がテーマ、「人」が大切だと思い、人口減少が問題なので、人口
増をどうするかが課題だと思うので、リラックスできる家、公共施設が
沢山できれば良いと思い、木材をふんだんに使った賃貸住宅（格安）
を造って、生み育てやすい居場所造りを早急にしてほしい。

　ご意見のあった生み育てやすい居場所造りについては、現在、市営住宅の
建替等の際に子育てのしやすさなどに配慮した住戸の整備に取り組んでいる
ところであり、今後も、基本目標別計画「６－２　暮らしやすい生活基盤の
構築」－「施策の体系　Ⅲ」－「多様な居住ニーズに対応する住環境の形
成」内に位置づけて、引き続き取り組むこととしております。
　なお、「木材をふんだんに使った賃貸（市営）住宅」の整備については、
コスト面などから、現段階では対応は難しいと考えております。
　ご意見のあった生活環境の向上による人口減少の対策については、今後、
前期基本計画（素案）に位置付けた「まち・ひと・しごと創生基本方針」に
基づいて策定する「第２期鹿児島市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の検
討にあたり参考とさせていただきます。

Ｂ

21 2 (1)

花と緑のまちづくりは天文館などでもすでに見られており、良い環境
だと思うため、今後も鹿児島市のまちづくりにおいて、花や緑を増やし
ていく必要があると考える。

　賛同のご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｂ

22 2 (1)

電気自動車の普及は難しそうなので、自転車と公共交通機関の環
境整備、普及を行うという視点を加えるのが良いと考える。

　ご意見については、現在、機会をとらえて啓発に取り組んでいるところで
あり、基本目標別計画「２－１　ゼロカーボンシティかごしまの推進」－
「施策の体系　Ⅲ」－「エコライフスタイルへの転換」内に位置づけて、引
き続き取り組むこととしております。
　地球温暖化対策を推進するうえで、ＣＯ２排出量の削減は喫緊の課題であ

り、本市においてはＣＯ２排出量の約４割を運輸部門が占めています。国にお

いては、２０３５年以降の新車販売は電気自動車や燃料電池自動車等のみと
することを既に公表しておりますが、本市においては運輸部門におけるＣＯ２

排出を早急に削減するため、２０３１年度までを計画期間とする本計画にお
いても電気自動車等の普及促進を着実に進めたいと考えております。
　なお、公共交通機関の整備については、「６－３　市民活動を支える交通
環境の充実」－「施策の体系　Ⅱ」で、「公共交通の利用促進・サービス水
準の向上」に取り組むこととしております。

Ｂ

－18－



－19－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

23 2 (1)

それぞれの施策の体系でわかりやすくまとめていることは良いので
すが、抽象的すぎるものもあるため、より具体的な施策を知りたいと
思いました。これとは別のもので具体的な施策を知れるのであれば、
市民が気軽に見れるような発信方法に期待します。

　総合計画は、都市像や基本目標を示す「基本構想」、基本目標を踏まえた
施策の基本的方向や施策の体系を示す「基本計画」、施策を実現するため実
施する事業を示す「実施計画」の３層で構成され、基本構想・基本計画の策
定後に、実施計画を策定することとしており、策定した実施計画は、市ホー
ムページに掲載するほか、地域公民館などに配置するなど、周知・広報に努
めていくこととしております。

Ｂ

24 2 (1)

19ページ「施策の体系」の「ⅠＣＯ２排出量の削減と気候変動の影響
への対応」について

電気自動車以外にもカーボンフリーの移動手段を確保することが、
今後ますます必要となるため、取り組み内容に自転車と公共交通の
利用促進を図るための施策（バスや電車に自転車を載せて移動でき
るようにすることや自転車専用レーンの更なる整備、欧州の多くの都
市で採用されているような乗車券を時間制限制でバス・電車共通に
し、乗り換えに追加料金がかからないなど）を加えてはどうか。

　ご意見については、現在、機会をとらえて啓発に取り組んでいるところで
あり、基本目標別計画「２－１　ゼロカーボンシティかごしまの推進」－
「施策の体系　Ⅲ」－「エコライフスタイルへの転換」内に位置づけて、引
き続き取り組むこととしております。
　また、「６－３　市民活動を支える交通環境の充実」－「施策の体系
Ⅱ」で、「公共交通の利用促進・サービス水準の向上」、「安心・安全な移
動環境の整備」に取り組むこととしており、ご意見のあった自転車専用レー
ンの整備については、今後、個別計画である「鹿児島市自転車走行ネット
ワーク整備計画」の検討にあたり参考とさせていただきます。

Ｂ

25 2 (1)

　19ページ「目標指標」の「かごしま環境未来館の利用者数」について
①北九州市や京都市にある類似環境学習施設は、都市人口や都

市周辺人口が鹿児島市の2倍前後であるが、利用者数はどちらも9万
人程度で、人口規模が小さいにもかかわらずかごしま環境未来館に
はこれまで同等以上の利用者数があった。②これまで一過性のイベ
ントを多数開催するなどして、利用者数を延ばしてきたが、市民の行
動変容への結びつきが弱かった。③今後鹿児島市においても高齢化
と人口減少が予想されている。

という状況が背景にある中で、利用者数の増加を図ることは現実的
ではなく、むしろ利用者数の維持を図りつつ、行動変容に結びつく取
り組みをいかに推進していくかということが今後ますます課題となるた
め、利用者数について過大な数値目標を設定して、事業活動の質を
低下させるよりも市民が積極的に行動する機運を向上させるための
取り組みを強化する必要がある。

　ご意見については、基本目標別計画「２－１　ゼロカーボンシティかごし
まの推進」－「施策の体系　Ⅲ」－「環境学習・環境教育の推進」で、「◆
かごしま環境未来館を中心とした環境学習及び協働・連携の推進」に取り組
むこととしております。
　同館では、これまでも各種講座等の開催や館内の展示案内に加え、取組効
果の「見える化」や体験型のイベント等を、市民や市民活動団体等と協働で
実施してまいりました。これからもエコライフスタイルの転換に向けて取り
組んでまいります。

Ｂ

26 2 (1)

　21ページ「施策の体系」の「Ⅱ廃棄物の適正処理の推進」について
処分場の延命策が今後ますます必要となるため、生ごみの単独回

収とバイオガスの有効利用の取り組みを強化する必要がある。

　ご意見のあった生ごみの分別収集については、現行の収集体制では、収集
時間やコスト面での課題があることから、慎重に見極める必要があると考え
ております。
　また、基本目標別計画「２－２　循環型社会の構築」－「施策の体系
Ⅲ」で「バイオガスの有効利用」に取り組むこととしており、令和４年１月
からバイオガス施設の稼働によって、生ごみ等を都市ガスの原料として有効
利用してまいります。

Ｂ

－19－



－20－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

27 2 (1)

　Ⅲ　エコスタイルへの転換
環境学習に関して、たくさんの項目で「かごしま環境未来館で・・・」と

出てきます。確かに、環境教育のための施設ではありますが、動くの
は職員です。よくお世話になっている者としては、はた目には、彼ら・
彼女たちの仕事は幅広い分野にとても多くて、急ぎ片付けないと次か
ら次へと色々な作業が入ってきているように見えます。いつもその働
きと学ばせていただいていることに感謝しています。

環境教育には知識の学習と体験学習とがあるように見られますが、
これらはどちらも必要です。事前に、あるいは体験後にしっかり勉強
する前提があっての体験学習だと思います。

学校教育現場も同様かと思います。正採用者の教員より臨時採用
者の方が多い学校もあるとか聞きます。限られた時間の中で子どもた
ちの環境学習をもっと分散して、質の高い、色々な学習体験できる施
設や場を創り上げて、現場の先生方の負担増にならぬような対策も
行って欲しいです。

　基本目標別計画「２－１　ゼロカーボンシティかごしまの推進」－「施策
の体系　Ⅲ」－「環境学習・環境教育の推進」で、「◆かごしま環境未来館
を中心とした環境学習及び協働・連携の推進」に取り組むこととしており、
情報や知識の提供と併せて、体験や振り返りの場も設けながら、また、市民
活動団体の活動支援や協働イベントなども行っているところです。
　また、学校教育現場については、現在、個性あふれる学校づくりの推進や
学校における業務改善に取り組んでいるところです。これらは、「５－３
学校教育の充実」－「施策の体系　Ⅱ」－「◆キャリア教育・郷土教育等の
充実」や「施策の体系　Ⅳ」－「学校運営の充実」内に位置づけて、引き続
き取り組むこととしております。

Ｂ

28 2 (1)

　３Rの推進、廃棄物の適正処理の推進
すでに「「リサイクル率日本一の町」として独自のリサイクルシステム

を作り上げている曽於郡大崎町の例があります。人口や基幹産業な
どの差異はあるかもしれませんが、そのKnow・Howはいずこでもある
部分取り入れて行けるものと思います。

プラスティック製品がゴミとして河川や海へ放棄される問題の重大さ
は小・中・高生、大学生らはよく学んで行動も起こしていますが、まだ
まだ市民の認識度は“情報・知識”の段階で止まっている様子です。こ
れは10年後と言わず、今すぐに実行化していかなければならないこと
のひとつだと思います。

　家庭・事業系ごみの減量化に向けた施策については、基本目標別計画「２
－２　循環型社会の構築」－「施策の体系　Ⅰ」で、「減量化・資源化の推
進」に取り組むこととしております。なお、大崎町の取組については、今
後、施策に基づく具体的な事業を進めるに当たっての参考とさせていただき
ます。
　また、ご意見のあったプラスチックごみ問題への対応については、現在、
使い捨てプラスチック削減の重要性等について意識啓発を図る取組を行って
いるところであり、「施策の体系　Ⅰ」で、「プラスチック資源循環への取
組」内に位置づけて、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

－20－



－21－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

29 2 (1)

　３　人と自然が共生する都市環境の構築　Ⅰ　生物多様性の保全と
活用
　地球規模の気候変動対策と大きく連動している問題でもあります。
1987年の「環境と開発に関する世界委員会」（通称：ブルントラント委
員会）以来、1992年のリオデジャネイロ国連「地球サミット」、1997年の
京都議定書、2001年のMDGｓ採択。2010年のCOP10名古屋会議愛知
目標採択、2015年のSDGｓ採択・・・とやってきてもほとんどの目標が
完全に達成されていないのが現状だと教えられています。
　事実、SDGｓの169のターゲットには「2020年までに・・・」と明記され
た条項が少なからずあります。生物多様性に関係のある第13、14、15
番目の目標に付記されたターゲットにだけでも9つあります。まだその
検証結果は出されていませんが、素人目で見てもわかるぐらいに達
成されていないことが殆どです。
このことは、いかにSDGｓの目標達成が難しいものであるかを示して
いるように思えます。
　鹿児島市が総合計画にこのSDGｓを提示しながらも、あくまで「視点
として」慎重に取り上げることを願います。SDGｓには問題点も指摘さ
れていますので・・・・。特に目標14番目のターゲット14-4～14-7、およ
び続く14a,b,cなどはいくつかの国家の、世界の決まりを無視する政策
で「全く守られていない」のが見て取れます。

　ご意見のあったＳＤＧｓについては、国際社会全体で取り組む共通目標で
あり、総合計画については、基本構想（案）の「１　総合計画策定の趣旨」
－「（５）策定に当たっての視点」－「視点②」で、「ＳＤＧｓの視点を取
り入れ、多様な主体がその意義を共有しながらＳＤＧｓを推進する計画とし
ます」としております。

Ｂ

30 2 (1)

　３　人と自然が共生する都市環境の構築
　緑の保全、緑の育成・創出と機能の充実、花と緑のまちづくり

1970年代の鹿児島市で実行されていた「グリーンストーム作戦」で
は街路樹がほとんどツツジのみであった・・・と聞いています。その頃
とすると選定され植樹されている種類は大幅に増えているようです。
それでも人口比から見ると鹿児島市は九州でも緑の少ない町だと聞
きます。

公園の緑も限られていて少ないところから、生物多様性への視点か
らも、公園に小鳥たちがやってくるような実のなる樹木を植えたらどう
だろう・・・、というアイデアが出されています。これも実行可能なことで
はないか、と思います。
自分たちが食事で食べた果実の種を自宅の庭や公園に植えて行
く・・・・。楽しみでもあります。街路樹では商店街などに落葉広葉樹を
選ぶと、落ち葉対策で問題が起きる地域もあるそうですので、樹木の
選別も地域と植樹前にしっかり話しあう方法なども取られればいいか
と思います。ヒトツバと害虫指定のキオビエダシャクとの関係のような
問題もありますので・・・・。

　ご意見については、基本目標別計画「２－３　人と自然が共生する都市環
境の構築」－「施策の体系　Ⅱ」で、「緑の保全、緑の育成・創出と機能の
充実」に向けて、地域の状況に応じた樹種を選定するなど「◆緑の快適環境
の維持」に取り組むこととしております。

Ｂ

－21－



－22－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

31 2 (1)

　４　生活環境の向上　Ⅱ　清潔で美しいまちづくりの推進
環境美化、道路際の花壇の整備などは町内会や学校同窓会、地域

自治会の活動団体などに任されることが多いのでしょうが、いわゆる
“ボランティア”の善意、好意にのみ頼るには地域内の問題の種でも
あるようです。たとえ少額でも“有償ボランティア”になってもまたケチ
が付く・・・・。取り組みの方法は地域住民の美意識などの向上・啓発
なども大切だと思います。

　ご意見のあった地域住民の美意識などの向上・啓発については、基本目標
別計画「２－４　生活環境の向上」－「施策の体系　Ⅱ」で、「◆「みんな
でまちを美しくする条例」による美しいまちづくりの意識啓発及び推進」に
取り組むこととしております。 Ｂ

32 2 (1)

一番大切なのは、市民一人一人の意識と行動の質の向上にあるの
では・・・と思わされます。

世代間の意識のずれ、価値観の相違は今の時点でさえ、大きいと
思います。テレビも自宅電話もゲーム機もなかった時代の70～80歳
代の人々の自然観には、“自然が遊び場”だったことから、自然の不
思議への畏敬、「宗教的」とでさえ言える意識の持ち方がある。

テレビ、携帯電話、ＳＮＳ、ＡＩが当たり前の今の若い世代の人たち。
自然環境への、あるいは自然から受ける感性の違いは大きいと思い
ます。

自然を「もの」と思って対処するか、「山川草木悉有仏性」や、「草木
国土悉皆成仏」のように人類と同等の存在と見るか・・・・。

　ご意見については、基本目標別計画「２－１　ゼロカーボンシティかごし
まの推進」－「基本的方向　Ⅲ」で「市民や事業者等に対してわかりやすい
広報・啓発を行うことにより、環境問題についての理解を深め、エコスタイ
ルへの転換を推進」することとしております。

Ｂ

33 2 (1)

MICEの誘致やプロスポーツのキャンプ誘致などに取り組み、交流
人口を増やしてもらいたい。県とも協調・協力しながらコンベンション
や多目的に利用できる施設の整備に一日も早く取り組んでほしい。

　ご意見のあったＭＩＣＥやスポーツキャンプの誘致については、基本目標
別計画「３－１　地域特性を生かした観光・交流の推進」－「施策の体系
Ⅱ」で、「ＭＩＣＥによる誘客促進」に取り組むこととしており、また、
「３－２　スポーツ交流・振興の推進」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆ス
ポーツ大会・キャンプの誘致とプロモーション」に取り組むこととしており
ます。
　なお、コンベンション施設については、ドルフィンポート跡地を含む本港
区エリアにおいて、土地所有者である県が、国際会議などを開催できるコン
ベンション機能や展示機能を備える施設の整備など、その方向性を検討する
こととしております。
　本市としては、県と緊密に連携を図りながら、個性と魅力あるまちづくり
の推進に取り組んでまいりたいと考えております。

Ｂ

34 2 (1)

インバウンドの誘致ができるようになったら、本港区（北・南埠頭）に
も誘致し、天文館を中心に散策できるルートづくりをお願いしたい。

　ご意見については、現在、多言語の観光ガイドマップ等に天文館を中心と
して散策しやすい情報を掲載しているところであり、基本目標別計画「３－
１　地域特性を生かした観光・交流の推進」－「施策の体系　Ⅲ」－「世界
標準の受入・案内機能の充実」内に位置づけて、引き続き取り組むこととし
ております。

Ｂ

－22－



－23－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

35 2 (1)

観光面で県と市でもっと連携を取って行動してほしい。鹿児島の強
みを理解して、そこをもっと生かす。

　ご意見のあった県と市の連携については、各面において取り組んでいると
ころであり、基本目標別計画「３－１　地域特性を生かした観光・交流の推
進」－「施策の体系　Ⅱ」－「◆関係機関と連携した受入体制の充実」をは
じめとし、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

36 2 (1)

観光×中心市街地、観光×農林水産など、タテの政策を推進する
にあたり、ヨコ軸も入れながら取り組んでいく必要がある。

　ご意見の中心市街地や農林水産業については、基本目標別計画「３－４
中心市街地の活性化」－「施策の体系　Ⅱ」において、「街なかならではの
魅力向上」や「街なかを楽しむ観光機能の充実」としており、また、「３－
５　農林水産業の振興」－「施策の体系　Ⅲ」において、「◆関係団体等と
連携した魅力の発信」としており、観光の視点も取り入れながら、取組を進
めてまいります。

Ｂ

37 2 (1)

農林水産業については、周辺生産地と販売が連携したPRが必要。
さらには、その流れで観光PRとも重ね合わせで強化していくことが必
要。

　ご意見については、基本目標別計画「３－５　農林水産業の振興」－「施
策の体系　Ⅲ」で、「◆関係団体等と連携した魅力の発信」に取り組むこと
としており、また、「３－１　地域特性を生かした観光・交流の推進」－
「施策の体系　Ⅱ」で、「戦略的なマーケティング・プロモーションの展
開」に取り組むこととしております。

Ｂ

38 2 (1)

鹿児島中央駅と天文館エリアの回遊性の強化が重要（100円回遊
ショッピングバスの運行、中央駅と天文館をつなぐ沿道のにぎわい創
出）。

　ご意見のあった回遊性の強化については、基本目標別計画「３－４　中心
市街地の活性化」－「施策の体系　Ⅰ」で、「にぎわい拠点を生かした回遊
性向上」に取り組むこととしております。
　なお、鹿児島中央駅と天文館を結ぶ交通としては、市電やシティビュー等
があり、ご意見のあった100円バスの運行については、採算性等の課題があ
り、現段階では対応が難しいと考えておりますが、今後の参考とさせていた
だきます。

Ｂ

39 2 (1)

　「4.中心市街地の活性化」について
今後は観光業の発展が鹿児島ブランドの創造につながることから、

博多・天神の100円バスを参考にして、中央駅から天文館や水族館な
ど、人の流れを作り出すことが重要。

　ご意見のあった人の流れを作り出すことについては、基本目標別計画「３
－４　中心市街地の活性化」－「施策の体系　Ⅰ」で「にぎわい拠点を生か
した回遊性向上」に、また「施策の体系　Ⅱ」で「街なかを楽しむ観光機能
の充実」に取り組むこととしております。
　なお、鹿児島中央駅と天文館を結ぶ交通としては、市電やシティビュー等
があり、ご意見のあった100円バスの運行については、採算性等の課題があ
り、現段階では対応が難しいと考えておりますが、今後の参考とさせていた
だきます。

Ｂ

－23－



－24－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

40 2 (1)

天文館の魅力を高めるために、天文館に来たら、この順で回ると良
いといったようなものを作る（若者向けに）。

　ご意見については、現在、独自のアイデアや創意工夫を生かして魅力向上
に取り組む商店街等への支援などに取り組んでいるところであり、基本目標
別計画「３－３　地域産業の活性化」－「施策の体系　Ⅱ」－「魅力ある地
域拠点づくりの推進」内に位置づけて、引き続き取り組むこととしておりま
す。

Ｂ

41 2 (1)

　鹿児島市は観光で生きていく必要があり。看板やガイドなどの養成
が必要。

　ご意見については、基本目標別計画「３－１　地域特性を生かした観光・
交流の推進」－「施策の体系　Ⅲ」で、「◆観光案内機能の強化」や「◆高
いスキルの観光ガイドの育成」に取り組むこととしております。 Ｂ

42 2 (1)

　今後、観光客に楽しんでもらうためには、焼酎と美味しい食材（野
菜、黒豚、黒牛、鶏、うなぎなど）

　ご意見については、基本目標別計画「３－１　地域特性を生かした観光・
交流の推進」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆自然、歴史・文化、食などの魅
力活用」に取り組むこととしております。

Ｂ

43 2 (1)

鹿児島県の中で鹿児島市を何をすべきかよく考えるべきではない
か。県内市町村との連携が必要ではないか。他市町村の強みを生か
し、地域にある豊富な資源（自然・歴史・食材・高齢者など）を多く利用
する産業の育成・強化。

　ご意見については、現在、多様化する消費者ニーズに対応した売れる商品
づくりを促進するため、県と共同でかごしまの新特産品コンクールを開催す
るなど、県内各地の地域資源を生かしたものづくりや製品の高付加価値化へ
の支援などに取り組んでいるところであり、基本目標別計画「３－３　地域
産業の活性化」－「施策の体系　Ⅱ」－「ものづくり産業の活性化支援」内
に位置づけて、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

44 2 (1)

　「3.地域産業の活性化」について
鹿児島市が他の地域と異なる地域産業を作り出すには、「機能性食

品」など、今後の新産業として最も成長性のある「予防医療」にもっと
注力すべきだと思う。鹿児島県にはこれまで薬がないと言われてきた
非アルコール肝炎などに効果的な成分を持つ「食資源」が存在する。
鹿児島市には大学があり、県内各地のそうした「食資源」をコーディ
ネートする環境もある。今後、「予防医療」には多くの人がお金を使う
有効分野。単に「地域産業」と書くのではなく、特徴的なアプローチを
行うという提言もできたらいいと思う。

　ご意見については、現在、「ヘルスケア・食」分野等での新たな事業展開
に取り組む市内企業の支援に取り組んでいるところであり、基本目標別計画
「３－３　地域産業の活性化」－「施策の体系　Ⅰ」－「新たな事業展開等
の促進」内に位置づけて、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

45 2 (1)

全ての産業が自助・共助・公助で進むと皆やる気が出て、鹿児島市
が発展していく。今後、歳入は減るので市と県が協力し、地元企業の
育成を図り、雇用を確保すると他県からも人が集まってくる。工業・農
業も地産地消で地元経済の10%はエリア内で循環し、観光の振興にも
つながる。

　ご意見については、現在、多様化する消費者ニーズに対応した売れる商品
づくりを促進するため、県と共同でかごしまの新特産品コンクールを開催す
るなど、県内各地の地域資源を生かしたものづくりや製品の高付加価値化へ
の支援などに取り組んでいるところであり、基本目標別計画「３－３　地域
産業の活性化」－「施策の体系　Ⅱ」－「ものづくり産業の活性化支援」内
に位置づけて、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

－24－



－25－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

46 2 (1)

　「2.スポーツ交流・振興」について
スポーツ環境の充実、特にプロスポーツの拡充・充実に力を入れて

おられるが、市民、特に子どもたちにもスポーツができる充実した環
境を忘れないでほしい。次代の鹿児島市発展に尽くしてくれると思う。
スポーツで鹿児島市が活気あふれるものになればと考えている。

　ご意見のあった市民のスポーツ振興については、基本目標別計画「３－２
スポーツ交流・振興の推進」－「施策の体系　Ⅱ」で、「あらゆる世代への
スポーツ機会の提供」に取り組むこととしております。

Ｂ

47 2 (1)

　「1.地域特性を生かした観光・交流の推進」について
　観光客に支持される魅力あるまちづくりには、まず市民が訪れて楽
しめるまちづくりが必要。屋台村など好事例であったと思います。

　ご意見については、基本目標別計画「３－１　地域特性を生かした観光・
交流の推進」－「施策の体系　Ⅰ」で、「個性あふれる観光メニューづく
り」、「アミューズメント機能の充実」に取り組むこととしております。

Ｂ

48 2 (1)

本港区のウォーターフロントについて、県の基本構想の中のことを
想定しているようですが、市の総合計画上でも重要な場所であり、重
要な機能としての位置づけや欲しい機能、そこへの誘導について触
れられていないのは、少し問題だと思う。市としてウォーターフロントに
必要なもの・必要な機能などを求めて、県と協力・連携して取り組む姿
勢がほしい。観光分野にもウォーターフロントエリアが何も記載できて
いないのはいかがなものか。

　本港区のまちづくりについては、土地所有者である県が、国際会議などを
開催できるコンベンション機能や展示機能を備える施設の整備など、その方
向性を検討することとしております。
　本市としては、県と緊密に連携を図りながら、個性と魅力あるまちづくり
の推進に取り組んでまいりたいと考えております。
　なお、基本目標別計画「３－１　地域特性を生かした観光・交流の推進」
－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆海を生かした回遊性向上の検討」や「◆ブ
ルーツーリズムなどニューツーリズムの推進」に取り組むこととしており、
その中で必要に応じ活用してまいります。

Ｂ

49 2 (1)

　「地域産業の活性化-新たな産業の創出」について
・クリエイティブ産業やIT系サービスなど、鹿児島はほかの都市に比

べ遅れをとっている。産官学連携により、若いうちからコンテスト等に
参加するなど、ICTに触れる機会を増やすことが、能力の底上げにな
り、県外への若者の流出を防ぐことができると考える。

・少子高齢化が国内でも早く進んでいる状況を鑑みて、地場の産
業、 行政含めた各団体のDX化による劇的な効率化がカギとなると思
うし、そのICT化を担う分野の産業特価係数が低い現状は改善すべき
と考える。

　ご意見については、重点プロジェクト「“ＩＣＴで住みよいまち”推進プ
ロジェクト」－「実施する主な取組」－「ＩＣＴ関連産業の振興」で、「新
たなＩＣＴを利活用できる人材や企業の育成に取り組みます」としておりま
す。

Ｂ

50 2 (1)

　２　地域共生社会の実現
今回多くの意見を聞くにあたって、私は若い世代にばかり視点を当

てていましたが、どの世代にも情報弱者が存在するということに気づ
きました。今後施策をつくったとしても市民が知ることがなければ実現
は難しいため、世代ごとにあるコミュニティ（学生なら学校、社会人なら
企業、高齢者団体等）を利用し、情報を伝える場所をもっと増やしてい
けば良いのではないかと考えました。

　ご意見については、現在、広報紙「かごしま市民のひろば」や市ホーム
ページ、テレビ・ラジオ、ツイッター・ＬＩＮＥ等のＳＮＳなどを組み合わ
せて、各種媒体を効果的に活用した情報発信に取り組んでいるところであ
り、基本目標別計画「１－２　自主的・自立的な行財政運営の推進」－「施
策の体系　Ⅰ」－「きめ細かな広報機能の充実」内に位置づけて、引き続き
取り組むこととしております。
　また、現在、市政出前トークやまちづくり人材育成連携事業（市内の大学
に出向き講義や意見交換を行う）において、幅広い世代、グループ等を対象
に市の取組をお伝えしているところであり、「１－１　地域社会を支える協
働・連携の推進」－「施策の体系　Ⅰ」－「市民参画の推進」にて、引き続
き取り組むこととしております。

Ｂ

－25－



－26－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

51 2 (1)

　５　命を守る危機管理・防災力の向上の推進について
土砂災害の原因となる豪雨は地球規模での気候変動に起因する面

が大きい。また火山災害も多様なので、市に関連するのは桜島だけ
だが、桜島以外の火山の事例に学ぶ必要がある。国としての現業機
関は気象庁だが、対策を実施する市としても、自然災害の状況をその
時に判断把握できるよう、世界を見つつ鹿児島市の自然災害を評価
できる人材の確保もしくは養成を検討してはどうか。

　ご意見のあった自然災害を評価できる人材の育成もしくは養成の検討につ
いては、基本目標別計画「４－５　命を守る危機管理・防災力の向上」－
「施策の体系　Ⅰ総合的な危機管理対応能力の向上」や「施策の体系　Ⅴ火
山防災トップシティの推進」において、防災専門アドバイザリー委員や火山
防災アドバイザリー委員を選任するとともに、京都大学や鹿児島地方気象台
などの防災関係機関と連携するなど人材の確保をしているほか、火山防災ス
ペシャリスト養成研修の実施により、火山防災に精通した人材の育成に取り
組んでおります。

Ｂ

52 2 (1)

　３　健康・医療の充実
運動をすることで肥満防止につながることは十分わかっている方も

多いけれど、もっと市がマラソン大会のような大きな大会に加えて、参
加しやすいウォーキング大会を是非開催して欲しい。市民の多くが参
加できると思う。

　ご意見については、現在、各保健センターでウォーキング大会を実施する
等、生活習慣改善に向けた取組を推進しているところであり、基本目標別計
画「４－３　健康・医療の充実」－「施策の体系　Ⅰ」－「体の健康づく
り」内に位置づけて、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

53 2 (1)

世界に向けて、鹿児島のアピールを。特に強みである食（魚）を押
す。鹿児島の食を求めて、観光客が集まるよう工夫する。

　ご意見については、基本目標別計画「３－１　地域特性を生かした観光・
交流の推進」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆自然、歴史・文化、食などの魅
力活用」に取り組むこととしております。

Ｂ

54 2 (1)

　防災力の向上
独り暮らしの人や、情報をタイムリーに得られない人たちに対する具

体的に支援ができるように希望する。

　ご意見については、基本目標別計画「４－５　命を守る危機管理・防災力
の向上」－「施策の体系　Ⅱ」で、「◆ハザードマップ等による避難行動の
理解促進」や「◆避難行動要支援者等への支援体制の充実」などに取り組む
こととしております。

Ｂ

55 2 (1)

人々のつながりはどうすればよいか、対策までは難しいが、考える
きっかけを市民にも与えられる機会を作ってもらえたらと思います。す
でにありましたら、すみません。

　ご意見のあった人々のつながりについては、基本目標別計画「４－２　地
域共生社会の実現」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆地域福祉に関する意識の
高揚」に取り組むこととしております。

Ｂ

56 2 (1)

　２　地域共生社会の実現　Ⅱ　障害者福祉の充実について
発達障害の人も増えてくるので、就業支援・社会参加の取組を強化

する必要がある。

　ご意見のあった就業支援・社会参加の取組の強化については、基本目標別
計画「４－２　地域共生社会の実現」－「施策の体系　Ⅱ」の「障害者の自
立と社会参加の促進」において取り組むこととしております。

Ｂ

－26－



－27－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

57 2 (1)

１ 高齢化対策の推進 Ⅱ 高齢者の対応・快適な暮らしの確保に
ついて

バリアフリー対策（ちょっとした段差とか、道路等インフラも含めて）も
強化して欲しい。

　ご意見のあったバリアフリー対策については、基本目標別計画「４－１
高齢化対策の推進」－「施策の体系　Ⅱ」で、「◆高齢者住宅改造費の助
成」に取り組むこととしております。
　また、道路等のインフラ面については、本市においては、平成２４年３月
に策定した「鹿児島市新交通バリアフリー基本構想」に基づき、これまで、
道路や公共交通機関などのバリアフリー化を進めてきたところであり、「６
－３　市民活動を支える交通環境の充実」－「施策の体系　Ⅱ」で、「安
心・安全な移動環境の整備」に、また、道路のバリアフリー対策について
は、「６－２　暮らしやすい生活基盤の構築」－「施策の体系　Ⅰ」で、
「利用者にやさしい快適な道路の整備」に位置付けて、引き続き取り組むこ
ととしております。

Ｂ

58 2 (1)

５ 命を守る危機管理・防災力の向上 Ⅱ 市民との協働による防
災対策の推進について

桜島の防災訓練のような大規模訓練を他の地区にも広げてはどう
か。

　ご意見のあった防災訓練の他の地域への拡大については、桜島の総合防災
訓練の他、地震・津波避難訓練を平成30年度は与次郎地区、令和元年度は東
開町、令和２年度は錦江町で実施するとともに、各地区でも防災訓練が行わ
れるよう、自主防災組織に対し、活動助成を行っております。

Ｂ

59 2 (1)

　１　高齢化対策の推進
　２　地域共生社会の実現　Ⅱ　障害者福祉の充実

「高齢化対策の推進」がボリュームがあるのは当然だが、成年後見
人制度や虐待の防止等共通のものは掲載して欲しい。

　ご意見のあった障害者の権利擁護については、基本目標別計画「４－２
地域共生社会の実現」－「施策の体系　Ⅱ」の「障害者を支える社会環境づ
くりの推進」で、「◆相談等支援体制の充実」内において、引き続き取り組
むこととしております。

Ｂ

60 2 (1)

Ｐ３７のⅢ 高齢者の「権利擁護」の推進が項目として設けられてい
ますが、Ｐ３９の障害者福祉には権利擁護という項目がありません。
障害者福祉にも権利擁護（２０１４年ころに障害者の権利条約を批准
しています）は必要だと思います。（同様に成年後見制度も障害福祉
の中に入れられないか？身障のみの障害者には当てはまりません
が）

　ご意見のあった障害者の権利擁護については、基本目標別計画「４－２
地域共生社会の実現」－「施策の体系　Ⅱ」の「障害者を支える社会環境づ
くりの推進」で、「◆相談等支援体制の充実」内において、引き続き取り組
むこととしております。

Ｂ

61 2 (1)

　Ｐ３７　Ⅴ　広報・相談体制の充実は障害者にもほしいです。 　ご意見については、基本目標別計画「４－２　地域共生社会の実現」－
「施策の体系　Ⅱ」の「障害者を支える社会環境づくりの推進」で、「◆相
談等支援体制の充実」において取り組むこととしております。 Ｂ

62 2 (1)

　Ⅰ　生きがいづくり・社会参画の促進
健康づくり推進員、食生活改善推進員、運動普及推進員の活用（高

齢者が楽しく、元気で生き生きと生活できる）

　ご意見については、これまで、健康づくり推進員等の皆様のご協力をいた
だきながら、地域の健康づくりや介護予防等の取組を推進しているところで
あり、基本目標別計画「４－１　高齢化対策の推進」－「施策の体系　Ⅳ」
－「介護予防・地域支援体制の充実」内等に位置付けて、引き続き取り組む
こととしております。

Ｂ

－27－



－28－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

63 2 (1)

　Ⅲ　認知症対策・権利擁護の推進
認知症サポーターの養成及び再受講の推進（年々増加傾向のた

め）

　ご意見については、現在、認知症サポーター養成講座を実施しており、基
本目標別計画「４－１　高齢化対策の推進」-「施策の体系 Ⅲ」-「認知症対
策・権利擁護の推進」内に位置付けて、引き続き取り組むこととしておりま
す。

Ｂ

64 2 (1)

　Ⅲ　認知症対策・権利擁護の推進
　一人暮らしのサポート（自治会の協力で、見守り隊の設置・災害時を
含む）

　ご意見のあった一人暮らしのサポートについては、基本目標別計画「４－
１　高齢化対策の推進」－「施策の体系　Ⅱ」で、「◆ひとり暮らし高齢者
等への生活支援」に取り組むこととしているほか、「４－５　命を守る危機
管理・防災力の向上」－「施策の体系　Ⅱ」で、「避難行動要支援者等への
支援体制の充実」に取り組むこととしております。

Ｂ

65 2 (1)

　Ⅰ　生きがいづくり・社会参画の促進
生きがいづくりの推進・・・敬老パスや福祉バスの利用等、市の取組

はとてもありがたい。

　賛同のご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｂ

66 2 (1)

肥満や運動不足・食塩の取り過ぎなど生活習慣に課題・・・。コンビ
ニやスーパーのお惣菜の塩分がどうしても高い。行政指導など行って
欲しい。

　ご意見については、生活習慣改善に向けて、健康相談や健康教育等の機会
を通じた市民の意識啓発に努めるほか、減塩に取り組む飲食店の登録事業も
推進しているところであり、基本目標別計画「４－３　健康・医療の充実」
－「施策の体系　Ⅰ」－「体の健康づくり」内等に位置付けて、引き続き取
り組むこととしております。

Ｂ

67 2 (1)

　高齢化対策の推進について　賛同します。
今後10年間も高齢者が多い訳ですから、健康寿命を延ばしていけ

るような施策を進めていただきたい。そのために、「食」への援助、「運
動」への援助、「コミュニケーション」の援助等があると思うが、援助だ
けでなく、本人に生きがいが持てるような仕組みができるといいと思い
ます。

　ご意見については、基本目標別計画「４－１　高齢化対策の推進」－「施
策の体系　Ⅰ」で、「◆敬老パスの交付」や「◆すこやか長寿まつりの開
催」により、高齢者の生きがいづくりの促進に取り組むこととしておりま
す。

Ｂ

68 2 (1)

　超少子化を防ぐための施策
　・子育てしやすい環境設定

　ご意見のあった子育てしやすい環境設定については、基本目標別計画「５
－１　少子化対策・子育て支援の推進」の各施策を通して、安心して子ども
を生み育てることができる環境整備などに取り組むこととしております。 Ｂ

－28－



－29－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

69 2 (1)

　超少子化を防ぐための施策
　・働く場の確保

　ご意見のあった働く場の確保については、基本目標別計画「３－３　地域
産業の活性化」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆新たな産業やサービス等の創
出支援」や「◆新規創業者等の育成支援」のほか、「◆クリエイティブ産業
の振興」や「◆戦略的な企業誘致・増設等」に取り組むこととしておりま
す。
　また、「３－３　地域産業の活性化」－「施策の体系　Ⅱ」で、「ものづ
くり産業の活性化支援」や「◆商店街等の活性化支援」に取り組むこととし
ております。

Ｂ

70 2 (1)

　情報モラルの問題を真剣に考えてほしい 　ご意見のあった情報モラルについては、基本目標別計画「５－３　学校教
育の充実」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆情報モラル教育の推進」に取り組
むこととしております。

Ｂ

71 2 (1)

　弱者支援のための施策を充実して 　ご意見のあったことについては、基本目標別計画「５－２　子どもの健や
かな成長への支援」－「施策の体系　Ⅰ」で、「子育て家庭に対する経済的
支援」に、同じく「施策の体系　Ⅲ」で、「児童虐待対策の体制強化」や
「５－３　学校教育の充実」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆教育相談体制の
充実」に取り組むこととしております。

Ｂ

72 2 (1)

　２　子どもの健やかな成長への支援
生活が苦しいと答える方が６割。産後すぐに働くお母さんが多い。い

ろんな事情があると思うが、赤ちゃんとの基本的信頼関係を築く時期
にあるので、もう少し子育てを楽しんでほしい。

　ご意見のあったことについては、基本目標別計画「５－２　子どもの健や
かな成長への支援」－「施策の体系　Ⅰ」で、「子育て家庭に対する経済的
支援」に取り組むこととしております。 Ｂ

73 2 (1)

　５　市民文化の創造
定期的に芸術鑑賞、自然体験をしている団体に所属している。先日

も川商ホールで、最近の換気システムを導入されたホールで、親子で
お芝居を楽しむことができた。コロナ禍で子どもたちも制限・我慢して
いるので、心をほぐす機会となった。

　ご意見については、現在、芸術鑑賞の実施に取り組んでいるところであ
り、基本目標別計画「５－５　市民文化の創造」－「施策の体系　Ⅰ」－
「文化芸術に触れ親しむ機会の充実と活動の促進」内に位置づけて、引き続
き取り組むこととしております。

Ｂ

74 2 (1)

　３　学校教育の充実
小・中・高・短大・大学・専門学校がそれぞれつながったり、地域とも

連携する施策を望む。

　ご意見のあったことについては、基本目標別計画「５－３　学校教育の充
実」－「施策の体系　Ⅱ」で、「◆学力検査と幼・保・小連携研修会の実
施」に、小・中・高等学校と地域の連携については、同じく「施策の体系
Ⅳ」で、「◆学校運営協議会による地域と連携・協働した学校運営の充実」
に取り組むこととしております。

Ｂ

75 2 (1)

　２　子どもの健やかな成長への支援
　情緒障害児の受け皿（専門的）を考えていってほしい。

　ご意見については、基本目標別計画「４－２　地域共生社会の実現」－
「施策の体系　Ⅱ」の「障害福祉サービス・療育等の充実」で、「◆療育等
の支援の充実」において取り組むこととしております。 Ｂ

－29－



－30－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

76 2 (1)

　３　学校教育の充実
　Ⅱ　個性と能力を伸ばす教育の推進
　　　　キャリア教育など時代の変化に対応する教育の充実

市立高等学校としては将来鹿児島に資する人材を育成するための
施策等が必要ではないか。

　ご意見のあったことについては、基本目標別計画「５－３　学校教育の充
実」－「施策の体系　Ⅱ」で、「◆キャリア教育・郷土教育等の充実」や
「◆市立高等学校の振興」に取り組むこととしております。

Ｂ

77 2 (1)

　３　学校教育の充実
　Ⅳ　地域とともにある学校づくりの推進

市立高等学校としての役割は具体的にどのようなものがあり、どの
ようなことが求められているのか。

　ご意見のあったことについては、市立高等学校において、進学や就職等に
あたり、必要とされる能力や専門的な知識・技能を身に付ける教育を行い、
生徒の多様な進路の実現に取り組んでいるところであり、基本目標別計画
「５－３　学校教育の充実」－「施策の体系　Ⅱ」で、「◆市立高等学校の
振興」に取り組むこととしております。

Ｂ

78 2 (1)

　４　生涯学習の充実
生涯学習というのは、その名の通り生涯にわたったものであるの

で、そのような方針で施策を考えていくべきだと考えた。子育てに注力
している印象を受けたので、学生や社会人の利用状況改善というもの
にも取り組んでいくと良いのではないかと感じた。

　ご意見については、基本目標別計画「５－４　生涯学習の充実」－「施策
の体系　Ⅱ」で、生涯学習機能の充実や学習情報の提供、学習相談の充実に
取り組むこととしております。

Ｂ

79 2 (1)

　３　学校教育の充実
　Ⅱ　個性と能力を伸ばす教育の推進　　特別支援教育の充実

発達に特別な支援が必要とされる子・そうでない子も、誰もが利用で
きる公園づくりという視点を加えてはどうか。
（例）公園を利用すること身体のリハビリ（子ども向け）ができたり、子
育ての相談ができたりする人員の確保があればと思う。

　ご意見のあった特別支援教育については、基本目標別計画「５－３　学校
教育の充実」－「施策の体系　Ⅱ」で、「◆特別支援教育体制等の充実」に
取り組むこととしております。
　なお、誰もが利用できる公園づくりについては、「２－３　人と自然が共
生する都市環境の構築」－「施策の体系　Ⅲ」で、「広く市民に親しまれる
公園の充実」に取り組むこととしております。

Ｂ

80 2 (1)

　経済的支援は単発でなく持続的な支援がつづけてもらえる 　ご意見のあった経済的支援については、基本目標別計画「５－２　子ども
の健やかな成長への支援」－「施策の体系　Ⅰ」で、「子育て家庭に対する
経済的支援」に取り組むこととしております。

Ｂ

81 2 (1)

　子育て中に自然や物事が体験できる機会を増やしたい 　ご意見のあった子供の体験の機会については、基本目標別計画「５－３
学校教育の充実」－「施策の体系　Ⅰ」で、「青少年教育と体験活動の充
実」に取り組むこととしております。

Ｂ

82 2 (1)

文化的な事柄の実体験が出来るよう生のものにふれる機会を増や
せるように

　ご意見については、現在、文化鑑賞の実施等に取り組んでいるところであ
り、基本目標別計画「５－５　市民文化の創造」－「施策の体系　Ⅰ」－
「文化芸術に触れ親しむ機会の充実と活動の促進」内に位置づけて、引き続
き取り組むこととしております。

Ｂ

－30－



－31－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

83 2 (1)

学校時代にコミュニケーション力をつける事が大切。（婚活にもつな
がるのではないか。）頭脳的なことも大切だけれど、情操的な（芸術的
な）面が大切ではないか。学校の成績だけではない。

　ご意見のあったことについては、基本目標別計画「５－３　学校教育の充
実」－「施策の体系　Ⅰ」で、「道徳教育・人権教育の充実」や「青少年教
育と体験活動の充実」に取り組むこととしております。 Ｂ

84 2 (1)

学校に対する期待値が高いことがよくわかった。社会全体で教育す
るという体制は現在も推進されているが、十分で、より具体的な施策
が必要だと感じた。

　ご意見のあった社会全体で教育することについては、基本目標別計画「５
－３　学校教育の充実」－「施策の体系　Ⅳ」で、「◆学校運営協議会によ
る地域と連携・協働した学校運営の充実」に取り組むこととしております。 Ｂ

85 2 (1)

家庭環境により子どもの教育環境が変わる。困り感を抱えている家
庭への手厚い支援を市や地域協働で行ってほしい。

　ご意見のあった教育環境のための支援については、基本目標別計画「５－
３　学校教育の充実」－「施策の体系　Ⅴ」で、「◆教育費の負担軽減制度
の利用促進等」に取り組むこととしております。

Ｂ

86 2 (1)

　１　少子化対策・子育て支援の推進
婚活の場に行けない（行く勇気がない）人も多いので、それ以前の

課題として、コミュニケーション力をつける学習の場を小学校から取り
組んでみてはどうか。

　ご意見のあったコミュニケーション能力については、基本目標別計画「５
－３　学校教育の充実」－「施策の体系　Ⅰ」で、「道徳教育・人権教育の
充実」や「青少年教育と体験活動の充実」に取り組むこととしております。 Ｂ

87 2 (1)

　３　学校教育の充実
学校を中心とした地域での取り組みをどうつくっていくのか。具体的

になっていく体制づくりを考えたい。

　ご意見のあった学校を中心とした地域での取組については、基本目標別計
画「５－３　学校教育の充実」－「施策の体系　Ⅳ」で、「◆学校運営協議
会による地域と連携・協働した学校運営の充実」に取り組むこととしており
ます。

Ｂ

88 2 (1)

　３　学校教育の充実
　目標指標について、全国との比較だけでなく、現状からのプラスも考
えたら良いのでは。

　ご意見のあったことについては、調査の実施時期によって対象者が異なる
ことや学力調査の設問が異なり、現状と今後行われる調査結果との単純比較
ができないことから、素案のとおりとしたいと考えております。なお、全国
との比較をしている目標指標は、いずれも設定にあたり全国との比較結果に
おいて、現状を上回る目標としております。

Ｂ

89 2 (1)

　４　生涯学習の充実　と　５　市民文化の創造　について
文化を支える両輪として考えてほしい。支援のあり方として、自主的

な取組を大切にしてほしい。そのための環境づくりに力をいれてほし
い。

　ご意見については、現在、文化芸術活動を活性化するための支援に取り組
んでいるところであり、基本目標別計画「５－５　市民文化の創造」－「施
策の体系　Ⅰ」－「文化芸術に触れ親しむ機会の充実と活動の促進」内に位
置づけて、引き続き取り組むこととしております。
　また、現在、生涯学習プラザの運営等に取り組んでいるところであり、
「５－４　生涯学習の充実」－「施策の体系　Ⅱ」－「生涯学習の推進体制
の充実」内に位置づけて、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

－31－



－32－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

90 2 (1)

　「２　暮らしやすい生活基盤の構築」について
　空き家が増加し、景観を損なったり、防犯面であったりの不安がある
中で、空き家を自治公民館的な使い方（子育て支援、学研教室、高齢
者の体操など）ができるのではないか。

　ご意見については、現在、空家の活用を検討している所有者等に対して空
家活用アドバイザー派遣を行い、空き家等の活用などに取り組んでいるとこ
ろであり、基本目標別計画「６－２　暮らしやすい生活基盤の構築」－「施
策の体系　Ⅲ」－「空き家等対策の強化」内に位置づけて、引き続き取り組
むこととしております。

Ｂ

91 2 (1)

　２　暮らしやすい生活基盤の構築
すべての人が使いやすい環境を実現するてめに、バリアフリー化を

進めるべき（市電停など）

　ご意見のあった電停のバリアフリー化については、基本目標別計画「６－
３　市民活動を支える交通環境の充実」－「施策の体系　Ⅱ」－「安心・安
全な移動環境の整備」で、「◆バリアフリー化の推進」に取り組むこととし
ております。

Ｂ

92 2 (1)

　２　暮らしやすい生活基盤の構築
空き家対策として、自治公民館のように、地域住民が集まる場、住

民間交流の場として再活用できのではないか。

　ご意見については、現在、空家の活用を検討している所有者等に対して空
家活用アドバイザー派遣を行い、空き家等の活用などに取り組んでいるとこ
ろであり、基本目標別計画「６－２　暮らしやすい生活基盤の構築」－「施
策の体系　Ⅲ」－「空き家等対策の強化」内に位置づけて、引き続き取り組
むこととしております。

Ｂ

93 2 (1)

　３　市民活動を支える交通環境の充実
担い手不足や人口減少による利用者の減少が予想されるため、よ

り効率的な交通体系が必要になる。AIやロケーションシステムを活用
して新しい運営体系をつくるべきである。

　ご意見については、基本目標別計画「６－３　市民活動を支える交通環境
の充実」-「施策の体系　Ⅱ」で、「◆ＩＣＴを活用した利用しやすい公共交
通」に取り組むこととしております。
　なお、担い手不足や人口減少への対応については、前期基本計画（素案）
に位置付けた「まち・ひと・しごと創生基本方針」に基づいて策定する「第
２期鹿児島市まち・ひと・しごと創生総合戦略」において、人口減少を前提
とした持続可能なまちづくりに引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

94 2 (1)

　３　市民活動を支える交通環境の充実
　市と県の繋がりを強化し、無駄のない土地利用が必要。

　ご意見については、基本目標別計画「６－１　機能性の高い都市空間の形
成」－「施策の体系 Ⅰ」で「総合的・計画的な土地利用の推進」に取り組む
こととしております。

Ｂ

95 2 (1)

過疎、高齢化が急速に進んでいるので、交通弱者への対策として、
事前予約型乗合タクシー、コミュニティバスの導入を積極的に推進し
ていく必要があるのはないでしょうか。

　ご意見については、現在、公共交通不便地域の日常生活の交通手段を確保
するために、コミュニティバス「あいばす」等を運行しているところであ
り、基本目標別計画「６－３　市民活動を支える交通環境の充実」－「施策
の体系　Ⅱ」で、「◆コミュニティバスの運行等」に引き続き取り組むこと
としております。

Ｂ

－32－



－33－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

96 2 (1)

　　３　市民活動を支える交通環境の充実
桜島災害の際に桜島島内でのみ被害が出た場合に市街地側へ避

難する道路の建設が必要。

　ご意見のあった道路の建設については、地域別計画「Ⅵ　桜島地域」－
「主な施策・事業」で、「国道224号、県道桜島港黒神線の整備促進」に取り
組むこととしております。
　なお、桜島災害の際に桜島島内でのみ被害が出た場合に市街地側へ避難す
ることについては、基本目標別計画「４－５　命を守る危機管理・防災力の
向上」－「施策の体系　Ⅴ」で桜島火山爆発総合防災訓練に取り組む中で、
避難方法や経路等についても確認を行っております。

Ｂ

97 2 (1)

　３　市民活動を支える交通環境の充実
　車中心から電車中心にすることで環境への配慮ができる。

　ご意見については、基本目標別計画「６－３　市民活動を支える交通環境
の充実」－「施策の体系　Ⅱ」で、「公共交通の利用促進・サービス水準の
向上」に取り組むこととしております。

Ｂ

98 2 (1)

１ 機能性の高い都市空間の形成 ～支え合う地域交流・子育て・
福祉の充実～

児童クラブが足りない件について、地区公民館を利用して、たまに
は地域の方々に寺小屋みたいなものをしてもらってはどうか。

　ご意見については、現在、子どもたちが放課後等を安全に過ごし、多様な
体験・活動を行えるよう「放課後子ども教室」の開設に取り組んでいるとこ
ろであり、基本目標別計画「５－３　学校教育の充実」－「施策の体系
Ⅰ」－「青少年教育と体験活動の充実」内に位置づけて、引き続き取り組む
こととしております。
　また、児童クラブについては、現在の待機児童の状況や就学児童数の見込
み等から今後の利用希望児童数を分析し、必要に応じて余裕教室の活用や専
用施設の設置、民間による設置などにより、整備を進めてまいります。

Ｂ

99 2 (1)

　県外からの企業誘致による税収アップ
その際、市営住宅や空き家等の活用、企業に対しての事業税、家

賃の優遇
若者が働く場所、子育て世帯が家族で余暇を過ごせる場所を作って

いく事が県の発展に繋がると思う。

　ご意見のあった県外からの企業誘致については、現在、オフィス賃借料や
固定資産税等に対する補助制度を設けて取り組んでいるところであり、基本
目標別計画「３－３　地域産業の活性化」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆戦
略的な企業誘致・増設等」内に位置づけて、引き続き取り組むこととしてお
ります。
　また、「３－３　地域産業の活性化」－「施策の体系　Ⅱ」で、「ものづ
くり産業の活性化支援」や「◆商店街等の活性化支援」に取り組むこととし
ております。
　なお、子育て世帯が家族で余暇を過ごせる場所づくりについては、「２－
３　人と自然が共生する都市環境の構築」－「施策の体系　Ⅲ」で、「身近
な公園・広場の創出・拡充」や「広く市民に親しまれる公園の充実」に取り
組むこととしております。

Ｂ

100 2 (1)

Ｐ５６、６０ 自然遺産などの観光地への交通環境の充実や施設整
備が不十分と思われる。

　ご意見については、基本目標別計画「６－３　市民活動を支える交通環境
の充実」－「施策の体系　Ⅱ」で、「公共交通の利用促進・サービス水準の
向上」に取り組むこととしております。

Ｂ

－33－



－34－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

101 2 (1)

　観光地としてのアピールをするべきである。 　ご意見については、基本目標別計画「３－１　地域特性を生かした観光・
交流の推進」－「施策の体系　Ⅱ」で、「戦略的なマーケティング・プロ
モーションの展開」に取り組むこととしております。 Ｂ

102 2 (1)

　住宅団地の活性化について
住宅団地の施設の老朽化が懸念されるため、改修等によって、現

在のニーズに合った施設にする必要がある。（道幅なども改修の必要
あり）

　既存の市営住宅については、現在、エレベーターの設置や水廻りの改修な
どに取り組んでいるところであり、基本目標別計画「６－２　暮らしやすい
生活基盤の構築」－「施策の体系　Ⅳ」で「長寿命化と計画的な維持保全」
内に位置づけて、引き続き取り組むこととしております。
　道路の改良については、「６－２　暮らしやすい生活基盤の構築」－「施
策の体系　Ⅰ」で、「利用者にやさしい快適な道路の整備」に取り組むこと
としております。
　また、住宅団地の老朽化した公園については、「２－３　人と自然が共生
する都市環境の構築」－「施策の体系　Ⅲ」で、「広く市民に親しまれる公
園の充実」に向けて、「◆遊具の改築」など公園施設の再整備に取り組むこ
ととしております。

Ｂ

103 2 (1)

　２　暮らしやすい生活基盤の構築　Ⅳ　都市基盤施設の長寿命化
　市営住宅の建て替え等の記述がない。

　ご意見のあった市営住宅の建替については、現在、公営住宅等長寿命化計
画に基づき取り組んでいるところであり、基本目標別計画「６－２　暮らし
やすい生活基盤の構築」-「施策の体系　Ⅲ」で「多様な居住ニーズに対応す
る住環境の形成」内に位置付けて、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

104 2 (1)

団地と中心街を結ぶ交通網の整備を行うと相乗効果を生み出すと
思います。

　ご意見については、基本目標別計画「６－３　市民活動を支える交通環境
の充実」で、「効率的で持続可能な公共交通体系の構築」に取り組むことと
しており、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただきます。
　また、道路網の整備については、「６－２　暮らしやすい生活基盤の構
築」－「施策の体系　Ⅰ」で、「地域間を結ぶ交通の円滑化」に取り組むこ
ととしております。

Ｂ

105 2 (1)

　電停の幅を広くして障害者の利用ができるようにしてほしい。 　ご意見のあった電停のバリアフリー化については、現在、全電停３５箇所
のうち、３０箇所を車椅子で乗降できるよう整備したところであり、基本目
標別計画「６－３　市民活動を支える交通環境の充実」－「施策の体系
Ⅱ」－「安心・安全な移動環境の整備」で、引き続き「バリアフリー化の推
進」に取り組むこととしております。

Ｂ

－34－



－35－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

106 2 (1)

　公共施設のリニューアルと質の向上を計る。 　ご意見については、基本構想（案）の「３　基本構想」－「（２）基本目
標　信頼とやさしさのある　共創のまち」で、「健全な財政を維持し、効率
的で質の高い行政サービスを展開する」としており、市公共施設等総合管理
計画に基づき、長期的な視点をもって、公共施設等の更新、長寿命化などを
計画的に取り組んでいるところです。

Ｂ

107 2 (1)

　１　ゼロカーボンシティかごしまの推進
　再生可能エネルギーの地産地消の推進について
　我が家の電気を地産地消にすることはある程度可能になる
　①これまでのような支援策　②蓄電池にも支援　③災害に役立つ
　④脱原発　⑤温暖化防止　まさにＳＤＧｓ

　基本目標別計画「２－１　ゼロカーボンシティかごしまの推進」－「施策
の体系　Ⅱ」で「再生可能エネルギーの地産地消の推進」に取り組むことと
しており、今後とも、地球温暖化等への対策として住宅等への太陽光発電や
蓄電池などの設置に対する支援などを推進していくこととしております。

Ｂ

108 2 (1)

　１　少子化対策・子育て支援の推進
◆妊娠・出産・子育てにおける切れ目のない支援の充実・健康相談

の実施
　・乳幼児のための観劇の推進

乳幼児の施策の充実は、心の根源的な安定を生み、小学校以降の
学齢期や青年期におこる様々な問題の軽減に必ずつながると信じま
す。特に、観劇の有用性を教育に生かす活動は、海外では当たり前
だと思いますが、日本では大学の教育機関もほぼありません。すべて
の教育で活かしてほしいと考えていますが、今回は特に改革が必要
と考えている乳幼児だけにふれます。ヨーロッパを中心にベイビーシ
アターは急速に世界に広がりつつあります。日本でも２１世紀初頭か
ら乳幼児のための舞台がつくられ始めました。脳科学者や神経心理
学者の研究により、乳幼児のための舞台芸術が子どもに与える影響
が解明されつつあります。ミラーニューロンにより観劇の体験は、実際
に体験したときと同じように脳が反応すると言われています。その他、
特に乳幼児期からのお芝居は、子ども達の五感を刺激する情報がた
くさん含まれています。たくさんの親子が早期からの観劇体験ができ
るような環境整備が、２１世紀を生きるこれからの子どもたちにはとて
も有用だと思います。

　ご意見のあった観劇体験については、現在、私立幼稚園等の運営に対する
助成事業の「絵本に親しむ活動費」及び「読み聞かせ奨励費」を活用し、人
形劇等の観劇会を実施している園があり、また、未就学児を対象とした芸術
イベントを子育て支援施設（りぼんかん、親子つどいの広場）で、実施して
いるところであり、基本目標別計画「５－１　少子化対策・子育て支援の推
進」－「施策の体系　Ⅳ」－「地域の子育て力の向上」、及び「５－３　学
校教育の充実」－「施策の体系　Ⅱ」－「学習指導の充実」内に位置づけ
て、引き続き取り組むこととしております。
　また、現在、子育て支援施設等での芸術鑑賞事業等に取り組んでいるとこ
ろであり、「５－５　市民文化の創造」－「施策の体系　Ⅰ」で、「文化芸
術に触れ親しむ機会の充実と活動の促進」内に位置づけて、引き続き取り組
むこととしております。
　ご意見のあったことについては、今後、施策に基づく具体的な事業を進め
るにあたっての参考とさせていただきます。

Ｂ

－35－



－36－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

109 2 (1)

　１　少子化対策・子育て支援の推進
　◆幼児教育・保育の充実
　〇安全な教育・保育環境の充実
　・自然体験と遊び、観劇体験と劇遊び体験の普及・啓蒙

・幼稚園・保育園職員の処遇改善のために国に働きかけるか、助成
をしてください。

小学校からのIT教育が急速に進もうとしています。ITの教育の利便
性は認めますが、そのためには、ますます幼児教育が重要だと考え
ます。今後は、ますます想像力や創造力が求められる世界がやってく
ると思いますが、そのためには、とにかくこの時期の教育環境が大切
と思います。具合的には、自然体験や遊び体験・観劇体験・劇遊び体
験の充実です。IT企業が集まるシリコンバレーの幼稚園は、遊具まで
すべて木製のものにこだわっているそうです。家庭でも「NO TAC on
the table」を掲げて、テーブルやリビングにIT機器（パソコン、テレビ、
スマホ、ゲームなど）を持ち込まないようにしているそうです。日本とア
メリカのIT教育の姿勢の違いは、NHKのニュースにもなっていました。
就学前の教育は、公教育ではないので、それぞれの幼稚園、保育園
に任されていますが、連帯して、この時期の遊びの大切さの啓蒙と環
境づくりを急速にすすめることなくして、学校へのIT化だけすすめられ
ることには、大きな不安があります。幼稚園・保育園の豊かな教育の
ためには、人材が多くあつまる必要がありますが、給料をはじめ、待
遇が良くないといくら呼びかけても集まらないと思います。給与面も含
め、個々の園任せにするのではなく、行政の方向性が必要だと思い
ます。

　ご意見のあった乳幼児期の子どもの遊びの環境づくりについては、基本目
標別計画「５－１　少子化対策・子育て支援の推進」－「施策の体系　Ⅳ」
で、「地域の子育て力の向上」、及び「５－３　学校教育の充実」－「施策
の体系　Ⅱ」で、「学習指導の充実」に取り組むこととしております。
　また、保育士の処遇改善については、「５－１　少子化対策・子育て支援
の推進」－「施策の体系　Ⅲ」で、「就学前児童の待機児童対策」に取り組
むこととしております。

Ｂ

－36－



－37－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

110 2 (1)

　３　学校教育の充実
　◆心を育む教育と青少年教育の推進
　〇道徳教育・人権教育の充実
　・評価するようなことはしないでください。
　・演劇ワークを取り入れて下さい。

道徳教育の推進は国の方針でもありますが、教科にしてしまってい
るのは、正直大失敗だと思います。もし、評価をしてしまったら、これこ
そが正しい考え方だというような裁判のような教育の仕方になりそうで
怖いです。子ども達は大人に合わせて（子ども同士もですが）空気を
よんで発言することを覚えてしまいます。今でも小学生高学年以上
は、空気をよんで発言する子どもが多数派の状態だと思います。大事
なことは、少数派の意見に耳を傾けたり、自分と全く違う意見に耳を
傾けること、思ったことを自由に言葉にできる安心感、それにより心を
動かす体験だと思います。それなくして、道徳教育も人権教育もない
と思います。演劇ワークは教育方法として有効ではないかと考えま
す。海外ではお互いの気持ちを考えるというようないじめ対策の方法
としても普通に取り入れられていると聞きました。読んで気持ちを考え
るのは、体験の少ない今の子ども達には不十分だと思います。演じる
事で体験するのと同じになると思うので、ぜひ取り入れてほしいです。
そして、絶対評価しないでほしいです。心は友達との学び合いの中か
ら自発的に変わっていくもので、一度の授業だけでは変わらないこと
も多々あると思います。そのゆっくりとした心の変化も許せる寛容な社
会を目指したいです。

　ご意見のあった道徳教育については、基本目標別計画「５－３　学校教育
の充実」－「施策の体系　Ⅰ」で、「道徳教育・人権教育の充実」に取り組
むこととしており、学習指導要領に基づき、数値などによる評価は行わず、
児童生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握し、指導に生
かすようにしております。
　また、道徳科の授業においては、主体的に道徳性を身に付けることに資す
るよう、即興的に演技する役割演技の工夫などにも取り組んでいるところで
す。

Ｂ

－37－



－38－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

111 2 (1)

　３　学校教育の充実
　学習指導の充実
　・順位がつくような学力検査はやめて下さい。

百害あって一利なしではないでしょうか。課題にあるような確かな学
力は、そもそもテストでは測れないような力だと思います。習熟度を測
るのは大事なことだとは思いますが、順位がつくことが無意味だと思
います。入試制度の影響でこの状況は改善されないのだと思います
が、大人の認識を変えていかないと社会に対応する確かな学力の育
成は不可能ではないでしょうか。そして、塾産業にたよる子どもの増
加の結果、自学自習のできない子どもを多数育ててしまい、それは、
大人になってからの自分で問題を発見したり、整理したり、解決方法
を探るなどのいろんな力と関係しているように思います。
　・宿題を無くしてください。

日本人は、そもそも睡眠時間が欧米諸国に比べて、極めて少ないそ
うです。宿題を気にせず、友達と遊んだり、地域活動をしたり、家族の
一員として家の仕事をするというような体験を広げ、大人の意識も変
えていく必要があると思います。宿題やテストの存在が学力偏重の考
え方が変わっていかない根源となっているのではないでしょうか。宿
題のストレスも不登校やいじめの一因につながっているような気がし
ます。

　ご意見のあった学力検査については、基本目標別計画「５－３　学校教育
の充実」－「施策の体系　Ⅱ」で、「学習指導の充実」に取り組むこととし
ております。なお、全国的に標準化された学力検査の実施により、学力につ
いての実態を把握し、学習指導の改善を図ることを目的に実施しているもの
です。
　また、宿題については、家庭学習を習慣化し、児童生徒の学力の定着を図
るため大切なことであると考えており、課題の内容については、児童生徒に
とって過度な負担とならないよう留意してまいります。

Ｂ

112 2 (1)

　３　学校教育の充実
学校教育の目標指標の中に、「友だちがすぐできる」という項目を入

れてはどうか。（子どもの幸福度調査の結果から）

　ご意見のあったことについては、学習指導要領が掲げる「自ら課題を発見
し解決する力やコミュニケーション能力等を含む『生きる力』」を育むこと
などを念頭に目標指標を設定していることから、素案のとおりとしたいと考
えております。

Ｃ

113 2 (1)

　５　誰もが個性と能力を発揮できる地域社会の形成
鹿児島は、若者の就農者数が減っており、外国人労働者に頼らざる

を得ない状況になってきているので、他国の文化などを受け入れるべ
き。例えば、鹿児島はベトナム人労働者が多いのでベトナムの祭りな
どを開催したらどうか。

　基本目標別計画「１－５　誰もが個性と能力を発揮できる地域社会の形
成」－「施策の体系　Ⅲ」で、「多文化共生の地域づくりの推進」に取り組
むこととしており、今後、施策に基づく具体的な事業を進めるにあたっての
参考とさせていただきます。

Ｄ

114 2 (1)

　５　誰もが個性と能力を発揮できる地域社会の形成について
男女共同参画理念のさらなる浸透とあり、固定的役割分担意識の

解消とあるが、いまだにこれを推進目標とせざるをえないところに問
題を感じる。小・中・高生時代からの男女共同（これからは性の平等
が前提となる）具体的プログラムを確立してほしい。

　ご意見につきましては、今後、施策に基づく具体的な事業を進めるにあ
たっての参考とさせていただきます。

Ｄ

－38－



－39－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

115 2 (1)

外国人が増加することによる生活の中での困難や問題点に焦点が
当たりがちですが、より鹿児島市を定住の場として選んでもらうため
に、この市にはどの様なセールスポイントがあるのかなど、他の中核
都市などと比較した上で鹿児島市独自の前向きな目標設定もあると
良いと思います。

　基本目標別計画「１－５　誰もが個性と能力を発揮できる地域社会の形
成」－「施策の体系　Ⅲ」で、「多文化共生の地域づくりの推進」、「１－
４　シティプロモーションの推進」－「施策の体系　Ⅰ」で、「都市イメー
ジの向上」に取り組むこととしており、ご意見については、今後、施策に基
づく具体的な事業を進めるにあたっての参考とさせていただきます。

Ｄ

116 2 (1)

　外国人技能実習生との持続的青少年との交流の場づくり 　基本目標別計画「１－５　誰もが個性と能力を発揮できる地域社会の形
成」－「施策の体系　Ⅲ」で、「多文化共生の地域づくりの推進」に取り組
むこととしており、今後、施策に基づく具体的な事業を進めるにあたっての
参考とさせていただきます。

Ｄ

117 2 (1)
計画の素案自体はけっこうかと思いますが、地域の稼ぐ力の向上の

ためには、海外から見た価値を把握した上で事業を組み立ててもらい
たい。

　ご意見のあった海外から見た本市の価値の把握については、今後、施策に
基づく具体的な事業を進めるにあたっての参考とさせていただきます。 Ｄ

118 2 (1)

　在住外国人の活用促進 　基本目標別計画「１－５　誰もが個性と能力を発揮できる地域社会の形
成」－「施策の体系　Ⅲ」で、「多文化共生の地域づくりの推進」に取り組
むこととしており、今後、施策に基づく具体的な事業を進めるにあたっての
参考とさせていただきます。

Ｄ

119 2 (1)

　１　地域社会を支える協働・連携の推進について
第5次鹿児島市総合計画に加え、協働・行財政の取り組みをより活

発にしていくとなると、人件費や時間の制約もある中、シティプロモー
ションとして県内外に発信するＰＲすべき価値観にずれが生じることも
考えられる。

　基本目標別計画「１－４　シティプロモーションの推進」－「施策の体系
Ⅰ」で、「都市イメージの向上」に取り組むこととしており、ご意見につい
ては、今後、施策に基づく具体的な事業を進めるにあたっての参考とさせて
いただきます。

Ｄ

120 2 (1)

　４　シティプロモーションの推進について
　・若い世代の減少により、まちの活力低下が懸念されている
　・新たな地域づくりの担い手としての若い世代
　・人や地域に関心を持つ人々集う機会

指宿市では“シビックカフェ”といって、高齢者から若者まで多くのま
ちづくりに興味がある人が気軽に参加できる意見交換の場が提供さ
れているので、鹿児島市も取り組んでみてはどうか。

　ご意見のあった「気軽に参加できる意見交換の場の提供」については、基
本目標別計画「１－４　シティプロモーションの推進」－「施策の体系
Ⅱ」－「市民等のまちづくり意識の喚起」に取り組むこととしており、今
後、施策に基づく具体的な事業を進めるにあたっての参考とさせていただき
ます。

Ｄ

121 2 (1)

「環境美化」について、公園利用の規制が多いと利用が難しくなる
（ボール遊び禁止、バーベキュー禁止など）ため、人が来なくなる。愛
着が湧かず不満や苦情につながる。ある程度規制の調整（エリアで
用途ごとに規制変更するなど）を行うと、幅広い利用者層を得られる
のでは。

　基本目標別計画「２－３　人と自然が共生する都市環境の構築」－「施策
の体系　Ⅲ」で、「広く市民に親しまれる公園の充実」に取り組むこととし
ております。
　ご意見のあったエリアを分けた用途規制については、施策に基づく具体的
な事業を進めるにあたっての参考とさせていただきます。

Ｄ

－39－



－40－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

122 2 (1)

（１－Ⅲについて）大人への教育普及についても、様々な層に届くよ
うに工夫したプログラムを展開してほしい。「せやろがいおじさん」、
「BUZZ MAFF」（バズマフ）などのYouTubeは参考になると思う。

　基本目標別計画「２－１　ゼロカーボンシティかごしまの推進」－「基本
的方向　Ⅲ」で「市民や事業者等に対してわかりやすい広報・啓発を行うこ
とにより、環境問題についての理解を深め、エコスタイルへの転換を推進」
することとしており、ご意見については、今後、施策に基づく具体的な事業
を進めるにあたっての参考とさせていただきます。

Ｄ

123 2 (1)

２ 循環型社会の構築：家庭・事業系ごみの減少傾向の鈍化→現在
の施策で減らすことができる量の限界がきている→同県の大崎町の
モデルを市に落とし込んではどうだろうか。

　家庭・事業系ごみの減量化に向けた施策については、基本目標別計画「２
－２　循環型社会の構築」―「施策の体系　Ⅰ」で、「減量化・資源化の推
進」に取り組むこととしております。
　なお、大崎町の取組については、今後、施策に基づく具体的な事業を進め
るにあたっての参考とさせていただきます。

Ｄ

124 2 (1)

公園の充実に関しては広さが充分でなかったり、自由に遊べる場所
が少ないため、ゾーニングを行って、充実した公園を増やす必要があ
る。

　基本目標別計画「２－３　人と自然が共生する都市環境の構築」－「施策
の体系　Ⅲ」で、「広く市民に親しまれる公園の充実」に取り組むこととし
ております。
　ご意見のあった公園のゾーニングについては、施策に基づく具体的な事業
を進めるにあたっての参考とさせていただきます。

Ｄ

125 2 (1)

　人と自然が共生する都市環境の構築について
　鹿児島の豊かな自然を五感で楽しめる公園をもっと増やし、そこで
開催できるイベントを増やしてほしい。特に鹿児島の朝に着目し、桜
島からのぼる朝日を浴びながらのヨガや、足湯を楽しめる場所、イベ
ントのあとに周辺のモーニングを食べて帰るなど、観光×自然（鹿児
島市の）をもっと身近にしたい。つまり、地元を観光したいと思える取
組を強化する必要があると思います！

　基本目標別計画「２－３　人と自然が共生する都市環境の構築」－「施策
の体系　Ⅲ」で、「身近な公園・広場の創出・拡充」や「広く市民に親しま
れる公園の充実」に取り組むこととしております。
　ご意見のあった豊かな自然を五感で楽しめる公園づくり等については、施
策に基づく具体的な事業を進めるにあたっての参考とさせていただきます。
　また、ご意見のあった地元を観光したいと思える取組の強化については、
「３－１　地域特性を生かした観光・交流の推進」－「施策の体系　Ⅰ」
で、「個性あふれる観光メニューづくり」に取り組むこととしており、ご意
見については、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただきます。

Ｄ

126 2 (1)

　循環型社会の構築について
リサイクル、リユースへのネガティブな印象（人が使ったものはイヤ

だ）が根強いので、誰かのもとで愛されたモノが、時が経ちその人のも
とを離れ、今こうして私のもとで次は愛していくのだ、そして私のもとを
離れ、次にまた私以上にこのモノを愛してくれる人のもとへめぐってい
くのだ、という“気持ち”に寄り添った広報もしていく必要がある。使い
古されたのではなく、愛されてきたのだ、という印象をもっともたせてあ
げたい。そうすれば大切に使う人が増えると思う。

　基本目標別計画「２－２　循環型社会の構築」―「施策の体系　Ⅰ」で、
「減量化・資源化の推進」に取り組むこととしており、ご意見の内容につい
ては、今後、実施計画の検討に当たり参考とさせていただきます。

Ｄ

－40－



－41－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

127 2 (1)

　23ページ「目標指標」の「市民１人当たりの都市公園面積」について
公園面積が増加することは望ましいことではあるが、現状ではボー

ルで遊びたい子どもとベビーカーなどに乗った小さなお子さま連れの
親子がともに楽しめる公園利用にはなっておらず、今後多様な目的を
持った市民のニーズを満たすことがますます必要となるため、都市公
園整備にあたってゾーニング(ボールやスケートボードで遊べる場所と
遊具で遊べる場所と花壇・公園樹や緑地がある場所をそれぞれ確保
する)の視点を加えてはどうか。

　基本目標別計画「２－３　人と自然が共生する都市環境の構築」－「施策
の体系　Ⅲ」で、「広く市民に親しまれる公園の充実」に取り組むこととし
ております。
　ご意見のあった都市公園整備にあたってのゾーニングについては、施策に
基づく具体的な事業を進めるにあたっての参考とさせていただきます。 Ｄ

128 2 (1)

　１　ゼロカーボンシティかごしまの推進　Ⅰ　CO2排出量の削減と気
候変動の影響への対応
　平成24年度の項目、「低炭素社会の構築」よりはっきりとCO2に絞り
込んだことは大きな一歩だと思います。しかし、他のメタン、フロンなど
の「温室効果ガス」についても農業・畜産県として産業分野かどこかで
触れるのでしょうか。

　ゼロカーボンシティかごしまの実現に向けては、ＣＯ２以外の温室効果ガス

も含めた対策を進めることとしており、フロンの適正な管理・処分など、市
民や事業者による取組も引き続き呼びかけてまいりたいと考えております。
　ご意見については、今後、施策に基づく具体的な事業を進めるにあたって
の参考とさせていただきます。

Ｄ

129 2 (1)

　省エネルギー技術の普及促進、電気自動車等の普及促進
「３ 人と自然が共生する都市環境の構築」にも通じますが、森林整

備や里山、川、公園、個人住宅の緑など、身のまわりの自然は、私た
ちが幼少の頃（昭和20～40年頃）にはまだ、森林所有者自身だけでな
く、近隣の住民及び、燃料として必要な人たちが森林に出入りして枯
れ木を拾ったり、山道を作ったり、間伐を手伝ったりしていたもので
す。森林保全のみならず、自然への働きかけは業者の手で科学技術
の発達した機械に頼れるのももちろんですが、多方面でその地の住
民の知恵と力と善意とで根気よく、急がず、休まずコツコツと積み重ね
る方向のやり方もあるかと思います。

　本市では、市民の森林整備に関する意識の醸成を図るため、市民ボラン
ティア団体や企業等が実施する森林整備活動に対する支援を行い、市民と協
働の森林づくりを推進しています。
　ご意見については、今後、実施計画の検討にあたっての参考とさせていた
だきます。

Ｄ

130 2 (1)

　「2.スポーツ交流・振興」について
東京パラリンピックを機に、これから障害者スポーツのニーズが必

ず高くなってくる。幸いにも鹿児島マラソンのコースはフラットなコース
のため、車イスマラソンのコースに最適なうえ、桜島を中心とした景観
は国内外から見ても大変魅力的。また国内大会もわずか数大会のた
め、鹿児島市にもまだまだチャンスはあると思います。

　基本目標別計画「３－２　スポーツ交流・振興の推進」－「施策の体系
Ⅰ」で、「◆地域特性を生かしたスポーツイベントの開催」に取り組むこと
としており、ご意見のあった車いす競技については、今後、実施計画の検討
にあたり参考とさせていただきます。 Ｄ

131 2 (1)

　「4.中心市街地の活性化」について
　中央駅→天文館→旧ドルフィンポートを面で捉えた観光地づくりが
必要。そのためのICT化・交通の整備と施策の強化が必要ではないで
しょうか。

　基本目標別計画「３－４　中心市街地の活性化」－「施策の体系　Ⅱ」で
「街なかを楽しむ観光機能の充実」に取り組むこととしており、ご意見の
あったＩＣＴ化や交通の整備などについては、今後、実施計画の検討にあた
り参考とさせていただきます。

Ｄ

－41－



－42－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

132 2 (1)

鹿児島の魅力発信が今後重要になってきます。アフターコロナにお
いて、地域間（全国・世界）競争になった時、その土地・地域の魅力が
「カギ」になる中で、「ローカル色」を打ち出していけるように、「食」「料
理」「独特の伝統おもてなし」の開発・強化する必要があり、「商品化」
に向けて動いてほしいです。

　基本目標別計画「３－１　地域特性を生かした観光・交流の推進」－「施
策の体系　Ⅰ」で、「個性あふれる観光メニューづくり」に取り組むことと
しており、ご意見については、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせて
いただきます。

Ｄ

133 2 (1)

　コンパクトシティの研究とモデル地区の検証 　ご意見については、基本目標別計画「６－１　機能性の高い都市空間の形
成」－「施策の体系 Ⅰ」で「コンパクトなまちづくりの推進」に取り組むこ
ととしており、今後、実施計画の検討にあたり、参考とさせていただきま
す。

Ｄ

134 2 (1)

　Ｐ３７　生きがいづくり・社会参画の促進
ボランティアの受け入れをしている施設や、いろいろな開催時（イベ

ント）に、ボランティアの受け入れを、分かりやすく示すことで、高齢者
の方ができることがあれば、参加してもらい、生きがいや認知症予防
につながるのでは。

　基本目標別計画「４－１　高齢化対策の推進」－「施策の体系　Ⅰ」で
「高齢者の社会参画の促進」に取り組むこととしており、ご意見について
は、今後、施策に基づく具体的な事業を進めるにあたっての参考とさせてい
ただきます。

Ｄ

135 2 (1)

　「生きがいづくりの推進」、「認知症対策の推進」について
私は意見交換を行う中で、障害者の方や老人ホーム等の施設内の

高齢者の方と地域住民の方たちろのかかわりや繋がりが希薄だとい
うことを改めて感じました。そこで、私の意見といて「ｅスポーツ」を活
かした取り組みが効果的だと考えました。頭と体を使うものから、簡単
にできるものもあり、認知症予防になるだけでなく、公民館に集まり
行ったり、施設に出向いて行うことで、地域とつながる機会にもなるの
ではないかと思います。

　ご意見のあったｅスポーツを活かした取組については、基本目標別計画
「４－１　高齢化対策の推進」－「施策の体系　Ⅰ」で、「生きがいづくり
の促進」及び「４－２　地域共生社会の実現」－「施策の体系　Ⅱ」で、
「障害者の自立と社会参加の促進」に取り組むこととしており、今後、施策
に基づく具体的な事業を進めるにあたっての参考とさせていただきます。

Ｄ

136 2 (1)

　Ⅰ　生きがいづくり・社会参画の促進
生きがいづくりの推進・・・低床電車は乗り降りは楽だが座席が少な

い。

　ご意見のあった市電の低床車両については、車両長の問題のほか、車椅子
スペースや通路幅の確保などの制約のために、車両の構造上座席数が少なく
なっておりますが、最新のユートラムⅢでは座席数を増やす車両構造に変更
したところであり、現段階では新たな車両購入の予定はありませんが、今後
の参考とさせていただきます。

Ｄ

137 2 (1)

　「１　機能性の高い都市空間の形成」について
若者、担い手が減少していくことが懸念されるため、良好な景観の

まちづくり、若者や子供が集まる魅力的な施設が必要である。

　ご意見については、基本目標別計画「６－１　機能性の高い都市空間の形
成」－「施策の体系 Ⅰ」で「コンパクトなまちづくりの推進」、「総合的・
計画的な土地利用の推進」や「施策の体系 Ⅴ」で「地域特性を生かした創造
性豊かな景観の形成・活用」に取り組むこととしており、今後、実施計画の
検討にあたり、参考とさせていただきます。

Ｄ

－42－



－43－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

138 2 (1)

　３　市民活動を支える交通環境の充実
交通機関のうちバスの運営が厳しくなると予想できるので、路面電

車の延伸や地下鉄の新設など他の交通機関の拡充を図る必要があ
る。

　路面電車の延伸については、現在、新幹線からの二次アクセスの充実や中
心市街地の活性化等を図るため、路面電車観光路線として鹿児島港本港区へ
の市電延伸について検討を進めているところです。
　また、本市における公共交通としては、現在、鉄道、路面電車、路線バス
等があり、それぞれが市民等の移動手段として重要な役割を担っていると考
えており、地下鉄整備については、現段階では対応は難しいと考えておりま
すが、ご意見として承ります。

Ｄ

139 2 (1)

Ｐ６０ 乗り物の共通のICカードを造ったら各乗り物の利用が増える
のでは（乗り継ぎも簡単で利用者増）

　基本目標別計画「６ー３　市民活動を支える交通環境の充実」－「施策の
体系　Ⅱ」－「公共交通の利用促進・サービス水準の向上」で、「◆ICTを活
用した利用しやすい公共交通」に取り組むこととしており、ご意見のあった
全国交通系ICカードへの対応については、これまでも検討してきているもの
の、費用対効果等の課題が多く、また、市内ではラピカ等が普及しているこ
ともあり、今日まで実現には至っておりませんが、今後の参考とさせていた
だきます。

Ｄ

140 2 (1)

　「住宅団地の魅力創出」について
住宅団地のまとまったテコ入れでは、20、30年後にまた同じ状態に

なる。コンスタントな整備を加えることで、世代間のローテーションが
回っていくかと考える。

　基本目標別計画「６－１　機能性の高い都市空間の形成」－「施策の体系
Ⅱ」で「住宅団地の活性化」に取り組むこととしており、ご意見について
は、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただきます。 Ｄ

141 2 (1)

　「コンパクトなまちづくりの推進」について
中心市街のアクセスや景観などの魅力はそろっているかと思いま

す。都市のブランディングを意識したまちづくりを期待します。

　現在、本市では中央町１９・２０番街区や千日町１・４番街区などにおい
て、再開発事業を推進しておりますが、中心市街地全体の活性化のため、さ
らなる拠点性や回遊性の向上を図る必要があると考えていることから、ご意
見のあった都市のブランディングを意識したまちづくりについては、今後、
実施計画の検討にあたり参考とさせていただきます。

Ｄ

142 2 (1)

　年代の古い団地の再開発を図る。 　基本目標別計画「６－１　機能性の高い都市空間の形成」－「施策の体系
Ⅱ」で「住宅団地の活性化」に取り組むこととしており、ご意見について
は、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただきます。 Ｄ

143 2 (1)

　コンパクトな街づくりの推進
市街地中心部の住宅価格が高い。（マンション価格の高騰。ファミ

リータイプ賃貸住宅の供給が少ない。）高所得者だけでなく、標準的
な収入の家族も住めるような家賃設定の住宅の供給が望まれます。
定期借家で3年間、6年間だけすめるというような市営住宅や借り上げ
住宅を市街地中心部に供給する視点からも検討してみてはいかかで
しょうか。

　本市では、公共施設等総合管理計画などを踏まえ、市営住宅の新規建設は
行わないこととしており、借上げについても現時点では予定していないこと
から、市街地中心部も含め新たな市営住宅の供給は、現段階では難しいと考
えますが、今後の参考とさせていただきます。 Ｄ

－43－



－44－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

144 2 (1)

　住宅団地の活性化
留学生に空き家を賃貸する。学生向けシェアハウスとして市が借り

上げる。ノマドワーカー向けに市が借り上げるなど、多様な住民構成
となるような実験地域を団地内に設けてみてはどうでしょうか。

　住宅団地の活性化に向けて、ライフスタイル・ライフステージの変化に配
慮しつつ、多世代・多様な暮らしに対応できるよう、生活利便性の向上に向
けた環境づくりに取り組むこととしており、ご意見については、今後、実施
計画の検討にあたり参考とさせていただきます。

Ｄ

145 2 (1)
　バイオディーゼルのコミュニティバスへの拡大 　ご意見については、技術的な課題もあり、現段階では対応は難しいと考え

ておりますが、今後の参考とさせていただきます。 Ｄ

146 2 (1)

　１　少子化対策・子育て支援の推進
◆妊娠・出産・子育てにおける切れ目のない支援の充実・健康相談

の実施
・スマホやテレビ等SNSやIT機器が子どもの育ちに与える悪影響の

指導（検診時の講和や母子手帳の記載文の工夫）
　・検診の待ち時間の工夫（わらべうた遊び会や親子で楽しめる観劇）

子どもとどのように接していいかわからないお母さんがスマホに頼っ
てしまい、早期からのSNS中毒へも繋がっています。お母さんの声と
体があれば何がなくても子どもと一緒に楽しめるわらべうたの普及
や、親子でゆったりたのしめるベイビーシアターの良さを広めたいで
す。就労する母親が急増する中で、出産の前後はお母さんにとって一
番ゆったりしている時期なので、この時期のお母さんへの啓蒙（お母
さん支援）を手厚くできたらいいと思います。

　基本目標別計画「５－１　少子化対策・子育て支援の推進」－「施策の体
系　Ⅱ」で、「妊産婦健康診査・健康相談の実施」や「妊娠・出産包括支援
の推進」に取り組むこととしており、今後の取組の参考とさせていただきま
す。

Ｄ

147 2 (1)

　２　子どもの健やかな成長への支援
　◆子どもが希望を持てる環境の充実

・子ども条例の制定を急いでください。また、その際、子どもの意見
を取り入れながら制定すること、そして、オンブズマン制度を取り入れ
て下さい。

主な取り組みの中に、「子どもの未来を応援する条例の制定」とあ
り、大変嬉しいです。経済的な貧困家庭や虐待問題への支援は本当
に喫緊の課題と思いますが、条例制定の際は、広く子どもの権利条
約に基づき、子どもの意見を聞きながら、また今後も意見が反映でき
るような条例を望みます。

　基本目標別計画「５－２　子どもの健やかな成長への支援」－「施策の体
系　Ⅱ」の「◆子どもの未来を応援する条例の制定」は、子どもの意見を取
り入れながら進めることとしており、ご意見のあったことについては、今後
の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ

－44－



－45－
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148 2 (1)

　省エネルギー技術の普及促進、電気自動車等の普及促進
　これらは今現在、お金の余裕のある方々にのみ可能なことのように
見受けられます。現在日本の生活格差（経済格差）はコロナウイルス
後の社会ではもっと大きく広がるだろう・・・との見通しが強くなされて
いる2021年です。環境問題として、これらを推進すると同時に、何より
格差の是正された「安全・安心なくらし」の構築がまずこれからの10年
には必要なのではないかと思われますが・・・
　かごしま環境未来館でのSDGｓの学習会で学んだ知識によると、世
界のCO2の49%は世界の富裕層のトップ10%の人々が出しているそう
です。逆に、世界の貧困層の底部分に居る人々が排出している総計
は10%のみだそうです。

　環境問題に取り組むことは、誰ひとり取り残されない、持続可能な社会づ
くりにつながるものと考えております。市民・事業者等、それぞれができる
ことに取り組むことが重要ですので、環境に配慮した行動やその効果につい
て、わかりやすく広報・啓発してまいりたいと考えております。

Ｅ

149 2 (1)

　Ⅱ　再生可能エネルギーの地産地消の推進
これは市町村や事業者、個人で可能な範囲、力量がどれほどある

か、どこまで許されるか、で決まるのではないでしょうか。今後10年予
想では、国のエネルギー政策がまだまだ再生エネルギーより原発な
どが頼みであるようですが・・・

また、地方の里山に巨大な太陽光発電パネルや個人所有の山峰で
あれ、風力発電装置を建造するのは故郷の景観を損なう・・・と住民
の反対もあると聞きますが・・・

　２０１８年に国が策定した「エネルギー基本計画」によると、２０３０年
のエネルギーの姿を示した「エネルギーミックス」は、再生可能エネルギー
が２２～２４％程度、原子力発電が２０～２２％とされており、また、現
在、改定に向けた議論において、再生可能エネルギーの割合を更に引き上げ
る方向で調整が進んでいるとのことです。
　なお、大規模な開発を伴う場合には、法に基づく環境アセスメントなど所
要の手続きが必要であり、地域の皆様のご理解は重要であると考えておりま
す。

Ｅ

150 2 (1)

　「1.地域特性を生かした観光・交流の推進」について
「稼ぐ観光」を実現するためには、地域間競争に対応していく必要が

ある。交流人口・MICEなどをキーワードに誘客するとすれば、その前
提となる受け皿が必要（造らない理由よりも造るための議論が大
事）。コンベンション施設を造るとすれば、九州では最後尾になってし
まうので、他県と差別化できるコンセプトや施設運営のアイディアも不
可欠だと思う。

　ご意見については、ドルフィンポート跡地を含む本港区エリアにおいて、
土地所有者である県が、国際会議などを開催できるコンベンション機能や展
示機能を備える施設の整備など、その方向性を検討することとしておりま
す。
　本市としては、県と緊密に連携を図りながら、個性と魅力あるまちづくり
の推進に取り組んでまいりたいと考えております。

Ｅ

151 2 (1)

　内容を把握するためには、時間が足りなかった。 　テーマ別意見交換会を開催する前に、参加者の皆様へ概要リーフレットな
どの各種資料を案内させていただいたところですが、今後の参考として承り
ます。

Ｅ

152 2 (1)

　Ⅰ　生きがいづくり・社会参画の促進
高齢者の社会参画・・・現実にはボランティアをしたいと考える人は

少なく、団体の知名度も低い。会員の減少に歯止めがかからない状
態にある。市民のひろばだけの広報でなく、メディアを利用する等の
方法はできないか。多くの人に生きがいを持って欲しい。

　ご意見については、これまで、食生活改善推進員等の皆様には、市政広報
番組への出演やイベント時のメディア対応等を行っていただいており、引き
続き会員の増加に向けた周知・広報に努めてまいりたいと考えております。

Ｅ

153 2 (1)

　Ⅰ　生きがいづくり・社会参画の促進
生きがいづくりの推進・・・後期高齢者の医療負担で、年収２００万を

超すと２割になるとのこと。２００万少しだけ超す人への対応を考えて
欲しい。

　ご意見については、国において全世代対応型の社会保障制度を構築するた
めの健康保険法等の一部を改正する法律が成立したところであり、本市とい
たしましては、今後とも国の動向を注視してまいります。

Ｅ

－45－
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154 2 (1)

市内の駐車場対策を再検討してほしい。鹿児島市内は駐車場が少
なすぎます。特に、休日等、公的場所駐車場の開放などできないので
しょうか。

　ご意見のあった市内の駐車場対策については、駐車場法の規定に基づき、
「鹿児島市における建築物に附置する駐車施設に関する条例」を定め、駐車
場の必要性が高い商業地等における一定規模以上の建築物への駐車施設の附
置義務制度を設けております。
　なお、市役所本庁舎の駐車場は、来庁者のために整備している駐車場であ
り、休日等も市の業務の状況によっては、来庁者のために開放しておりま
す。その他の時間等は、管理体制の関係から閉鎖しているところであり、ご
提案はご意見として承ります。

Ｅ

155 2 (1)

　魅力あるウォーターフロントの形成
レジャー施設がなくなって久しい。民間との協力によりぜひ誘致して

もらいたい。

　ドルフィンポート跡地を含む本港区エリアのまちづくりについては、土地
所有者である県が、国際会議などを開催できるコンベンション機能や展示機
能を備える施設の整備など、その方向性を検討することとしております。
　本市としては、県と緊密に連携を図りながら、個性と魅力あるまちづくり
の推進に取り組んでまいりたいと考えております。

Ｅ

156 2 (1)

　Ｐ５７　目標
大規模小売店舗の割合を現況から増やすのは必要か。現存の個人

店舗の意見（通り会等）も聞いているのでしょうか。

　本市では、人口減少・少子高齢化が進む中、医療施設や店舗、住宅等がま
とまって立地することで、高齢者をはじめとする市民の方々が、生活利便施
設等に公共交通でアクセスできる「コンパクトシティ・プラス・ネットワー
ク」の考えでまちづくりを進めることとしており、郊外部での大規模な店舗
等の拡散立地を抑え、中心市街地や団地の中心部等の都市機能誘導区域に、
1,000㎡以上の店舗等を誘導することとしていることから、市民の方々が「コ
ンパクトなまちづくりの推進」に対して、実感しやすい指標として設定した
ものです。

Ｅ

157 2 (1)

中央駅付近に人を集めコンパクトな都市を目指すのか、団地に誘致
するのか、目標にぶれがある。

　本市では、人口減少・少子高齢化が進む中、医療施設や店舗、住宅等がま
とまって立地することで、高齢者をはじめとする市民の方々が、生活利便施
設等に公共交通でアクセスできる「コンパクトシティ・プラス・ネットワー
ク」の考えでまちづくりを進めることとしており、中心市街地等に大規模な
商業施設等を誘導する一方、団地の中心等には日常生活に必要な施設を誘導
することとしております。

Ｅ

158 2 (1)

　１　機能性の高い都市空間の形成
目標指標 「住宅団地の活性化に向けて地域主体で実施したまちづ

くり活動の件数」、「景観形成に向けて開催したイベント等に参画した
市民の数」は具体的ではない。

　ご意見のあった目標指標については、地域特性に応じたまちづくりを市民
や事業者等と協働で進める必要があることから、その達成状況を把握するた
めに設定したものです。 Ｅ

－46－
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159 2 (1)

　魅力あるウォーターフロントの形成
路面電車ありきではなく、集客施設を何にするかのが重要であると

思います。桜島と錦江湾の景観が最も他の観光地とくらべて「売り」に
なるのであるから、コンベンションセンターのような、景観を邪魔する
可能性のある巨大な建築物ではなく、サンフランシスコのベイエリアに
あるようなレストラン程度の建築物でもいいのではないでしょうか。ド
ルフィンポートにあったレストランは統一感がなかったので、景観とレ
ストランのイメージを合致させる条件付きで建築物のコンペを行って
みてはいかかでしょうか。

　ドルフィンポート跡地については、土地所有者である県が、国際会議など
を開催できるコンベンション機能や展示機能を備える施設の整備など、その
方向性を検討することとしております。
　本市としては、県と緊密に連携を図りながら、個性と魅力あるまちづくり
の推進に取り組んでまいりたいと考えております。 Ｅ

160 2 (1)

　地域特性を生かした創造性豊かな景観の形成・活用
桜島フェリー乗り場、ドルフィンポート跡地に予定される施設から水

族館へのアプロ―チが、車の通る道路を横切るのではなく、歩行者専
用のデッキのような通路、ブリッジで渡れたら景観を生かせるのでは
ないでしょうか。

　ドルフィンポート跡地を含む本港区エリアのまちづくりについては、土地
所有者である県が、国際会議などを開催できるコンベンション機能や展示機
能を備える施設の整備など、その方向性を検討することとしております。
　本市としては、県と緊密に連携を図りながら、個性と魅力あるまちづくり
の推進に取り組んでまいりたいと考えております。

Ｅ

161 2 (2)

　重点プロジェクト→カタカナが多い 　ご意見の趣旨を踏まえ、カタカナ語など、分かりにくいと考えられる言葉
がないか、改めて精査したうえで、製本時に用語解説を付けるなど、市民に
とって分かりやすい計画となるようにしてまいりたいと考えております。 Ａ

162 2 (2)

重点プロジェクト「“地域の稼ぐ力”向上プロジェクト」の「インバウンド
対応の強化」について、コロナ収束後を見据えて、今のうちに受入体
制の強化とマーケティング機能の強化、プロモーションの強化に積極
的に予算を集中投下する必要がある。

　ご意見については、現在、海外観光客の特性やニーズを調査し、本市のイ
ンバウンドの取組について整理するとともに、多様性や利便性への対応に取
り組んでいるところであり、基本目標別計画「３－１　地域特性を生かした
観光・交流の推進」－「施策の体系　Ⅱ」の「戦略的なマーケティング・プ
ロモーションの展開」、また「施策の体系　Ⅲ」の「世界基準の受入・案内
機能の充実」に位置付けて、引き続き取り組むこととしております。
　さらに、ご意見の趣旨を踏まえ、「施策の体系　Ⅲ」－「世界基準の受
入・案内機能の充実」内に「◆食の多様性など各市場に応じた受入体制の充
実」を追加します。

Ａ

163 2 (2)

　重点プロジェクト「“地域の稼ぐ力”向上プロジェクト」について
インバウンド対応強化のところで、受入整備のみならず、海外路線

が復活した際の、現地セールスや旅行エージェントの招へい事業等も
加えた方がよい。

MICEの積極的な誘致のところで、まず国際会議場の建設の話が先
ではないか。それはサッカー場建設についても同様。

　ご意見については、「インバウンド対応の強化」で、「各市場の特性に応
じた観光プロモーションを展開する」こととしております。
　また、ＭＩＣＥの積極的な誘致については、ＭＩＣＥ誘致戦略プランにお
いて、まずはソフト面を中心として、社会変動等に対応できる強靭なＭＩＣ
Ｅ基盤の構築を行うこととしております。

Ｂ

164 2 (2)
　子どもの未来を応援する条例の制定に期待する。 　賛同のご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｂ

－47－
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

165 2 (2)

教育内容の改善、親子の支援、子ども権利条約に基づいた条例、
保育士の待遇向上、施策の質を向上させる（数を打つだけでは良くな
い）が必要だという意見が出た。

　重点プロジェクト「“子どもの未来”輝き推進プロジェクト」において、
「家族と地域における子育て支援の推進」、「子どもの未来を応援する取組
の推進」などに取り組むこととしております。ご意見のあった施策の質の向
上の必要性について、ご意見を踏まえながら、総合計画の策定・推進に取り
組むこととしております。

Ｂ

166 2 (2)

　”子どもの未来”輝き推進プロジェクト
　保育士の受け持ち定数を改善していただきたい。

　ご意見のあった保育士の受け持ち定数につきましては、国による配置基準
が決められておりますが、保育士等の業務負担軽減について、基本目標別計
画「５－１　少子化対策・子育て支援の推進」－「施策の体系　Ⅲ」で、
「就学前児童の待機児童対策」に取り組むこととしております。

Ｂ

167 2 (2)

「アジアマーケットへの進出支援」と「インバウンド対応の強化」の連
携強化が重要。アジアマーケットへの進出の際に観光をPRし、観光
客に鹿児島の農産物のファンになってもらい、その後も継続的に消費
してもらうための取組の相乗効果が見込める。

　ご意見のあった連携強化については、今後、施策に基づく具体的な事業を
進めるにあたっての参考とさせていただきます。

Ｄ

168 2 (2)

　”子どもの未来”輝き推進プロジェクト
　目標指標「将来の夢や目標を持っている生徒の割合」 R8 80%

達成ありきの数値設定となっているのではないかと思う。５人に１人
はとりこぼしてもよいのかという疑念もある。100％を目指すべきであ
る。

　本市の現況は72.9％と、全国平均70.5％を上回っているところですが、さ
らに高い水準を目指すために、目標を80％に設定しております。
　ご意見については、今後の取組の参考とさせていただきます。 Ｄ

169 2 (2)

　”子どもの未来”輝き推進プロジェクト
子育てが楽しいと全ての人が感じられるように、子育て支援を充実

させるために、「家庭訪問型子育て支援」も拡充していただきたい。

　基本目標別計画「５－２　子どもの健やかな成長への支援」－「施策の体
系　Ⅲ」－「子どもと家庭への総合的な支援」で、「育児支援家庭訪問」に
取り組むこととしており、ご意見については、今後の取組の参考とさせてい
ただきます。

Ｄ

170 2 (2)

　”子どもの未来”輝き推進プロジェクト
自然体験を充実させるためにプレーパーク（冒険遊び場）を設置して

いただきたい。

　基本目標別計画「５－２　子どもの健やかな成長への支援」－「施策の体
系　Ⅱ」で、「子どもの居場所づくりの推進」に取り組むこととしており、
ご意見のあったプレーパークの設置については、今後の取組の参考とさせて
いただきます。

Ｄ

171 2 (4)

今回の6次計画では、国連目標のＳＤＧｓの観点を取り入れた計画と
なっているのは、大きな変化だと思う。各目標には自治体ＳＤＧｓとし
ての達成目標があると思われますので、着実な実践を希望します。6
次計画との整合性が重要と思います。

　賛同のご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｂ

172 2 (4)

皆で取り組み、皆でやり遂げた実感、実績がわかる（数値）ようにす
ると自分のこととしてやり始めるのではないか。

　ご意見については、基本目標別計画や重点プロジェクトにおいて、目標指
標と、市民・地域、事業者・団体の役割を示しており、その進捗状況につい
ては、市民と共有することとしております。

Ｂ

－48－



－49－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

173 2 (4)

一つの目標は一つの手段だけでは達成できないと思う。いろんなこ
とをそれぞれが取り組み、夢に到達するのではないか。これを訴えな
いと、私一人ぐらいは微力だからと何もしないことになる。

　基本構想（案）では、将来のまちのあるべき姿である「都市像」を実現す
るための６つの基本目標を掲げ、各基本目標は連携しながら取り組んでいく
こととしております。
　また、前期基本計画（素案）では、基本目標別計画や重点プロジェクトに
おいて、市民・地域、事業者・団体の役割を示しており、市民や市民活動団
体、事業者などあらゆる主体が課題を共有し、協働・共創しながらまちづく
りを進めていくこととしております。

Ｂ

174 2 (4)

　市民全員のための総合計画だと市長が宣伝してください。 　総合計画は、市民と協働・共創しながらまちづくりを進めるための共通の
ビジョンであり、そのことについて、市内全世帯へ配布する「市民のひろ
ば」や市政出前トークなど、様々な機会を通じて、市民への周知に努めてま
いりたいと考えております。

Ｂ

175 2 (4)

少子・高齢化の波はすぐには止まりません。2020年生まれの赤ちゃ
んの数（出生数）は84万832名で統計開始以来、最少だったそうです。
婚姻件数も戦後最小。この加速される少子化の先に第6次総合計画
の2030年以降の世界があることを忘れてはならない、と思います。そ
の未来社会には素晴らしい伝統的な特殊技術を持った老齢者も加速
的に居なくなります。

世の中を作るのは、どんな快適便利な科学技術やＡＩ利用の社会に
なっても、最後は「ひと」です。「ひと」をどう育てて行くか、が今後は大
切になると思います。ＩＱの高い優秀な人たちいっぱいだけでは善き社
会は生まれません。温かい笑顔とＥＱ豊かな人々の鹿児島の社会が
作れますように！！

　将来のまちのあるべき姿として、都市像「つながる人・まち　彩りあふれ
る　躍動都市・かごしま」を掲げ、市民一人ひとりが互いに尊重しあい、個
性と能力を発揮しつつ、相互のつながりを深めることで、多彩な人材の魅力
が豊かな彩りとなる、鹿児島市の創造を目指すこととしており、そのような
考えのもと、次代を担う多彩な人材の育成に取り組むこととしております。

Ｂ

176 2 (4)

全般的ですが、鹿児島市が計画している内容をより具体的にわかり
やすく市民に伝えられ、市民が理解し、市民が協力し合えたら、もっと
良くなると思いました。

　総合計画が、市民と協働・共創しながらまちづくりを進めるための共通の
ビジョンとなるよう、基本構想（案）の「１　総合計画策定の趣旨」－
「（５）策定に当たっての視点」－「視点④」で、「市民の視点に立った分
かりやすい計画とします」としているほか、前期基本計画（素案）では、基
本目標別計画や重点プロジェクトにおいて、市民・地域、事業者・団体の役
割を示しており、市民への周知に努めながら、総合計画の推進に取り組むこ
ととしております。

Ｂ

177 2 (4)

全体的に、ハードよりソフト、物より人への発想が求めれらていると
思います。

　基本構想（案）の「１　総合計画策定の趣旨」－「（５）策定に当たって
の視点」－「視点③」で、人の多様なつながりを拡げ、活用することを重視
した計画とすることとしており、また、将来のまちのあるべき姿として、都
市像「つながる人・まち　彩りあふれる　躍動都市・かごしま」を掲げ、市
民一人ひとりが互いに尊重しあい、個性と能力を発揮しつつ、相互のつなが
りを深めることで、多彩な人材の魅力が豊かな彩りとなる、鹿児島市の創造
を目指すこととしております。

Ｂ

－49－



－50－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

178 2 (4)

鹿児島県との連携が取れない又は、遅滞・遅延し、観光や交通体
系、すべてに影響が出ている。行政間の横のつながりを大事にしてい
ただき計画を立てるべきである。自治体、民間企業との協議場も必要
ではないか。

　総合計画の策定に当たっては、県の計画や施策・事業との整合に留意する
こととしており、県とは、郷土かごしまの発展という共通の目的に向け、引
き続き、協議・連携を密にしながら、まちづくりを進めていくこととしてお
ります。
　また、基本目標別計画「１－３　多角的な連携・交流の推進」－「施策の
体系　Ⅰ・Ⅱ」で、「連携中枢都市圏の推進」や、「多彩な都市との連携・
交流の推進」、「各分野での事業者・関係団体等との連携・協働の推進」に
取り組むこととしております。

Ｂ

179 2 (4)

今後を考えると行政の省力化と重点事項の調整が必要であると思
う。

　ご意見については、基本構想（案）の「１　総合計画策定の趣旨」－
「（５）策定に当たっての前提」－「視点①」で、「費用対効果を念頭に置
きながら、施策の重点化・戦略化を図るなど、将来にわたり持続的発展が可
能な計画とします」としております。

Ｂ

180 2 (4)

　全体を通して：目標設定に数値の記載が少ない。→到達すべき地点
があいまいになり計画全体にぶれが生じるのではないか。→具体的
かつ現実的目標数値の設定が必要になる。

　前期基本計画（素案）の中でお示ししている目標指標のうち、目標設定に
数値の記載がないものにつきましては、最新の現況値等を踏まえた上で設定
することとしており、９月を予定しております前期基本計画（案）の公表時
には、示したいと考えております。

Ｅ

181 3

　行政まかせ、町内会まかせでなく、各個人個人が努力するように仕
向ける仕掛けが必要（説得＜啓発）

　ご意見については、市民一人ひとりが市政やまちづくりに触れる機会とな
る市民参画手続きの実施や市民の声を聞く機会の充実など、まちづくりへの
参画意識が高まるよう取り組んでいるところであり、基本目標別計画「１－
１　地域社会を支える協働・連携の推進」－「施策の体系　Ⅰ」－「市民参
画の推進」にて、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

182 3

鹿児島市の発展のために我々が何ができるのかというのが今日の
会議出席の大きな目的でした。非常に入り口が広くて難しいと感じま
したが、様々な問題に取り組んでいる方達がいらっしゃるのが嬉しい
事でした。クラブで何かできる事があればいいと思います。

　ご意見として承ります。

Ｅ

－50－



－51－

第六次鹿児島市総合計画 基本構想(案)・前期基本計画(素案)に関する意見の検討結果一覧表【３ 地域別意見交換会】

１　基本構想（案）に関する意見 対　応　区　分

２　前期基本計画（素案）に関する意見 Ａ　意見の趣旨等を反映し、基本構想・前期基本計画（案）に盛り込むもの

(1) 基本目標別計画 Ｂ　意見の趣旨等は、基本構想（案）・前期基本計画（素案）に盛り込み済みのもの

(2) 重点プロジェクト Ｃ　基本構想・前期基本計画（案）に盛り込まないもの

(3) 地域別計画 Ｄ　実施計画・個別計画の検討、具体的な事業の実施にあたり参考にするもの

(4) その他全般 Ｅ　その他要望・意見等

３　その他の意見

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

1 1

基本目標は日本語優先で表記お願いしたい。（ICT、シビックプライ
ド、３Rなど）

　ご意見については、分かりにくいと考えられる言葉などがないか、改めて
精査したうえで、製本時に用語解説を付けるなど、市民にとって分かりやす
い計画となるようにしてまいりたいと考えております。

Ａ

2 1

　若者を中心にした地域づくりへ視点の変換、世代交代 　ご意見の趣旨を踏まえ、基本目標別計画「１－１　地域社会を支える協
働・連携の推進」－「施策の体系　Ⅰ」－「市民参画の推進」内に、「◆若
い世代への市政に関する講義等の実施」を追加し、引き続き、若い世代の市
民参画意識の醸成を図るとともに、施策の展開に当たっては、若者の意見を
取り入れるよう努めてまいりたいと考えております。

Ａ

3 1

　基本構想の具体的な身近な問題が見えないので分かりづらい。 　基本構想（案）には、新型コロナウイルス感染症拡大による社会の変化や
人口減少・少子高齢化の進行、グローバル化・ＩＣＴの進展など、まちづく
りを考える上で踏まえるべき特に大きな時代潮流を記載しており、前期基本
計画（素案）において、各基本施策や地域等に関連する現状と課題を明らか
にし、これらを踏まえ、施策等に取り組むこととしております。

Ｂ

4 1
すばらしい基本構想（案）ができているので、県と市が話し合って、

できるのから進めてほしい。
　賛同のご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｂ

項　目

－51－
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

5 1

　子ども達の交流、人と人との関わりを作れたら。 　将来のまちのあるべき姿として、都市像「つながる人・まち　彩りあふれ
る　躍動都市・かごしま」を掲げ、市民をはじめとする多くの人々や団体等
とのさまざまな交流を通じ、相互のつながりを深めることで、多彩な人材や
まちの魅力が豊かな彩りとなる、人もまちも躍動する鹿児島市の創造を目指
すこととしており、そのような考えのもと、多様なつながりを重視しなが
ら、施策等に取り組んでまいります。

Ｂ

6 1

県人口の減少が続いている。本市の人口減少は、ゆるやかである
が隣接する郡部の人口減少は痛手だと思う。

鹿児島市への一極集中の傾向が続くと思うが、常に現状を把握しな
がら計画を見直していく必要があろう。

　総合計画は、基本構想を１０年、基本計画を前期５年・後期５年、実施計
画を各期３年間とし、前期基本計画期間中に１・２期、後期基本計画期間中
に３・４期としており、長期的視点を確保しながら、中短期的な情勢変化等
にもより柔軟に対応できるよう期間設定をしているところでございます。

Ｂ

7 1

　Ｐ－２，Ｐ－３の上段：総合計画策定の前提
　将来人口（人口ビジョン）の数字的な根拠を示して欲しい
　（少子化傾向は否定しないが、歳入が不安）
　一般会計歳出・扶助費の数字的な根拠を示して欲しい
　（例えば、注釈として　　。。。。。統計を参照しているとか。。。）

　人口ビジョンに掲げる将来人口51.5万人については、国立社会保障・人口
問題研究所による推計人口（41.7万人）を基に、出生・死亡に伴う自然動態
と転入・転出に伴う社会動態の改善を図ることにより推計される人口規模を
示しており、一般会計歳出・扶助費については、基本構想（案）の「２　総
合計画策定の前提」－「（３）将来推計」－「②財政」で、「（注）令和
２・３年度は当初予算ベース。令和４年度以降は、内閣府が作成している中
長期の経済財政に関する試算などを基に算出した推計値」である旨を記載し
ているところです。
　なお、現在、財源の確保と重点的・効率的配分に取り組んでいるところで
あり、基本目標別計画「１－２　自主的・自立的な行財政運営の推進」－
「施策の体系　Ⅱ」で、「健全財政の維持」内に位置付けて、引き続き取り
組むこととしております。

Ｂ

8 1

　時代の潮流の「人口減少・少子高齢化の進行」
　少子化は政策によって乗り越えられるという気迫がない。

　国立社会保障・人口問題研究所による推計では、2060年の本市人口は41.7
万人とされているところ、「鹿児島市まち・ひと・しごと創生人口ビジョ
ン」では、出生・死亡に伴う自然動態と転入・転出に伴う社会動態の改善を
図ることにより51.5万人を維持するとともに、あわせて人口構造の若返りを
目指すこととしております。

Ｂ

9 1

時代の潮流に住民の行政や町内会等無関心を認識しないと良い施
策は作れない。作っても生かされない物になっていくと思う。

　ご意見については、基本目標別計画「１－１　地域社会を支える協働・連
携の推進」－「現状と課題」で、「社会経済情勢の変化や市民ニーズの多様
化などにより、市民の市政への参画や市民活動等のまちづくりへの参加の必
要性がさらに高まっています」としており、そのことを踏まえ、市民と情報
を共有し、広く市民の声を聴く機会を充実させるとともに、市民参画への取
組を積極的に推進することとしております。

Ｂ

－52－
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

10 1

市役所職員の英知を集結し、市民の声を拾い、素晴らしい文言が並
びいいもの出来あがりつつあるなと感心するばかりです。さて、実行さ
れるにあたり自分はどう行動しようか思ったが、、、はて？市民はどれ
くらい総合計画、基本構想を知っているのだろうか？10年後の鹿児島
市の姿をどれくらい共有できているのだろうか？と。30年暮らす自分
もこの場面にあったからこそ知り得たのも事実。「そうだな。こんな街
にしたいな。」と初めて思ったのも事実。一人でも多くの市民に周知さ
れること（各種の企業・団体含め）が計画の達成への道と思います。

そのために、市長にはもっと具体的に「10年後の鹿児島市」をもっと
もっと発信して頂き、市議の方々にはもっと信頼・共創政策を土台にし
た政策の実現に向けたリーダーとなって走りまわって頂きたい。

今計画のキャッチフレーズともいえる都市像「つながるひと・まち 彩
りあふれる 躍動都市・かごしま」、好きです。まず、「つながる」の
キーワードから入るところが各施策の土台になっていてわかりいい。
各施策がつながり、相まって、パワーとなって10年後の鹿児島市を創
りだせそう。

強いて言えば、都市・交通政策が暮らしだけでなく、産業・健康・文
教の施策における導線になるような位置づけが目出し出来たらどうだ
ろうかと思う。

　総合計画は、市民と協働・共創しながらまちづくりを進めるための共通の
ビジョンであり、そのことについて、市内全世帯へ配布する「市民のひろ
ば」や市政出前トークなど、さまざまな機会を通じて、市民への周知に努め
てまいりたいと考えており、賛同のご意見として、総合計画の策定を進めて
まいります。
　また、基本目標間で連携しながら、持続可能な都市づくりに向けた対応を
進めることとしており、横のつながりを大切にしながら、総合計画を推進し
てまいります。

Ｂ

11 1
新しい市長の誕生により、市長の基本方針が反映されているものと

思われます。
　賛同のご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｂ

12 1

鹿児島の総合計画の基本構想、大変良く、素晴らしい計画です。こ
の計画（構想）を広く市民に機会のある毎にPRし、啓発していただき
たい。市民一人一人が自分たちの住んでいる地域を明るく住みよい
町にする努力を啓発して頂きたい。

　賛同のご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。
　前期基本計画（素案）の基本目標別計画や重点プロジェクトにおいて、市
民・地域、事業者・団体の役割を示しており、そのことも含め、市内全世帯
へ配布する「市民のひろば」や市政出前トークなど、様々な機会を通じて市
民への周知に努め、市民と協働・共創しながらまちづくりを進めてまいりた
いと考えております。

Ｂ

13 1

　一般会計歳出総額と扶助費の将来推計について
扶助費※として、※扶助費：＿＿＿＿＿に関する費用と表記いただ

きたい。

　ご意見のあった表記については、基本構想（案）の「２　総合計画策定の
前提」－「（３）将来推計」－「②財政」で、「※扶助費：生活保護費、子
育て支援など福祉や医療に係る費用」と記載しております。

Ｂ

14 1

都市像部分、6つの基本目標の部分について、「稼ぐ」という市の意
思が感じられる表現がほしい。「稼ぐ」ことが鹿児島市の今後10年間
の大きな課題

　ご意見については、特に先導的かつ重点的に取り組む施策・事業群である
重点プロジェクトの一つとして、「“地域の稼ぐ力”向上プロジェクト」を
掲げ、基本目標の達成ひいては都市像の実現に向け、取り組むこととしてお
ります。

Ｅ

15 1

総合計画の区域・範囲について、国・県・市の具体的内容をわかり
やすく提示していただき、それについての意見を求めたらいかがで
しょうか。

　総合計画の策定に当たっては、関連する国・県等の計画や施策・事業との
整合に留意することとしておりますが、国・県が実施する施策については、
市で意見を求める立場にはないところです。

Ｅ

－53－



－54－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

16 1

ｐ－２，ｐ－３の基本構想（案） ＜＜都市像＞＞ キャッチコピー（ス
ローガン）はサブスローガンでいいかとおもいますがメインスローガン
としてもっと短く・簡潔で市民レベルでスーッとなじむワードがあれば
いいと思います。

　都市像は将来のまちのあるべき姿を表すもので、それらの趣旨が伝わるよ
うにするには、フレーズに一定の長さは必要だと考えております。
　市民の皆様とは、「つながり」や「躍動都市」といったフレーズを、目指
す都市像の合言葉として共有できるよう取り組んでまいりたいと考えており
ます。

Ｅ

17 1

基本構想（案）のフレーズをもっとコンパクトにしていただきたいで
す。

　都市像は将来のまちのあるべき姿を表すもので、それらの趣旨が伝わるよ
うにするには、フレーズに一定の長さは必要だと考えております。
　市民の皆様とは、「つながり」や「躍動都市」といったフレーズを、目指
す都市像の合言葉として共有できるよう取り組んでまいりたいと考えており
ます。

Ｅ

18 1

　総合計画の前提「本市の特性」
　「国内外につながる交通の広域拠点」について

私自身は大隅地区、北薩地区の自動車専用道路の完成に伴う、鹿
児島市の空洞化について心配している。

　県内他地域における高速交通網の整備により、本県内の地域活性化や本市
とのアクセスの改善が図られ、ひいては、県都である本市の発展にも寄与す
るものと考えております。 Ｅ

19 1

　人口のビジョン51.5万人は高いのでは。45万人ぐらいではないか。 　「鹿児島市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン」に掲げる将来人口51.5
万人については、国立社会保障・人口問題研究所による推計人口（41.7万
人）を基に、出生・死亡に伴う自然動態と転入・転出に伴う社会動態の改善
を図ることにより推計される人口規模を示しております。

Ｅ

20 1

基本構想そのものが範囲が大きすぎる。各組織（町内）にあった課
題に絞っての意見交換だともう少し活発な意見が発表できたと思う。

　総合計画は、市が実施する環境や産業、福祉などあらゆる分野の施策につ
いて、長期的な視点に立って取りまとめた計画であることから、広範な内容
である必要があると考えております。
　総合計画は、将来における本市のあるべき姿と進むべき方向について、基
本的な指針となる重要な計画であることから、地域別意見交換会では基本構
想（案）についても意見交換をしていただいたところです。

Ｅ

21 1

都市像の表現が覚えづらく、人々にアピールできない。例えば、「つ
ながる人・まち 緑の中の躍動都市・かごしま」とし、温暖化対策として
のグリーンシティを目指し、緑の大きな街路樹等の下、人々はやさしく
行き交い、産業活動は躍動する市のイメージです。将来の鹿児島市
が絵（画）になりますように。

　都市像のフレーズ内にある「彩り」は、多彩な人材やまちの魅力が豊かな
彩りとなることを示しており、市民の皆様から多くの賛同をいただいている
ところです。市民の皆様とは、「つながり」や「彩り」といったフレーズ
を、目指す都市像の合言葉として共有できるよう取り組んでまいりたいと考
えております。
　なお、ご意見のあったグリーンシティを目指すことについては、基本目標
「自然と都市が調和した　うるおいのあるまち」で、「ゼロカーボンシティ
かごしまの実現を目指します」としております。

Ｅ

－54－



－55－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

22 2 (1)

高齢化による地区の交流、一人住まいの老人の声かけ運動と若者
との交流

　ご意見については、現在、地域ふれあい交流助成事業や心をつなぐともし
びグループ活動推進事業に取り組んでいるところであり、基本目標別計画
「４－１　高齢化対策の推進」－「施策の体系　Ⅰ」－「生きがいづくりの
推進」及び「施策の体系　Ⅱ」－「在宅福祉サービスの充実」内に位置づけ
ております。
　なお、ご意見の趣旨を踏まえ、「４－１　高齢化対策の推進」－「施策の
体系　Ⅰ」－「生きがいづくりの推進」内に、「◆地域でのふれあい・交流
の促進」を追加します。
　また、若者との交流については、現在、生涯学習プラザや公民館等での講
座開設に取り組んでいるところであり、「５－４　生涯学習の充実」－「施
策の体系　Ⅰ」－「生涯学習活動の充実」内に位置づけて、引き続き取り組
むこととしております。

Ａ

23 2 (1)

高齢化対策の推進は重点施策と思うところです。高齢者の経験にう
ら打ちされた知恵、その他諸々捨てたものではないと思うところです。
子供達への放課後子供教室等での学び、ひいては若い保護者も引き
込み、住みよい団地等の空き家の改善等もできるのでは。

　ご意見については、現在、元気高齢者活動支援事業に取り組んでいるとこ
ろであり、基本目標別計画「４－１　高齢化対策の推進」－「施策の体系
Ⅰ」－「高齢者の社会参画の促進」内に位置付けて、引き続き取り組むこと
としております。
　なお、ご意見の趣旨を踏まえ、「４－１　高齢化対策の推進」－「施策の
体系　Ⅰ」－「高齢者の社会参画の促進」内の「◆高齢者の活動への支援」
を、「◆高齢者の多様な活動への支援」に修正します。
　現在、子どもたちが放課後等を安全に過ごし、多様な体験・活動を行える
よう開設している「放課後子ども教室」において、多くのご高齢の方にもご
協力いただいており、また、学校支援ボランティアでも多くの方が活躍され
ているところです。これらは、「５－３　学校教育の充実」－「施策の体系
Ⅰ」－「青少年教育と体験活動の充実」や「５－４　生涯学習の充実」－
「施策の体系　Ⅰ」－「学習成果の活用」内に位置づけて、引き続き取り組
むこととしております。
　また、「６－１　機能性の高い都市空間の形成」－「施策の体系 Ⅱ」で
「住宅団地の活性化」に取り組むこととしており、ご意見については、今
後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただきます。

Ａ

－55－



－56－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

24 2 (1)

町内でコミュニケーションの取れる場所を考えてほしい。（老人が多
い）

　ご意見については、現在、地域ふれあい交流助成事業や心をつなぐともし
びグループ活動推進事業に取り組んでいるところであり、基本目標別計画
「４－１　高齢化対策の推進」－「施策の体系　Ⅰ」－「生きがいづくりの
推進」及び「施策の体系　Ⅱ」－「在宅福祉サービスの充実」内に位置づけ
て、引き続き取り組むこととしております。
　なお、ご意見の趣旨を踏まえ、「４－１　高齢化対策の推進」－「施策の
体系　Ⅰ」－「生きがいづくりの推進」内に、「◆地域でのふれあい・交流
の促進」を追加します。

Ａ

25 2 (1)

　医療関係、感染症に対する対応・取組を考えてほしい。 　ご意見のあった医療関係に対する対応・取組については、医療施設への監
視指導を行い、良質で適切な医療の確保に取り組んでいるところであり、基
本目標別計画「４－３　健康・医療の充実」－「施策の体系　Ⅲ」－「良質
で適切な医療の確保」内に位置付けて、引き続き取り組むこととしておりま
す。
　また、感染症に対する対応・取組については「４－３　健康・医療の充
実」－「施策の体系　Ⅳ」で、「◆医療機関等との連携による健康危機管理
体制の充実」に取り組むこととしております。
　なお、ご意見の趣旨を踏まえ、「４－３　健康・医療の充実」－「施策の
体系　Ⅱ」内に、「◆予防接種の実施」を、また、「施策の体系　Ⅳ」内
に、「◆感染症等の発生動向の調査」を追加します。

Ａ

26 2 (1)

高齢者の働く場の支援策（新市長の公約？）を具体化して欲しい。
能力があり、健康で、やる気のある高齢者（７０歳以上）を放置してい
るのは、もったいない。できたら、地域に戻って、町内会やまちづくり
に参加してもらえるとお互いメリットがあると思う。

　ご意見のあった高齢者の働く場の支援策については、基本目標別計画「３
－３　地域産業の活性化」－「施策の体系　Ⅳ」で、「◆働く意欲のあるす
べての人の就労促進」に取り組むこととしております。
　また、現在、元気高齢者活動支援事業に取り組んでいるところであり、
「４－１　高齢化対策の推進」－「施策の体系　Ⅰ」－「高齢者の社会参画
の促進」内に位置付けて、引き続き取り組むこととしているほか、「１－１
地域社会を支える協働・連携の推進」－「基本的方向　Ⅱ」で、「幅広い世
代の地域住民が気軽に活動に参加できるような環境づくりを進め」ることと
しております。
　なお、ご意見の趣旨を踏まえ、「４－１　高齢化対策の推進」－「施策の
体系　Ⅰ」－「高齢者の社会参画の促進」内の「◆高齢者の活動への支援」
を、「◆高齢者の多様な活動への支援」に修正します。

Ａ

－56－



－57－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

27 2 (1)

急激な高齢化で、鹿児島市も高齢者を活用する施策を進めていく必
要があります。例、高齢者の持っている農業技術、土木建築技術等を
次世代に引き継ぐ技術。

　ご意見については、現在、元気高齢者活動支援事業に取り組んでいるとこ
ろであり、基本目標別計画「４－１　高齢化対策の推進」－「施策の体系
Ⅰ」－「高齢者の社会参画の促進」内に位置付けて、引き続き取り組むこと
としております。
　ご意見の趣旨を踏まえ、「４－１　高齢化対策の推進」－「施策の体系
Ⅰ」－「高齢者の社会参画の促進」内の「◆高齢者の活動への支援」を、
「◆高齢者の多様な活動への支援」に修正します。
　また、「３－３　地域産業の活性化」－「施策の体系　Ⅳ」で、「◆働く
意欲のあるすべての人の就労促進」に取り組むこととしており、ご意見の
あった次世代への技術承継については、今後、実施計画の検討にあたり参考
とさせていただきます。

Ａ

28 2 (1)

（谷山地区）地域別で特産物の市からのアドバイス等ほしい。空き農
地の活用を考えてほしい。

　ご意見のあった特産物のアドバイスについては、地域別計画「Ⅱ　谷山地
域　（Ⅰ）谷山北部地区・（Ⅱ）谷山地区」－「基本的方向」で、「地域の
特性を生かした農業振興を図る」としております。
　また、空き農地の活用については、現在、担い手農家への農地の流動化や
遊休農地解消などに取り組んでいるところであり、ご意見の趣旨を踏まえ、
基本目標別計画「３－５　農林水産業の振興」－「施策の体系　Ⅱ」－「生
産環境の保全・継承」内に、「◆遊休農地の活用」を追加します。

Ａ

29 2 (1)

　耕作放棄地の活用を急ぐ必要あり 　ご意見については、現在、担い手農家への農地の流動化や遊休農地解消な
どに取り組んでいるところであり、ご意見の趣旨を踏まえ、基本目標別計画
「３－５　農林水産業の振興」－「施策の体系　Ⅱ」－「生産環境の保全・
継承」内に、「◆遊休農地の活用」を追加します。

Ａ

30 2 (1)

　農村部もきめ細かな施策が欲しい。 　ご意見については、地域別計画で、人口減少と少子高齢化が進む中におい
て、地域において安心して暮らせる生活環境を形成するため、公共交通体系
の構築等により、地域活力の維持・増進を図っていくこととしており、ご意
見の趣旨を踏まえ、基本目標別計画「１－１　地域社会を支える協働・連携
の推進」－「施策の体系　Ⅱ」内の取組の柱「地域コミュニティ活動の支
援」を「地域活動の支援」に修正するとともに、主な取組「◆地域の振興・
課題解決に向けた地域団体等との連携」を追加し、地域の実情に応じた施
策・事業に取り組んでまいりたいと考えております。

Ａ

31 2 (1)

耕作放棄地についても１０年後は荒れ放題になることを危惧してい
る。何かしら支援策はできないものか。

　ご意見については、現在、担い手農家への農地の流動化や遊休農地解消な
どに取り組んでいるところであり、ご意見の趣旨を踏まえ、基本目標別計画
「３－５　農林水産業の振興」－「施策の体系　Ⅱ」－「生産環境の保全・
継承」内に、「◆遊休農地の活用」を追加します。

Ａ

－57－



－58－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

32 2 (1)

　空地、田畑の活用 　ご意見のあった空地の活用については、今後、実施計画の検討にあたり参
考とさせていただきます。
　田畑の活用については、現在、担い手農家への農地の流動化や遊休農地解
消などに取り組んでいるところであり、ご意見の趣旨を踏まえ、基本目標別
計画「３－５　農林水産業の振興」－「施策の体系　Ⅱ」－「生産環境の保
全・継承」内に、「◆遊休農地の活用」を追加します。

Ａ

33 2 (1)

老人・子どもを地域で見守るため、町内会加入促進や空き家、耕作
放棄地対策を推進してほしい。

　加入促進については、これまでも町内会の加入促進活動に対する補助や、
転入者・市営住宅入居者への働きかけなど、関係部局と連携した取組に加
え、県宅建協会等との協定に基づき、所属会員に加入促進リーフレットを配
布していただくなど各面から取り組んできたところであり、ご意見について
は、今後、加入促進策の検討に当たっての参考とさせていただきます。
　空き家対策については、現在、空家の活用を検討している所有者等に対し
て空家活用アドバイザー派遣を行い、空き家等の活用などに取り組んでいる
ところであり、「６－２　暮らしやすい生活基盤の構築」－「施策の体系
Ⅲ」－「空き家等対策の強化」内に位置づけて、引き続き取り組むこととし
ております。
　耕作放棄地対策については、現在、担い手農家への農地の流動化や遊休農
地解消などに取り組んでいるところであり、ご意見の趣旨を踏まえ、「３－
５　農林水産業の振興」－「施策の体系　Ⅱ」－「生産環境の保全・継承」
内に、「◆遊休農地の活用」を追加します。

Ａ

34 2 (1)

　遊休農地等の有効活用 　ご意見については、現在、担い手農家への農地の流動化や遊休農地解消な
どに取り組んでいるところであり、ご意見の趣旨を踏まえ、基本目標別計画
「３－５　農林水産業の振興」－「施策の体系　Ⅱ」－「生産環境の保全・
継承」内に、「◆遊休農地の活用」を追加します。

Ａ

35 2 (1)

　交通弱者、買物弱者への対策。 　ご意見のあった交通弱者への対策については、基本目標別計画「６－３
市民活動を支える交通環境の充実」－「施策の体系　Ⅱ」で、「公共交通不
便地等における交通手段の確保」や「安心・安全な移動環境の整備」に取り
組むこととしております。
　なお、高齢化の進行等により、公共交通不便地以外の地域においても交通
手段の確保の必要性が高まっていることを踏まえ、「公共交通不便地等にお
ける交通手段の確保」内に「◆地域主体による取組等への支援」を追加しま
す。
　買物弱者への対策については、現在、商店街等が商品宅配や買物代行サー
ビス等に取り組む場合の支援制度を設けているところであり、「３－３　地
域産業の活性化」－「施策の体系　Ⅱ」－「魅力ある地域拠点づくりの推
進」内に位置づけて、引き続き取り組むこととしております。

Ａ

－58－



－59－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

36 2 (1)

　地域に誇りと帰属意識のもてる地域独自の施策を 　ご意見の趣旨を踏まえ、基本目標別計画「１－１　地域社会を支える協
働・連携の推進」－「施策の体系　Ⅱ」内の取組の柱「地域コミュニティ活
動の支援」を「地域活動の支援」に修正するとともに、主な取組「◆地域の
振興・課題解決に向けた地域団体等との連携」を追加します。

Ａ

37 2 (1)

　遊休地、耕作放棄地対策　～集団農場のようなプロジェクトは・・・ 　ご意見のあった遊休農地、耕作放棄地対策については、現在、担い手農家
への農地の流動化や遊休農地解消などに取り組んでいるところであり、ご意
見の趣旨を踏まえ、基本目標別計画「３－５　農林水産業の振興」－「施策
の体系　Ⅱ」－「生産環境の保全・継承」内に、「◆遊休農地の活用」を追
加します。
　なお、集団農場については、実施計画の検討にあたり参考とさせていただ
きます。

Ａ

38 2 (1)

運転免許がなくても移動しやすい公共サービスを拡充し、子育て世
代も高齢者も行動範囲を広げる施策を考えて欲しい。→中心地の活
性化にも貢献できる。

　ご意見については、基本目標別計画「６－３　市民活動を支える交通環境
の充実」－「施策の体系　Ⅱ」で、「公共交通の利用促進・サービス水準の
向上」や「安心・安全な移動環境の整備」などに取り組むこととしており、
今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただきます。
　なお、高齢化の進行等により、公共交通不便地以外の地域においても交通
手段の確保の必要性が高まっていることを踏まえ、「施策の体系　Ⅱ」－
「公共交通不便地等における交通手段の確保」内に、「◆地域主体による取
組等への支援」を追加します。

Ａ

39 2 (1)

　地域の活性化を推進するための具体的施策を 　ご意見の趣旨を踏まえ、基本目標別計画「１－１　地域社会を支える協
働・連携の推進」－「施策の体系　Ⅱ」内の取組の柱「地域コミュニティ活
動の支援」を「地域活動の支援」に修正するとともに、主な取組「◆地域の
振興・課題解決に向けた地域団体等との連携」を追加します。

Ａ

40 2 (1)

　子どもたちのＩＣＴ学習を推進してほしい。 　ご意見のあったＩＣＴ学習については、基本目標別計画「５－３　学校教
育の充実」－「施策の体系　Ⅱ」で、「教育の情報化の推進」に取り組むこ
ととしております。

Ｂ

41 2 (1)

商業の活性化（中心以外）のため、地元の商店を利用するという意
識の醸成、入札での地元企業の利用の推進は大項目に取り入れても
よいのではないか。

　ご意見については、基本目標別計画「３－３　地域産業の活性化」－「施
策の体系　Ⅱ」で、「◆商店街等の活性化支援」に取り組むこととしており
ます。
　なお、入札にあたって、地元企業で履行できるものについては、引き続き
地元企業に配慮した選定に取り組むこととしております。

Ｂ

－59－



－60－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

42 2 (1)

　町内会活動にしっかり活用できるICTの補助講座を設けてほしい。 　ご意見については、コミュニティ活動推進講座として町内会やコミュニ
ティ協議会の役員向けのパソコン講座に取り組んでいるところであり、基本
目標別計画「１－１　地域社会を支える協働・連携の推進」－「施策の体系
Ⅱ」－「地域活動の担い手の育成」内に位置づけて、引き続き取り組むこと
としております。

Ｂ

43 2 (1)

　ＡＥＤの２４時間利用の場所を増やしてほしい。 　ご意見については、現在、24時間利用可能なＡＥＤの設置の推進に取り組
んでいるところであり、基本目標別計画「４－３　健康・医療の充実」－
「施策の体系　Ⅲ」－「良質で適切な医療の確保」内に位置づけて、引き続
き取り組むこととしております。

Ｂ

44 2 (1)

　下校時に家から高齢者が出て来るようにしてほしい。 　現在、地域における子どもや高齢者などの安全を確保する防犯パトロール
隊への支援を行い、活動促進を図っているところです。
　また、現在、地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業におけるスクール
ガード・リーダーをはじめ、スクールボランティアや地域見守り隊など、地
域の方に幅広くご協力いただいているところであり、基本目標別計画「５－
３　学校教育の充実」－「施策の体系　Ⅲ」－「安全教育・防災教育の充
実」内に位置づけて、引き続きご協力をお願いしたいと考えております。

Ｂ

45 2 (1)

　ＮＴＴ、九電等の地中化を必要となる為、強化する必要がある。 　ご意見については、基本目標別計画「６－２　暮らしやすい生活基盤の構
築」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆市道の無電柱化」に取り組むこととして
おります。 Ｂ

46 2 (1)

コンパクトシティのために団地区画整理ではなく市街地の再開発に
力を入れるべきでは。

　地域特性に応じたにぎわいとゆとりある都市空間の創出を図るため、ご意
見のあった区画整理につきましては、基本目標別計画「６－１　機能性の高
い都市空間の形成」－「施策の体系　Ⅲ」で、周辺市街地における「◆土地
区画整理の推進」に取り組むこととしております。
　また、市街地の再開発につきましては、「６－１　機能性の高い都市空間
の形成」－「施策の体系　Ⅲ」で、中心市街地等における「◆再開発等の促
進」に取り組むこととしております。

Ｂ

47 2 (1)

公園などで大きな木を植えて、人が集まるものにして欲しい。（ドル
フィンポート、かごしま杜の公園など）

　ご意見のあった公園等への植樹については、基本目標別計画「２－３　人
と自然が共生する都市環境の構築」－「施策の体系　Ⅱ及びⅢ」で、「緑の
保全、緑の育成・創出と機能の充実」や「広く市民に親しまれる公園の充
実」に取り組むこととしております。

Ｂ

－60－



－61－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

48 2 (1)

町内会と町内会のつながりを作る事が必要では。アドバイザーの活
用

　コミュニティ交流会の開催など、町内会間の意見交換を通じた連携づくり
に努めているところであり、基本目標別計画「１－１　地域社会を支える協
働・連携の推進」－「施策の体系　Ⅱ」－「地域活動の担い手の育成」内に
位置づけて、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

49 2 (1)

県道でウォーキングが増えてきているので、安心安全を考えて道路
の整備をお願いしたい。

　ご意見については、現在、県道の整備促進に取り組んでいるところであ
り、基本目標別計画「６－３　市民活動を支える交通環境の充実」－「施策
の体系　Ⅰ」－「広域道路網等の充実」内に位置づけて、引き続き取り組む
こととしております。

Ｂ

50 2 (1)

市職員の資質の向上（特に行政マンとしてせめて自分の課の仕事
内容については大まかに知っておくべきである）

　ご意見のあった「市職員の資質の向上」については、基本目標別計画「１
－２　自主的・自律的な行財政運営の推進」で、「人材育成の推進」に引き
続き取り組むこととしております。

Ｂ

51 2 (1)

　人口減少の対策、空き家対策など考えていかないといけない。 　ご意見のあった人口減少の対策については、前期基本計画（素案）に位置
付けた「まち・ひと・しごと創生基本方針」に基づいて策定する「第２期鹿
児島市まち・ひと・しごと創生総合戦略」において、人口減少問題の克服等
に向けた取組を推進することとしております。
　また、空き家対策については、現在、空家の活用を検討している所有者等
に対して空家活用アドバイザー派遣を行い、空き家等の活用などに取り組ん
でいるところであり、基本目標別計画「６－２　暮らしやすい生活基盤の構
築」－「施策の体系　Ⅲ」－「空き家等対策の強化」内に位置づけて、引き
続き取り組むこととしております。

Ｂ

52 2 (1)

　余りにも市民に対してあまい所が多い（何でも無料化など） 　ご意見については、現在、財源の確保と重点的・効率的配分に取り組んで
いるところであり、基本目標別計画「１－２　自主的・自立的な行財政運営
の推進」－「施策の体系　Ⅱ」で、「健全財政の維持」内に位置付けて、引
き続き取り組むこととしております。

Ｂ

53 2 (1)

高齢化が進む中、買物難民を出さないとともに、住民同士の交流の
場を作れたら。ＩＴを使った情報伝達交流を図りたい。

　ご意見のあった買い物弱者対策については、現在、商店街等が商品宅配や
買物代行サービス等に取り組む場合の支援制度を設けているところであり、
基本目標別計画「３－３　地域産業の活性化」－「施策の体系　Ⅱ」－「魅
力ある地域拠点づくりの推進」内に位置づけて、引き続き取り組むこととし
ております。
　また、住民同士のＩＴを使った情報伝達交流については、facebook等操作
研修会に取り組んでいるところであり、「１-１　地域社会を支える協働・連
携の推進」－「施策の体系　Ⅱ」－「地域コミュニティ活動の支援」内に位
置づけて、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

－61－



－62－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

54 2 (1)

少子高齢化の進行が継続している事から、特に高齢者のフレイル
予防が重要になってきている。市の施策は現状で充分ですが、町内
会等の地域団体及び高齢者個人の健康寿命延伸の意欲が望まれ
る。

　ご意見については、現在、高齢者の保健事業と介護予防を一体的に実施す
ることで、取り組んでいるところであり、基本目標別計画「４－１　高齢化
対策の推進」－「施策の体系　Ⅳ」－「高齢者の保健事業と介護予防の一体
的実施の推進」内に位置づけて、引き続き取り組むこととしております。
　また現在、様々な場面において健康づくりや疾病予防に関する啓発等を
行っているところであり、「４－３　健康・医療の充実」－「施策の体系
Ⅰ」－「体の健康づくり」及び、「施策の体系　Ⅱ」－「疾病の予防・早期
発見」内に位置づけて、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

55 2 (1)

災害対策を永田川、低地も含めて長期的に対策を打っていく必要あ
り。できうれば、自然災害は見透しがたたないので、短期的な対策に
ならざるを得ないのではないか。

　ご意見のあった「永田川の災害対策」については、基本目標別計画「４－
５　命を守る危機管理・防災力の向上」－「施策の体系　Ⅱ」の、「防災意
識啓発活動の推進」において、防災ガイドマップ等により災害時の避難行動
の理解促進に取り組んでおります。
　なお、永田川の管理は、鹿児島県となっておりますので、ご意見を鹿児島
県へ伝えるとともに、今後の災害対策の実施にあたり参考にさせていただき
ます。

Ｂ

56 2 (1)

子どもを育てるあいご会活動の充実。すべての地域住民で子どもを
健やかに育てる意識が薄くなっているので、啓発が必要である。

　ご意見については、現在、あいご会の活性化などを図るため、子ども会育
成事業に取り組んでいるところであり、基本目標別計画「５－３　学校教育
の充実」－「施策の体系　Ⅰ」－「青少年を育む環境づくりの推進」内に位
置づけて、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

57 2 (1)

　空き家対策のあり方 　ご意見については、現在、空家の活用を検討している所有者等に対して空
家活用アドバイザー派遣を行い、空き家等の活用などに取り組んでいるとこ
ろであり、基本目標別計画「６－２　暮らしやすい生活基盤の構築」－「施
策の体系　Ⅲ」－「空き家等対策の強化」内に位置づけて、引き続き取り組
むこととしております。

Ｂ

58 2 (1)

　農業法人の創出 　ご意見については、基本目標別計画「３－５　農林水産業の振興」－「施
策の体系　Ⅰ」で、「意欲ある担い手への支援」に取り組むこととしており
ます。 Ｂ

59 2 (1)

　地域コミュニティ協議会の人材の交流 　ご意見のあった地域コミュニティ協議会の人材の交流については、地域コ
ミュニティ協議会会長連絡会などを実施しているところであり、基本目標別
計画「１-１　地域社会を支える協働・連携の推進」－「施策の体系　Ⅱ」－
「地域活動の担い手の育成」内に位置づけて、引き続き取り組むこととして
おります。

Ｂ

－62－



－63－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

60 2 (1)

老人には介護よりも健康寿命を延ばすような政策を重視してほし
い。

　ご意見については、現在、高齢者の保健事業と介護予防を一体的に実施す
ることで、取り組んでいるところであり、基本目標別計画「４－１　高齢化
対策の推進」－「施策の体系　Ⅳ」－「高齢者の保健事業と介護予防の一体
的実施の推進」内に位置づけて、引き続き取り組むこととしております。
　また現在、様々な場面において健康づくりや疾病予防に関する啓発等を
行っているところであり、「４－３　健康・医療の充実」－「施策の体系
Ⅰ」－「体の健康づくり」及び、「施策の体系　Ⅱ」－「疾病の予防・早期
発見」内に位置づけて、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

61 2 (1)

　教育
（１）ＩＣＴ（情報通信技術）活用。ＩＣＴを教育に取り入れる。情報機器

の設置。
　（２）歴史の節目では教育制度の議論がおきる。

①日本の戦後教育は工業社会に適した制度であったが、今は実態
に合っていない。特にゆとり教育。日教組（今は衰退）の間違った価値
観等。（私は学生時代マルクス経済学を学んだ。ビジネスマン３０年経
験後、中国上海で仕事をしたが、共産主義を現場で体感して、共産及
びゆとり人材はないと理解できた。）

学生に真に役に立つ学問を教えるべき。例えばドラッガー等を教え
るべき。

②現在の教育は国際化と情報化に対応できていないのではない
か？デジタル革新を進めながら創造力と想像力で築き上げる社会が
やってくる。

③意識改革がされていない教育委員会に問題があるのではない
か？

④いま、自分一人では働けない管理職が多すぎる。ＩＣＴは教員だけ
では無理、外部人材を活用。

⑤市と教育委員会は縦割行政の弊害があるのでは？（大阪市では
橋下市長が教育改革に取り組んだが、成果は出なかった。）

　ご意見については、それぞれ基本目標別計画「５－３　学校教育の充実」
－「施策の体系　Ⅱ」で、「教育の情報化の推進」、「キャリア教育など時
代の変化に対応する教育の充実」、「施策の体系　Ⅳ」で、「◆教職員研修
の充実」に取り組むこととしております。
　なお、学習内容については、学習指導要領に基づき適切に対応するととも
に、教育行政の推進については、総合教育会議等を通じて、市長部局と教育
委員会で連携しながら取り組んでまいります。

Ｂ

62 2 (1)

　鹿児島大学との連携・産学官共同の実践
民間との共同開発・技術革新研究等々。現在もやられていると思う

が。
鹿児島大学は時代に合った学問の府なのか？時代遅れではない

のか？

　ご意見については、現在、本市では鹿児島大学を含む６大学と連携協定を
締結し、それぞれの資源や機能等の活用を図りながら、幅広い分野で相互に
連携・協力しているところであり、引き続き基本目標別計画「１－３　多角
的な連携・交流の推進」－「施策の体系　Ⅱ」で、「大学の特色を生かした
共同研究・連携による各種施策の実施」に取り組むこととしております。

Ｂ

－63－



－64－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

63 2 (1)

　企業誘致
　（１）テレワークの推進で地方にも雇用等の機会が増えてきた。

例：パソナグループが本社機能を淡路島へ移した。淡路島は農業人
材誘致を実施していた。

（２）半導体製造・開発拠点の国内誘致へ集中投資。＝デジタル化
に向けた国際戦略物資。企業誘致できないか？

　ご意見については、現在、本社機能の移転や製造業に対する補助制度を設
けているところであり、基本目標別計画「３－３　地域産業の活性化」－
「施策の体系　Ⅰ」－「◆戦略的な企業誘致・増設等」内に位置づけて、引
き続き取り組むこととしております。 Ｂ

64 2 (1)

鹿児島市移住支援金：東京圏から鹿児島市へ移住し就業・起業した
方が対象。なぜ東京圏からのみなのか？
　引越前に、鹿児島市へ相談、かごしま市ＩＪＵ倶楽部の説明なし。
　移住支援策は。

　ご質問のあった移住支援金については、過度な東京圏への一極集中の是正
及び地方の担い手不足対策のため、ＵＩＪターンによる起業・就業者の創出
等を図る事業であり、支援金を受給できる対象者等の条件は、基本的に全国
同じものとなっております。
　移住支援策については、基本目標別計画「１－４　シティプロモーション
の推進」－「施策の体系　Ⅲ」で「移住支援制度の充実」に取り組むことと
しております。
　なお、かごしま市ＩＪＵ倶楽部は令和２年１１月から開始した制度であ
り、引き続き、周知・広報に努めてまいります。

Ｂ

65 2 (1)

　観光
　インバウンド市場の確保
　観光地：城山展望台の美化・活用

ふるさと維新館を見学、施設は素晴らしいが、宣伝が不十分ではな
いのか？

鹿児島の偉人の歴史をテーマにした観光立県。東郷平八郎・日本
海海戦。

　ご意見のあったインバウンドについては、重点プロジェクト「“地域の稼
ぐ力”向上プロジェクト」－「実施する主な取組」－「インバウンド対応の
強化」で、「外国人観光客向けの新たな魅力の創造」に取り組むこととして
おります。
　また、鹿児島の偉人や維新ふるさと館については、基本目標別計画「３－
１　地域特性を生かした観光・交流の推進」－「施策の体系　Ⅰ」で「◆自
然、歴史・文化、食などの魅力活用」に、「施策の体系　Ⅱ」で「戦略的な
マーケティング・プロモーションの展開」に取り組むこととしており、ご意
見については、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただきます。
　城山展望台の美化・活用については、現在、城山公園の適切な維持管理に
努めるとともに、令和２年３月に天然記念物及び史跡城山の保存活用計画を
策定し、その推進に取り組んでいるところであり、「２－３　人と自然が共
生する都市環境の構築」－「施策の体系　Ⅱ及びⅢ」－「緑の保全、緑の育
成・創出と機能の充実」や「広く市民に親しまれる公園の充実」を進める中
で、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

66 2 (1)

　産業分野の充実をはかり、若者を定着させる施策をお願いしたい。 　ご意見のあった産業分野の充実については、基本目標別計画「３－３　地
域産業の活性化」－「施策の体系　Ⅰ」で「◆新たな産業やサービス等の創
出支援」や「◆戦略的な企業誘致・増設等」に、「施策の体系　Ⅱ」で「も
のづくり産業の活性化支援」に取り組むこととしております。
　また、若者を定着させる施策については、「３－３　地域産業の活性化」
－「施策の体系　Ⅳ」で、「◆産学官連携による若者の地元定着の推進」に
取り組むこととしております。

Ｂ

－64－



－65－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

67 2 (1)

空家（廃屋）の増加により、景観維持を地域だけでは手に負えない
状況であり、支援対策はできないか。

　ご意見については、現在、管理不全な空き家等の発生の抑制と対応などに
取り組んでいるところであり、基本目標別計画「６－２　暮らしやすい生活
基盤の構築」－「施策の体系　Ⅲ」－「空き家等対策の強化」内に位置づけ
て、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

68 2 (1)

　空家対策が必要　～法改正や条例等を通して対応できないか。 　ご意見については、現在、管理不全な空き家等の発生の抑制と対応などに
取り組んでいるところであり、基本目標別計画「６－２　暮らしやすい生活
基盤の構築」－「施策の体系　Ⅲ」－「空き家等対策の強化」内に位置づけ
て、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

69 2 (1)

　危険、急傾斜地への対応　補助事業として積極的に進めて欲しい。 　ご意見のあった急傾斜地への対応については、基本目標別計画「４－５
命を守る危機管理・防災力の向上」－「施策の体系　Ⅳ」で、「◆急傾斜地
の崩壊対策」を推進するとしており、引き続き、優良財源を活用しながら取
り組むこととしております。

Ｂ

70 2 (1)

　高齢者が多くなっていく。施設の充実、障害者を含む 　ご意見については、基本目標別計画「４－１　高齢化対策の推進」－「施
策の体系　Ⅴ」で「◆介護基盤の整備の促進」に取り組むこととしておりま
す。
　また、障害者については、「４－２　地域共生社会の実現」－「施策の体
系　Ⅱ」で「障害者を支える社会環境づくりの推進」に取り組むこととして
おります。

Ｂ

71 2 (1)

　小さい子どもの医療等を考える（教育も含む） 　ご意見のあったことについては、基本目標別計画「５－２　子どもの健や
かな成長への支援」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆医療費助成の充実」に、
また、「５－３　学校教育の充実」－「施策の体系　Ⅱ」で、「学習指導の
充実」に取り組むこととしております。

Ｂ

72 2 (1)

コミュニティバス運行を地域の要望を聞き進めて欲しい。（コミュニ
ティ協議会を活かす）

　コミュニティバス「あいばす」等については、地域の要望や運行実績等を
踏まえ運行計画の見直しを行うなど、利便性の向上に努めているところで
す。ご意見については、基本目標別計画「６－３　市民活動を支える交通環
境の充実」－「施策の体系　Ⅱ」で「公共交通不便地等における交通手段の
確保」に、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

73 2 (1)
「基本目標別計画」、よく考えてつくられている。計画的に推進を図っ

てください。
　賛同のご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｂ

－65－



－66－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

74 2 (1)

少子高齢化問題は進んでいく。子どもたちが増える政策をお願いし
たい。

　ご意見のあった少子高齢化問題については、前期基本計画（素案）に位置
付けた「まち・ひと・しごと創生基本方針」に基づいて策定する「第２期鹿
児島市まち・ひと・しごと創生総合戦略」において、引き続き、若い世代が
結婚・出産・子育ての希望を「かなえる」ことができるよう各面から支援す
る取組を展開することとしております。
　なお、少子化対策については、基本目標別計画「５－１　少子化対策・子
育て支援の推進」で、「出会い・結婚の支援の充実」や「妊娠・出産・子育
てにおける切れ目のない支援の充実」などに取り組むこととしております。

Ｂ

75 2 (1)

　１　少子化対策・子育て支援の推進
県都鹿児島市でありながら、周辺市町においては企業誘致が盛ん

におこなわれている。観光都市鹿児島市だけでは人口増加は見込め
ない。若い世代が働ける企業がもっと欲しい。

　ご意見のあった企業誘致については、基本目標別計画「３－３　地域産業
の活性化」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆戦略的な企業誘致・増設等」に取
り組むこととしております。
　なお、ご意見のあった若い世代の人口増加に向けた取組については、前期
基本計画（素案）に位置付けた「まち・ひと・しごと創生基本方針」に基づ
いて策定する「第２期鹿児島市まち・ひと・しごと創生総合戦略」におい
て、市域内に魅力的で安定した雇用の場を確保することとしております。

Ｂ

76 2 (1)

　住宅団地の活性化について
　都市計画課のワークショップ活動で、公園活用促進のために、”東
屋”のお願いをしたところ一棟建築していただきました。快適なまちづ
くりに寄与しております。

　賛同のご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｂ

77 2 (1)

野良猫の被害（特にフン、尿）が近年多くなってきている。野良猫対
策を積極的に行って欲しい。

　ご意見については、基本目標別計画「２－４　生活環境の向上」－「施策
の体系　Ⅱ」で、「◆犬猫等の適正な飼い方の啓発」や「◆地域猫活動等の
促進」により、犬猫による生活環境被害の軽減に向けて取り組むこととして
おります。

Ｂ

78 2 (1)

　空家等対策の強化　特に所有不明への対策強化を 　ご意見については、現在、管理不全な空き家等の発生の抑制と対応などに
取り組んでいるところであり、基本目標別計画「６－２　暮らしやすい生活
基盤の構築」－「施策の体系　Ⅲ」－「空き家等対策の強化」内に位置づけ
て、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

79 2 (1)

空家の対策を考えていただきたい。防犯上、防災上、大変心配で
す。

　ご意見については、現在、管理不全な空き家等の発生の抑制と対応などに
取り組んでいるところであり、基本目標別計画「６－２　暮らしやすい生活
基盤の構築」－「施策の体系　Ⅲ」－「空き家等対策の強化」内に位置づけ
て、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

－66－



－67－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

80 2 (1)

若い方が鹿児島で生活できるよう、就職の場を作っていただきた
い。

　ご意見については、基本目標別計画「３－３　地域産業の活性化」－「施
策の体系　Ⅰ」で、「◆新たな産業やサービス等の創出支援」や「◆新規創
業者等の育成支援」のほか、「◆クリエイティブ産業の振興」や「◆戦略的
な企業誘致・増設等」に取り組むこととしております。
　また、「３－３　地域産業の活性化」－「施策の体系　Ⅱ」で、「ものづ
くり産業の活性化支援」や「◆商店街等の活性化支援」に取り組むこととし
ております。

Ｂ

81 2 (1)

鹿児島市（県も）歴史・伝統・心を育てる教育の伝統がある。鹿児島
県（市民）らしい人を育て、教育策も掲げて欲しい。

　ご意見のあった心を育てる教育などについては、基本目標別計画「５－３
学校教育の充実」－「施策の体系　Ⅰ」で、「道徳教育・人権教育の充実」
に、また「施策の体系　Ⅱ」で、「◆キャリア教育・郷土教育等の充実」に
取り組むこととしております。

Ｂ

82 2 (1)

郷土の歴史・先人を教える教育（副読本の作成等も）を推進して欲し
い。

　ご意見のあった郷土の歴史等に関する教育については、基本目標別計画
「５－３　学校教育の充実」－「施策の体系　Ⅱ」で、「◆キャリア教育・
郷土教育等の充実」に取り組むこととしております。

Ｂ

83 2 (1)

　産業・交流政策
　県外からの企業誘致をしてほしい（働く場所の確保）

　ご意見のあった企業誘致については、基本目標別計画「３－３　地域産業
の活性化」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆戦略的な企業誘致・増設等」に取
り組むこととしております。

Ｂ

84 2 (1)

　災害に強い鹿児島（梅雨の豪雨、台風、櫻島の噴火など） 　ご意見については、基本構想（案）の「３　基本構想」－「（２）基本目
標　自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち」で、「災害などから市
民の生命、身体、財産を守るために、危機管理体制や防災力・消防力を強化
し、安心して安全に暮らせるまちをつくります」としております。

Ｂ

85 2 (1)

安心安全なまちづくりのため、第一線の実働部隊としての消防力の
更なる強化

　ご意見のあった消防力の強化については、基本目標別計画「４－５　命を
守る危機管理・防災力の向上」－「施策の体系　Ⅲ」で、「◆災害対応力の
強化」に取り組むこととしております。

Ｂ

－67－



－68－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

86 2 (1)

今後増々高齢化が進んでいく。今でさえ（ワクチン接種など）高齢者
には非常に分かりにくい状況が発生。もう少し、高齢者に優しいまち
づくりを希望したい。災害対策も今後、大きな基盤でやってほしい。

　ご意見については、基本構想（案）の「３　基本構想」－「（２）基本目
標　自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち」で、「高齢者や障害者
をはじめ、市民一人ひとりが、ともに支えあい、生きがいを持って自分らし
く生活できる地域づくりを進めます」としており、様々な市民サービスの提
供に当たっては、高齢者にも配慮しながら取り組むこととしております。
　災害対策については、基本目標別計画「４－５　命を守る危機管理・防災
力の向上」－「施策の体系　Ⅱ」で、「地域における防災体制の充実と関係
機関の連携」において、引き続き取り組むこととしております。
　また、災害時に避難の手助けが必要な、要介護者や重度の障害者の方々な
どに関しましては、避難行動要支援者名簿を作成して、消防や警察、町内会
等の避難支援等関係者と情報共有し、個別支援計画の作成に努めているとこ
ろです。

Ｂ

87 2 (1)

交通安全についての促進。車社会の中、人と車が混雑する時間帯
が一日を通してあるような気がする。ルールを守り、教える人、見守る
人の補充が必要。

　ご意見につきましては、交通安全教室や啓発活動の実施等に取り組んでい
るところであり、基本目標別計画「４－４　生活の安全性の向上」の「交通
安全対策の推進」内に位置付けて、今後も引き続き取り組むこととしており
ます。

Ｂ

88 2 (1)

歴史・文化財資源の保存と活用では、指定文化財制度において、国
には有るが、市や県にはない指定文化財制度をもうけ、キャリア教
育、郷土教育等への充実、伝統芸能の保護と活用の充実につなげて
ほしい。

　ご意見については、現在、埋蔵文化財指定文化財等の保存活用及び伝統芸
能の保護と活用に取り組んでいるところであり、市においても文化財の指定
を行っております。今後も、基本目標別計画「５－５　市民文化の創造」－
「施策の体系　Ⅱ」－「文化財の保存の充実と積極的な活用」内に位置づけ
て、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

89 2 (1)

　ごみの減量化、資源化の推進 　ご意見については、基本目標別計画「２－２　循環型社会の構築」－「施
策の体系　Ⅰ」で、「減量化・資源化の推進」に取り組むこととしておりま
す。

Ｂ

90 2 (1)

質の高い行政サービスは、共に活動することだと思います。協働の
中でのサービスを！！

　ご意見のあった協働については、基本目標別計画「１－１　地域社会を支
える協働・連携の推進」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆市民の声を聞く機会
の充実」、「◆市民活動団体等の連携・参加促進」に取り組むこととしてお
ります。

Ｂ

91 2 (1)

＜自然・環境政策＞について、都市開発が進むとともに緑が少なく
なっている。小さな公園を設けるのではなく、鹿児島市全体を俯瞰し
た自然環境の整備が必要。

　ご意見のあった鹿児島市全体を俯瞰した自然環境の整備については、基本
目標別計画「２－３　人と自然が共生する都市環境の構築」－「施策の体系
Ⅱ及びⅢ」で、「緑の保全、緑の育成・創出と機能の充実」や「身近な公
園・広場の創出・拡充」などに取り組むこととしております。

Ｂ

－68－



－69－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

92 2 (1)

（吉野地域）子供達が一人歩き出来る道路を完備してほしいと思い
ます。

　区画整理区域については、地域別計画「Ⅳ　吉野地域」―「基本的方向」
で、「土地区画整理などの推進により良好な生活環境の形成を図る」として
おります。
　また、道路の整備については、基本目標別計画「６－２　暮らしやすい生
活基盤の構築」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆安心・安全な道路空間の整
備」に取り組むこととしております。

Ｂ

93 2 (1)

（吉野地域）県道沿いの交通関係等も早期に解決して、余裕のある
通勤が出来るようにしてほしいと思います。

　ご意見については、地域別計画「Ⅳ　吉野地域」―「基本的方向」で、
「土地区画整理などの推進により良好な生活環境の形成を図る」としており
ます。

Ｂ

94 2 (1)

　・鹿児島の特色とは、県外（＋海外）の方（観光客）が求めている事
〔・古き歴史のある町（歴史探索、その町のすごしやすさ）〕
〔・南の国の演出が必要！（演出が必要となるまで、らしさが無い）〕
〔・稼げる町にするには、県外の方（観光客）の誘致できる町〕
〔・各地域に観光パンフの拡充〕
〔・道路に観光バスが停めやすく〕

　ご意見のあった鹿児島や地域の特色を生かした誘客の整備については、基
本目標別計画「３－１　地域特性を生かした観光・交流の推進」－「施策の
体系　Ⅰ」で、「◆自然、歴史・文化、食などの魅力活用」に取り組むこと
としており、また、「施策の体系　Ⅱ」で「戦略的なマーケティング・プロ
モーションの展開」に、「施策の体系　Ⅲ」で「世界標準の受入・案内機能
の充実」に取り組むこととしております。
　なお、南の国の演出については、これまで、鹿児島中央駅周辺において、
「南国・鹿児島を感じさせる都市空間」の創出に取り組んでおり、「２－３
人と自然が共生する都市環境の構築」－「施策の体系　Ⅱ」－「緑の保全、
緑の育成・創出と機能の充実」や「花と緑のまちづくり」を進める中で、引
き続き取り組むこととしております。

Ｂ

95 2 (1)

「かごりん」の活用（市民の過ごしやすさ、県外の方の歴史探索のし
やすさ）

　ご意見については、現在、利便性・回遊性の向上を図りながら管理運営に
取り組んでいるところであり、基本目標別計画「２－１　ゼロカーボンシ
ティかごしまの推進」－「施策の体系　Ⅲ」－「エコライフスタイルへの転
換」内に位置づけて、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

96 2 (1)

人口減少が加速していく中、定住人口の増加、観光客をより多く迎
えられるような施策を期待します。

　ご意見のあった人口減少の対策については、前期基本計画（素案）に位置
付けた「まち・ひと・しごと創生基本方針」に基づいて策定する「第２期鹿
児島市まち・ひと・しごと創生総合戦略」において、人口減少問題の克服等
に向けた取組を推進することとしております。
　また、基本目標別計画「３－１　地域特性を生かした観光・交流の推進」
－「施策の体系　Ⅱ」で、「戦略的なマーケティング・プロモーションの展
開」に取り組むこととしております。

Ｂ

－69－



－70－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

97 2 (1)

県と連携をしっかりとり、観光客の増加、Ⅰターン組など魅力ある鹿
児島をＰＲしてほしい。
　アフターコロナに乗り遅れない。

　ご意見のあった観光客の誘致については、基本目標別計画「３－１　地域
特性を生かした観光・交流の推進」－「施策の体系　Ⅱ」で、「戦略的な
マーケティング・プロモーションの展開」に取り組むこととしております。
　また、県と連携したIターン組へのＰＲについては、現在、県が主催する移
住セミナーへの参加等を通して、本市の魅力の情報発信や相談対応に取り組
んでいるところであり、「１－４　シティプロモーションの推進」－「施策
の体系　Ⅲ」－「相談・受入体制の充実」内に位置づけて、引き続き取り組
むこととしているほか、「３－３　地域産業の活性化」－「施策の体系
Ⅳ」で、「◆ＵＩＪターン人材の確保支援」に取り組むこととしておりま
す。

Ｂ

98 2 (1)

県外からの魅力は食、人、自然をもってＰＲする。これだけ魅力があ
るのに・・・何故？？

　ご意見については、基本目標別計画「３－１　地域特性を生かした観光・
交流の推進」－「施策の体系　Ⅱ」で、「戦略的なマーケティング・プロ
モーションの展開」に取り組むこととしております。

Ｂ

99 2 (1)

　県総合体育館、市電の延伸問題は県との連携で早めの実現を！！ 　基本目標別計画「３－２　スポーツ交流・振興の推進」－「施策の体系
Ⅰ」で、「にぎわいの核となる施設の充実」に取り組むこととしており、県
総合体育館については、県が施設の具体的な機能や規模・構成・候補地など
の検討を行うこととされておりますことから、検討状況を注視し、必要に応
じ対応してまいりたいと考えております。
　また、市電の延伸については、現在、新幹線からの二次アクセスの充実や
中心市街地の活性化等を図るため、路面電車観光路線として鹿児島港本港区
への市電延伸について検討を進めているところであり、「６－１　機能性の
高い都市空間の形成」－「施策の体系　Ⅳ」で「◆路面電車観光路線の新
設」に、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

100 2 (1)

歴史・文化・食に触れるような仕掛けを行う。交通（移動）との一体化
誘導。

　ご意見については、基本目標別計画「３－１　地域特性を生かした観光・
交流の推進」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆自然、歴史・文化、食などの魅
力活用」に取り組むこととしております。
　また、現在、カゴシマシティビューやサクラジマアイランドビューの運行
により、周遊性を高めているところであり、引き続き取り組むこととしてお
ります。

Ｂ

101 2 (1)

あいご会の有効活用でコニュニティ協議会を活性化し、世代間交流
を多くする。

　ご意見については、現在、あいご会の活性化などを図るため、子ども会育
成事業に取り組んでいるところであり、基本目標別計画「５－３　学校教育
の充実」－「施策の体系　Ⅰ」－「青少年を育む環境づくりの推進」内に位
置づけて、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

－70－



－71－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

102 2 (1)

健康・病気を減少するように町内会・職場・社会での取組みを教育
的に行う。

　ご意見については、現在、地域に出向いて健康づくりや疾病予防に関する
啓発等を行っているところであり、基本目標別計画「４－３　健康・医療の
充実」－「施策の体系　Ⅰ」－「体の健康づくり」及び、「施策の体系
Ⅱ」－「疾病の予防・早期発見」内に位置づけて、引き続き取り組むことと
しております。

Ｂ

103 2 (1)

防災・防震の観点から地域別として、水平避難より高所への移動が
有効でであると考えるので、行政と民間（ホテル・マンション等）との連
携を！！

　ご意見については、基本目標別計画「４－５　命を守る危機管理・防災力
の向上」－「施策の体系　Ⅱ」で、「地域における防災体制の充実と関係機
関の連携」において、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

104 2 (1)

都市としての活力は、若年層の定住・経済力の安定、交通体系（動
線）の確保だと思います。

都市として、景観美化・使い勝手の良いハード・ソフト整備を市民（民
間）を巻込んで推進すべきだと思います。

　ご意見のあった若年層の定住・経済力の安定については、基本目標別計画
「３－３　地域産業の活性化」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆新たな産業や
サービス等の創出支援」や「◆戦略的な企業誘致・増設等」に、「施策の体
系　Ⅱ」で、「ものづくり産業の活性化支援」に取り組むこととしており、
また、「施策の体系　Ⅳ」で、「◆産学官連携による若者の地元定着の推
進」に取り組むこととしております。
　交通体系の確保については、賛同のご意見として承り、総合計画の策定・
推進に取り組みます。
　景観美化については、「６－１　機能性の高い都市空間の形成」－「施策
の体系　Ⅴ」で、市民とともに進める景観づくりに取り組むこととしており
ます。

Ｂ

105 2 (1)

人口減少が今後ますます課題となるため、賃金の取組を強化する
必要がある。

　国においては、中小企業等の生産性向上を支援し、事業場内最低賃金の引
き上げを図る助成金制度等を実施していることから、本市としても、労働局
等関係機関と連携しながら、引き続き、これらの制度について事業所への周
知広報に努めてまいります。
　なお、人口減少の対策については、前期基本計画（素案）に位置付けた
「まち・ひと・しごと創生基本方針」に基づいて策定する「第２期鹿児島市
まち・ひと・しごと創生総合戦略」において、地域の稼ぐ力を強化すること
としております。

Ｂ

－71－



－72－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

106 2 (1)

県内で消費（食）が人口減少に伴い減ると思うので、県外に売り出
す必要がある。

　ご意見については、基本目標別計画「３－３　地域産業の活性化」－「施
策の体系　Ⅱ」で、「◆担い手育成や販路拡大等の支援」に取り組むことと
しております。
　また、現在、「ヘルスケア・食」分野等での新たな事業展開に取り組む市
内企業の支援や、県外のイベント等における農林水産物のＰＲに取り組んで
いるところであり、それぞれ「３－３　地域産業の活性化」－「施策の体系
Ⅰ」－「新たな事業展開等の促進」、「３－５　農林水産業の振興」－「施
策の体系　Ⅲ」－「販売と流通の促進」内に位置づけて、引き続き取り組む
こととしております。
　なお、人口減少の対策については、前期基本計画（素案）に位置付けた
「まち・ひと・しごと創生基本方針」に基づいて策定する「第２期鹿児島市
まち・ひと・しごと創生総合戦略」において、地域の稼ぐ力を強化すること
としております。

Ｂ

107 2 (1)

市電、超低床電車17両ありますが、高齢者、幼児、車椅子の方、ベ
ビーカーの方は段差があり、利用しづらいです。子供達も通学で利用
します。安心・安全で利用しやすい公共交通の検討をお願い致しま
す。

　ご意見については、基本目標別計画「６－３　市民活動を支える交通環境
の充実」－「施策の体系　Ⅱ」－「安心・安全な移動環境の整備」で、「◆
バリアフリー化の推進」に取り組むこととしており、今後も車両更新にあわ
せて、低床車両の導入を検討することとしております。

Ｂ

108 2 (1)

コロナの影響で地域の方々と関わるボランティアや実習活動の機会
が減っている中、学生が地域の魅力を知らないまま県外へ就職を決
めてしまう可能性がある。そのために、基本計画にある大学や事業者
と、行政の連携を活発にはかることが重要だと感じました。

　賛同のご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｂ

109 2 (1)

独居単身者で無定職者の引きこもり者が多い。近年これらによる各
地での凶悪事件が多数発生しており、当地区でも数多く居るが、把握
できないし、社会不安の一つでもある。これは、少子化で親と教育者、
あいご会等の過保護であり、小さい時から自立心を育てなかった教育
問題に起因するのではないかと思われる。

　ご意見のあったことについては、現在、道徳教育の充実や少年自然の家な
どでの体験活動に取り組んでおり、基本目標別計画「５－３　学校教育の充
実」－「施策の体系　Ⅰ」で、「青少年教育と体験活動の充実」に引き続き
取り組むこととしております。

Ｂ

110 2 (1)

　農業の振興策を示してほしいです。 　ご意見のあった農業振興策については、基本目標別計画「３－５　農林水
産業の振興」において、「施策の体系　Ⅰ」－「新規就業者の確保・育成」
や「施策の体系　Ⅱ」－「生産性の向上促進」、「施策の体系　Ⅲ」－「地
域資源の魅力向上」などに取り組むこととしており、振興策の詳細は、農林
水産業振興プランの中でお示ししてまいります。

Ｂ

－72－



－73－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

111 2 (1)

箱物の建設の場合、もっといろんな人に意見を聞いた方がいいので
は？

　ご意見については、公共の施設等を建設する場合はパブリックコメント等
の市民参画手続を実施しているところであり、基本目標別計画「１－１　地
域社会を支える協働・連携の推進」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆市民参画
手続等の実施」、「◆市民の声を聞く機会の充実」において、引き続き取り
組むこととしております。

Ｂ

112 2 (1)

中核都市にふさわしい内容になっています。一般市民としては大き
すぎて分かりにくい。

　賛同のご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。
　総合計画は、市が実施する環境や産業、福祉などあらゆる分野の施策につ
いて、長期的な視点に立って取りまとめた計画であることから、広範な内容
である必要があると考えておりますが、同計画は市民と協働・共創しながら
まちづくりを進めるための共通のビジョンであることから、市民の視点に
立った分かりやすさに配慮しながら策定を進めてまいります。

Ｂ

113 2 (1)

都市部からの人材誘致（呼びこみ）を積極的に取り組む（コロナ禍を
きっかけとして）

　ご意見については、基本目標別計画「１－４　シティプロモーションの推
進」－「施策の体系　Ⅲ」で、「移住情報の提供」や「移住支援制度の充
実」に、また、「３－３　地域産業の活性化」－「施策の体系　Ⅳ」で、
「◆ＵＩＪターン人材の確保支援」に取り組むこととしております。

Ｂ

114 2 (1)

　国際交流に関する取組を考えてほしい。 　ご意見については、基本目標別計画「１－３　多角的な連携・交流の推
進」－「施策の体系　Ⅲ 」で、「多彩な交流の推進」、「次代を担う国際性
豊かな人材の育成」及び「市民主体の国際交流活動の促進」に取り組むこと
としております。

Ｂ

115 2 (1)

　単身独居で無定職者が多いことについての問題。  ご意見のあった無定職者につきましては、基本目標別計画「４－２　地域共
生社会の実現」－「施策の体系　Ⅰ」で、「生活困窮者の自立に向けた支
援」として就労支援等に取り組むこととしております。

Ｂ

116 2 (1)

ＩＣＴの推進を図られているが、年配の方からの問い合わせで業務に
支障が生じて、住民側としても利用しにくいことから電話へと、双方に
とって良くない。ＨＰを見るように促すだけでなく、ＨＰ自体が使いやす
いものであるべき。（ＨＰ自体に補足説明を同じページで見れるように
修正する。）

　ご意見については、現在、高齢者や障害者などを含む全ての人が情報に支
障なくアクセスできるウエブアクセシビリティに配慮するなど、誰でも使い
やすく親しみやすいホームページの運営に取り組んでいるところであり、基
本目標別計画「１－２　自主的・自立的な行財政運営の推進」－「施策の体
系　Ⅰ」－「きめ細かな広報機能の充実」内に位置づけて、引き続き取り組
むこととしております。

Ｂ

－73－



－74－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

117 2 (1)

　「１．地域社会を支える協働・連携の推進」について
町内会では、高齢化や一人世代が進行する中、住民の二極化を強

く感じる。住民主体の地域づくりに、いかに多くの人たちを参加させる
ことができるかが課題で、そのためには日頃の地域内でのコミュニ
ケーションが最も大事で、町内会や地域の活性化がなければ、制度
やイベントは一部の人たちのもので終わってしまうし、現在そうなって
いるように見える。もちろん、この課題は町内会と地域の問題で、提
案された「基本構想」に反対するものではないが、町内会を招集し、意
見交換を望むのであれば、もっと町内会の身近な問題を希望します。

　ご意見については、地域コミュニティ協議会や町内会の活動支援に取り組
んでいるところであり、基本目標別計画「１-１　地域社会を支える協働・連
携の推進」－「施策の体系　Ⅱ」で、「地域コミュニティ活動の支援」の中
に位置付けて、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

118 2 (1)

　女性活躍の目標を入れても良いのでは。 　ご意見については、基本目標別計画「１－５　誰もが個性と能力を発揮で
きる地域社会の形成」－「施策の体系　Ⅱ」で、「◆女性活躍推進と男性の
家庭生活への参画促進」に取り組むこととしております。

Ｂ

119 2 (1)
　高齢化社会への視点（言葉等を含め）がほしい。 　ご意見のあった高齢者対策については、基本目標別計画「４－１　高齢化

対策の推進」に記載しております。 Ｂ

120 2 (1)

　道路の整備 　ご意見のあった道路の整備については、基本目標別計画「６－２　暮らし
やすい生活基盤の構築」－「施策の体系　Ⅰ」で、「利用者にやさしい快適
な道路の整備」に取り組むこととしております。

Ｂ

121 2 (1)

当面の危機として、一人住まいの高齢者が施設に入ったり、亡く
なった後引き取り手が無く、「空き家」が非常に増えている。個人とし
て処分するには費用がかかるなどで放置されているのが現状であ
る。何とかならないか？

　ご意見については、現在、空家の活用を検討している所有者等に対して空
家活用アドバイザー派遣を行い、空き家等の活用などに取り組んでいるとこ
ろであり、基本目標別計画「６－２　暮らしやすい生活基盤の構築」－「施
策の体系　Ⅲ」－「空き家等対策の強化」内に位置づけて、引き続き取り組
むこととしております。

Ｂ

122 2 (1)

「魅力にあふれ人が集う活力のあるまち」について、若者の働く場所
の拡大、推進の必要性、地域産業の活性化

　ご意見については、基本目標別計画「３－３　地域産業の活性化」－「施
策の体系　Ⅰ」で、「◆新たな産業やサービス等の創出支援」や「◆新規創
業者等の育成支援」のほか、「◆クリエイティブ産業の振興」や「◆戦略的
な企業誘致・増設等」に取り組むこととしております。
　また、「３－３　地域産業の活性化」－「施策の体系　Ⅱ」で、「ものづ
くり産業の活性化支援」や「◆商店街等の活性化支援」に取り組むこととし
ております。

Ｂ

－74－



－75－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

123 2 (1)

6月に「鹿児島市防災ガイドマップ」が配布されました。基準目標「自
分らしく健やかに暮らせる安全安全なまち」の5年間基本計画に、浸
水想定区域に対する防火対策を盛り込んでほしい（宅地開発が進ん
だところは消防車も入れない地域が多い。永田川いっ水対策）

　ご意見のあった消防車両の進入が困難な地域における防火対策について
は、基本目標別計画「４－５　命を守る危機管理・防災力の向上」－「施策
の体系　Ⅲ」で、「◆災害対応力の強化」に取り組むこととしております。
　また、永田川の溢水対応については、「４－５　命を守る危機管理・防災
力の向上」－「施策の体系　Ⅳ」で、「◆二級河川の整備促進」を推進する
としており、引き続き、河川管理者である県と協議を行いながら取り組むこ
ととしております。

Ｂ

124 2 (1)

　防災が今後益々必要となるため、補助と広報を強化する。 　ご意見のあった「補助と広報」については、基本目標別計画「４－５　命
を守る危機管理・防災力の向上」－「施策の体系　Ⅱ」の、「防災意識啓発
活動の推進」において、防災ガイドマップ等により災害時の避難行動の理解
促進を図るほか、自主防災組織が行う防災活動への助成等による支援に取り
組んでおります。

Ｂ

125 2 (1)

町内会、あいご会の加入率を上げる施策。仕事を持っている町内会
長は勧誘に回れないの、市の力添えが必要。

　町内会の加入促進については、これまでも町内会の加入促進活動に対する
補助や、転入者・市営住宅入居者への働きかけなど、関係部局と連携した取
組に加え、県宅建協会等との協定に基づき、所属会員に加入促進リーフレッ
トを配布していただくなど各面から取り組んできたところであり、ご意見に
ついては、今後、加入促進策の検討に当たっての参考とさせていただきま
す。
　あいご会については、現在、あいご会の活性化などを図るため、子ども会
育成事業に取り組んでいるところであり、基本目標別計画「５－３　学校教
育の充実」－「施策の体系　Ⅰ」－「青少年を育む環境づくりの推進」内に
位置づけて、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

126 2 (1)

　危険個所について、地主不明の山林対策（道路の整備等） 　ご意見については、現在、森林所有者を探索し治山事業に取り組んでお
り、基本目標別計画「３－５　農林水産業の振興」－「施策の体系　Ⅱ」－
「自然災害等への対応」内に位置づけて、引き続き取り組むこととしており
ます。

Ｂ

－75－



－76－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

127 2 (1)

子どもの未来について、各小学校等において、おやじの会等活躍さ
れているが、一方、給食費の未納、PTA活動からの離脱、あいご会へ
の未加入、町内会への未加入等、問題を抱えているようです。

　ご意見については、現在、ＰＴＡの活性化などを図るため、社会教育関係
団体指導者等育成事業に取り組んでいるところであり、基本目標別計画「５
－４　生涯学習の充実」－「施策の体系　Ⅰ」－「生涯学習活動の充実」内
に位置づけて、引き続き取り組むこととしております。
　また、あいご会の活性化などを図るため、子ども会育成事業に取り組んで
いるところであり、「５－３　学校教育の充実」－「施策の体系　Ⅰ」－
「青少年を育む環境づくりの推進」内に位置づけて、引き続き取り組むこと
としております。
　給食費の適正な納入については、引き続き、保護者の理解を得られるよう
丁寧に説明するとともに、就学援助制度の周知等にも努めてまいります。
　なお、町内会の加入促進については、これまでも町内会の加入促進活動に
対する補助や、転入者・市営住宅入居者への働きかけなど、関係部局と連携
した取組に加え、県宅建協会等との協定に基づき、所属会員に加入促進リー
フレットを配布していただくなど各面から取り組んできたところであり、ご
意見については、今後、加入促進策の検討に当たっての参考とさせていただ
きます。

Ｂ

128 2 (1)

町内での防災活動、避難訓練などの活動を注視しほしい。助言な
ど。

　ご意見については、基本目標別計画「４－５　命を守る危機管理・防災力
の向上」－「施策の体系　Ⅱ」の、「防災意識啓発活動の推進」において、
自主防災組織が行う防災活動への助成のほか、安心安全推進指導員による活
動計画の策定支援など、活動支援に取り組んでおります。

Ｂ

129 2 (1)

父親が一定期間、子育てが可能な企業もあり、星ヶ峯みなみ台では
実践はなれているお父さんもいらっしゃいます。市が先導して、父親
の育児が「あたり前」になる空気を積極的に行ってほしいです。

　ご意見については、重点プロジェクト「“子どもの未来”輝き推進プロ
ジェクト」－「実施する主な取組」－「「働き方・暮らし方の変革」の促
進」で、「固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発」に取り組むこと
としております。

Ｂ

130 2 (1)

　自然・環境政策　１　ゼロカーボンシティかごしまの推進
　「森林整備」について

戦後、我々の祖父時代は山に木を植えて、孫はその木で家を建て
るという考えを持っていた。昭和４０年代以降、我々の親世代は、農業
の継続が困難になり、田畑に松や桧を植えた（高齢化、後継者不足
で）。我々（７０才台）はその子供世代であるが、ほとんど町へ、都会
へ出て植林された木は現在ほとんど手入れもされず、山は荒れ放題
になっている。木は伸び続けている。地主は都会暮らし、中には地主
の分からない山林も数多くある。重機も入らない不便な山は手入れす
る人もなく方法もない。木材価格は安い。この状態が１０年３０年５０年
続くと国土は崩壊し、災害は頻発し、ゼロカーボンどころではなくな
る。国土面積のほとんどを占める山林、山地の管理を製作で何とかし
ないと国は荒れる。

　ご意見については、現在、森林経営管理制度を推進し、森林管理を林業経
営体へ集約化していくなど、様々な施策に取り組んでいるところであり、
「３－５　農林水産業の振興」－「施策の体系　Ⅱ」－「生産性の向上促
進」等に位置づけて、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

－76－



－77－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

131 2 (1)

　以下に賛同します。
　２　暮らしやすい生活基盤の構築について
　多様な住まいの供給促進、安心・安全な道路空間の整備
　１　機能性の高い都市空間の形成について

住宅団地の活性化、団地独自の取組への支援、コンパクトなまちづ
くりの推進　など

　賛同のご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｂ

132 2 (1)

　コミュニティ活動への一層の支援を
家庭では夫婦共仕事に出かけて、子どもたちは保育園や学校へ預

けているため、親同士の交流がない。そこをコミュニティの方で場を
作っていけたらと思う。

　地域コミュニティ協議会や町内会の活動については、これまでもその支援
に取り組んできたところであり、基本目標別計画「１－１　地域社会を支え
る協働・連携の推進」－「施策の体系　Ⅱ」－「地域コミュニティ活動の支
援」内に位置づけて、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

133 2 (1)

年々少子化が進み、高齢者が増え、地域活性どころかしりぼみして
います。働けるのに働く場所がないという方々を使い、農業者の手伝
い高齢者の登録制にする。

　基本目標別計画「３－５　農林水産業の振興」－「施策の体系　Ⅰ」で、
「多様な人材の活躍促進」に取り組むこととしており、ご意見のあった高齢
者の登録制については、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただ
きます。
　なお、少子高齢化の対策については、前期基本計画（素案）に位置付けた
「まち・ひと・しごと創生基本方針」に基づいて策定する「第２期鹿児島市
まち・ひと・しごと創生総合戦略」において、若い世代や女性、高齢者など
の活躍をあわせて推進することにより、地域における就労機会の拡大につな
げることとしております。

Ｂ

134 2 (1)

行政と企業のスポンサーが場所を確保して運営する。地域野菜の
ブランド化、高齢者の方々に頑張ってもらう希望がある。

　ご意見のあった地域野菜のブランド化については、基本目標別計画「３－
５　農林水産業の振興」－「施策の体系　Ⅲ」で、「地域資源の魅力向上」
に取り組むこととしております。

Ｂ

135 2 (1)

　魅力あふれ人が集う活力あるまち【産業・交流】
　５　農林水産業の振興について
　「主な取組」への追加を希望（荒れているため）
　　市有林の整備、伐採・・・杉、ヒノキ、クヌギ林など

　ご意見については、現在、市有林の間伐等に取り組んでいるところであ
り、基本目標別計画「３－５　農林水産業の振興」－「施策の体系　Ⅱ」－
「生産環境の保全・継承」内に位置づけて、引き続き取り組むこととしてお
ります。

Ｂ

136 2 (1)

【こども・文教政策】の中に、◆児童虐待対策の充実 とありますが、
表現として不可解と感じます。「児童虐待防止対策」ではないでしょう
か。

　児童虐待対策の充実については、子どもと家庭への総合的な支援や児童虐
待対策の体制強化として、児童相談所の設置に向けた取組を行うなど、児童
虐待の防止だけでなく幅広い対策の充実を図るものであるため、このような
表現としております。

Ｃ

137 2 (1)

　公民館加入率が低く、加入率を上げる為の知恵が欲しいです。 　加入促進については、これまでも町内会の加入促進活動に対する補助や、
転入者・市営住宅入居者への働きかけなどの取組に加え、県宅建協会等との
協定に基づき、所属会員に加入促進リーフレットを配布していただくなど各
面から取り組んできたところであり、ご意見については、今後、加入促進策
の検討に当たっての参考とさせていただきます。

Ｄ

－77－



－78－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

138 2 (1)

ＳＤＧｓ 持続可能な開発目標の中に資源のことが取り上げられてい
る。ゴミの削減、ゴミの捨て方、資源ゴミの取り扱い方、学校で習って
いるとは思うが、月に１回でもいいのでゴミステーションに各地域に立
ち、ゴミが正しく出されているかチェックするようなことをしたら良いの
ではないか。小さいときからごみを削減することが地球の温暖化防止
につながるなど、生きた勉強をさせたらどうか。

　ご意見のごみステーションでの体験活動については、子ども達の減量化・
資源化意識が高まるものと考えられますが、防犯上等の観点から困難な面が
あるものと考えております。なお、本市では、小学生を対象にした「生ごみ
のリサイクル授業」や、社会科副読本「ごみ・まち美化教室」の作成及び総
合的な学習の時間での活用のほか、北部清掃工場等の工場見学を行ってお
り、今後も、子ども達への環境学習の機会の提供については、具体的な事業
を進めるにあたっての参考とさせていただきます。

Ｄ

139 2 (1)

地域の連携は重要なまちづくりの課題であるため、町内加入の促進
を図って欲しい。

　加入促進については、これまでも町内会の加入促進活動に対する補助や、
転入者・市営住宅入居者への働きかけなどの取組に加え、県宅建協会等との
協定に基づき、所属会員に加入促進リーフレットを配布していただくなど各
面から取り組んできたところであり、ご意見については、今後、加入促進策
の検討に当たっての参考とさせていただきます。

Ｄ

140 2 (1)

　学校給食センター施設の整備（ドライシステム化） 　基本目標別計画「５－３　学校教育の充実」－「施策の体系　Ⅴ」で、
「施設の整備・充実」に取り組むこととしており、ご意見のあった学校給食
センターの施設の整備については、今後、実施計画の検討にあたり参考とさ
せていただきます。

Ｄ

141 2 (1)

市営や県営住宅の美化活動を推進しているのに、ごみの回収が年
２回は少なすぎる。台風や降雨災害があったらどうするのか。校区の
学校に保管してほしい。

　市営住宅の美化活動等で生じた剪定、枝葉のゴミについては、梅雨期や秋
口を想定して年２回の収集を原則としておりますが、ご意見の内容を踏ま
え、実情に合った対応ができるように努めてまいります。
　なお、一時的に保管が必要となる場合には、市営住宅の敷地内での保管を
お願いしております。

Ｄ

142 2 (1)

地元の町内会と企業がつながるようにしてほしい。働き方への取り
組み支援をリンクさせたらどうか。

　地域コミュニティ協議会においては、町内会のほか、企業や社会福祉法人
などを構成団体として参加し、連携した活動を行っているところもございま
す。
　基本目標別計画「３－３　地域産業の活性化」－「施策の体系　Ⅳ」で、
「労働環境の整備促進と多様な働き方の確保」に取り組むこととしており、
ご意見については、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただきま
す。

Ｄ

143 2 (1)

たとえば、若い子どものためにスケボーが出来る施設を作ってあげ
たらどうでしょう。

　基本目標別計画「３－２　スポーツ交流・振興の推進」－「施策の体系
Ⅰ・Ⅱ」で、「にぎわいの核となる施設の充実」、「地域のスポーツ施設等
の充実」に取り組むこととしており、ご意見については、今後、実施計画の
検討にあたり参考とさせていただきます。

Ｄ

－78－



－79－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

144 2 (1)

　地域の町内会活動への支援。町内会加入者の増を進めては。 　加入促進については、これまでも町内会の加入促進活動に対する補助や、
転入者・市営住宅入居者への働きかけなど、関係部局と連携した取組に加
え、県宅建協会等との協定に基づき、所属会員に加入促進リーフレットを配
布していただくなど各面から取り組んできたところであり、ご意見について
は、今後、加入促進策の検討に当たっての参考とさせていただきます。

Ｄ

145 2 (1)

　ゴミの袋を指定して欲しい 　ご意見の「指定袋」については、印刷経費など製造面・流通面でのコスト
がかかるため、現在の透明袋より割高となります。また、その経費にごみ処
分手数料を上乗せした場合には、家庭ごみの有料化となりますが、本市では
市民１人１日あたりの家庭ごみ量を１００ｇ減量する「家庭ごみマイナス１
００ｇ」の目標を掲げ、期限を令和５年３月として取組を進めているところ
であり、目標を達成してまいりたいと考えております。なお、達成できない
場合は、改めて有料化についての検討を行うこととしており、その際は、実
施計画の検討にあたり参考とさせていただきます。

Ｄ

146 2 (1)

　若い人、子供を育てる世代に手厚い手当ができてほしい。 　基本目標別計画「５－２　子どもの健やかな成長への支援」－「施策の体
系　Ⅰ」で、「子育て家庭に対する経済的支援」に取り組むこととしてお
り、ご意見のあった経済的支援については、今後の取組の参考とさせていた
だきます。

Ｄ

147 2 (1)

　ゴミステーションの管理強化が必要 　ごみステーションについては、現在、町内会や利用される方々により清潔
に保たれるよう維持管理を行っていただいているところです。ルール違反の
ごみ等が少なくなるよう、現在、分別説明会の開催などにより、ごみ出しの
際のルールの周知を図るとともに、清掃指導員の監視・指導などを行ってい
るところです。ご意見のあった「ごみステーションの管理強化」について
は、基本目標別計画「２－２　循環型社会の構築」－「基本的方向　Ⅱ」
で、「ごみステーションの美化の推進」に取り組むこととしており、今後、
施策に基づく具体的な事業を進めるにあたっての参考とさせていただきま
す。

Ｄ

148 2 (1)

空き家が数年前からベトナムの女子寮に。海外の方の受入で鹿児
島の活性化、国際化、語学力向上に努めるべきでは。

　基本目標別計画「１－３　多角的な連携・交流の推進」－「施策の体系
Ⅲ」で、「多彩な交流の推進」に取り組むこととしており、今後、施策に基
づく具体的な事業を進めるにあたっての参考とさせていただきます。 Ｄ

－79－



－80－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

149 2 (1)

ゴミ袋を有料化し、未加入者は店で。加入者は町内会で無料で配
布。

　ご意見のあった「家庭ごみの有料化」については、ごみの減量化・資源化
を図るため、市民１人１日あたりの家庭ごみ量を１００ｇ減量する「家庭ご
みマイナス１００ｇ」の目標を掲げ、期限を令和５年３月として取組を進め
ているところです。この取組みは、有料化による減量と同等の効果があるこ
とから、市民のみなさんと一緒になって目標を達成してまいりたいと考えて
おります。なお、達成できない場合は、改めて有料化を含めた検討を行うこ
ととしており、その際は、実施計画の検討にあたり参考とさせていただきま
す。

Ｄ

150 2 (1)

子育て支援の推進を具体的に示してほしい。鹿児島市独自の支援
策も欲しい。

　基本目標別計画「５－１　少子化対策・子育て支援の推進」及び「５－２
子どもの健やかな成長への支援」で、安心して子どもを生み育てることがで
きる環境整備などに取り組むこととしており、ご意見のあった子育て支援に
ついては、今後の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ

151 2 (1)

　観光鹿児島→観光地にショッピングがないとうるおいがない。 　「“地域の稼ぐ力”向上プロジェクト」に取り組むこととしており、ご意
見のあった観光地における買い物については、今後、実施計画の検討にあた
り参考とさせていただきます。

Ｄ

152 2 (1)

道路拡張の件について。救急車と消防車が通れるようにしてほし
い。現在は里道で道路幅約３ｍです。市の協力を得て、鹿児島市道
にしてほしい。町内会の財政も少ししかありません。命と暮らしを守る
鹿児島市になって下さい。よろしくお願いします。

　ご意見のあった道路は、里道であり、道路拡幅については、法定外公共物
等の維持管理要綱に適合しないため対応することは出来ませんが、今後の参
考にさせていただきます。
　また、市道への認定については、認定基準に適合していないため市道とす
ることは出来ませんが、今後の参考とさせていただきます。

Ｄ

153 2 (1)

児童相談所の設置については、出来るだけ前期計画期間中に検討
していただきたい。

　児童相談所については、子どもと家庭を総合的に支援する施設を目指し、
現在、子育て支援機能や母子保健機能など関連機能の併設・複合化について
検討を行っているところであり、スケジュール等については、今後検討して
まいりたいと考えております。

Ｄ

154 2 (1)

小学校の統廃合を安易に進めない。地域の伝統・歴史を大事にして
いく。

　ご意見については、現在、よりよい教育環境づくり推進事業において、対
象校の保護者や地域住民に意見交換の開催を呼び掛けるなどしており、これ
らを通じて学校の規模適正化・適正配置の検討を進めてまいりたいと考えて
おりますので、今後の参考とさせていただきます。

Ｄ

155 2 (1)
　バスへの公共の補助をうんと増額する。 　バスへの補助については、国や自治体が連携して支援していくことが肝要

だと考えており、今後の参考とさせていただきます。 Ｄ

－80－



－81－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

156 2 (1)

　４生活環境の向上◆墓地の整備
例えば市営墓地内の由緒墓整備。市営墓地の中にある由緒ある墓

の維持が厳しくなっています。子孫の方が墓石撤去した事例もあり、
権利者を調べて文化的価値のあるものは、1か所にまとめる事業を始
めてはいかがでしょうか。

　市営墓地は、由緒のあるなしにかかわらず、各区画の維持管理は使用者が
行うこととしており、市営墓地内の由緒ある墓の整備等については、まず使
用者の意向が第一であり、必要性については慎重に判断すべきと考えており
ます。
　なお、歴史的に価値があるとされるものについては、文化財として指定し
ているところであり、個人所有の墓地も同様に扱うことは現段階では難しい
と考えておりますが、今後の参考とさせていただきます。

Ｄ

157 2 (1)

米のマサチューセッツ州での家庭の生ゴミをたい肥化する取組があ
り、必要あればたい肥を分けていただけるとの事で、庭の草木に使え
るとのこと。償却だけでなく、いい方法ですね。

　ご意見のあった「生ごみの堆肥化の取組」については、基本目標別計画
「２－２　循環型社会の構築」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆資源物の有効
活用の推進」に取り組むこととしており、今後、施策に基づく具体的な事業
を進めるにあたっての参考とさせていただきます。

Ｄ

158 2 (1)

　全ての子どもに、健康な生活と、十分な教育環境を整えてほしい。 　基本目標別計画「５－２　子どもの健やかな成長への支援」－「施策の体
系　Ⅰ」で、「子育て家庭に対する経済的支援」に、「施策の体系　Ⅱ」
で、「◆子どもの貧困対策の推進」、「◆学習支援の実施」に取り組むこと
としており、ご意見については、今後の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ

159 2 (1)

　人事考課は総合計画推進にあった考課手法であるか？
　鹿児島市の人事考課の手法は若者のやる気を醸成しているか？
　人事考課の手法が総合計画の推進に適合したものであるか？

鹿児島市の倫理規定（接待交際規定）はじゅんしゅされているの
か？（最近の総務省の事例）

業者との癒着による弊害（歴史的にどこでも来る返されている現実
がある）
　（１）人事考課の新しい流れ

①「取締役・役職者のスキルマトリックス」＝経験や技能の見える
化。

長年の論功行賞や年次バランスや役所内調整力で人事が運営され
てないか？

ニトリ「現状否定・変化・挑戦」を人事考課テーマに課している。ニトリ
会長自ら実践しているらしい。
　②職員のスキルマトリックスを作成したらどうか？

自らの強み弱みを把握する良い機会となり、適材適所の人材配置
ができる。市の経営戦略にあった人材を登用しなければ総合計画は
進展しない。
　（２）若い人材の登用

　「人事考課」や「若い人材の登用」については、基本目標別計画「１－２
自主的・自律的な行財政運営の推進」－「施策の体系　Ⅲ」－「人を育てる
人事管理の推進」の「◆人事評価の実施」「◆多彩な人材の登用」で引き続
き取り組むこととしています。ご意見については、今後、実施計画等の検討
にあたっての参考とさせていただきます。服務規程の遵守やコンプライアン
スの徹底についても引き続き取り組んでまいります。

Ｄ

－81－



－82－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

160 2 (1)

重点プロジェクトも大事ですが、計画など立案している間に無くなっ
ていく可能性の有る地域が有る為、さくらじま地域おこし協力隊の様
な形の取組みを喜入でも取り入れて欲しい。

　ご意見のあった地域おこし協力隊の導入については、桜島地域での活動状
況や効果等を検証する必要があると考えておりますが、今後の参考とさせて
いただきます。

Ｄ

161 2 (1)

　産業振興
「ものづくり拠点」の確立。三次産業のみでなく、合併した松元・郡

山、吉田地区に工業団地をつくり、企業誘致に生かしてもらいたい。

　ご意見のあった工業団地の整備については、費用対効果や企業ニーズ等の
面で課題があり、実施の必要性などを慎重に見極める必要があると考えてお
りますが、今後の参考とさせていただきます。

Ｄ

162 2 (1)

子育て支援策が不十分な気がする。少子化は経済的理由が主であ
ると思う。経済的支援（例えば学校給食無料化）をはっきり打ち出して
欲しい。

　基本目標別計画「５－２　子どもの健やかな成長への支援」－「施策の体
系　Ⅰ」で、「子育て家庭に対する経済的支援」に取り組むこととしてお
り、ご意見については、今後の取組の参考とさせていただきます。
　なお、学校給食無料化については、財政負担の課題もあり、現段階では対
応は難しいと考えておりますが、今後の参考とさせていただきます。

Ｄ

163 2 (1)

　児童クラブの充実　定員の見直しを 　基本目標別計画「５－１　少子化対策・子育て支援の推進」－「施策の体
系　Ⅳ」で、「児童クラブの充実」に取り組むこととしており、ご意見の
あった児童クラブの定員については、条例に定める基準により毎年見直しを
行っており、今後も適切に見直しを行っていまいります。

Ｄ

164 2 (1)

　町内会加入促進活動についてお尋ねいたします
現在、私たちの町内会では、加入率が４７％と半数を切っていまし

て、会報、町内会だより、加入促進月間、今年は促進のロゴ入りゴミ
袋などにより活動してまいりましたが、状況は変わりません。赤十字・
共同募金・緑の羽根等の義援金収集や防犯灯・ごみステーションの
維持管理等においても「やれる人がやればいい」言うような不公平感
があります。鹿児島市として、加入促進に関する条例を作っていただ
けるかどうかお伺いします。

　加入促進については、これまでも町内会の加入促進活動に対する補助や、
転入者・市営住宅入居者への働きかけなど、関係部局と連携した取組に加
え、県宅建協会等との協定に基づき、所属会員に加入促進リーフレットを配
布していただくなど各面から取り組んできたところであり、ご意見について
は、今後、加入促進策の検討に当たっての参考とさせていただきます。

Ｄ

165 2 (1)

　子どもを安心して育てられるよう、保育所を増やして欲しい。 　基本目標別計画「５－１　少子化対策・子育て支援の推進」－「施策の体
系　Ⅲ」で、「就学前児童の待機児童対策」に取り組むこととしており、ご
意見については、今後の取組の参考とさせていただきます。
　なお、保育所整備については、就学前児童数が減少していく見込みである
ことや施設整備には一定の期間と費用を要すること、また保育士の確保が困
難となっている現状を踏まえ、既存施設の活用を優先することとしておりま
す。

Ｄ

－82－



－83－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

166 2 (1)

少子化問題にもっと力を注ぐべきと考えます。子育てにかかる費用
をゼロに近づける。そして不妊治療に対しても自己負担の軽減。とに
かく人を増やすことが最優先事項と考えます。

　ご意見のあった、不妊治療の自己負担の軽減については、基本目標別計画
「５－１　少子化対策・子育て支援の推進」－「施策の体系　Ⅱ」で、「◆
不妊・不育症に悩む方への支援」に取り組むこととしており、現在、特定不
妊治療に対する一部助成を行っているところです。また、経済的支援につい
ては、「５－１　少子化対策・子育て支援の推進」で、「幼児教育・保育の
充実」などに取り組むこととしており、ご意見については、今後の取組の参
考とさせていただきます。

Ｄ

167 2 (1)

町内会を拡充する。町内会に加入する気風をはぐくむ策を打ち出し
て欲しい。

　町内会活動の活性化については、補助制度など各面から取り組んできたと
ころです。ご意見につきましては、今後町内会を含めたコミュニティの活性
化の取組の検討に当たっての参考とさせていただきます。

Ｄ

168 2 (1)

住民の町内会加入 特に若者の方の加入を市の方からも勧めて欲
しい。

　加入促進については、これまでも町内会の加入促進活動に対する補助や、
転入者・市営住宅入居者への働きかけなど、関係部局と連携した取組に加
え、県宅建協会等との協定に基づき、所属会員に加入促進リーフレットを配
布していただくなど各面から取り組んできたところであり、ご意見について
は、今後、加入促進策の検討に当たっての参考とさせていただきます。

Ｄ

169 2 (1)

地域コミュニティ協議会の前に町内会加入促進が大事。協議会の
中心メンバーは町内会役員である。

　加入促進については、これまでも町内会の加入促進活動に対する補助や、
転入者・市営住宅入居者への働きかけなど、関係部局と連携した取組に加
え、県宅建協会等との協定に基づき、所属会員に加入促進リーフレットを配
布していただくなど各面から取り組んできたところであり、ご意見について
は、今後、加入促進策の検討に当たっての参考とさせていただきます。

Ｄ

170 2 (1)

　町内会加入率（53.3%）の促進～共創のまちづくりに必要 　加入促進については、これまでも町内会の加入促進活動に対する補助や、
転入者・市営住宅入居者への働きかけなど、関係部局と連携した取組に加
え、県宅建協会等との協定に基づき、所属会員に加入促進リーフレットを配
布していただくなど各面から取り組んできたところであり、ご意見について
は、今後、加入促進策の検討に当たっての参考とさせていただきます。

Ｄ

171 2 (1)

　歩道に線（10cm程）（歴史探索の為の誘導できる線） 　基本目標別計画「３－１　地域特性を生かした観光・交流の推進」－「施
策の体系　Ⅲ」で、「世界標準の受入・案内機能の充実」に取り組むことと
しており、ご意見については、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせて
いただきます。

Ｄ

172 2 (1)

かごりんを利用した道路へのペイントをし、目的地への移動を可視
させる。

　基本目標別計画「６－３　市民活動を支える交通環境の充実」－「施策の
体系　Ⅱ」で、「安心・安全な移動環境の整備」に取り組むこととしてお
り、ご意見のあった路面標示については、今後、個別計画である「鹿児島市
自転車走行ネットワーク整備計画」の検討にあたり参考とさせていただきま
す。

Ｄ

－83－
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

173 2 (1)

両親共働きが増えている為、ご飯も食べれて宿題等もできる場所が
あればいいと思う。 県や市発信の子ども食堂等の活動をして欲し
い。

　基本目標別計画「５－２　子どもの健やかな成長への支援」－「施策の体
系　Ⅱ」で、「子どもの居場所づくりの推進」に取り組むこととしており、
ご意見については、今後の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ

174 2 (1)

海外からの教育留学、職場留学でも力を入れ、受け入れ体制や自
国（出身地）の発展と鹿児島を結ぶことに（交流）できるように結合的
に。

　基本目標別計画「１－３　多角的な連携・交流の推進」－「施策の体系
Ⅲ」で、「多彩な交流の推進」に取り組むこととしており、今後、施策に基
づく具体的な事業を進めるにあたっての参考とさせていただきます。 Ｄ

175 2 (1)

　町内会の組織率を向上させる方針の検討
特に若い世代へのはたらきかけをどうするかを若い世代からの情報

を収集しつつ

　ご意見については、若い世代への働きかけを含めた町内会の加入促進の方
策の検討に当たっての参考とさせていただきます。

Ｄ

176 2 (1)

市電の延伸やバス路線の分散をし、使い勝手の良い街つくりをして
ほしい。

　路面電車の延伸については、現在、新幹線からの二次アクセスの充実や中
心市街地の活性化等を図るため、路面電車観光路線として鹿児島港本港区へ
の市電延伸について検討を進めているところです。
　ご意見については、基本目標別計画「６－３　市民活動を支える交通環境
の充実」で、「効率的で持続可能な公共交通体系の構築」に取り組むことと
しており、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただきます。

Ｄ

177 2 (1)

　多彩な交流の推進
→留学生・障害者・市民とのバリアフリー交流会を8月15日にかんまち
あで計画してますが、もっと増やすべきである。

　基本目標別計画「１－５　誰もが個性と能力を発揮できる地域社会の形
成」－「施策の体系　Ⅲ」で、「多文化共生の地域づくりの推進」に取り組
むこととしており、今後、施策に基づく具体的な事業を進めるにあたっての
参考とさせていただきます。

Ｄ

178 2 (1)

新型コロナウイルスが終息した後、鹿児島に観光客を呼び込むため
には、今ある交通の渋滞問題や、大型バスの駐車場がない点、地下
通路の整備に関する課題を解決しなければならないと考える。そのた
めに、事業着手の早い民間と、行政の連携を進める必要がある。

　基本目標別計画「３－１　地域特性を生かした観光・交流の推進」－「施
策の体系　Ⅲ」で、「世界標準の受入・案内機能の充実」に取り組むことと
しており、ご意見については、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせて
いただきます。
　なお、地下通路の整備については、ご意見として承ります。

Ｄ

179 2 (1)

　治山、治水の観点から設置竹林対策（民間活用） 　基本目標別計画「３－５　農林水産業の振興」－「施策の体系　Ⅱ」で、
「自然災害等への対応」に取り組むこととしており、ご意見のあった竹林に
関する治山・治水対策については、今後、施策に基づく具体的な事業を進め
るにあたっての参考とさせていただきます。

Ｄ

180 2 (1)
空家対策として情報収集、情報発信とりまとめ、中継部署（コント

ロールセンター）が必要
　ご意見については、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただき
ます。 Ｄ
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

181 2 (1)

町内会が盛り上がらないことには、市の未来はない。町内会の問題
点のアンケート調査をしたらどうか。

　４年に一度、全町内会に対して「町内会実態調査」を実施することとして
おり、ご意見につきましては、次回の実施に当たっての参考にさせていただ
きます。

Ｄ

182 2 (1)

　１．地域社会を支える協働・連携の推進
市民参画の推進、市民との連携（以上、市民との協働の推進）、地

域コミュニティ活動の推進、地域活動担い手の育成（以上、住民主体
の地域づくりの推進）については、総合的でかつ社会の状況を経て、
正当性のある「鹿児島市自治基本条例」の制定を急ぐべきである。他
都市に大変な遅れをとっている。

主な取組についても、前期基本計画が終了する頃には、町内会・地
域コミュニティ協議会を中心とする゛地域コミュニティ”は、ガタガタに
なっている。当局は数字いじりではなく、現実に向き合い、目を覚まさ
ないと、後期基本計画はないと自覚するべきである。

　地域社会を支える地域コミュニティ協議会や町内会等の重要性については
認識しており、ご意見につきましては、安定的で持続可能な制度に向けた施
策検討に当たっての参考とさせていただきます。
　なお、自治基本条例の制定につきましては参考にさせていただきます。

Ｄ

183 2 (1)

　町内会の一番の悩みは、ゴミステーション問題。
　①ゴミステーションの撤去要請が増え、その数が減少
　②ルールを守らない人によるゴミの放置

町内会依存のゴミ収集は行き詰っている。電車通り沿いのゴミス
テーションは、まちの景観や都市のイメージ向上にも影響。担当課を
超えて、市の重点的なテーマとして取り上げてほしい。

　ごみステーションについては、ルール違反のごみ等が少なくなるよう、現
在、分別説明会の開催や分別アプリの配信等により、ごみ出しの際のルール
の周知を図るとともに、清掃指導員の監視・指導などを行っているほか、ご
みステーション周辺の美化を図るため、今年度からごみステーション整備費
補助金の対象の拡充を行っております。ご意見のあった「ごみステーション
問題」については、基本目標別計画「２－２　循環型社会の構築」－「基本
的方向　Ⅱ」で、「ごみステーションの美化の推進」に取り組むこととして
おり、今後、施策に基づく具体的な事業を進めるにあたっての参考とさせて
いただきます。

Ｄ

184 2 (1)

　町内会への加入促進。 　加入促進については、これまでも町内会の加入促進活動に対する補助や、
転入者・市営住宅入居者への働きかけなど、関係部局と連携した取組に加
え、県宅建協会等との協定に基づき、所属会員に加入促進リーフレットを配
布していただくなど各面から取り組んできたところであり、ご意見について
は、今後、加入促進策の検討に当たっての参考とさせていただきます。

Ｄ

185 2 (1)

地域によって違うが、昔とくらべ高いマンションが増え隣り近所の付
き合いがない。
　ゴミ出し、防犯などの恩恵があるのに町内会には入らない。

　加入促進については、これまでも町内会の加入促進活動に対する補助や、
転入者・市営住宅入居者への働きかけなど、関係部局と連携した取組に加
え、県宅建協会等との協定に基づき、所属会員に加入促進リーフレットを配
布していただくなど各面から取り組んできたところであり、ご意見について
は、今後、加入促進策の検討に当たっての参考とさせていただきます。

Ｄ
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

186 2 (1)

町内会活動も高齢化が進み、若い世帯の加入減少、高齢者の脱会
など、本題が多いです。都市計画を進めるためには、町内会活動参
加が重要となってくると思いますので、町内会ができることを明確に伝
えていただきたいと思います。

　加入促進については、これまでも町内会の加入促進活動に対する補助や、
転入者・市営住宅入居者への働きかけなど、関係部局と連携した取組に加
え、県宅建協会等との協定に基づき、所属会員に加入促進リーフレットを配
布していただくなど各面から取り組んできたところであり、ご意見について
は、今後、加入促進策の検討に当たっての参考とさせていただきます。

Ｄ

187 2 (1)

（谷山北部地区）子育て支援の中で育児相談（保健所）が毎月から
3ヶ月に1回になったのは再考して欲しい。育児に悩む母親を支援する
ため必要である。

　ご意見のあった地域での育児相談につきましては、これまでの実績や近隣
での開催状況を鑑み、回数を設定しているところでありますが、今後の事業
の実施にあたっての参考とさせていただきます。

Ｄ

188 2 (1)

　町内会の支援で、活性化支援金を拡充して欲しい。 　町内会活動の活性化については、補助制度など各面から取り組んできたと
ころです。ご意見につきましては、今後町内会を含めたコミュニティの活性
化の取組の検討に当たっての参考とさせていただきます。

Ｄ

189 2 (1)

　若手世帯の町内会加入に、何らかの手立てが欲しい。 　加入促進については、これまでも町内会の加入促進活動に対する補助や、
転入者・市営住宅入居者への働きかけなど、関係部局と連携した取組に加
え、県宅建協会等との協定に基づき、所属会員に加入促進リーフレットを配
布していただくなど各面から取り組んできたところであり、ご意見について
は、今後、加入促進策の検討に当たっての参考とさせていただきます。

Ｄ

190 2 (1)

　交通網をもう少し、谷山中心に関心を持っていただけないか。 　ご意見については、基本目標別計画「６－３　市民活動を支える交通環境
の充実」で、「効率的で持続可能な公共交通体系の構築」に取り組むことと
しており、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただきます。 Ｄ

191 2 (1)

　（谷山北部地区）コミュニティバスを多くの方面に走らせてほしい。 　谷山北部地域では、現在、公共交通不便地域の日常生活の交通手段を確保
するために、コミュニティバス「あいばす」を運行しているところでござい
ますが、ルートが長大化しており運行間隔に余裕がないなどの課題もあり、
現段階では対応は難しいと考えておりますが、今後の参考とさせていただき
ます。

Ｄ

192 2 (1)

基本目標「自然と都市が調和したうるおいのあるまち」の基本計画
に永田川水系、牟田池、大滝等を自然と触れ合う川として整備して欲
しい。例、甲突川で市環境未来館がしており「甲突川生き物探し」「い
かだ遊び」

　基本構想（案）の「３　基本構想」－「（２）基本目標　自然と都市が調
和した　うるおいのあるまち」で、「生物多様性の保全・活用や水と緑豊か
な美しいまちづくりに取り組み、人と自然が共生し、うるおいと安らぎを感
じられる環境を整える」としており、ご意見については、今後、実施計画の
検討にあたり参考とさせていただきます。
　なお、平成２６年３月に策定した鹿児島市生物多様性地域戦略において、
自然環境の保全に関する取組を行っており、令和３年度に策定する次期生物
多様性地域戦略においても、引き続き自然環境の保全とその恵みの持続可能
な活用に取り組んでまいります。

Ｄ
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193 2 (1)

少子高齢化により町内会活動の原資が減少することが予想される
ので、新補助金制度が必要では。

　町内会活動の活性化については、補助制度など各面から取り組んできたと
ころです。ご意見につきましては、今後町内会を含めたコミュニティの活性
化の取組の検討に当たっての参考とさせていただきます。

Ｄ

194 2 (1)

　都市機能の中心部への集中。地方への分散（過疎対策） 　基本目標別計画「６－１　機能性の高い都市空間の形成」－「施策の体系
Ⅰ」で、「コンパクトなまちづくりの推進」に取り組むこととしており、ご
意見については、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただきま
す。

Ｄ

195 2 (1)

町内化への加入対策（加入率の低下）。県職員（教職員等）、市職
員、各団体への働きかけ。

　加入促進については、これまでも町内会の加入促進活動に対する補助や、
転入者・市営住宅入居者への働きかけなど、関係部局と連携した取組に加
え、県宅建協会等との協定に基づき、所属会員に加入促進リーフレットを配
布していただくなど各面から取り組んできたところであり、ご意見について
は、今後、加入促進策の検討に当たっての参考とさせていただきます。
　なお、市職員の町内会加入については、これまでも全職員に対し要請する
とともに職員研修の機会を捉えて継続的に働きかけてきております。引き続
き、地域活動への意識啓発や積極的な参加を促してまいりたいと考えており
ます。

Ｄ

196 2 (1)

　市民のひろばへの町内会の活動内容の記載。 　本市では毎年８月を「町内会加入促進月間」として市の広報紙や市政広報
番組を通して、町内会をはじめとする地域コミュニティの取組等を紹介して
おり、引き続き、市民のコミュニティ意識の醸成を図るための意識啓発に取
り組んでまいりたいと考えております。

Ｄ

197 2 (1)

　３Ｒ⇒５Ｒ 　ご意見の５Ｒは、３Ｒにリペア（修理する）とリフューズ（断る）を加え
たものですが、リペアはリユース、リフューズはリデュースの取組の一環で
あること、また、本市が行った意識調査においても、３Ｒは市民の認知度が
高く、定着していることや、国においても３Ｒを使用していることから、今
後とも３Ｒで意識啓発を図っていくこととしております。

Ｅ

198 2 (1)

将来（５０年先）を見据えての交通対策。将来はＡＩ発達でマイカーか
らレンタカー、無人タクシーなどに変化するかも。

　平成２９年３月に改定した「鹿児島市公共交通ビジョン」では、地域公共
交通網の将来像や、それらを実現するための９つの重点戦略及び推進施策等
を示しているところです。５０年後の社会経済情勢を的確に見据え、地域公
共交通網の将来像やそれらを実現するための施策等を示すことは困難と考え
ておりますが、ご意見として承ります。

Ｅ

199 2 (1)

　基幹道路については鹿児島市の将来のビジョンを開示してほしい。 　ご意見については、県が令和３年６月に「かごしま新広域道路交通ビジョ
ン」を策定、公表しており、その中で本市を含む県全体の将来ビジョンが示
されております。

Ｅ
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200 2 (1)

　住宅建築申請手続きを簡略化する（市街化調整区域の中では） 　市街化調整区域における住宅建築に必要な手続きについては、都市計画法
に規定されているところです。今後とも、同法に基づいて、適切な事務処理
に取り組んでまいります。

Ｅ

201 2 (1)

西伊敷7丁目に産業廃棄物処理施設がある。平成4年開業している
が、漸次拡大し、令和3年1月産業廃棄物処理施設（682ｔ／日）を鹿児
島市都計審が承認、その結果、住宅内道路を産業収集運搬通行車
が増加、今年6月から1日の30t大型トレーラー走行台数が、数十台と
大幅に増加。運送途中の道路住民から苦情が出ているが、住民にヒ
アリングすると、産廃施設増設の事前の説明は聞いたことがなく、増
設されたことを知らなかった。鹿児島建設新聞に鹿児島市のコメント
「生活環境に及ぼす影響は小さい、地域住民からの反対の声もな
い。」が掲載されているが、鹿児島市はどこの地域の住民にどのよう
な方法で施設拡充計画の周知を行ったのか？
　住民への周知がなされず実行されている。場合によっては環境公害
の具体策を考える状況にある。30t大型トレーラーが、毎日数十台往
復しているが、騒音と排気ガスがひどく、産廃運送道路地域の環境は
急速に悪化している。猶トレーラーNOは、北九州・久留米・姫路・大分
等々北九州地域である。遠方から何を運送しているのか？鹿児島市
はマニュフェスト・過積載等のチェックをしているのか？

　ご意見のありました令和３年1月の都市計画審議会で承認された破砕処理施
設は、現時点で設置されておらず、令和４年６月頃に竣工予定となっており
ます。
　産廃処理施設増設の説明会については、市の要綱に基づき、施設設置者が
敷地境界から100ｍ範囲内にある土地及び建物の所有者等に対し行っており、
また、生活環境に及ぼす影響についても、国の指針に基づき、施設設置者が
騒音及び振動の影響の予測及び分析を行っております。
　県外から搬入される廃棄物の確認については、本市では排出事業者から提
出された県外産業廃棄物搬入事前協議書に基づき、収集運搬業者、搬入され
る廃棄物、運搬車両の確認を行い、排出事業者に対し県外産業廃棄物搬入承
認通知書を交付するとともに、排出事業者に県外産業廃棄物搬入実績報告書
及びマニフェストの写しを提出させております。また、施設への立入り検査
も随時実施しております。

Ｅ

202 2 (1)
高齢者福祉施設だけでなく、子どもと接し、交わりながら交流できる

施設をつくってほしいです。（武岡にまずモデルをつくってほしい）
　ご意見のあった高齢者福祉センター等の新たな施設整備については、既存
の施設の配置状況など、各面からの検討が必要と考えております。 Ｅ

203 2 (1)

　桜島～鹿児島トンネル推進の必要性 　ご意見については、県において錦江湾横断交通ネットワークの可能性調査
を実施された上で、「大規模なプロジェクトであることから、その必要性に
ついて調査結果を踏まえ、県民の意向、事業の緊急性・意義、採算性等を総
合的に勘案して判断する必要がある」との考え方が示されております。

Ｅ

204 2 (1)

旧５町と合併して新市になった今日は、市街化調整区域の発展が
阻害されて、旧５町（特に松元地域・郡山地域）との境付近の状況と市
街化調整区域とのギャップが大きくなっている。

したがって、市街化調整区域の設定目的はすでに旧市で達成して
いるので、合併後の新市では、調整区域は撤廃して欲しい。

　市街化区域と市街化調整区域に区分する線引き制度については、コンパク
トなまちづくりを進めていく上で、一定の効果があると評価しており、今
後、調査・検討を進めてまいります。

Ｅ

205 2 (1)
　町内会への企業の加入推進 　ご意見として承ります。

Ｅ

206 2 (1)

鹿児島県・市の18人口の流失の大半は県外大学への進学である。
県・市内には四年制大学がなく、大学進学率も全国ワースト１である。
高等教育機関（公立四大）の整備は急務である。

　鹿児島市内には、６つの国立、県立、私立の大学・短大があり、それぞれ
特色ある学部・学科の設置、教育プログラムの実施に取り組まれており、市
立の大学の設置につきましては、現在のところ考えていないところです。 Ｅ
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

207 2 (1)

　国民健康保険税の独自政策を立案してほしい（高すぎる） 　国民健康保険税は国の制度として加入者の所得や世帯状況により課税され
ますが、倒産や解雇により失業し、所得激減が見込まれる場合などは、国保
税に対する本市独自の減免制度を設けているところです。

Ｅ

208 2 (1)
　まちの美化に努め、防犯や観光に役立てる。 　ご意見の内容も踏まえながら、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｅ

209 2 (1)
ふるさと納税に力を入れる事で、高齢者の仕事を増やし、税収が増

え、地域の発展になると思います。
　ご意見として承り、ふるさと納税・企業版ふるさと納税の推進に取り組み
ます。 Ｅ

210 2 (1)
基本目標別計画に行政と地域住民の役割を担い、協働を進めてい

くためには、「支所機能の充実」が必要ではないか。
　ご意見の内容も踏まえながら、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｅ

211 2 (1)
　子どもにも安全な建物を提供してほしい。 　ご意見のあった「建築物の安全性」については、建築基準法等に規定され

ております。 Ｅ

212 2 (1)
　高齢化に対応するハード面の促進 　ご意見については、「高齢者・障害者等の移動等の円滑化の促進に関する

法律」（バリアフリー法）に規定されております。 Ｅ

213 2 (1)

コミュニティ（町内会）等には、町造りが実施された年代、その後の
入居者・商売を始めた年代、そして若い層の入居等、３代の考え方が
あり、融合していくには、相当な努力が必要である。活動してコミュニ
ティを作り上げたい人々の支援窓口を一本化してほしい。

　コミュニティに関する支援については、地域振興課及び各支所総務課・総
務市民課で対応しており、今後も引き続き、コミュニティの構築に向けた取
組を支援してまいりたいと考えております。 Ｅ

214 2 (1)

　安心安全はハードがあって、ソフトではないのか。 　ご意見につきましては、これまでも、安心安全なまちづくりを推進するた
め、ハード・ソフトの両面からの取組を進めてきているところです。
　また、災害等による被害を最小限にとどめるため、ハード対策はもとよ
り、令和３年度は新たに防災ガイドマップを全戸配布するなど、市民のとる
べき避難行動の理解促進に努めるなど、ハード・ソフトの両面からの取組を
進めてきているところです。

Ｅ

215 2 (1)
　敬老パスの優遇施策の理由を明確にしてほしい。 　ご質問ついては、高齢者の健康増進と生きがいづくりを促進することを目

的としております。 Ｅ

216 2 (1)

　（自然・環境政策）
自然と都市で電力問題として、川内原発についての課題・長期計画

が見えない。（基本的になくしていく方向で）

　原子力発電を含めたエネルギー政策については、国策でありますので、国
において対応されるものと考えております。

Ｅ

217 2 (1)

　環境未来館などの利用についての広報活動等の必要性を感じた。 　ご意見については、ホームページで目的ごとの利用方法を紹介しているほ
か、同館の発行物やＳＮＳ等では、同館での活動状況などを紹介していると
ころです。ご意見を踏まえ、引き続き広報に努めてまいります。

Ｅ
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

218 2 (1)
　町内会長は使い勝手が良すぎますよね。 　ご意見として承ります。

Ｅ

219 2 (1)
　コミュニティの希薄により、町内会を退けたいという声も時々聞く。 　ご意見として承ります。

Ｅ

220 2 (1)
地域の活性化のためには町内会も将来的には合併が必要なので

はと思います。
　ご意見として承ります。

Ｅ

221 2 (1)

子どもの未来を守るために、児童虐待などに対して、児童家庭に対
して、児童相談所にもっと積極的関与ができるような権限を拡大でき
る法律（条例）を作れないものか。

　児童相談所の権限は児童福祉法で定められており、市の条例により、その
権限を拡大することは困難であると考えております。

Ｅ

222 2 (1)

保険料の負担について、健康保険料の2割負担（75歳以上）、介護
保険料の負担が大きい。

　ご意見のあった７５歳以上の自己負担については、国において全世代対応
型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法律が成
立したところであり、本市といたしましては、今後とも国の動向を注視して
まいります。
　また、介護保険料の負担については、本市では、低所得者に対し、公費に
よる負担軽減に取り組んでいるほか、国に対し、被保険者の負担が過重とな
らないよう、国費負担割合の引き上げを要望しているところであり、今後と
も国の動向を注視してまいります。

Ｅ

223 2 (1)

「町内会」のフレーズに温かみを感じて欲しい！で、今の入会ではな
くても先々の入会でもいいですよ、や積極的な加入推進（強引な）はし
ないなど。

　ご意見として承ります。

Ｅ

224 2 (1)

都市・交通政策の3市民活動を支える交通環境の充実について、自
由ヶ丘団地の路線バスは鹿児島交通が担っていましたが、最近は利
用者が少ないために便数が極端に少なく、高齢者は通勤や買い物等
にも不自由しています。老若男女問わずに通勤にも不便を感じること
のないように、最寄りの電停や谷山駅までのシャトル運行を行うこと
で、通勤先での駐車場の確保も必要なく公共交通の利用が高まるの
ではと思います。

　ご意見のあった、路線バスの運行ルート等については、交通事業者により
設定されているため、個別の路線の要望に関しましては、交通事業者にもお
伝えさせていただきたいと考えております。

Ｅ

225 2 (2)

ＩＣＴで住みよいまち。高齢者でも使用しやすいＩＣＴの環境整備を促
進すべきでは。

　ご意見については、重点プロジェクト「“ＩＣＴで住みよいまち”推進プ
ロジェクト」－「実施する主な取組」－「ＩＣＴリテラシー向上の推進」
で、「デジタルデバイド（情報格差）対策として、市民へのＩＣＴに関する
講座の充実をはじめ、学習機会の提供に取り組みます」としております。
　なお、ご意見の趣旨を踏まえ、「概要」の文中、「ＩＣＴの恩恵を誰もが
享受できるよう」を「高齢者をはじめ誰もがＩＣＴの恩恵を享受できるよ
う」に修正します。

Ａ
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

226 2 (2)

　行政サービスのＤＸがすすんでいるか？
人が減り、仕事は増える。行政運営の効率化も待ったなし。行政

サービスの質を維持していくにはデジタル活用が不可欠。住所変更な
どスマホで一括手続き。オンラインでの税金・公共料金の口座振替・
各種申請サービス。デジタルガバメント推進室は鹿児島市にあるか？
横須賀市は1年前設置。ＩＴ活用・ＡＩ導入。人と時間の効率化・人は事
務をするのではなく、企画立案する業務にウェート配分を移す。民間
からの登用・応援。

　ご質問のあった推進組織については、窓口手続の利便性向上や行政運営の
効率化の推進を図るため、令和２年度にＩＣＴ推進室を設置したところで
す。
　また、ご意見については、重点プロジェクト「“ＩＣＴで住みよいまち”
推進プロジェクト」－「実施する主な取組」－「ＩＣＴの活用による市民
サービスの向上」で、「行政手続のデジタル化」に、また、「自治体ＤＸ推
進」で、「全庁的なＤＸの推進に当たり、外部人材の活用」に取り組むこと
としております。
　なお、ご意見の趣旨を踏まえ、「実施する主な取組」－「自治体ＤＸ推
進」の文中、「ＡＩやＲＰＡなどの新たなＩＣＴを積極的に取り入れます」
を「ＡＩやＲＰＡなどの利活用による業務効率化を推進します」に修正しま
す。

Ａ

227 2 (2)

各項目に見られるICTだが、若年層のみならず高齢者にも使いやす
いものとして構築していただきたい。

　ご意見については、重点プロジェクト「“ＩＣＴで住みよいまち”推進プ
ロジェクト」－「実施する主な取組」で、「ＩＣＴの活用による市民サービ
スの向上」に取り組むこととしております。
　なお、ご意見の趣旨を踏まえ、「概要」の文中、「ＩＣＴの恩恵を誰もが
享受できるよう」を「高齢者をはじめ誰もがＩＣＴの恩恵を享受できるよ
う」に修正します。

Ａ

228 2 (2)

インバウンドの取組をしていますが、2・3年後を見据えて農家民宿
の拡充を図りたいので広報の指導と協力をお願いしたい。

　ご意見のあった農家民宿については、重点プロジェクト「“地域の稼ぐ
力”向上プロジェクト」の「多様なツーリズムの展開」で、農家民宿の開業
の促進や農家民宿等向けの研修会の実施に取り組むこととしております。 Ｂ

229 2 (2)

子どもの未来は安心で安全な活力あるまちづくりを創っていくことだ
と思う。

　「“子どもの未来”輝き推進プロジェクト」では、子どもが夢や希望を持
ち輝ける地域社会づくりに向け、子どもを社会全体で守り育てるという気運
の醸成を図ることとしており、賛同のご意見として承り、総合計画の策定・
推進に取り組みます。

Ｂ

230 2 (2)

　ＩＣＴ活用のための勉強会をしてほしい。 　ご意見については、重点プロジェクト「“ＩＣＴで住みよいまち”推進プ
ロジェクト」－「実施する主な取組」－「ＩＣＴリテラシー向上の推進」に
位置づけて取り組むこととしております。

Ｂ
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

231 2 (2)

ｐ－2、ｐ－3、ｐ－4＆ｐ－６ 基本目標＆重点プロジェクト 【魅力あ
ふれ人が集う、活力あるまち 「産業・交流・政策」】」については、よく
纏められていると思います。とくにｐ－２の基本コンセプト ”地域産業
の活力の創出や海外展開、農林水産業の振興。。。雇用を創出
し。。。地域経済を活性化します。”と”地域の稼ぐ力”向上プロジェクト
については強く賛同します。

海外展開等につきましては、既存 ネクスト”アジア・鹿児島イノベー
ション戦略会議”等との横の効率的な連携をお願いします。

　賛同のご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。
　海外展開につきましては、個別計画である「ネクスト”アジア・鹿児島”
イノベーション戦略」と連携を図りながら取り組んでまいります。

Ｂ

232 2 (2)

　「子どもの未来」について
子どもを持つ親が仕事に追われるばかりではなく、親子の時間を余

裕をもってとれるように、ワークライフバランスの取組を社会で進めら
れるように取り組んでいって欲しい。保護者の負担減にもつながりま
す。

　重点プロジェクト「“子どもの未来”輝き推進プロジェクト」－「実施す
る主な取組」－「働き方・暮らし方の変革の促進」で「ワーク・ライフ・バ
ランスの実現に向けて、働き手の事情に応じた多様で柔軟な働き方を促進し
ます」としております。

Ｂ

233 2 (2)

　かけ声だけでなく、確実に軌道に乗せて欲しいです。
子ども未来、今や小学校の７０％が児童クラブを利用している。子は

宝、もっとクラブを強化することで児童虐待の減少につながる。そし
て、核となる児童相談所の早期設置を望む。

　基本目標別計画「５－１　少子化対策・子育て支援の推進」－「施策の体
系　Ⅳ」で、「児童クラブの充実」に取り組むこととしており、児童クラブ
については様々な事情を抱える児童が、安心して利用できるよう、引き続き
関係機関と連携を取り、対応してまいります。
　なお、児童相談所については、子どもと家庭を総合的に支援する施設を目
指し、現在、子育て支援機能や母子保健機能など関連機能の併設・複合化に
ついて検討を行っているところであり、スケジュール等については、今後検
討してまいりたいと考えております。

Ｂ

234 2 (2)
「P7 中段 “ICTで～”推進プロジェクト」の中の、ICTリテラシー向上

の推進につきまして、ぜひ優先的に行っていただきたい。
　賛同のご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｂ

235 2 (2)

　ICTの活用を地域コミュニティ活動の中で指導をしてほしい。 　ご意見については、コミュニティ活動推進講座として町内会やコミュニ
ティ協議会役員向けのパソコン講座に取り組んでいるところであり、基本目
標別計画「１－１　地域社会を支える協働・連携の推進」－「施策の体系
Ⅱ」－「地域活動の担い手の育成」内に位置づけて、引き続き取り組むこと
としております。

Ｂ

236 2 (2)

　”地域の稼ぐ力”向上プロジェクトには特に力を入れて欲しい。 　重点プロジェクトは、本市の現況や時代の潮流などを踏まえ、特に先導的
かつ重点的に取り組むものとしておりますことから、賛同のご意見として承
り、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｂ

237 2 (2)

　”地域の稼ぐ力”向上プロジェクトについて
6次産業化をするにあたり、民間企業を巻き込み、実行すると進みが
早くなると思います。

　ご意見については、「“地域の稼ぐ力”向上プロジェクト」の「農林水産
業の収益性向上支援」で６次産業化や農商工連携などにより、市内産農林水
産物の付加価値向上や販路拡大に取り組むこととしております。

Ｂ
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238 2 (2)

　ＩＣＴを利用活用できるようになるサポート 　ご意見については、重点プロジェクト「“ＩＣＴで住みよいまち”推進プ
ロジェクト」－「実施する主な取組」－「ＩＣＴリテラシー向上の推進」に
位置づけて取り組むこととしております。

Ｂ

239 2 (2)

産業・交流政策の稼ぐ力が大切になる。今の計画で賄える資金が
出てくるのか。

　賛同のご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。
　「“地域の稼ぐ力”向上プロジェクト」においては、「市内就業人口１人
当たりの総生産」を目標指標と掲げており、市内企業の生産性向上に向け、
施策の推進に取り組むこととしております。

Ｂ

240 2 (2)

　ＩＣＴで住みよいまち推進プロジェクトについて
個人情報流出の問題もあるが、セキュリティ対策を徹底して早急に

進めて欲しい。将来を考えると今構築しないと出遅れる。

　ご意見については、重点プロジェクト「“ＩＣＴで住みよいまち”推進プ
ロジェクト」－「実施する主な取組」－「自治体ＤＸ推進」で、「国の情報
セキュリティポリシーガイドラインなどを踏まえたセキュリティ対策の徹底
に取り組みます」としております。

Ｂ

241 2 (2)

子どもの未来輝き推進プロジェクトについて、潜在保育士を堀起こし
ていけたら良い。

　ご意見については、現在、保育士・保育所支援センターを運営し取り組ん
でいるところであり、基本目標別計画「５－１　少子化対策・子育て支援の
推進」－「施策の体系　Ⅲ」で、「就学前児童の待機児童対策」に引き続き
取り組むこととしております。

Ｂ

242 2 (2)

重点プロジェクト「地域の稼ぐ力」 桜島観光の推進を希望（ＭＩＣＥ、
インバウンド、ツーリズムでもある）

　ご意見のあった桜島地域の観光については、地域別計画「Ⅵ　桜島地域」
－「基本的方向」で、「体感的な観光・レクリエーションの促進」に取り組
むこととしております。

Ｂ

243 2 (2)

　重点プロジェクトのICTは進めて欲しい。
市役所など発信側はIT環境を整備しつつあるが、住民側はIT環境

格差が激しいので住民の利便性を確認しながら進めて欲しい。 IT普
及の地域差や世代差には格差がある事を認め従来方法も併用して
欲しい。

また高齢者、生活弱者などIT環境が無い場合には発信側が設備を
整える様に住民側にも必要なハードの貸出しは可能だろうか。

　賛同のご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。
　また、ご意見のあった「ＩＴ環境格差」については、重点プロジェクト
「“ＩＣＴで住みよいまち”推進プロジェクト」－「実施する主な取組」－
「ＩＣＴリテラシー向上の推進」に位置づけて、デジタルデバイド（情報格
差）対策に取り組むこととしており、ＩＴ環境にも配慮しながら市民サービ
スの向上に努めてまいりたいと考えております。
　なお、ご意見のあったハードの貸出しについては、実施の必要性を慎重に
見極める必要があると考えておりますが、今後の参考とさせていただきま
す。

Ｂ

244 2 (2)

子どもの未来について 子供を一人生むと給付金1000万円など大
胆に舵を切る事が必要

　基本目標別計画「５－２　子どもの健やかな成長への支援」－「施策の体
系　Ⅰ」で、「◆医療費助成の充実」や「◆各種手当の支給」に取り組むこ
ととしており、また、「５－１　少子化対策・子育て支援の推進」で、「幼
児教育・保育の充実」などに取り組むこととしております。
　ご意見のあった経済的支援については、今後の取組の参考とさせていただ
きます。

Ｄ

－93－



－94－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

245 2 (2)

人生100年時代、ますます人口減少、少子高齢化が進み、これから
地域共生社会における安心して暮らせるまちづくりが求められること
から、「地域共生社会の推進」を重点プロジェクトに位置付けて進めて
いくことが必要ではないか。

　重点プロジェクトについては、「若年層の就職等に伴う大都市圏への流出
などを防ぐために、若い世代にとって魅力ある環境の創出を図る必要性が高
まっていること」、「新型コロナウイルス感染症対策を契機に、社会経済活
動全般のデジタル化が進んでいること」、「共働き世代の増加等を背景に、
子どもを産み育てやすい環境の整備など、子育て環境の充実が求められてい
ること」を考慮し、特に先導的かつ重点的に取り組むものとして、「稼ぐ力
向上」、「デジタル化」、「子育て支援」の３つを位置付けております。
　ご意見については、基本目標別計画「４－２　地域共生社会の実現」で取
り組んでいくこととしているほか、前期基本計画（素案）に位置付けた「ま
ち・ひと・しごと創生基本方針」に基づいて策定する「第２期鹿児島市ま
ち・ひと・しごと創生総合戦略」において、ともに築く共創のまちづくりを
進めることにより、心の通じ合う地域社会を形成することとしており、今後
の参考とさせていただきます。

Ｄ

246 2 (2)

重点プロジェクト「地域の稼ぐ力」椿油の産業化の推進を希望。（地
域産業の生産性向上、アジアマーケット、農林水産業の向上でもあ
る）

　ご意見については、「“地域の稼ぐ力”向上プロジェクト」の「農林水産
業の収益性向上支援」で、６次産業化や農商工連携などにより、市内産農林
水産物の付加価値向上や販路拡大に取り組むこととしており、ご意見のあっ
た椿油の産業化の推進は、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていた
だきます。

Ｄ

247 2 (2)

“ＩＣＴで住みよいまち”推進プロジェクトの中の、「自治体ＤＸ推進」を
取り組む中で、特に桜島に関しては、防災、地域のネットリテラシー強
化も兼ねて、（桜島）支所に皆さんが使えるオープンなｗｉｆｉ設備をまず
置いていただきたい。

　重点プロジェクト「“ＩＣＴで住みよいまち”推進プロジェクト」で、Ｉ
ＣＴを活用して市民の利便性の向上を図ることとしており、ご意見のあった
桜島支所等へのWi-Fi設置については、今後、実施計画の検討にあたり参考と
させていただきます。

Ｄ

248 2 (2)
体験型観光の推進の為、グリーンツーリズム推進課を窓口として市

全体に横断的に取り組んでほしい。
　関係部局と連携しながら、グリーンツーリズムの推進に取り組んでおり、
ご意見の内容も踏まえながら、体験型観光の推進に努めてまいります。 Ｅ

249 2 (3)

伊敷地域はこれからますます高齢化が進んでくると思います。高齢
者の活躍の場を創る取組みも何かできないでしょうか。

　ご意見については、現在、元気高齢者活動支援事業に取り組んでいるとこ
ろであり、基本目標別計画「４－１　高齢化対策の推進」－「施策の体系
Ⅰ」－「高齢者の社会参画の促進」内に位置付けて、引き続き取り組むこと
としております。
　なお、ご意見の趣旨を踏まえ、「４－１　高齢化対策の推進」－「施策の
体系　Ⅰ」－「高齢者の社会参画の促進」内の「◆高齢者の活動への支援」
を、「◆高齢者の多様な活動への支援」に修正します。

Ａ

250 2 (3)
地図に県道蒲生伊集院線と重富停車場線を入れたほうが良いので

はないか。
　ご意見の趣旨を踏まえ、地域別計画「Ⅴ　吉田地域」の位置図に県道伊集
院蒲生溝辺線と県道麓重富停車場線を追加します。 Ａ

－94－



－95－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

251 2 (3)

地域資源の活用を促進させて欲しい。市営住宅の入居条件の緩
和、教員住宅の再利用。生見海水浴場のビーチハウスの開設（例え
ば、土日祭）、こられる方々がトイレ、水道を利用できない。

　「地域資源の活用」については、市営住宅の敷地や空き住戸の有効活用施
策及び施策の事業化に向けた可能性を検討しているところであり、ご意見を
踏まえ、基本目標別計画「６－２　暮らしやすい生活基盤の構築」－「施策
の体系　Ⅲ」－「多様な居住ニーズに対応する住環境の形成」内に、「◆市
営住宅敷地等の有効活用」を追加します。
　「市営住宅の入居条件」については、入居者資格が法令に定められている
ため、緩和は困難です。
　「教職員住宅の再利用」については、これまで児童クラブに転用した事例
があり、ご意見については、今後の参考とさせていただきます。
　また、基本目標別計画「３－２　スポーツ交流・振興の推進」－「施策の
体系　Ⅰ」で、「魅力あるスポーツコンテンツの充実」、「にぎわいの核と
なる施設の充実」に取り組むこととしており、ご意見のあった「生見海水浴
場の利用促進」については、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせてい
ただきます。

Ａ

252 2 (3)

荒畑が多い。個人では出来ないので、市が組織を作り、荒畑をなく
す。

　ご意見については、現在、農作業受託組織の育成などに取り組んでいると
ころであり、ご意見の趣旨を踏まえ、基本目標別計画「３－５　農林水産業
の振興」－「施策の体系　Ⅱ」－「生産環境の保全・継承」内に、「◆遊休
農地の活用」を追加します。

Ａ

253 2 (3)

　集合住宅の空き部屋対策。若い世代にマッチした環境とする。 　市営住宅の「空き部屋対策」については、市営住宅の敷地や空き住戸の有
効活用施策及び施策の事業化に向けた可能性を検討しているところであり、
ご意見を踏まえ、基本目標別計画「６－２　暮らしやすい生活基盤の構築」
－「施策の体系　Ⅲ」－「多様な居住ニーズに対応する住環境の形成」内に
「◆市営住宅敷地等の有効活用」を追加します。
　また、「若い世代にマッチした環境」については、改善（リフォーム）な
どの際に子育てのしやすさや子どもの安全に配慮した子育て世帯向けの住戸
整備に取り組んでおり、基本目標別計画「６－２　暮らしやすい生活基盤の
構築」－「施策の体系　Ⅲ」－「多様な居住ニーズに対応する住環境の形
成」内に位置づけて、引き続き取り組むこととしております。

Ａ

254 2 (3)

　地域性・特性のある問題にスポットをあてるべき（例えば清泉寺跡地
の開発・整備）

　ご意見の趣旨を踏まえ、基本目標別計画「１－１　地域社会を支える協
働・連携の推進」－「施策の体系　Ⅱ」内の取組の柱「地域コミュニティ活
動の支援」を「地域活動の支援」に修正するとともに、主な取組「◆地域の
振興・課題解決に向けた地域団体等との連携」を追加します。

Ａ

－95－



－96－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

255 2 (3)

合併した旧5町はますますさびしくなっている感じ。地域別計画はも
う少し強力な内容をもっていただきたい。今後過疎化はますます急速
になっていくことが懸念されます。

　ご意見の趣旨を踏まえ、基本目標別計画「１－１　地域社会を支える協
働・連携の推進」－「施策の体系　Ⅱ」内の取組の柱「地域コミュニティ活
動の支援」を「地域活動の支援」に修正するとともに、主な取組「◆地域の
振興・課題解決に向けた地域団体等との連携」を追加します。

Ａ

256 2 (3)

　各地域それぞれ特色を持った構想があるとおもしろい。 　ご意見の趣旨を踏まえ、基本目標別計画「１－１　地域社会を支える協
働・連携の推進」－「施策の体系　Ⅱ」内の取組の柱「地域コミュニティ活
動の支援」を「地域活動の支援」に修正するとともに、主な取組「◆地域の
振興・課題解決に向けた地域団体等との連携」を追加します。

Ａ

257 2 (3)

地域の発展は非常に大切なことですが、その基本となる道路の整
備も大切に思います。（（松元地域では）各所にトンネル道路が多く地
域全体が暗くなっている）

　ご意見のあった道路の整備については、基本目標別計画「６－２　暮らし
やすい生活基盤の構築」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆安心・安全な道路空
間の整備」に取り組むこととしております。

Ｂ

258 2 (3)

　県道の歩道設置 　ご意見については、現在、県道の整備促進に取り組んでいるところであ
り、基本目標別計画「６－３　市民活動を支える交通環境の充実」－「施策
の体系　Ⅰ」－「広域道路網等の充実」内に位置づけて、引き続き取り組む
こととしております。

Ｂ

259 2 (3)

斜面のある団地のため、大雨時排水溝に流れるため、排水溝の整
備推進お願いしたい。排水溝に上流から泥流れ込み、清掃時苦慮し
ているため、整備希望する。

　ご意見のあった排水溝の整備については、基本目標別計画「６－２　暮ら
しやすい生活基盤の構築」－「施策の体系　Ⅰ」で、「利用者にやさしい快
適な道路の整備」に取り組むこととしております。

Ｂ

260 2 (3)

　コミュニティバスの推進、乗合タクシーの充実 　ご意見については、現在、公共交通不便地域等の日常生活の交通手段を確
保するために、コミュニティバス「あいばす」や乗合タクシーを運行してい
るところであり、基本目標別計画「６－３　市民活動を支える交通環境の充
実」－「施策の体系　Ⅱ」で、「◆コミュニティバスの運行等」に、引き続
き取り組むこととしております。

Ｂ

261 2 (3)

　道路の整備、側溝の整備を市でして欲しい。 　ご意見のあった道路等の整備については、基本目標別計画「６－２　暮ら
しやすい生活基盤の構築」－「施策の体系　Ⅰ」で、「利用者にやさしい快
適な道路の整備」に取り組むこととしております。

Ｂ

262 2 (3)

　公共交通の利用、不便地の有効的な交通手段の再検討
（例）コミュニティバス予算、年間1,000万円（利用者100人）
⇒乗り合いタクシー、年間1,000万円（りようしゃ1,000人）の方が良い

　ご意見については、基本目標別計画「６－３　市民活動を支える交通環境
の充実」－「施策の体系　Ⅱ」で、「公共交通の利用促進・サービス水準の
向上」に取り組むこととしております。
　また、公共交通不便地における運行形態については、現在の利用状況や導
入効果、効率性など総合的に勘案しながら、必要に応じて検討を行うことと
しております。

Ｂ

－96－



－97－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

263 2 (3)

（松元地域では）人口が増えると、交通量も増えてくるので、道路環
境の整備が急務である。

　ご意見のあった道路環境の整備については、基本目標別計画「６－２　暮
らしやすい生活基盤の構築」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆安心・安全な道
路空間の整備」に取り組むこととしております。 Ｂ

264 2 (3)

公共施設（交流センターや体育館）の利用促進に力を入れ、松元地
域の発展を目指すべきである。

　ご意見については、地域別計画「Ⅷ　松元地域」－「主な施策・事業」
で、「都市農村交流センターお茶の里を活用したグリーンツーリズムの推
進」、「松元平野岡体育館などの活用」に取り組むこととしております。 Ｂ

265 2 (3)

（上町地区）主な施策・事業に住民主体の景観づくり活動の支援と
あるが、草むしり活動、花壇の整備など身近なところにも目を向け、市
民を積極的に活用するものにしていただきたいと思います。

　ご意見については、地域別計画「Ⅰ　中央地域　（Ⅱ）上町地区」－「主
な施策・事業」で、「磯地区、南洲門前通り地区、歴史と文化の道地区の景
観修景の促進、住民主体の景観づくり活動の支援」としており、樹木の植栽
や、花壇の設置などの景観向上のための施設設置に関する補助制度を設け、
より良い景観づくりを支援しているところです。
　また、現在、上町地区を含む市内全域において、協働による緑化活動に取
り組んでいるところであり、基本目標別計画「２－３　人と自然が共生する
都市環境の構築」－「施策の体系　Ⅱ」－「花と緑のまちづくり」内に位置
付けて、引き続き取り組むこととしているほか、「２－４　生活環境の向
上」－「施策の体系　Ⅱ」で、「環境美化・衛生活動の促進」にも取り組む
こととしており、ご意見については、施策に基づく具体的な事業を進めるに
あたっての参考とさせていただきます。

Ｂ

266 2 (3)

（上町地区）主な事業の中に国道・県道が入っているが、どのように
関わっていくのかわかるように書くべきではないか。

　ご意見については、地域別計画「Ⅰ　中央地域　（Ⅱ）上町地区」－「基
本的方向」で「国道１０号などの広域交通の円滑化等を図る」としており、
国道１０号北バイパスの要望など、整備促進に引き続き取り組むこととして
おります。

Ｂ

267 2 (3)

（上町地区）桜島フェリーなど、市が関係している施設での地域との
つながり、イベントを考えてほしい。

　ご意見については、地域別計画「Ⅰ　中央地域　（Ⅱ）上町地区」－「基
本的方向」で、「鹿児島駅周辺における再開発の推進やイベントの充実等に
より、にぎわいの創出と交流の促進を図る」こととしております。 Ｂ

268 2 (3)

東坂元団地において、同世帯が一斉に入居したことや子世代が転
出したことにより、高齢化が進み、活力の低下が懸念されている。

　ご意見のあった東坂元二丁目にある坂元団地については、地域別計画「Ⅰ
中央地域　（Ⅱ）上町地区」－「基本的方向」で、「住宅団地の活性化に向
けた取組を促進します」としており、活性化に向けて、若い世代等の居住誘
導や多様な暮らしに対応できる生活利便性の向上などに、引き続き取り組む
こととしております。

Ｂ

－97－



－98－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

269 2 (3)

　鹿児島駅-かんまちあ周辺の開発。出店をもってきたりなど。 　地域別計画「Ⅰ　中央地域　（Ⅱ）上町地区」－「基本的方向」で、「鹿
児島駅周辺における再開発の推進やイベントの充実等により、にぎわいの創
出と交流の促進を図ります」としており、浜町１番街区再開発事業の推進や
かんまちあの活用などに取り組むこととしております。

Ｂ

270 2 (3)

　点で結ぶ電車路線の充実 　ご意見については、現在、新幹線からの二次アクセスの充実や中心市街地
の活性化等を図るため、路面電車観光路線として鹿児島港本港区への市電延
伸について検討を進めているところであり、基本目標別計画「６－１　機能
性の高い都市空間の形成」－「施策の体系　Ⅳ」で「◆路面電車観光路線の
新設」に、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

271 2 (3)

（谷山地区）地域にある大学とのつながりに関して、市が中心になっ
て地域町内会と大学を結び付けてほしい。

　ご意見については、地域別計画「Ⅱ 谷山地域　（Ⅱ）谷山地区」－「基本
的方向」で、「大学が有する豊富な人的・知的・物的資源や機能などを地域
づくりに積極的に活用」することとしております。

Ｂ

272 2 (3)

　（谷山地区）２２５号線の慢性的な渋滞の解消 　ご意見については、地域別計画「Ⅱ　谷山地域　（Ⅱ）谷山地区」－「主
な施策・事業」で「鹿児島南北幹線道路の整備促進」としており、鹿児島南
北幹線道路の要望など、整備促進に引き続き取り組むこととしております。 Ｂ

273 2 (3)

（谷山地区）買物に行くのに、近所に場所がないので、その手段を考
えてほしい。

　ご意見については、現在、商店街等が商品宅配や買物代行サービス等に取
り組む場合の支援制度を設けているところであり、基本目標別計画「３－３
地域産業の活性化」－「施策の体系　Ⅱ」－「魅力ある地域拠点づくりの推
進」内に位置づけて、引き続き取り組むこととしております。
　また、「６－３　市民活動を支える交通環境の充実」－「施策の体系
Ⅱ」で、「公共交通不便地等における交通手段の確保」に取り組むこととし
ており、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただきます。

Ｂ

274 2 (3)

　産業道路、谷山本通りの渋滞の改善 　ご意見については、地域別計画「Ⅱ　谷山地域　（Ⅱ）谷山地区」－「主
な施策・事業」で「鹿児島南北幹線道路の整備促進」としており、鹿児島南
北幹線道路の要望など、整備促進に引き続き取り組むこととしております。 Ｂ

－98－



－99－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

275 2 (3)

　谷山の水害への対策強化と説明 　ご意見については、基本目標別計画「４－５　命を守る危機管理・防災力
の向上」－「施策の体系　Ⅱ」の、「防災意識啓発活動の推進」において、
防災ガイドマップ等により災害時の避難行動の理解促進に取り組んでおりま
す。
　また、「４－５　命を守る危機管理・防災力の向上」－「施策の体系
Ⅳ」で、「治水・土砂災害対策の推進」としており、現在、準用河川等の改
修や浚渫、調整池等の改良に取り組んでいるところです。

Ｂ

276 2 (3)

　谷山地区土地区画整理事業に伴う交通整備 　ご意見のあった谷山地区土地区画整理事業に伴う交通整備については、地
域別計画「Ⅱ　谷山地域　（Ⅱ）谷山地区」－「基本的方向」で、「土地区
画整理の推進や生活道路の整備など生活環境の改善を図ります」としており
ます。

Ｂ

277 2 (3)

（谷山地区）特産農産物の生産→地域の特性にあった特産物生産
の指導をしてもらいたい。

　ご意見については、地域別計画「Ⅱ　谷山地域　（Ⅰ）谷山北部地区・
（Ⅱ）谷山地区」－「基本的方向」で、「地域の特性を生かした農業振興を
図る」としており、引き続き、特産農産物の生産振興に取り組むこととして
おります。

Ｂ

278 2 (3)

ふれあいスポーツランドには、ホタルの時期はホタルを楽しめたが、
現在はホタルの生息する環境から遠ざかりつつあるようなので、整備
して欲しいです。

　ご意見については、現在、ホタルの幼虫やカワニナを放流するなど、ホタ
ルが生息できる環境整備に取り組んでいるところであり、基本目標別計画
「２－３　人と自然が共生する都市環境の構築」－「施策の体系　Ⅲ」－
「広く市民に親しまれる公園の充実」を進める中で、引き続き取り組むこと
としています。

Ｂ

279 2 (3)

県道小山田谷山線の郡山地区への延伸、接続。松元仁田尾から南
部谷山方面との接続。

　ご意見については、地域別計画「Ⅲ　伊敷地域」－「基本的方向」で「幹
線道路の整備促進による交通の円滑化を図る」としており、県により事業化
された国道３２８号小山田バイパスの要望など、整備促進に引き続き取り組
むこととしております。
　なお、谷山方面への道路整備については、事業費等の課題もあることか
ら、今後の参考とさせていただきます。

Ｂ

280 2 (3)

（伊敷地域）幹線道路（バス路線）の整備。木等が覆いかぶさってい
る所が多い。どうにかならないか。

　ご意見については、基本目標別計画「６－２　暮らしやすい生活基盤の構
築」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆安心・安全な道路空間の整備」、「６－
３　市民生活を支える交通環境の充実」－「施策の体系　Ⅰ」で、「広域道
路網等の充実」に取り組むこととしております。

Ｂ

－99－



－100－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

281 2 (3)

（伊敷地域）福祉分野において、少子高齢が進む中で、公共交通便
の減少、買い物に不便を生ずる高齢者が多くなってきた。若い人が住
みつく魅力あるまちづくり。これらに対応する対策がほしい。

　ご意見のあった交通環境については、基本目標別計画「６－３　市民活動
を支える交通環境の充実」－「施策の体系　Ⅱ」で、「公共交通不便地等に
おける交通手段の確保」に取り組むこととしており、今後、実施計画の検討
にあたり参考とさせていただきます。
　また、買い物弱者対策については、現在、商店街等が商品宅配や買物代行
サービス等に取り組む場合の支援制度を設けているところであり、「３－３
地域産業の活性化」－「施策の体系　Ⅱ」－「魅力ある地域拠点づくりの推
進」内に位置づけて、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

282 2 (3)

（伊敷地域）地域の事情に合ったインフラ整備が欲しい。市全体の
計画は立派だと思うが、農村部のインフラ、高齢者対策等も欲しい。
箱物整備だけでなく、道路沿線の伐木等景観を良くして欲しい。

　ご意見のあった道路の維持・管理については、基本目標別計画「６－２
暮らしやすい生活基盤の構築」－「施策の体系　Ⅰ」で「◆安心・安全な道
路空間の整備」に取り組むこととしております。
　また、高齢者対策については、伊敷地域だけでなく、全市的に対応が必要
な課題と考えており、「４－１　高齢化対策の推進」で取り組むこととして
おります。

Ｂ

283 2 (3)

　10号線、3号線バイパスの開通 　ご意見については、現在、国道３号鹿児島東西道路や国道１０号鹿児島北
バイパスの整備促進に取り組んでいるところであり、基本目標別計画「６－
３　市民活動を支える交通環境の充実」－「施策の体系　Ⅰ」－「広域道路
網等の充実」内に位置づけて、引き続き国に対し整備促進に取り組むことと
しております。

Ｂ

284 2 (3)

　（伊敷地域）幹線道路（市道比志島本線）の整備促進を早急に。 　ご意見のあった幹線道路の整備については、基本目標別計画「６－２　暮
らしやすい生活基盤の構築」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆地域間を結ぶ交
通の円滑化」に取り組むこととしております。

Ｂ

285 2 (3)

（伊敷地域）人口減少が今後益々課題となる為、人口流出を防ぐ取
組を強化すべき。

　ご意見については、地域別計画「Ⅲ　伊敷地域」－「基本的方向」で、
「地域の生活拠点において、生活利便施設の立地誘導を図るとともに、住宅
団地の活性化に向けた取組を促進」や「大学が有する豊富な人的・知的・物
的資源や機能などを地域づくりに積極的に活用」としており、引き続き取り
組むこととしております。

Ｂ

286 2 (3)

伊敷地域は狭い道路が多く、それが住みやすさの障害になってい
る。

　ご意見のあった道路の整備については、「６－２　暮らしやすい生活基盤
の構築」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆安心・安全な道路空間の整備」に取
り組むこととしております。

Ｂ

287 2 (3)
ウォータ―フロント及び港湾・海面については、国交省、農水省、県

との折衝が大切かと思いますので、よろしくお願いします。
　鹿児島港港湾計画に基づき、国や県と連携を図りながら取り組んでいると
ころであり、賛同のご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みま
す。

Ｂ

－100－



－101－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

288 2 (3)

（喜入地域の）山間部を利用し、シイタケ、果樹関係を推進したらどう
か。

　ご意見のあったシイタケ、果樹の推進については、地域別計画「Ⅶ　喜入
地域」－「基本的方向」で、「森林の保全・活用に努めながら、地域の特性
を生かした農業振興を図る」としており、引き続き取り組むこととしており
ます。

Ｂ

289 2 (3)

　（喜入地域の）市営住宅に若い人達の入居を希望します。 　ご意見については、現在、喜入地域を含む合併五町域の市営住宅に新婚・
子育て世帯が申し込む場合、抽選番号を１つ増やすなど、同世帯の入居を支
援する住宅を設けており、基本目標別計画「６－２　暮らしやすい生活基盤
の構築」－「施策の体系　Ⅲ」－「多様な居住ニーズに対応する住環境の形
成」内に位置づけて、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

290 2 (3)

　（喜入地域に）防災・高齢者避難の計画が必要（コース、誰が案内） 　ご意見については、現在、自主防災組織が実施する防災訓練に対する支援
や、安心安全推進指導員による活動計画の策定支援などに取り組んでいると
ころであり、基本目標別計画「４－５　命を守る危機管理・防災力の向上」
－「施策の体系　Ⅱ」で、「地域における防災体制の充実と関係機関の連
携」において、引き続き取り組むこととしております。
　なお、災害時に避難の手助けが必要な、要介護者や重度の障害者の方々な
どに関しましては、避難行動要支援者名簿を作成して、消防や警察、町内会
等の避難支援等関係者と情報共有し、個別支援計画の作成に努めているとこ
ろです。

Ｂ

291 2 (3)

新川河川改修がほとんど進んでいない。県との交渉をもう少し増や
して欲しい。

　ご意見のあった新川の河川改修については、地域別計画「Ⅰ　中央地域
（Ⅴ）武・田上地区」－「基本的方向」で、「新川流域の河川改修の促進な
どによる治水対策を進めます」としており、引き続き、河川管理者である県
と協議を行いながら取り組むこととしております。

Ｂ

292 2 (3)

　（唐湊では）空家対策やバスの運行が先々不安多し。 　ご意見のあった空家対策については、現在、空家の活用を検討している所
有者等に対して空家活用アドバイザー派遣を行い、空き家等の活用などに取
り組んでいるところであり、基本目標別計画「６－２　暮らしやすい生活基
盤の構築」－「施策の体系　Ⅲ」－「空き家等対策の強化」内に位置づけ
て、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

293 2 (3)

（唐湊には）公園等がなく防災対策が何もできない。防災無線の点
検・確認して欲しい。

　ご意見については、現在、自主防災組織が実施する防災訓練に対する支援
や、安心安全推進指導員による活動計画の策定支援などに取り組んでいると
ころであり、基本目標別計画「４－５　命を守る危機管理・防災力の向上」
－「施策の体系　Ⅱ」で、「地域における防災体制の充実と関係機関の連
携」において、引き続き取り組むこととしております。
　なお、防災行政無線の点検・確認については、毎年実施しているところで
す。

Ｂ

－101－



－102－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

294 2 (3)

田上の町づくりについて、記載していただいていることに感謝しま
す。

気がかりな点は、上区（田上７丁目）から先、つまり小牧迫・大牧地
区が区画整理に入っていないことです。区画整理地区から先のこれら
地区の道路整備など、計画に入れていただきたい。

　ご意見のあった道路整備については、地域別計画「Ⅰ　中央地域　（Ⅴ）
武・田上地区」－「基本的方向」で、「生活道路の整備や交通環境の形成を
図る」としており、引き続き生活道路の整備等に取り組むこととしておりま
す。

Ｂ

295 2 (3)

ＪＲ中央駅西口開発計画については、予算化していただきありがとう
ございました。計画が進む中で、問題等があればご相談させていただ
きたいと思います。

　賛同のご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｂ

296 2 (3)
中央駅西口の再開発について、市・県・ＪＲなどと連携を図り、大胆

に進めて欲しい。
　賛同のご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｂ

297 2 (3)

空家対策は今後の最も重要な取組の一つと感じる、回りが空家でそ
の家の瓦は落ちて、庭はぼうぼう、庭木は生い茂り、猫や穴熊そして
タヌキが出入りしている状態、見るにみかねる所が数多くある。これら
の環境整備を強化する必要がある。町内会未加入者と並行して増加
している気がする。

条件が整えば空家を更地にして地域の高齢者クラブ等に貸し付け
て菜園地としたら、どんなに地域住民が喜ぶだろう。語らいの場とな
り、引きこもりの防止にもなる。

　ご意見については、管理不全な空き家等の発生の抑制と対応に取り組んで
いるほか、空家の活用を検討している所有者等に対して空家活用アドバイ
ザー派遣を行い、空き家等の活用などに取り組んでいるところであり、基本
目標別計画「６－２　暮らしやすい生活基盤の構築」－「施策の体系　Ⅲ」
－「空き家等対策の強化」内に位置づけて、引き続き取り組むこととしてお
ります。

Ｂ

298 2 (3)

世界文化遺産、吉野公園、寺山ふれあい公園などのすばらしい施
設を活用できるよう、道路や駐車場整備、資料館、飲食施設の設置
等を考えてほしい。

　地域別計画「Ⅳ　吉野地域」－「基本的方向」で、「吉野公園、寺山ふれ
あい公園などの活用による交流の促進を図る」としており、ご意見のあった
寺山ふれあい公園等へのアクセス道路や駐車場は整備されていることから、
寺山自然遊歩道を含め、引き続き適切な維持管理に努めてまいりたいと考え
ております。
　なお、基本目標別計画「３－１　地域特性を生かした観光・交流の推進」
－「施策の体系　Ⅰ」で、「個性あふれる観光メニューづくり」に、また、
「５－５　市民文化の創造」－「施策の体系　Ⅱ」で、「文化財の保存の充
実と積極的な活用」に取り組むこととしており、ご意見のあった世界文化遺
産の駐車場、資料館の設置については、今後、実施計画の検討にあたり参考
とさせていただきます。

Ｂ

299 2 (3)

　（吉野地域）世界文化遺産周辺の道路の整備が必要。 　地域別計画「Ⅳ　吉野地域」－「主な施策・事業」で「吉野公園、寺山ふ
れあい公園、少年自然の家、寺山自然遊歩道などの活用」としており、ご意
見のあった寺山自然遊歩道については、引き続き適切な維持管理に努めてま
いりたいと考えております。
　なお、ご意見のあった道路の整備については、整備の必要性などを慎重に
見極める必要があることから、今後の参考とさせていただきます。

Ｂ

－102－



－103－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

300 2 (3)

鳥獣被害で野菜作りもいやけがさし、土地も荒れるので、鳥獣より
人の生活を優先する施策を入れる必要がある。

　ご意見のあった鳥獣被害対策については、基本目標別計画「３－５　農林
水産業の振興」－「施策の体系　Ⅱ」で、「◆鳥獣被害の防止」に取り組む
こととしております。

Ｂ

301 2 (3)

　生活環境（ヤンバル等）が悪化傾向にあるので取組が必要 　ご意見のあった生活環境の向上については、基本目標別計画「２－４　生
活環境の向上」－「施策の体系　Ⅱ」で、「環境美化・衛生活動の促進」に
取り組むこととしております。
　なお、ヤンバルトサカヤスデなど衛生害虫の発生については、広報啓発や
駆除活動等に取り組んでいるところです。

Ｂ

302 2 (3)

吉野・吉田線の県道拡幅が早く実現してほしい。人口拡大に伴い渋
滞多いため。

　ご意見については、地域別計画「Ⅳ　吉野地域」―「基本的方向」で、
「土地区画整理などの推進により良好な生活環境の形成を図る」としており
ます。

Ｂ

303 2 (3)

　（吉野地域）世界遺産周辺の整備 　ご意見のあった世界遺産周辺の整備については、基本目標別計画「５－５
市民文化の創造」－「施策の体系　Ⅱ」で、「◆世界文化遺産の構成資産の
管理保全と活用」に取り組むこととしております。

Ｂ

304 2 (3)

（吉野地域）土地区画整理に伴う人流の変化によって、高齢化世帯
とファミリー世帯との交流や、地域活性の人材不足など、大きな課題
になっている。街の整理で、人が整理されていく。インフラの（防犯灯、
ゴミ問題、環境）の負担を誰が担っていくのか、早めの施策が求めら
れる。

　ご意見のあったインフラ（防犯灯、ゴミ問題、環境）については、町内会
などの設置主体において管理・運営されるものと考えておりますが、地域コ
ミュニティ協議会や町内会の活動については、これまでもその支援に取り組
んできたところであり、基本目標別計画「１-１　地域社会を支える協働・連
携の推進」－「施策の体系　Ⅱ」－「地域コミュニティ活動の支援」及び
「地域活動の担い手の育成」内に位置づけて、引き続き取り組むこととして
おります。

Ｂ

305 2 (3)

区画整理が進み、人口が増え、吉野の2小学校は校舎不足によりプ
レハブ校舎で学んでいる。校舎の増築や学校の通学路の道路整備を
進め、安心安全なまちづくりとしてほしい。

　ご意見のあった校舎の増築については、現在、校舎・屋体等整備事業に取
り組んでいるところであり、基本目標別計画「５－３　学校教育の充実」－
「施策の体系　Ⅴ」－「施設の整備・充実」内に位置づけて、引き続き取り
組むこととしております。
　通学路の安全確保については、基本目標別計画「６－２　暮らしやすい生
活基盤の構築」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆安心・安全な道路空間の整
備」に取り組むこととしております。
　区画整理区域における安心安全なまちづくりについては、地域別計画「Ⅳ
吉野地域」－「基本的方向」で、「土地区画整理などの推進により良好な生
活環境の形成を図る」としております。

Ｂ

306 2 (3)

　（吉野地域）土地区画整理の推進 　ご意見については、地域別計画「Ⅳ　吉野地域」－「基本的方向」で、
「土地区画整理などの推進により良好な生活環境の形成を図る」としており
ます。

Ｂ

－103－



－104－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

307 2 (3)

　（吉野地域）県道の整備 　区画整理区域の県道整備については、地域別計画「Ⅳ　吉野地域」－「基
本的方向」で、「土地区画整理などの推進により良好な生活環境の形成を図
る」としております。
　また、現在、県道の整備促進に取り組んでいるところであり、基本目標別
計画「６－３　市民活動を支える交通環境の充実」－「施策の体系　Ⅰ」－
「広域道路網等の充実」内に位置づけて、引き続き取り組むこととしており
ます。

Ｂ

308 2 (3)

　吉野は人口増なので、道路、まちの整備を早急に進めてほしい。 　区画整理区域については、地域別計画「Ⅳ　吉野地域」－「基本的方向」
で、「土地区画整理などの推進により良好な生活環境の形成を図る」として
おります。
　また、道路の整備については、基本目標別計画「６－２　暮らしやすい生
活基盤の構築」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆安心・安全な道路空間の整
備」に取り組むこととしております。

Ｂ

309 2 (3)

（吉野地域）地域計画については区画整理が第一だと思います。一
日も早く完工していただきたいと思います。公園で安心して遊べるよう
に。

　ご意見については、地域別計画「Ⅳ　吉野地域」―「基本的方向」で、
「土地区画整理などの推進により良好な生活環境の形成を図る」としており
ます。

Ｂ

310 2 (3)

　土地区画整理を早く終了させる。 　ご意見については、地域別計画「Ⅳ　吉野地域」―「主な施策・事業」
で、「土地区画整理の推進（吉野地区・吉野第二地区）」としております。

Ｂ

311 2 (3)

天文館と中央駅のつなげ方（近いようで離れてる。この距離感をなく
す演出が必要）

　ご意見については、基本目標別計画「３－４　中心市街地の活性化」－
「施策の体系　Ⅰ」で、「にぎわい拠点を生かした回遊性向上」に取り組む
こととしております。 Ｂ

312 2 (3)
天文館公園の活用をしてほしい（木市、水まつり、菊まつり、イース

ポーツなど）
　地域別計画「Ⅰ　中央地域　（Ⅰ）中央地区」－「主な施策・事業」で、
「天文館公園の活用」を図るとしております。 Ｂ

313 2 (3)

　第六次総合計画の広がりを期待したい。
魅力あるまちづくり（鹿児島中央駅地下の有効利用）等イベントを

もっと増やすべきである。

　ご意見のあった鹿児島中央駅地下の有効利用については、地域別計画「Ⅰ
中央地域　（Ⅰ）中央地区」－「基本的方向」で、「多彩な地域資源やイベ
ントの充実等によるまちなかの魅力向上を図る」としており、「主な施策・
事業」の「鹿児島中央駅周辺の一体的まちづくり」の中で、現在、鹿児島中
央駅の地下通路におけるデジタル情報板社会実験の準備を進めております。

Ｂ

314 2 (3)

　甲突川を活かして、中央駅地区・天文館地区のつなぎに。 　ご意見については、基本目標別計画「３－４　中心市街地の活性化」－
「施策の体系　Ⅰ」で、「にぎわい拠点を生かした回遊性向上」に取り組む
こととしております。

Ｂ

－104－



－105－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

315 2 (3)

インフラの整備がとても大切である。特に県道鹿児島蒲生線と姶良
インターから蒲生への県道は産業道路化していて危険極まりない状
態である。早急に手を打ってほしい。

　ご意見のあった県道の整備については、地域別計画「Ⅴ　吉田地域」－
「主な施策・事業」で、「県道鹿児島蒲生線等の整備促進」に取り組むこと
としております。

Ｂ

316 2 (3)

県道40号の桑の丸地域の整備を急速にして空港線を整備してもら
いたいです。

　ご意見のあった県道の整備については、地域別計画「Ⅴ　吉田地域」－
「主な施策・事業」で、「県道鹿児島蒲生線等の整備促進」に取り組むこと
としております。

Ｂ

317 2 (3)

現状と課題で県道鹿児島吉田線の記載がある。一方で主な施策・
事業には県道鹿児島蒲生線等の整備促進とある。県道鹿児島吉田
線等の整備促進に修正した方が良いのではないか。又は、県道鹿児
島蒲生線は重要な県道ではあり、一部未整備箇所があるので、その
ことを現状と課題に追記してはどうか。（吉田地域内は整備済？）

　ご意見のあった県道の整備促進については、地域別計画「Ⅴ　吉田地域」
－「現状と課題」で「県道鹿児島蒲生線など、都心部と鹿児島空港や県北部
等とを結ぶ重要な幹線道路」とするとともに、「基本的方向」で「幹線道路
の整備促進による交通の円滑化や生活道路の整備などを進める」としてお
り、「主な施策・事業」で県道鹿児島蒲生線等（県道鹿児島吉田線を含む）
の整備促進に引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

318 2 (3)

　若者が住める地域にする為に団地（市営住宅）等の整備 　市営住宅については、現在、建替などの際に子育てのしやすさや子どもの
安全に配慮した子育て世帯向けの住戸を整備しているところであり、基本目
標別計画「６－２　暮らしやすい生活基盤の構築」－「施策の体系　Ⅲ」－
「多様な居住ニーズに対応する住環境の形成」内に位置づけて、引き続き取
り組むこととしております。

Ｂ

319 2 (3)

　地域で働く場所が必要ではないか。企業を呼び込める方策等 　ご意見については、基本目標別計画「３－３　地域産業の活性化」－「施
策の体系　Ⅰ」で、「◆新たな産業やサービス等の創出支援」や「◆新規創
業者等の育成支援」のほか、「◆クリエイティブ産業の振興」や「◆戦略的
な企業誘致・増設等」に取り組むこととしております。

Ｂ

320 2 (3)

　道路（県道、市道）の整備の取組強化
　集落の充実、コミュニティーよりも

　ご意見のあった道路の整備については、基本目標別計画「６－３　市民活
動を支える交通環境の充実」－「施策の体系　Ⅰ」で、「広域道路網等の充
実」に取り組むこととしております。

Ｂ

321 2 (3)

　具体的に政策の中身を表記し、住民へお知らせする！！ 　総合計画は、都市像や基本目標を示す「基本構想」、基本目標を踏まえた
施策の基本的方向や施策の体系を示す「基本計画」、施策を実現するため実
施する事業を示す「実施計画」の３層で構成され、基本構想・基本計画の策
定後に、実施計画を策定することとしており、策定した実施計画は、市ホー
ムページに掲載するほか、地域公民館などに配置するなど、周知・広報に努
めていくこととしております。

Ｂ

－105－



－106－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

322 2 (3)

災害時にそなえ、道路整備、避難所整備の必要があるのではない
か。

　ご意見のあった道路の整備については、「６－２　暮らしやすい生活基盤
の構築」－「施策の体系　Ⅰ」で、「自然災害から人と暮らしを守る道路の
整備」に取り組むこととしております。
　なお、避難所整備については、本市では、大雨や地震等の災害時に危険か
ら逃れるため、災害の種類ごとに、洪水浸水想定区域外・土砂災害警戒区域
外に立地していること、新耐震基準等を満たしていることなどの要件を満た
す小学校、地域福祉館などを指定避難所（指定緊急避難場所）として、避難
所間のバランス等にも配慮しながら、市内全域で２２４箇所（令和３年４月
１日時点）を指定し、避難者への対応を行っております。

Ｂ

323 2 (3)

　空き家対策 　ご意見については、現在、空家の活用を検討している所有者等に対して空
家活用アドバイザー派遣を行い、空き家等の活用などに取り組んでいるとこ
ろであり、基本目標別計画「６－２　暮らしやすい生活基盤の構築」－「施
策の体系　Ⅲ」－「空き家等対策の強化」内に位置づけて、引き続き取り組
むこととしております。

Ｂ

324 2 (3)

　行政との連携の強化・・・住民と行政の携わり希薄化している
　自治会・コミュ協・他各種団体の連携～行政との関係

　ご意見については、基本構想（案）の「３　基本構想」－「（２）基本目
標　信頼とやさしさのある　共創のまち」で、「市民や地域団体、大学、事
業者、行政など多様な主体が協働・連携し、新しい価値をともに創るまちづ
くりを進める」としております。

Ｂ

325 2 (3)

　県道を含む幹線道路の整備
例：国道328号と小山田～松元との道路整備

　ご意見については、地域別計画「Ⅲ　伊敷地域」－「基本的方向」で「幹
線道路の整備促進による交通の円滑化を図る」としており、県により事業化
された国道３２８号小山田バイパスの要望など、整備促進に引き続き取り組
むこととしております。

Ｂ

326 2 (3)

とにかく、人、人を地域に呼ぶにはどうしたらよいか？具体的な施策
を考えることが第一歩ではないでしょうか？
（※空き家対策が重要：若い人を呼び込む）
※自治会としては、実際に空き家の調査を行う。

　ご意見については、現在、空家の活用を検討している所有者等に対して空
家活用アドバイザー派遣を行い、空き家等の活用などに取り組んでいるとこ
ろであり、基本目標別計画「６－２　暮らしやすい生活基盤の構築」－「施
策の体系　Ⅲ」－「空き家等対策の強化」内に位置づけて、引き続き取り組
むこととしております。

Ｂ

327 2 (3)

　独居老人世帯の増加傾向にある為、見守り等の強化 　ご意見のあった独居老人世帯の見守りについては、基本目標別計画「４－
１　高齢化対策の推進」－「施策の体系　Ⅱ」で、「◆ひとり暮らし高齢者
等への生活支援」に取り組むこととしております。

Ｂ

－106－



－107－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

328 2 (3)

「甲突川源流」、「ららら周辺施設」をかかえる郡山として、グリーン・
スポーツツーリズム等の交流推進

　ご意見については、地域別計画「Ⅸ　郡山地域」－「基本的方向」で、
「スパランド裸・楽・良と郡山体育館などのスポーツ・レクリエーション施
設のさらなる活用や、八重の棚田をはじめとする地域資源を生かしたグリー
ンツーリズムの推進」に取り組むこととしております。

Ｂ

329 2 (3)

　 （鴨池地区の）豊富な施設の活用促進。 　ご意見のあった豊富な施設の活用促進については、地域別計画「Ⅰ　中央
地域　（Ⅲ）鴨池地区」－「基本的方向」で、「文化・スポーツ・レクリ
エーション機能を生かした広域交流空間の形成」や「公共施設の有効活用」
を図ることとしております。

Ｂ

330 2 (3)

　（鴨池地区）
いろいろたくさんの施設が多く、立地が良すぎるため、（時間帯に

よっては）交通渋滞も多く、危険運転する人もいるので、信号の流れ
などの円滑化による交通の流れを良くしてほしい。

　ご意見については、地域別計画「Ⅰ　中央地域　（Ⅲ）鴨池地区」－「基
本的方向」で「幹線道路等の整備促進や生活道路の整備による交通環境の改
善を図る」としております。
　交通渋滞対策については、国・県・市などで構成する交通渋滞対策協議会
において協議しているところであり、本市といたしましては、引き続き協議
会において対策を検討したいと考えております。
　臨港道路鴨池中央港区線については、国において令和８年度の完成に向け
て整備が進められていることから、今後も、国や県と連携を図りながら取り
組んでまいりたいと考えております。
　鹿児島南北幹線道路については、早期事業化を、引き続き、国や県に対し
要望してまいります。
　なお、信号機の改善などの要望については、警察と連携して対応している
ところであり、ご意見につきましては、所管する警察署にお伝えいたしま
す。

Ｂ

331 2 (3)

　（鴨池地区）
交通を含めた鴨池地区の社会資本を有効に活用した市バックアップ

のイベントを多層・目的別に複数実施。

　ご意見のあったイベントの実施については、地域別計画「Ⅰ　中央地域
（Ⅲ）鴨池地区」－「基本的方向」で、「文化・スポーツ・レクリエーショ
ン機能を生かした広域交流空間の形成」や「公共施設の有効活用」を図るこ
ととしております。

Ｂ

332 2 (3)

　（鴨池地区）
事業について、紫原陸橋、照明灯等、今にも台風・地震等で壊れや

すいように見えるので、対策が必要ではないか。

　ご意見については、現在、橋りょう長寿命化事業に取り組んでいるところ
であり、基本目標別計画「６－２　暮らしやすい生活基盤の構築」－「施策
の体系　Ⅳ」－「◆長寿命化計画等に基づく取組の推進」に位置づけて、引
き続き取り組むこととしております。

Ｂ

－107－



－108－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

333 2 (3)

　（鴨池地区）
　渋滞問題の解消

　ご意見については、地域別計画「Ⅰ　中央地域　（Ⅲ）鴨池地区」－「基
本的方向」で「幹線道路等の整備促進や生活道路の整備による交通環境の改
善を図る」としております。
　交通渋滞対策については、国・県・市などで構成する交通渋滞対策協議会
において協議しているところであり、本市といたしましては、引き続き協議
会において対策を検討したいと考えております。
　臨港道路鴨池中央港区線については、国において令和８年度の完成に向け
て整備が進められていることから、今後も、国や県と連携を図りながら取り
組んでまいりたいと考えております。
　鹿児島南北幹線道路については、早期事業化を、引き続き、国や県に対し
要望してまいります。

Ｂ

334 2 (3)

　甲突川の筏下りで表彰された。もっと川に親しむ取組を。親水。 　ご意見については、基本構想（案）の「３　基本構想」－「（２）基本目
標　自然と都市が調和した　うるおいのあるまち」で、「生物多様性の保
全・活用や水と緑豊かな美しいまちづくりに取り組み、人と自然が共生し、
うるおいと安らぎを感じられる環境を整える」としております。
　なお、平成２６年３月に策定した鹿児島市生物多様性地域戦略において、
自然環境の保全に関する取組を行っており、令和３年度に策定する次期生物
多様性地域戦略においても、引き続き自然環境の保全とその恵みの持続可能
な活用に取り組んでまいります。

Ｂ

335 2 (3)

　それぞれの地域を知ることが肝要。 　地域別計画においては、各地域・地区別の現状及び課題、まちづくりの基
本的方向を明らかにするとともに、基本目標別計画の各種施策の主なものに
ついて掲載しており、その推進にあたっては、地域の実情に応じた施策・事
業について、さらに検討を進めることとしております。

Ｂ

336 2 (3)

待機児童ゼロに→原良校区の児童クラブが早速開所しました。原良
校区に住む者として、大変ありがたいです。感謝申し上げます。

　賛同のご意見として承り、今後も必要に応じて余裕教室の活用や専用施設
の設置、民間による設置などにより、児童クラブの整備を進めてまいりま
す。

Ｂ

337 2 (3)

甲突川の上部に位置する原良西町内会は山側もあり待遇や大雨の
時は住民からいつ避難したらいいか、場所はと聞かれるので、ハザー
ドマップを

　ご意見のあった「ハザードマップ」については、基本目標別計画「４－５
命を守る危機管理・防災力の向上」－「施策の体系　Ⅱ」で、「防災意識啓
発活動の推進」において、防災ガイドマップ等により災害時の避難行動の理
解促進に取り組んでおります。

Ｂ

－108－



－109－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

338 2 (3)

現場の認識と少し違和感を感じるので、地区の現状と課題の文章を
見直してもらえないか。

例えば、２０数年前のハチロク水害の経験地区でもあり、山崩れや
浸水災害に対して、恐怖感を持っている住民が多数残っている。一
方、高層マンションの建築増加により若い世代が混入し、隣近所との
繋がりが希薄化している。

　ご意見につきましては、地域別計画「Ⅰ　中央地域　（Ⅳ）城西地区」－
「現状と課題」で、地区の地形等について、「地区の中央を流れる甲突川沿
岸の平坦地と丘陵部の住宅団地等で構成」されていることを記載しておりま
す。
　また、災害対応や地域での共助については、特定の地区の課題ではなく、
全市的な課題として認識しており、基本目標別計画「４－５　命を守る危機
管理・防災力の向上」－「施策の体系　Ⅱ」で、「防災意識啓発活動の推
進」で全市的に取り組むほか、「１－１　地域社会を支える協働・連携の推
進」－「現状と課題」の中に位置付けて取り組むこととしております。

Ｂ

339 2 (3)

中央地区は他の地域に無い甲突川を生かした街・地域作りを市・町
内会・学舎と連帯して、施設をもっとアピールし、使用し易く、伝統行
事（曽我どんの傘焼き）、イベント（甲突川筏下り、六月灯）等でコミュ
ニティを図り、若い家族や子供達の参加で地域の催事を継承できるよ
う取り組めたら。

　地域資源を生かした地域コミュニティ協議会や町内会の活動については、
これまでもその支援に取り組んできたところであり、基本目標別計画「１－
１　地域社会を支える協働・連携の推進」－「施策の体系　Ⅱ」－「地域コ
ミュニティ活動の支援」内に位置づけて、引き続き取り組むこととしており
ます。

Ｂ

340 2 (3)

谷山北部地区はスポーツ施設等が多く、地域特色としても良いので
は。

　ご意見については、地域別計画「Ⅱ　谷山地域　（Ⅰ）谷山北部地区」－
「基本的方向」で、「スポーツ施設等を活用し、健康・スポーツを通じた交
流を促進する」としております。

Ｂ

341 2 (3)

現状と課題の中に高齢化の進む団地において、高齢化の進みによ
り活力の低下の中、「みらい団地」の構想もあるが、「空家対策の充
実」も併せての施策が必要と考えられます。

　ご意見については、現在、空家の活用を検討している所有者等に対して空
家活用アドバイザー派遣を行い、空き家等の活用などに取り組んでいるとこ
ろであり、基本目標別計画「６－２　暮らしやすい生活基盤の構築」－「施
策の体系　Ⅲ」－「空き家等対策の強化」内に位置づけて、引き続き取り組
むこととしております。

Ｂ

342 2 (3)

谷山北部地区にある私の町内会の諸問題が、基本計画の中に多く
取り組みを進めてあることに、期待を多く持ちたいと感じました。積極
的な具体的実行に進んでください。町内会として支援・協力は惜しみ
ません。

　賛同のご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｂ

343 2 (3)

　（谷山北部地区）地区の商店の維持の施策が必要です。 　ご意見については、基本目標別計画「３－３　地域産業の活性化」－「施
策の体系　Ⅱ」で、「◆商店街等の活性化支援」に取り組むこととしており
ます。

Ｂ

344 2 (3)

　（谷山北部地区）
　幹線道路の整備が緊急課題。

　幹線道路の整備については、地域別計画「Ⅱ　谷山地域　（Ⅱ）谷山地
区」－「基本的方向」で「広域的な幹線道路の整備を促進する」としてお
り、県道小山田谷山線の要望など、整備促進に引き続き取り組むこととして
おります。

Ｂ

－109－



－110－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

345 2 (3)

　（谷山北部地区）永田川沿いの大洪水に対する対策。避難所確保。 　ご意見のあった「永田川沿いの避難所確保」については、基本目標別計画
「４－５　命を守る危機管理・防災力の向上」－「施策の体系　Ⅱ」の、
「防災意識啓発活動の推進」や「地域における防災体制の充実と関係機関の
連携」で、防災ガイドマップ等の作成や避難所の確保に取り組んでおりま
す。
　なお、永田川の管理は、鹿児島県となっておりますので、ご意見を鹿児島
県へ伝えるとともに、今後の災害対策の実施にあたり参考にさせていただき
ます。

Ｂ

346 2 (3)

（桜島地域）人口を減らさない（増やす）ためには、仕事があること、
暮らしやすさが大事。観光と椿油が重要。一企業の頑張り、各企業の
頑張りでは無理なので、行政を含め、多様な主体の総力戦で取り組
むべき。暮らしやすさには教育（こども）、交通、安全が重要。

　ご意見のあった桜島地域の観光については、地域別計画「Ⅵ　桜島地域」
－「基本的方向」で、「体感的な観光・レクリエーションの促進」に取り組
むこととしております。
　椿油については、基本目標別計画「３－５　農林水産業の振興」－「施策
の体系　Ⅲ」で、「地域資源の魅力向上」に取り組むこととしており、今
後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただきます。
　教育については、「５－３　学校教育の充実」－「施策の体系　Ⅱ」で、
「学習指導の充実」や「キャリア教育など時代の変化に対応する教育の充
実」に取り組むこととしております。
　交通については、「６－３　市民活動を支える交通環境の充実」で、「効
率的で持続可能な公共交通体系の構築」に取り組むこととしており、ご意見
については、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただきます。
　安全については、これまでも、安心安全なまちづくりを推進するため、各
種の取組を進めてきているところです。

Ｂ

347 2 (3)

特に高齢化が進んでいる桜島地域では、高齢者の住みやすい施策
を強化する必要がある。

　ご意見については、桜島地域だけでなく、全市的に対応が必要な課題と考
えており、基本目標別計画「４－１　高齢化対策の推進」－「施策の体系
Ⅱ」で、「住みよい環境づくりの推進」に取り組むこととしております。 Ｂ

348 2 (3)

島内からフェリーを利用して市街地までの交通アクセスの連携は課
題と明記してはどうか。

　ご意見については、地域別計画「Ⅵ　桜島地域」－「現状と課題」で、
「桜島港周辺における陸上交通機関との連携」を挙げており、交通環境の改
善に取り組むこととしております。

Ｂ

349 2 (3)

（桜島地域）農家の高齢化により、ビワやミカン造りが少なくなった。
これからの農業のやり方を考えることが大事

　ご意見については、基本目標別計画「３－５　農林水産業の振興」－「施
策の体系　Ⅰ」で、「新規就業者の確保・育成」に取り組むとともに、地域
別計画「Ⅵ　桜島地域」－「基本的方向」で、「地域の特性を生かした農業
振興を図る」としており、引き続き、ビワやミカンなどの特産農産物の生産
振興に取り組むこととしております。

Ｂ

－110－



－111－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

350 2 (3)

桜島は観光と農林水産業について、高齢化問題について、取り組ん
でほしい。

　ご意見のあった桜島地域の観光については、地域別計画「Ⅵ　桜島地域」
－「基本的方向」で、「体感的な観光・レクリエーションの促進」に、ま
た、農林水産業については、「Ⅵ　桜島地域」－「基本的方向」で、「地域
の特性を生かした農業振興」に取り組むことしております。
　なお、高齢化問題については、桜島地域だけでなく、全市的に対応が必要
な課題と考えており、基本目標別計画「４－１　高齢化対策の推進」に取り
組むこととしております。

Ｂ

351 2 (3)

中山地区は田園地帯で有り、緑ゆたかな地域であります。特に永田
川下流に位置する我々の地域は自然環境に恵まれています。環境に
配慮したまちづくりをしてほしい。

　ご意見については、基本構想（案）の「３　基本構想」－「（２）基本目
標　自然と都市が調和した　うるおいのあるまち」で、「生物多様性の保
全・活用や水と緑豊かな美しいまちづくりに取り組み、人と自然が共生し、
うるおいと安らぎを感じられる環境を整える」としております。
　なお、平成２６年３月に策定した鹿児島市生物多様性地域戦略において、
自然環境の保全に関する取組を行っており、令和３年度に策定する次期生物
多様性地域戦略においても、引き続き自然環境の保全とその恵みの持続可能
な活用に取り組んでまいります。

Ｂ

352 2 (3)

中山地区は人口増加に反比例して道路の整備がかなり遅れていま
す。道路整備を第一にして子供達の安心安全な通学路にしてほしい。

　ご意見のあった「安全な通学路」については、基本目標別計画「６－２
暮らしやすい生活基盤の構築」－「施策の体系　Ⅰ」で、「快適な道路環境
の整備」に取り組むこととしており、現在、安心・安全な道路空間の整備に
取り組んでいるところです。

Ｂ

353 2 (3)

中山地区には史跡や歴史的なものが数多く有ります。保存と調和の
とれた開発をしてほしい。

　ご意見のあった史跡等の保存については、基本目標別計画「５－５　市民
文化の創造」－「施策の体系　Ⅱ」で、「◆埋蔵文化財指定文化財等の保存
活用」に取り組むこととしております。
　また、「６－１　機能性の高い都市空間の形成」－「施策の体系 Ⅰ」で
「総合的・計画的な土地利用の推進」に取り組むこととしており、ご意見に
ついては、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただきます。

Ｂ

354 2 (3)

空家、空地の樹木などが繁茂して交通障害や環境衛生悪化の原因
になっている。所有者か市が伐採するなど具体策を検討して欲しい。

　現在、管理不全な空き家等の発生の抑制と対応に取り組んでおり、ご意見
のあった、空き家等の適正管理については、基本目標別計画「６－２　暮ら
しやすい生活基盤の構築」－「施策の体系　Ⅲ」で、「空き家等対策の強
化」に取り組むこととしております。

Ｂ

355 2 (3)

官民一体で、公共交通の利便性の向上を図ってほしいです（バス便
数の見直しなど）

　ご意見については、基本目標別計画「６－３　市民活動を支える交通環境
の充実」－「施策の体系　Ⅱ」で、「公共交通の利用促進・サービス水準の
向上」に取り組むこととしております。

Ｂ

－111－



－112－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

356 2 (3)

取組・課題について賛同しますが、まずは日常生活に支障のないよ
う、重点的にお願いします。安心安全最優先に、当地域（吉野地域）
は全般的道路問題が優先。通学路である道路狭し、樹木進出し、夏
は側帯の草繁茂・雨天時は傘走行危険大。

　ご意見のあった道路の整備及び維持・管理については、基本目標別計画
「６－２　暮らしやすい生活基盤の構築」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆安
心・安全な道路空間の整備」に取り組むこととしております。 Ｂ

357 2 (3)
住宅団地の活性化に向けた施策の取組が実現していくことを願って

います。
　賛同のご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｂ

358 2 (3)

（喜入地域では）高齢者世帯が増加し、田舎の商店は店を閉め毎日
の買い物もできない。交通手段もどうにもならない。

　ご意見のあった買い物弱者対策については、現在、商店街等が商品宅配や
買物代行サービス等に取り組む場合の支援制度を設けているところであり、
基本目標別計画「３－３　地域産業の活性化」－「施策の体系　Ⅱ」－「魅
力ある地域拠点づくりの推進」内に位置づけて、引き続き取り組むこととし
ております。
　また、交通手段の確保については、「６－３　市民活動を支える交通環境
の充実」－「施策の体系　Ⅱ」で、「公共交通不便地等における交通手段の
確保」に取り組むこととしており、今後、実施計画の検討にあたり参考とさ
せていただきます。

Ｂ

359 2 (3)

上町地区は、鹿駅周辺が淋しい。再開発をかんまちあ及びその周
辺に工夫して他地区からの訪問者を増やしたい。

　地域別計画「Ⅰ　中央地域　（Ⅱ）上町地区」－「基本的方向」で、「鹿
児島駅周辺における再開発の推進やイベントの充実等により、にぎわいの創
出と交流の促進を図ります」としており、浜町１番街区再開発事業の推進や
かんまちあの活用などに取り組んでおります。

Ｂ

360 2 (3)
市電延長はぜひ実現し、ドルフィンポートの集客施設などつなげた

い。観光バス立寄箇所にならないといけない。
　賛同のご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｂ

361 2 (3)

鹿児島駅周辺は、かって鹿児島市の中心として、多くの人々が行き
交う賑わいのある商店街でした。現在では、鹿児島駅も立派な駅舎に
なり、路面電車も連動し、老若男女、子どもたちがスポーツ、レクレー
ションできる”かんまちあ”もあり恵まれています。しかし、夜になれば
薄暗く、ベットタウンになっています。鹿児島市は、安心安全のため、
街路灯の電気代の補助もしてくださっています。が、コロナ禍で、ＧＤ
Ｐが過去最低、ホテルをはじめ飲食業が困窮しています。通り会員が
会費を払えない状況です。安心安全まちづくりの観点から、夜通りを
行き交う住民のために、１つでも街路灯の照明を消さないで欲しい。
小さな通り会を残して欲しい。毎年、土木使用料、道路占用料だけで
も免除して欲しい。地域別計画に関する意見ではありませんが。現状
です。

　ご意見については、現在、商店街が維持管理する街路灯の電気料の一部を
助成するなど、消費者が安心して買い物ができる環境づくりを支援してお
り、基本目標別計画「３－３　地域産業の活性化」－「施策の体系　Ⅱ」－
「◆商店街等の活性化支援」内に位置づけて、引き続き取り組むこととして
おります。
　なお、道路占用料については、新型コロナウイルスによる免除はありませ
んが、今後の参考とさせていただきます。

Ｂ

－112－
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

362 2 (3)

上町地区にあった温泉・銭湯がこの数年で複数経営をとりやめて限
られた件数に減少してきています。健康増進、地域交流、地域活性
化、鹿児島の独自性を高めるために、温泉の見える化の視点を加え
てはどうか（ドルフィンの足湯はオリジナルでした）。

　ご意見については、現在、温泉を活用したリラックス法などの情報提供に
取り組んでおり、基本目標別計画「４－３　健康・医療の充実」－「施策の
体系　Ⅰ」－「体の健康づくり」内等に位置付けて、引き続き取り組むこと
としております。
　また、現在、温泉都市としての魅力をＰＲするガイドマップを作成してい
るところであり、「３－１　地域特性を生かした観光・交流の推進」－「施
策の体系　Ⅰ」－「◆自然、歴史・文化、食などの魅力活用」内に位置づけ
て、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

363 2 (3)

　（桜島地域）現状と課題・基本的方向
「少子高齢化は全市でもっとも高い」とあるが、これは現状認識では

なく、重要課題ではないか。人口減少への対応策は「現状維持」「増
加」「減少前提」等基本的方向を示さないと、施策の方向性が定まら
ず統一も感じられない。ぜひ基本的方向を定め、施策を打ち出してほ
しい。

　桜島地域の人口減少については、地域別計画「Ⅵ　桜島地域」－「基本的
方向」に、交通環境の改善を図り、地域の特性を生かした農業振興や地域活
力の維持・増進、地域課題の解決に向け、住民と行政がともに力を発揮でき
るまちづくりを進めることなどを記載し、各面から取り組むこととしており
ます。

Ｂ

364 2 (3)

　（桜島地域）現状と課題・基本的方向
地域住民として、高齢者がこんなに多くいるのに基本的方向が明記

されないのは違和感。高齢者が元気で居場所がある、自宅・病院等
で医療にかかれる、生活の困りごとを解消できる等、基本的方向に関
連させるべきではないか。

　桜島における高齢化への対応については、地域別計画「Ⅵ　桜島地域」－
「基本的方向」の「地域活力の維持・増進」や「地域課題の解決に向け、住
民と行政がともに力を発揮できるまちづくり」の中に含まれております。
　なお、ご意見については、桜島地域だけでなく、全市的に対応が必要な課
題と考えており、基本目標別計画「４－１　高齢化対策の推進」－「施策の
体系　Ⅰ」－「生きがいづくりの推進」及び「施策の体系　Ⅱ」－「在宅福
祉サービスの充実」に、また、「４－３　健康・医療の充実」－「施策の体
系　Ⅲ」で、「良質で適切な医療の確保」や「救急・休日夜間における医療
体制の確保」に取り組むこととしております。

Ｂ

365 2 (3)

　（桜島地域）現状と課題・基本的方向
第一産業は島内の特色ですが、こちらも後継者不足や、高齢者の

趣味・兼業で行っていると聞きます。そうすると生産ができなくなる可
能性があるので、課題として扱い、基本方針に関連させるべきでない
か。

　ご意見については、他地域においても同様の課題があることから、基本目
標別計画「３－５　農林水産業の振興」－「施策の体系　Ⅰ」で、「新規就
業者の確保・育成」に取り組むこととしております。
　また、地域別計画「Ⅵ　桜島地域」－「基本的方向」に、「地域の特性を
生かした農業振興を図る」としております。

Ｂ

366 2 (3)

　（桜島地域）現状と課題・基本的方向
黒神中学校は全生徒一人に教員複数が就いています。島内全体の

学校が小規模校なので効率化・学校存続のために、島内留学を更に
進める必要がある。北海道浦幌、島根隠岐島前など、過疎地域で有
名な取り組みが多くあり参考にしたり、島内住民に養子制度などの活
用を促す施策等を行い、子どもが多い桜島になってほしい。

　ご意見については、現在、自然豊かな小規模校への通学を希望する保護者
や児童生徒を対象に、指定校以外への入学や転校を認める特認校制度を小学
校14校、中学校5校の計19校で設けているところであり、他地域を含め基本目
標別計画「５－３　学校教育の充実」－「施策の体系　Ⅴ」－「教育費の負
担軽減等の教育環境の充実」内に位置づけて、引き続き取り組むこととして
おります。

Ｂ

－113－
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

367 2 (3)

　（桜島地域）主な施策・事業
噴火もそうですが、台風や大雨での避難も毎年多くなっている。それ

への備えも必要なので、「台風や大雨での土砂崩れ等」の追記が必
要だと住んでいて感じる。

　ご意見のあった「台風や大雨での土砂崩れ等」については、桜島地域だけ
でなく、全市的に対応が必要な課題と考えており、基本目標別計画「４－５
命を守る危機管理・防災力の向上」－「施策の体系　Ⅱ」で、「防災意識啓
発活動の推進」において、防災ガイドマップの配布等により、台風や土砂災
害等について、市全域での避難行動の理解促進に取り組んでおります。

Ｂ

368 2 (3)

　（桜島地域）主な施策・事業
　改新交流センター以外の公的施設の活用は必要ないでしょうか？

　ご意見については、桜島地域には、改新交流センターをはじめ、桜島総合
体育館や桜島溶岩グラウンドなど様々な公共施設があり、それらを生かし、
地域別計画「Ⅵ　桜島地域」－「基本的方向」で「公共施設の有効活用を図
る」としております。

Ｂ

369 2 (3)

　（桜島地域）主な施策・事業
「古里公園」は団体がスポーツ等で利用しているものを見たことがな

い。 また広い施設があるが、手が加えられている様子もなく、住民・
行政の両者から放置されている印象を受けます。アリーナ・グラウンド
に合わせて、ぜひ明記をし活性してほしい。

　ご意見のあった古里公園については、現在、適切な維持管理に取り組んで
いるところであり、また、地域別計画「Ⅵ　桜島地域」の地図に明記してお
りますとともに、その活用については「基本的方向」の「公共施設の有効活
用」内に位置づけて、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

370 2 (3)

今後益々過疎化が急速に進むと思われる。街中の活性化より周辺
地域の活性化に取り組む施策が見えてこない。吉田地域は10年間
で”こうする、こうなる”が示されていないので喜びを感じない。

　ご意見のあった吉田地域の活性化につきましては、地域別計画「Ⅴ　吉田
地域」－「基本的方向」及び「主な施策・事業」内に位置づけて、各面から
取り組むこととしており、ご意見については、今後、実施計画の検討にあた
り、参考にさせていただきます。

Ｄ

371 2 (3)

　東昌校区のスクールバス 　ご意見のあったスクールバスについては、費用負担や運行方法などの課題
から、市独自の運行は現段階では対応は難しいと考えておりますが、今後の
参考とさせていただきます。
　なお、自宅から学校までの距離が一定以上の場合などには、公共交通機関
にかかる通学費補助制度の対象となる場合もありますので、通学先の学校へ
お尋ねください。

Ｄ

372 2 (3)

松元地域の現状と課題にあるとおり、平坦地域が少ない所で山林
が多いという地の利を生かして、松元地域全域を全てのスポーツがで
きる施設をつくり、スポーツ用品店、飲食店などを誘致し、松元にいっ
たら、何でもスポーツ用品が買えるというふうになると、経済効果も大
きいのではないかと思う。地域内循環のバスなどが走るなどしたら良
いのでは。

　松元地域においては、松元平野岡体育館等のさらなる利用促進を考えてお
りますが、ご意見については、今後の参考とさせていただきます。

Ｄ

－114－
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

373 2 (3)

（上町地区）コミュニティサイクルの運営とあるが、行く先がないので
はないか。上町ツーリズム、ツーリングコースの整備など、観光資源
を生かす小旅行の取組を地域住民と一緒に行ってはどうか。また、民
間企業と連携し、史跡に近い場所にコミュニティサイクルの拠点を整
備してはどうか。

　基本目標別計画「３－２　スポーツ交流・振興の推進」－「施策の体系
Ⅰ」で、「魅力あるスポーツコンテンツの充実」、「にぎわいの核となる施
設の充実」に取り組むこととしており、ご意見のあった自転車を活用した観
光振興については、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただきま
す。
　なお、コミュニティサイクルは、環境に配慮した移動手段として、市内中
心部の交通結節点などにサイクルポートを配置し、その増設については、こ
れまで、段階的に取り組んでいるところであり、ご意見については、今後、
具体的な事業を進めるにあたっての参考とさせていただきます。

Ｄ

374 2 (3)

（上町地区）基本的方向に鹿児島駅周辺のにぎわいの創出とある
が、水族館をより生かしたにぎわい創出はできないか。車で来て車で
帰ってしまう現状があるので、周辺の商店街との連携、お客様導線の
再考をお願いしていただければと思います。（この基本的方向の項目
に書くことではないかもしれませんが）

　基本目標別計画「３－１　地域特性を生かした観光・交流の推進」－「施
策の体系　Ⅰ」で、「◆観光施設の魅力づくり」に取り組むこととしてお
り、仙巌園との共通チケットのほか、周辺で行われるイベント等で連携を図
り、周辺のにぎわい創出に取り組んでいるところです。
　ご意見については、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただき
ます。

Ｄ

375 2 (3)

（上町地区）公園類がもっと増えると良いと思うが、その中でもスケ
ボーパーク等の人気のスポーツを検討して遊具なども考えてほしい。

　基本目標別計画「２－３　人と自然が共生する都市環境の構築」－「施策
の体系　Ⅲ」で、「身近な公園・広場の創出・拡充」に取り組むこととして
おり、ご意見のあった上町地区における公園等の整備については、施策に基
づく具体的な事業を進めるにあたっての参考とさせていただきます。
　また、　基本目標別計画「３－２　スポーツ交流・振興の推進」－「施策
の体系　Ⅰ・Ⅱ」で、「にぎわいの核となる施設の充実」、「地域のスポー
ツ施設等の充実」に取り組むこととしており、ご意見については、今後、実
施計画の検討にあたり参考とさせていただきます。

Ｄ

376 2 (3)

（上町地区）鹿児島駅前開発と商業施設の誘致と、かんまちあ公園
の活性化（ベイサイドとの連絡通路）

　地域別計画「Ⅰ　中央地域　（Ⅱ）上町地区」－「基本的方向」で、「鹿
児島駅周辺における再開発の推進やイベントの充実等により、にぎわいの創
出と交流の促進を図ります」としており、ご意見については、今後、実施計
画の検討にあたり、参考にさせていただきます。

Ｄ

377 2 (3)
　（上町地区）街路灯の設置（薩摩義士碑～岩崎谷崎入口の緑地帯） 　ご意見のあった道路照明灯については、設置の必要性などを慎重に見極め

る必要があることから、今後の参考とさせていただきます。 Ｄ

378 2 (3)

本港区と名山町、易居町、山下町、小川町、浜町一体でスマートシ
ティの導入を検討してほしい。

　特に先導的かつ重点的に取り組むべき施策として位置づけている「重点プ
ロジェクト」の中で「“ＩＣＴで住みよいまち”推進プロジェクト」に取り
組むこととしており、ご意見については、今後、実施計画の検討にあたって
の参考とさせていただきます。

Ｄ

－115－



－116－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

379 2 (3)

（谷山地区）もっとミニマム、ローカルな課題がある。区画整理によっ
てコミュニティが分断させる恐れ。町内会の解散といった情報が隣接
町内会より伝わってきて、他人事ではない。

　ご意見については、地域別計画「Ⅱ　谷山地域　（Ⅱ）谷山地区」－「基
本的方向」で、「土地区画整理の推進や生活道路の整備など生活環境の改善
を図ります」としており、今後具体的な事業を進めるにあたっての参考とさ
せていただきます。
　町内会加入促進や活動の活性化に向けた支援等に取り組んできたところで
あり、ご意見につきましては、地域の実情や社会情勢等の変化を踏まえた、
今後のコミュニティ活性化の方策の検討に当たっての参考とさせていただき
ます。

Ｄ

380 2 (3)
県道加世田線たわわタウン付近の渋滞解消のため、県道玉取迫線

（西谷山小南付近）から支所大久保線に接続する。
　ご意見のあった県道玉取迫線への道路整備については、事業費等の課題も
あることから、今後の参考とさせていただきます。 Ｄ

381 2 (3)

　（伊敷地域）伊敷3号線の活性化 　ご意見については、地域別計画「Ⅲ　伊敷地域」－「基本的方向」で、
「地域の生活拠点において、生活利便施設の立地誘導を図る」としており、
今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただきます。 Ｄ

382 2 (3)

伊敷地域も団地を中心とした都市部と郊外の農山村地域の違いも
あるのでそれぞれの地域特性を生かした計画にしていただきたい。

　ご意見については、地域別計画「Ⅲ　伊敷地域」－「基本的方向」で、
「地域の生活拠点において、生活利便施設の立地誘導を図る」、「地域の特
性を生かした農業振興、自然環境の保全・活用」としており、今後、実施計
画の検討にあたり参考とさせていただきます。

Ｄ

383 2 (3)

（伊敷地域に）サッカースタジアムの設置、川内原発事故30㎞以内
の住民の避難に備えて、避難場所の設置。十分な駐車場が取れる。

　サッカー等スタジアムの整備については、地域経済への波及効果の観点か
ら、立地については、中心市街地との回遊性に優れた都心部が望ましいと考
えておりますが、ご意見については今後の参考とさせていただきます。
　また、ご意見のあった川内原発事故時の30km圏内の住民（鹿児島市民）の
避難については、吉野、城西、谷山地区に駐車場を備えた避難所を最大で１
０カ所開設し対応することとしております。

Ｄ

384 2 (3)

（伊敷地域）高齢化が進む中、バスの便も少なくなった。また、買い
物に出かけるにも非常に難しい。解決を急いでもらいたい。

　ご意見については、基本目標別計画「６－３　市民活動を支える交通環境
の充実」－「施策の体系　Ⅱ」で、「公共交通不便地等における交通手段の
確保」に取り組むこととしており、今後、実施計画の検討にあたり参考とさ
せていただきます。

Ｄ

385 2 (3)

（小山田地域に）核になる病院、スーパー等の建築に市が支援す
る。

　ご意見については、地域別計画「Ⅲ　伊敷地域」－「基本的方向」で、
「地域の生活拠点において、生活利便施設の立地誘導を図る」としており、
今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただきます。

Ｄ
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

386 2 (3)

　市全体が同じように発展していく（伊敷地域が遅れないように） 　本市の各地域・地区においては、それぞれに様々な特性や、現状・課題が
あることから、地域別計画では、地域の実情に応じた施策・事業に取り組む
ことで、人口減少と少子高齢化が進む中においても、地域において安心して
暮らせる生活環境を形成することとしております。ご意見については、今後
の参考とさせていただきます。

Ｄ

387 2 (3)

　（伊敷地域）児童クラブ増設 　基本目標別計画「５－１　少子化対策・子育て支援の推進」－「施策の体
系　Ⅳ」で、「児童クラブの充実」に取り組むこととしており、ご意見につ
いては、今後の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ

388 2 (3)

3号線沿いにお茶の里のような施設があれば地域の活性化に繋が
ると思われる。

　基本目標別計画「３－１　地域特性を生かした観光・交流の推進」－「施
策の体系　Ⅰ」で、「鹿児島素材を生かした多様なツーリズムの展開」に取
り組むこととしており、ご意見については、今後、実施計画の検討にあたり
参考とさせていただきます。

Ｄ

389 2 (3)

ユナイテッドＦＣ施設について回り（道路、食堂など）をどう生かせば
良いか。

　基本目標別計画「３－２　スポーツ交流・振興の推進」－「施策の体系
Ⅰ」で、「◆地元プロスポーツチームとの連携」に取り組むこととしてお
り、ご意見のあった鹿児島ユナイテッドＦＣのトレーニング施設を活用した
地域活性化については、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただ
きます。

Ｄ

390 2 (3)

ユナイテッドトレーニング施設ができることで、そのメリットを活かして
いけるのか大いに疑問に思っている。対応について目に見える活動
がされているのか。されているなら公開してみなさんの意見を聞く場を
設けて欲しい。

　地域別計画「Ⅶ　喜入地域」－「主な施策・事業」で「鹿児島ユナイテッ
ドＦＣトレーニング施設の活用」に取り組むこととし、現在、クラブとコ
ミュニティ協議会等との交流の支援を行っているところです。
　ご意見のあった意見を聞く場については、今後、具体的な事業の実施にあ
たっての参考とさせていただきます。

Ｄ

391 2 (3)

（喜入地域の）自然を活かす―海水浴場、千貫平（登山、キャンプ）
等での利用

　基本目標別計画「３－２　スポーツ交流・振興の推進」－「施策の体系
Ⅰ」で、「魅力あるスポーツコンテンツの充実」、「にぎわいの核となる施
設の充実」に取り組むこととしており、ご意見のあった生見海水浴場の利用
促進については、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただきま
す。
　なお、千貫平自然公園については、市が県から維持管理を受託している施
設であり、ご意見については、所有者である県にお伝えいたします。

Ｄ

392 2 (3)

（喜入に）公園（高齢者や子供たち等が利用し、コミュニケーションす
る）を作って。

　基本目標別計画「２－３　人と自然が共生する都市環境の構築」－「施策
の体系　Ⅲ」で、「身近な公園・広場の創出・拡充」に取り組むこととして
おり、ご意見のあった喜入地域における公園の整備については、施策に基づ
く具体的な事業を進めるにあたっての参考とさせていただきます。

Ｄ
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

393 2 (3)

（喜入地域）今後いろんなイベントが予想されます。駐車場が一番問
題になると思います。広い場所、整備の件も考えてほしい。（サッカー
ユナイテッドとの関わり合いは・・・喜入支所としての役割は？）

　基本目標別計画「３－２　スポーツ交流・振興の推進」－「施策の体系
Ⅰ」で、「◆地元プロスポーツチームとの連携」に取り組むこととしてお
り、ご意見については、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただ
きます。
　駐車場整備の件については、土地の確保や土地管理者との協議等の課題が
あり、現段階では対応が難しいと考えておりますが、今後の参考とさせてい
ただきます。
　鹿児島ユナイテッドＦＣとの関わり合いについては、地域別計画「Ⅶ　喜
入地域」－「主な施策・事業」で「鹿児島ユナイテッドＦＣトレーニング施
設の活用」としており、「鹿児島ユナイテッドＦＣとつなぐ地域活性化喜入
支所検討委員会」を定期的に開催し、喜入地域の活性化に取り組んでいると
ころです。

Ｄ

394 2 (3)

現在喜入地区には、団体客が訪れた時対応できる店が無い。保養
館センター内の食堂の開設を検討していただきたいので地区内の飲
食店への説明も欲しい。

　基本目標別計画「３－２　スポーツ交流・振興の推進」－「施策の体系
Ⅰ」で、「◆地域資源を生かしたスポーツ環境の充実」に取り組むこととし
ており、ご意見のあったマリンピア喜入内の飲食店については、今後、実施
計画の検討にあたり参考とさせていただきます。

Ｄ

395 2 (3)
「武岡公園」の整備を進めるとき、アクセス道路を武岡団地方面から

もつくる。
　ご意見のあった武岡公園へのアクセス道路については、具体的な事業を進
めるにあたっての参考とさせていただきます。 Ｄ

396 2 (3)
新川沿いの市道の拡充・整備をして欲しい。唐湊方面から市電電停

へぬける市道（ＪＲ地下道）を広げる施策はできないものか。
　ご意見のあった市道の拡幅等については、事業費等の課題もあることか
ら、今後の参考とさせていただきます。 Ｄ

397 2 (3)

　田上小学校周辺の土地区画整理事業については以前より叫ばれて
いるが、いまだに動きが見られない原因は何か。早急に取り組んで欲
しい。

　現在、田上小学校周辺において土地区画整理事業の検討に取り組んでいる
ところであり、地域別計画「Ⅰ　中央地域　（Ⅴ）武・田上地区」－「基本
的方向」で、「生活環境の改善に向けて土地区画整理事業を検討する」とし
ております。ご意見については、今後、施策に基づく具体的な事業を進める
にあたっての参考とさせていただきます。

Ｄ

398 2 (3)
武岡公園の整備に合わせて、常盤トンネル方面への迂回・避難道

路の新設を。孤立防止のため
　ご意見のあった避難道路等の整備については、事業費等の課題もあること
から、今後の参考とさせていただきます。 Ｄ

399 2 (3)

　避難道路新設を
武中の通学路である武岡墓地線については、崖崩れ等が多発し、

特に梅雨時になると、いつ、どこが崩れるのか不安の日が続きます。
現在も工事中です。なお、武の台の住民は車が必需品化のなか、武
岡墓地線が通行止めになると孤立化してしまいます。武岡公園建設
時に武岡方面への避難道路の新設を是非ともお願い致します。

　ご意見のあった市道武岡墓地線については、現在、崩落箇所の復旧に向け
取り組んでいるところであり、基本目標別計画「６－２　暮らしやすい生活
基盤の構築」－「施策の体系　Ⅰ」－「自然災害から人と暮らしを守る道路
の整備」内に位置づけて、引き続き取り組むこととしております。
　なお、避難道路の整備については、事業費等の課題もあることから、今後
の参考とさせていただきます。

Ｄ
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

400 2 (3)

若者の定住促進のため、集合住宅（市営住宅）の思い切った建て替
えを進めて欲しい。

　市営住宅の建替については、公営住宅等長寿命化計画に基づき、財政負担
の軽減・平準化を図りながら、計画的に取り組んでおります。
　ご意見については、今後の参考とさせていただきます。

Ｄ

401 2 (3)

武岡明和地区のため、地域公民館を考えて欲しい。学校統合後に
考えてみては。

　ご意見のあった地域公民館については、これまで様々な状況を勘案し建設
してきた経緯があり、新規建設には財政負担や設置場所などの課題から、慎
重に見極める必要があると考えておりますが、今後の参考とさせていただき
ます。

Ｄ

402 2 (3)
　新川にフタをして道路の拡幅にできないかものか。 　ご意見のあった道路の拡幅等については、河川管理上の課題もあることか

ら、今後の参考とさせていただきます。 Ｄ

403 2 (3)

　概ね賛成の立場から
町内会加入促進事業を今後も切れ目なく強化して欲しい。武岡で２

年間取り組んできたが、やってよかったと思っている。５年や１０年先
を見越した活動強化が必要です。このまま無対策でいると減少傾向
をたどると思う。

　町内会への加入促進については、これまでも町内会への補助や広報啓発な
ど各面から取り組んできたところであり、ご意見については、今後、町内会
加入促進モデル事業の検証などを通じた加入促進策の検討に当たっての参考
とさせていただきます。

Ｄ

404 2 (3)

新川沿いの道路の拡張、裏通りの拡張、直線化を早急にお願いい
たします。新川にフタをして道路化する意見がありましたが、具体的に
方法を考えたり、費用がどの位になるか割り出してみてもいいのでは
ないでしょうか。

　ご意見のあった道路の拡幅等については、河川管理上の課題もあることか
ら、今後の参考とさせていただきます。

Ｄ

405 2 (3)

　田上小校区の区画整理　早期の実現をお願いしたい。 　現在、田上小学校周辺において土地区画整理事業の検討に取り組んでいる
ところであり、地域別計画「Ⅰ　中央地域　（Ⅴ）武・田上地区」－「基本
的方向」で、「生活環境の改善に向けて土地区画整理事業を検討する」とし
ております。ご意見については、今後、施策に基づく具体的な事業を進める
にあたっての参考とさせていただきます。

Ｄ

406 2 (3)

　新川の河川沿いの県道の拡大などの実現 　田上小学校周辺においては、現在、土地区画整理事業の検討に取り組んで
いるところです。ご意見については、今後の検討にあたっての参考とさせて
いただき、管理者である県にもお伝え致します。

Ｄ

407 2 (3)

西郷団地は産業が弱く、飲食店も少ない。高齢化社会に向けて、子
育て世代とともに高齢者のいこいの場が必要。

　基本目標別計画「５－１　少子化対策・子育て支援の推進」－「施策の体
系　Ⅳ」で、「◆地域子育て支援拠点施設の運営・相談体制の充実」に取り
組むこととしており、ご意見のあった「子育て世代のいこいの場」について
は、今後の取組の参考とさせていただきます。
　なお、「高齢者のいこいの場」については、既存の施設の配置状況など、
各面からの検討が必要と考えております。

Ｄ
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

408 2 (3)

区画整理区域の生活環境の整備に当っては、ゴミステーション用
地、駐車場用地の確保に配慮していただきたい。

　ご意見については、基本目標別計画「６－１　機能性の高い都市空間の形
成」―「施策の体系　Ⅲ」で、「◆土地区画整理の推進」に取り組むことと
しており、今後、施策に基づく具体的な事業を進めるにあたっての参考とさ
せていただきます。
　なお、ごみステーションについては、利用される方々や町内会等に設置を
お願いしているところであり、今後も地域の実情を把握している町内会等に
確保をお願いしたいと考えております。

Ｄ

409 2 (3)

吉野第二地区が整備されると交通量が増えるので、今から稲荷町、
吉田インター付近の対策が必要。

　基本目標別計画「６－３　市民活動を支える交通環境の充実」－「施策の
体系　Ⅰ」で、「広域道路網等の充実」に取り組むこととしており、ご意見
のあった幹線道路の整備促進については、今後、施策に基づく具体的な事業
を進めるにあたっての参考とさせていただきます。

Ｄ

410 2 (3)

　交通量増加に伴う～県道鹿児島吉田線（立平～インター入口）間の
拡幅促進

　基本目標別計画「６－３　市民活動を支える交通環境の充実」－「施策の
体系　Ⅰ」で、「広域道路網等の充実」に取り組むこととしており、ご意見
のあった県道鹿児島吉田線の整備促進については、今後、施策に基づく具体
的な事業を進めるにあたっての参考とさせていただきます。

Ｄ

411 2 (3)

吉野町という社会のまとまりとして開発・創生を進めるのか、市街地
住宅街で近郊農業混在地として維持していくのか。人口減少の中で、
生き残っていける地域社会であれるように。

　ご意見については、地域別計画「Ⅳ　吉野地域」－「基本的方向」で、
「地域の生活拠点への生活利便施設の立地誘導や土地区画整理などの推進に
より良好な生活環境の形成を図る」としており、今後、実施計画の検討にあ
たり参考とさせていただきます。

Ｄ

412 2 (3)

寺山ふれあい公園、寺山自然遊歩道周辺の重点的な公園づくりに
して取組む。

　両施設については、引き続き適切な維持管理に努めてまいりたいと考えて
おります。ご意見のあった同施設周辺の重点的な公園づくりについては、他
地域とのバランスや財政的な制約といった課題もあり、実施の必要性などを
慎重に見極める必要があると考えておりますが、今後の参考とさせていただ
きます。

Ｄ

413 2 (3)

（吉野地域）人が集まる「支所」機能の充実を考える（支所がせま
い）。

　ご意見のあった支所の建て替えについては、本市の財政事情や既存施設の
配置状況、公共施設等総合管理計画なども十分に踏まえた上で、実施の必要
性などを慎重に見極める必要があると考えております.

Ｄ

414 2 (3)
　寺山ふれあい公園など施設の充実が必要。 　ご意見のあった寺山ふれあい公園の施設の充実については、具体的な事業

を進めるにあたっての参考とさせていただきます。 Ｄ

415 2 (3)

　支所の建物を新しくして会議室やステージ等を設置。 　ご意見のあった支所の建て替えについては、本市の財政事情や既存施設の
配置状況、公共施設等総合管理計画なども十分に踏まえた上で、実施の必要
性などを慎重に見極める必要があると考えております。

Ｄ
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

416 2 (3)

ウォーターフロントをスポーツイベント（自転車競技など）に活用して
ほしい。

　基本目標別計画「３－２　スポーツ交流・振興の推進」－「施策の体系
Ⅰ」で、「◆地域特性を生かしたスポーツイベントの開催」に取り組むこと
としており、ご意見のあった自転車等のスポーツイベントについては、今
後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただきます。

Ｄ

417 2 (3)

マンション等が増加しているが、コミュニティの取れない人々が増加
している様に思う。町内会や校区コミュ（協）との連絡が取りやすい仕
組がつくれないかと思う。

　加入促進については、これまでも町内会の加入促進活動に対する補助や、
転入者・市営住宅入居者への働きかけなど、関係部局と連携した取組に加
え、県宅建協会等との協定に基づき、所属会員に加入促進リーフレットを配
布していただくなど各面から取り組んできたところであり、ご意見について
は、今後、加入促進策の検討に当たっての参考とさせていただきます。

Ｄ

418 2 (3)

高齢化が進行する中、集落機能を今後どう維持するか、集落が機
能しなくなると思います。

　人口減少と少子高齢化が進む中において、地域において安心して暮らせる
生活環境を形成するために、居住や都市機能の誘導と公共交通体系の構築等
により、地域活力の維持・増進を図るとともに、コンパクトなまちづくりを
推進することとしており、ご意見については、今後、実施計画の検討にあた
り参考とさせていただきます。

Ｄ

419 2 (3)

町内の人口が少ないのは宅地転用がなかなか出来ないのでは？
農地から宅地へ

　農業生産の基盤となる農地を守るため、農地を農業以外で利用することに
ついては農地法等により規制がございます。
　ただし、農地法等の条件に合えば、農地を農業以外で利用することも可能
です。
　ご意見については、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただき
ます。

Ｄ

420 2 (3)

（吉田地域）公園（子供）を整備して下さい。他地域にはたくさんあ
る。

　基本目標別計画「２－３　人と自然が共生する都市環境の構築」－「施策
の体系　Ⅲ」で、「身近な公園・広場の創出・拡充」に取り組むこととして
おり、ご意見のあった吉田地域における公園の整備については、施策に基づ
く具体的な事業を進めるにあたっての参考とさせていただきます。

Ｄ

421 2 (3)

区画整理をもっとスピーディーにやって欲しい。通学路でもあり、危
険な状態にある。集中的にやって欲しい。

　ご意見については、基本目標別計画「６－１　機能性の高い都市空間の形
成」－「施策の体系　Ⅲ」で、「◆土地区画整理の推進」に取り組むことと
しており、今後、施策に基づく具体的な事業を進めるにあたっての参考とさ
せていただきます。

Ｄ

－121－



－122－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

422 2 (3)

　平成の名水百選をアピールし、生かす工夫とかせげる手法の確立 　平成の名水百選「甲突池」については、令和元年度に本市で名水サミット
を開催し、甲突池をはじめ八重地区一帯の魅力を全国に発信いたしました。
また、名水百選カードを作成し無料配布するとともに、水辺環境ガイドブッ
クやホームページ等に掲載しております。さらに、甲突池は本市の「かごし
ま自然百選」に選定されており、貴重な自然の魅力を広く周知することによ
り保全が図られるよう、引き続き積極的な情報発信に努めていきたいと考え
ております。
　ご意見については、今後、実施計画の検討にあたっての参考とさせていた
だきます。

Ｄ

423 2 (3)

　幹線道路の歩道の整備（瀬々山協、南方テ前、川田地区） 　基本目標別計画「６－３　市民活動を支える交通環境の充実」－「施策の
体系　Ⅰ」で、「広域道路網等の充実」に取り組むこととしており、ご意見
のあった幹線道路の歩道整備については、今後、施策に基づく具体的な事業
を進めるにあたっての参考とさせていただきます。

Ｄ

424 2 (3)

小学校の整備統合の計画があるが、前期計画には明確に出てな
い。〔子ども・文教政策〕にある学校運営の充実に含まれるのか？抽
象的に記載しているのか分からない。

　ご意見については、現在、よりよい教育環境づくり推進事業において、対
象校の保護者や地域住民に意見交換の開催を呼び掛けるなどしており、これ
らを通じて学校の規模適正化・適正配置の検討を進めてまいりたいと考えて
おりますので、今後の参考とさせていただきます。

Ｄ

425 2 (3)

県道川内郡山線以外の幹線道路を課題と主な施策に追加するこ
と。

　基本目標別計画「６－３　市民活動を支える交通環境の充実」－「施策の
体系　Ⅰ」で、「広域道路網等の充実」に取り組むこととしており、ご意見
のあった幹線道路の整備については、今後、施策に基づく具体的な事業を進
めるにあたっての参考とさせていただきます。

Ｄ

426 2 (3)

鴨池地区、とりわけ都市部の地域コミュニティの衰退化、非組織的
状況は大変厳しい。人々、団体を結び付け、地域連携を保ち、まちづ
くりを進めるには、最後の゛切り札”である地域コミュニティ協議会の確
立にかかる。安定的で持続可能な制度設計を急ぐべきである。（現在
の要綱型協議会から条例型協議会に。制度そのものを強固にしない
と持たない！！）

　地域社会を支える地域コミュニティ協議会や町内会等の重要性については
認識しており、ご意見につきましては、安定的で持続可能な制度に向けた施
策検討に当たっての参考とさせていただきます。
　なお、自治基本条例の制定につきましては参考にさせていただきます。

Ｄ

427 2 (3)

　（鴨池地区）
　学校への協力依頼
　鹿児島市では、これまでも様々な分野で依頼されてきたと思うが、よ
り充実させるためにも学校側からの支援を得られるようにさらに努め
る。（学生が積極的に参加しやすいように参加賞などをつける等）

　基本目標別計画「１－３　多角的な連携・交流の推進」－「施策の体系
Ⅱ」で、「大学との包括連携の推進」に取り組むこととしており、ご意見に
ついて、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただきます。

Ｄ

－122－



－123－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

428 2 (3)

　市立病院跡地の公園にあるカフェを他の公園にも作っては。 　基本目標別計画「２－３　人と自然が共生する都市環境の構築」－「施策
の体系　Ⅲ」で、「広く市民に親しまれる公園の充実」に取り組むこととし
ており、ご意見のあった城西地区をはじめとした他の公園へのカフェの設置
については、施策に基づく具体的な事業を進めるにあたっての参考とさせて
いただきます。

Ｄ

429 2 (3)

中山・山田地区の宅地開発による人口増加で学区の取組が必要と
考えられる。

　ご意見については、現在、よりよい教育環境づくり推進事業において、対
象校の保護者や地域住民に意見交換の開催を呼び掛けるなどしており、これ
らを通じて学校の規模適正化・適正配置の検討を進めてまいりたいと考えて
おりますので、今後の参考とさせていただきます。
　また、校区の変更等については、必要に応じて、「鹿児島市立小中学校区
審議会」に諮問してまいりたいと考えております。

Ｄ

430 2 (3)

　ふれスポを活用した谷北スポーツ祭典の開催。 　基本目標別計画「３－２　スポーツ交流・振興の推進」－「施策の体系
Ⅰ」で、「◆地域特性を生かしたスポーツイベントの開催」に取り組むこと
としており、ご意見については、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせ
ていただきます。

Ｄ

431 2 (3)

　中山地区から東開地区の朝晩の交通渋滞がひどい。 　幹線道路の整備については、基本目標別計画「６－２　暮らしやすい生活
基盤の構築」－「施策の体系　Ⅰ」で、「快適な道路環境の整備」に取り組
むこととしており、現在、幹線道路網の整備促進に取り組んでいるところで
す。ご意見については、今後、実施計画の検討にあたっての参考とさせてい
ただきます。

Ｄ

432 2 (3)

清和地区・中山地区は人口が増えている。住宅地が多くなってい
る。

　ご意見については、基本目標別計画「６－１　機能性の高い都市空間の形
成」－「施策の体系　Ⅰ」で、「コンパクトなまちづくりの推進」、「総合
的・計画的な土地利用の推進」に取り組むこととしており、今後、実施計画
の検討にあたり参考とさせていただきます。

Ｄ

433 2 (3)

　県体育館を谷山地域に誘致してほしい。 　基本目標別計画「３－２　スポーツ交流・振興の推進」－「施策の体系
Ⅰ」で、「にぎわいの核となる施設の充実」に取り組むこととしており、県
が施設の具体的な機能や規模・構成・候補地などの検討を行うこととされて
おりますことから、検討状況を注視し、必要に応じ対応してまいりたいと考
えております。

Ｄ

434 2 (3)

少子高齢化が今後益々進行して、移動手段が免許返納の要請との
関連で、公共交通機関の利用が主なるような感覚でいます。スポーツ
ランドなどに行くための環状線バスの構想をしてもらえないでしょう
か。

　ご意見については、基本目標別計画「６－３　市民活動を支える交通環境
の充実」で、「効率的で持続可能な公共交通体系の構築」に取り組むことと
しており、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただきます。

Ｄ

－123－



－124－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

435 2 (3)

　谷山地区の史跡観光マップを作成してはどうでしょうか。 　基本目標別計画「３－１　地域特性を生かした観光・交流の推進」－「施
策の体系　Ⅰ」で、「◆自然、歴史・文化、食などの魅力活用」に取り組む
こととしており、ご意見については、今後、実施計画の検討にあたり参考と
させていただきます。

Ｄ

436 2 (3)

過去10年間の都市計画は、全体像が見えない規制緩和等により、
本地区において、道路整備、健全な農業環境の維持など失敗であっ
たが、その認識がないまま、新しい計画が出されようとしている。具体
的に何をどのようにするか、全体像はどうなっているかもう少し市民
（住民）が分かる形で示す必要がある。

　ご意見については、現在、総合計画の都市計画に関する部門の実現化計画
である第二次かごしま都市マスタープランの策定に取り組んでいることか
ら、プランの検討にあたり参考とさせていただきます。

Ｄ

437 2 (3)

高齢者の施設利用を無料にせず、料金を取るべき（トレーニングセ
ンター）

　ご意見のあったふれあいスポーツランド内のトレーニング施設における高
齢者の施設利用料の徴収については、高齢者への負担を増加させるといった
課題もあり、実施の必要性などを慎重に見極める必要があると考えておりま
すが、今後の参考とさせていただきます。

Ｄ

438 2 (3)

　地域別計画にも重点プロジェクトが必要 　本市の現況や時代の潮流などを踏まえ、特に先導的かつ重点的に取り組む
ものとして、重点プロジェクトを位置付けており、ご意見については、今後
の参考とさせていただきます。

Ｄ

439 2 (3)

（桜島地域）バスの運行の数が少ない。通学の時間があわない。
フェリーをおりて、2時間ぐらいまつことがある為、東桜島から桜島支
所までバスの乗り換えが必要なので1つのバスでいけるようにしてほ
しい。

　ご意見については、基本目標別計画「６－３　市民活動を支える交通環境
の充実」で、「効率的で持続可能な公共交通体系の構築」に取り組むことと
しており、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただきます。
　なお、路線バスの運行ダイヤ等については、交通事業者により設定されて
いるため、個別の路線の要望に関しましては、交通事業者にもお伝えさせて
いただきたいと考えております。

Ｄ

440 2 (3)

　（桜島地域）公共バス便を増やしてほしい（市営バスに統一する方向
で進めること）通学、通勤、病院通いに不便。

　ご意見については、基本目標別計画「６－３　市民活動を支える交通環境
の充実」で、「効率的で持続可能な公共交通体系の構築」に取り組むことと
しており、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただきます。
　なお、路線バスの運行ダイヤ等については、交通事業者により設定されて
いるため、個別の路線の要望に関しましては、交通事業者にもお伝えさせて
いただきたいと考えております。

Ｄ

441 2 (3)

　学校統合問題。スケジュールを明確にしてほしい。 　ご意見については、現在、よりよい教育環境づくり推進事業において、対
象校の保護者や地域住民に意見交換の開催を呼び掛けるなどしており、これ
らを通じて学校の規模適正化・適正配置の検討を進めてまいりたいと考えて
おりますので、今後の参考とさせていただきます。

Ｄ

－124－



－125－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

442 2 (3)

桜島の交通インフラは高齢者の通院、買い物の足として、若年層、
子ども達の通勤・通学として、また観光の側面でも重要。桜島1周の
ルート、またフェリーや学校など他とのダイヤの調整は具体的に取り
組んで頂きたい。

　ご意見については、基本目標別計画「６－３　市民活動を支える交通環境
の充実」－「効率的で持続可能な公共交通体系の構築」に取り組むこととし
ており、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただきます。
　なお、路線バスの運行ダイヤ等については、交通事業者により設定されて
いるため、個別の路線の要望に関しましては、交通事業者にもお伝えさせて
いただきたいと考えております。

Ｄ

443 2 (3)

永田川両側道路の整備をし、サイクリングロード交通制限をして、ス
ポーツと健康のまちづくりを計画してほしい。

　基本目標別計画「３－２　スポーツ交流・振興の推進」－「施策の体系
Ⅱ」で、「地域のスポーツ施設等の充実」に取り組むこととしており、ご意
見については、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただきます。
 なお、ご意見のあった道路は、河川管理用通路となっており、管理者である
県にお伝え致します。

Ｄ

444 2 (3)

課題の通り人口減割合が高いとある。これに呼応して施策に桜島な
らではの事業を取り上げて欲しい。

例えば、地域所有の共同納骨堂、神社社殿や公民館建屋維持が課
題となっている。工法や金銭面を含め維持管理を相談したい。

　桜島地域の人口減少については、桜島地域の特性を考慮して、多方面から
取り組むこととしております。
　ご意見のあった公民館建屋の維持管理につきましては、改修費に対する市
の補助制度や資金融資のあっせんなどがありますのでご相談ください。

Ｄ

445 2 (3)

自然環境政策の3.の人と自然が共生する都市環境の構築につい
て、自由ヶ丘団地の城跡公園は緊急時の一時避難場所となっていま
すが、有事の際は十分な広さとは言えません。古くなった遊具等も修
理要請すると面積にそぐわないとのことで、撤去したい旨の申し出が
あります。同団地内の椿公園も小規模で決して満足するものではあり
ません。椿公園の代替えとして、城跡公園の隣にある土地と交換し、
拡張の検討も必要かと思っています。利用する近隣住民(希望ヶ丘・
入来）や校区内外の幼稚園や保育園等にとっても城跡公園隣は有意
義な公園となっています。また、近くにある農業用水に使用していた
牟田池の整備も含め、憩いの場所として沢山の近隣住民が集える場
にしてもらいたものです。

　基本目標別計画「２－３　人と自然が共生する都市環境の構築」－「施策
の体系　Ⅲ」で、「身近な公園・広場の創出・拡充」や「広く市民に親しま
れる公園の充実」に取り組むこととしております。
　ご意見のあった椿公園と城跡公園の隣の土地との交換については、関連す
る区画整理事業との整合や財政的な制約といった課題もあり、実施の必要性
などを慎重に見極める必要があると考えておりますが、今後の参考とさせて
いただきます。
　また、牟田池については、「２－３　人と自然が共生する都市環境の構
築」－「施策の体系　Ⅰ」で、「生物多様性の持続的な活用」に取り組むこ
ととしており、ご意見のあった内容については、今後、施策に基づく具体的
な事業を進めるにあたっての参考とさせていただきます。

Ｄ

446 2 (3)

人口の減少傾向で老年人口比率が全市で最も高いということに驚
いた。住んでみたいと思えるような、生活の利便性、交通機関との連
携など、少しでも、島内から人が出ていかないように、考えてみてはど
うか。

　ご意見のあった生活の利便性については、地域別計画「Ⅵ　桜島地域」－
「基本的方向」で、「地域の生活拠点において、生活利便施設の立地誘導を
図る」としており、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただきま
す。
　交通機関との連携については、基本目標別計画「６－３　市民活動を支え
る交通環境の充実」で、「効率的で持続可能な公共交通体系の構築」に取り
組むこととしており、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただき
ます。

Ｄ

－125－



－126－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

447 2 (3)

住宅団地などで高齢化が進む中、活力の低下が懸念されていま
す。生活道路や、交通環境、交通機関（バス）、整備（効果的な）を進
め、暮らしやすいまちづくりを強化する必要があると思います。

　基本目標別計画「６－１　機能性の高い都市空間の形成」－「施策の体系
Ⅱ」で「住宅団地の活性化」に取り組むこととしており、ご意見について
は、今後の参考とさせていただきます。

Ｄ

448 2 (3)

（武・田上地区では）バス路線の廃止が続いているが、交通弱者救
済のため、コミュニティバスの導入を検討願いたい。

　ご意見については、基本目標別計画「６－３　市民活動を支える交通環境
の充実」－「施策の体系　Ⅱ」で、「公共交通不便地等における交通手段の
確保」に取り組むこととしており、今後、実施計画の検討にあたり参考とさ
せていただきます。

Ｄ

449 2 (3)
武岡公園の整備にあたっては、武岡方面からの交通アクセスにつ

いて、特段の配慮を願いたい。
　ご意見のあった武岡公園へのアクセス道路については、具体的な事業を進
めるにあたっての参考とさせていただきます。 Ｄ

450 2 (3)

谷山北部地区は中山校区等、人口増であり、隣接の松元地域は、
春山校区、石谷校区等も同様なため、２地区をまたがる交通アクセス
は朝夕大渋滞である。県道小山田谷山線整備と並行して、春山～
五ヶ別府～星ヶ峯の市道整備でバイパスの充実を望む。

　ご意見のあった谷山北部地区と松元地域を結ぶバイパス道路の整備につい
ては、事業費等の課題もあることから、今後の参考とさせていただきます。

Ｄ

451 2 (3)

　茶畑等のスプリンクラーで水処置をお願いします。
　茶畑除草剤の散布の事前通達

　ご意見のあった茶畑のスプリンクラーについては、防霜対策等の目的で畑
かん施設において活用されております。
　また、除草剤等の農薬の適正な使用については、引き続き、生産者への指
導に取り組んでまいります。

Ｅ

452 2 (3)

（松元地域に）福祉団体が一堂に集える福祉館の設置を検討して欲
しい。

　地域福祉館については、類似の公共施設との関連や人口、地理的条件等を
踏まえ、整備してきており、現在のところ、新たな整備計画はございません
が、ご意見として承ります。

Ｅ

453 2 (3)
　（松元地域）住宅が増えているが、町内会運営に苦労している。 　ご意見として承ります。

Ｅ

454 2 (3)
　（松元地域に）高齢者福祉館の施設整備を切望する。 　ご意見のあった高齢者福祉センター等の新たな施設整備については、既存

の施設の配置状況など、各面からの検討が必要と考えております。 Ｅ

455 2 (3)

松元地域は宅地開発が進み、石谷小の付近等住宅がどんどん建
設されているので、下水道の整備等を進める必要がある。

　公共下水道については、都市施設として市街化区域内を対象に処理区域の
拡大に努めているところですが、ご意見をいただいた松元地域は、公共下水
道の計画区域外となっております。
　同地域については、浄化槽処理促進区域（公共下水道事業計画区域以外の
区域）として、浄化槽によるし尿及び雑排水の適正な処理を促進しており、
ご意見として承ります。

Ｅ

456 2 (3)
　松元中学校校区の道路整備を市議会で色々検討してください。 　ご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｅ

－126－
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

457 2 (3)

（上町地区）ドルフィンポート跡地の早期開発をし、鹿駅との交流の
場の促進

　ドルフィンポート跡地については、土地所有者である県が、国際会議など
を開催できるコンベンション機能や展示機能を備える施設の整備など、その
方向性を検討することとしております。
　本市としては、県と緊密に連携を図りながら、個性と魅力あるまちづくり
の推進に取り組んでまいりたいと考えております。

Ｅ

458 2 (3)
　（上町地区）医療センター入口交差点（１０号）歩道の改良 　ご意見については、管理者である鹿児島国道事務所にお伝え致します。

Ｅ

459 2 (3)

鹿児島駅の再開発が浜町1番街区とかんまちあ活用の2つでは再活
性化は難しいのでは。もっと面的な再開発、道路の立体交差を含めて
検討してほしい。

　現在、鹿児島駅周辺において、にぎわいの創出と交流の促進を図るため、
浜町１番街区再開発事業の推進やかんまちあの活用などに取り組んでおりま
す。面的な再開発、道路の立体交差についてはご意見として承ります。

Ｅ

460 2 (3)
　（谷山地区）南高校横の土地の利用はどうなっているのか。 　土地区画整理後の土地利用については、土地所有者である県において検討

することとなります。 Ｅ

461 2 (3)
　（谷山地区）土地区画整理事業などの期間が長すぎる。 　ご意見の内容も踏まえながら、土地区画整理事業の推進に努めてまいりま

す。 Ｅ

462 2 (3)
　（谷山地区）区画整理に時間がかかる 　ご意見の内容も踏まえながら、土地区画整理事業の推進に努めてまいりま

す。 Ｅ

463 2 (3)
（谷山地区）谷山緑地の活用・整備について、地域住民の意見を取

り入れるべきではないか。
　ご意見のあった谷山緑地については、県において、谷山緑地再生計画に取
り組んでいることから、管理者である県にお伝えします。 Ｅ

464 2 (3)

（例えば県体育館）箱物が建ってくると、交通量に対し、大きな影響
を与える。以上マクロ的見地から、交通量、交通網の調査を通じ対策
を実施していく必要がある。

　ご意見として承ります。

Ｅ

465 2 (3)

（谷山地区）２２５号線沿いにもかかわらず、市街化調整区域にされ
ているので土地の有効活用ができなくなっています。調整区域の見直
しはできないのですか。

　市街化区域への編入については、全市的な都市計画見直しにおいて都市計
画法の趣旨を踏まえた上で、総合的に検討を行っているところです。

Ｅ

466 2 (3)

慈眼寺公園周辺の整備→考古歴史館前から慈眼寺団地一帯を吊
橋で継ぎ、景観修景とする。

　慈眼寺公園周辺については、令和３年４月に景観形成重点地区に指定し、
景観形成の目標として、「慈眼寺公園を中心とした豊かな自然と周辺の歴史
的雰囲気を守り、育てる景観づくりを進めます。」としております。ご意見
として承ります。

Ｅ
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

467 2 (3)

市電を走らせようという構想をお持ちの方もいらっしゃいますが、私
は、谷山の風景を上から眺めながら移動するモノレールを走らせたら
どうかと思います。モノレール（自動運転）なら土台を間隔を空けて設
置でき、環境を楽しみながら、移動できる。乗り場をどこに設置するか
も今後誘致しやすい。高齢化が進む中、高齢者の足となる車の所有
台数も減らせ、観光客を導くこともできる。

　本市における公共交通としては、現在、鉄道、路面電車、路線バス等があ
り、それぞれが市民等の移動手段として重要な役割を担っていると考えてお
り、モノレールについては、現段階では対応は難しいと考えておりますが、
ご意見として承ります。

Ｅ

468 2 (3)

　小野土地区画整理組合の事業振興の指導 　ご意見のあった「小野土地区画整理事業」については、関係法令等に基づ
き土地所有者等が自ら組合を設立し、公共施設の整備改善及び宅地の利用増
進を図ることを目的に事業を行っているものであり、本市は現在、関係法令
等に基づき適切な対応を行っているところです。

Ｅ

469 2 (3)

（伊敷地域）市街化調整区域の緩和を図ってもらいたい。自分の土
地でありながら、不自由な事が多すぎるので。

　ご意見のあった「市街化調整区域」については、都市計画法で市街化を抑
制すべき区域ですが、指定既存集落等においては、住宅建築や一定規模の開
発は可能となっております。

Ｅ

470 2 (3)
（地域別計画）具体的な取り組みに欠けている。市民の声をよく聞い

て頑張ってください。
　地域別計画の主な事業・施策の推進に当たっては、市民の皆様のご意見等
も踏まえて取り組んでまいりたいと考えております。 Ｅ

471 2 (3)

　防災拠点の整備として、河頭校区に福祉館の設置を。 　地域福祉館については、類似の公共施設との関連や人口、地理的条件等を
踏まえ、整備してきており、現在のところ、新たな整備計画はございません
が、ご意見として承ります。

Ｅ

472 2 (3)

実行力を担保するため、支所に地域別計画調整担当置くべき。それ
ができなければ、政策企画課内に「伊敷地域担当」を明確化して、「主
な施策・事業」の実施にむけて部局をまたいで、調整できるようにする
べきだ。

　各支所総務市民課においては、地域振興担当の職員を配置しているところ
であり、ご意見も踏まえ、政策企画課や地域振興課と連携し、総合計画の策
定・推進に努めてまいります。

Ｅ

473 2 (3)

（伊敷地域）鹿児島市は商工業があまりにも南に片寄りすぎて、北
西部の寂れが目立ちます。

これは静かな住宅地で良い事ですが、国道3号線渋滞を緩和する
（北インターの乗り降りの無償化が必要）

　ご意見のありました交通渋滞対策については、国・県・市などで構成する
交通渋滞対策協議会において協議しているところであり、本市といたしまし
ては、引き続き協議会において対策を検討したいと考えております。
　なお、高速道路の無償化については、管理者であるＮＥＸＣＯ西日本にお
伝えいたします。

Ｅ

－128－
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

474 2 (3)

（生見地域には）安全な避難場所がないため、住民の不安が大き
い。校区公民館の再利用は後方の山を削ること。そうすれば、生見小
の体育館、校舎も避難所として利用できる。

　指定緊急避難場所（兼指定避難所）は、災害から命を守るために緊急的に
避難する施設等であり、現状では、生見小学校及び生見校区公民館は土砂災
害警戒区域内に位置することから、指定緊急避難場所（兼指定避難所）への
指定はできないところです。
　生見小学校及び生見校区公民館の近隣にお住まいの方で、ご自宅が土砂災
害警戒区域などの危険な場所にある場合は、大雨等の災害時には、森満多目
的共同施設や前之浜校区公民館などの指定緊急避難場所（兼指定避難所）や
親戚・知人宅など、安全な場所へ早めに避難していただくようお願いしま
す。

Ｅ

475 2 (3)
（喜入）地域の活性化に住民のボランティア的精神は高いと考えま

す。
　ご意見として承ります。

Ｅ

476 2 (3)

　八幡川の渓流を生かし、遊歩道を作る 　ご意見のあった「八幡川の渓流を生かした遊歩道」については、当該地域
にグリーンファーム自然遊歩道がありますことから、現在のところ追加指定
する予定はございませんが、ご意見として承り、総合計画の策定・推進に取
り組みます。

Ｅ

477 2 (3)

（喜入地域の）特産物を活かす―ユナイテッドクラブハウス―食事の
メニューに入れる。

　現在、鹿児島ユナイテッドＦＣのトレーニング施設を活用した地域活性化
に取り組むこととしており、ご意見については、クラブにお伝えいたしま
す。

Ｅ

478 2 (3)

　喜入旧麓地区に対する支援
観光客が逐次増加することにより、トイレの管理が大変（くみ取り、

水の出しっぱなし等、草刈）
→自治会で現在対応しているが、草刈等のシルバー支援をお願い

したい。

　ご意見のあった旧麓ふれあい広場については、農村広場として引き続き、
適切な維持管理に取り組んでまいります。

Ｅ

479 2 (3)

　防災について
喜入地区は自然豊かな地であり、各地域に湧水が出ている。ライフ

ラインがストップした場合の最終的な備えとして、各地域、数か所でも
結構ですので、水質検査をして飲料適否を判断してもらえれば、最悪
の事態に地域で対処できると思う。

　災害時にライフラインがストップした場合については、地域ごとに給水基
地及び給水拠点を確保し、応急給水対策を実施することとしております。

Ｅ

480 2 (3)

「かごしま団地みらい創造プラン」としっかり連携して、武岡団地に、
子ども・高齢者福祉施設、そこにコミュニティ協議会事務所を設置した
施設をつくってください。

　ご意見として承ります。
　なお、地域コミュニティ協議会におかれましては活動内容によって近隣の
施設を活用し、対応されているところであり、利用頻度を踏まえた必要性や
財政的な課題などから、既存施設の有効活用による対応を考えております。
　高齢者福祉センター等の新たな施設整備については、既存の施設の配置状
況など、各面からの検討が必要と考えております。

Ｅ

－129－
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

481 2 (3)

　「現状と課題」第８項に関連して
武岡団地の人口に占める市営住宅居住者の割合は極めて大きい。

現在、市営住宅の多くの棟で空室が生じても、補充がされていないよ
うである。建て替えを考えてのことかもしれないが、町内会・コミュニ
ティ活動にとっては大きな障害になりつつある。単純に「高齢化による
活力の低下」の問題だけではないと考える。

　ご意見のあった空室については、建替工事を円滑に進めるために確保して
いるものですが、一部の住戸については、建替に向けた事業の取組状況を考
慮し、入居者募集を再開しているところです。

Ｅ

482 2 (3)

武岡団地の特性 少子高齢化の急激な視点を踏まえて、武岡コミュ
ニティ協議会の５０プランの中で、市福祉施設の誘致について、企画
部としても十分に検討して欲しいと要望します。

　ご意見のあった高齢者福祉センター等の新たな施設整備については、既存
の施設の配置状況など、各面からの検討が必要と考えております。

Ｅ

483 2 (3)

　武岡公園からＪＲ西口までの歴史ロードの作成を。 　ご意見のあった武岡公園からＪＲ鹿児島中央駅西口までの歴史ロードの整
備については、周辺環境への影響などを考慮しながら、その必要性について
慎重に判断すべきと考えております。

Ｅ

484 2 (3)

　ゴミステーションの設置場所確保を
ゴミステーションの設置場所確保については、宅地の売買等がある

たびに問題が起き、そのことが地縁住民感情にしこりを残したり、町
内会脱会に発展したりする。住宅街になるほどその傾向が強い。従っ
て市の方で、ごみステーションの用地確保、公用地の使用（公園の片
隅とか）検討できないか。

　ごみステーションについては、利用される方々や町内会等に設置をお願い
しているところであり、今後も地域の実情を把握している町内会等に確保を
お願いしたいと考えております。
　なお、公園の片隅など、公共用地の使用を予定されている場合には、関係
機関との調整を図ってまいりたいと考えております。

Ｅ

485 2 (3)
中央駅西口付近の道路工事が活発になってきますので、事故がな

いようにしていただきたい。
　ご意見の内容も踏まえながら、事故が無いように努めてまいります。

Ｅ

486 2 (3)

（武・田上地区の）市街化調整区域を外してもらえないか（人口減少
の歯止め策）

　市街化区域と市街化調整区域に区分する線引き制度については、コンパク
トなまちづくりを進めていく上で、一定の効果があると評価しており、今
後、調査・検討を進めてまいります。

Ｅ

487 2 (3)

　（吉野地域に）人口増に伴う～文化施設を含む多目的ホールの建設 　ご意見については、本市の財政事情や既存施設の配置状況、公共施設等総
合管理計画なども十分に踏まえる中で、慎重に検討してまいりたいと考えて
おります。

Ｅ

488 2 (3)

人々のつながりが疎遠になるひとつに住所などが番地にして効率
化した結果、字、大字が消えていることと比例しているような気がする
ので、吉野地図に大字、字の記入した地図があるとつながりも変わっ
てくると思う。

　ご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。
　なお、町名については、これまで新しく町を設け、または町の名称を変更
する場合において、可能な限り従来の町の名称（当該地域における歴史、伝
統、文化の上で由緒ある名称を含む）に準拠して定めることを基本とし、住
居表示を実施しております。

Ｅ

－130－
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

489 2 (3)

ドルフィンポート跡地、住吉町、岩崎バス車庫（民間地）といった
ウォーターフロントを大きく開発できる好機・チャンスを活かして、その
エリアへの影響を最優先で考えていただきたい。→縦割り、県市をこ
えて

　ドルフィンポート跡地を含む本港区エリアについては、土地所有者である
県が、国際会議などを開催できるコンベンション機能や展示機能を備える施
設の整備など、その方向性を検討することとしております。
　本市としては、県と緊密に連携を図りながら、個性と魅力あるまちづくり
の推進に取り組んでまいりたいと考えております。

Ｅ

490 2 (3)

約20年ぐらい前から進めた国の市町村合併等は、将来の保険財政
の逼迫を考えての行政の基本施策であると思うが、その為当市でも
敬老パスを発行しているのは、健康高齢者を増やす目的と思うが、当
市の施設を維持管理受託業者が、これらを理解しないままこれを自
分勝手に自分の持ち物であるがごとく運営し、高齢者の締め出しを
行っている。

例として、ふれあいスポーツランドの場合、屋内運動場をインター
ネット（キュートピアネット）を使い申込、取り消しを行わせているが、敬
老者で何パーセントの人が使いこなせると思うか、テニス等団体ス
ポーツの場合グループ代表者が取りまとめて行うのが普通であるが、
このことが全くわかっていない。このような難しいことを言うために稼
働率が非常に下がっている。これは、又、行政の箱物発言に繋がりか
ねないと思われる。5年間の維持管理だけの受託業者に市はそこまで
権限を委託しているのか伺いたい、業者の取違ではないか。市はしっ
かり指導していただきたい。

　ご意見のあった同施設内の予約等については、キュートピアネットのほ
か、施設窓口やお電話などでもお受けしており、今後も、市民の皆様の利便
性向上に向けた環境整備に取り組んでまいります。

Ｅ

491 2 (3)

　郡山支所周辺などの地域の生活拠点・・・
→郡山地域の中心地などの地域の生活拠点に文言修正したほうがよ
いと思われる。

　ご意見については、具体的な場所を示すことにより、現状・課題がより分
かりやすくなることから、郡山支所周辺などとしております。

Ｅ

492 2 (3)
郡山地域の現状課題、基本方向、施策・事業の優先順位を決め、

実施項目を明確化する。
　ご意見の内容も踏まえながら、地域別計画の策定・推進に取り組みます。

Ｅ

493 2 (3)

　臨港道路計画について、具体的な日程（金属団地→与次郎地区） 　臨港道路鴨池中央港区線については、国において令和8年度の完成に向けて
整備が進められていることから、今後も、国や県と連携を図りながら取り組
んでまいりたいと考えております。

Ｅ

494 2 (3)

　新照院町に避難所を作ってほしい。 　新照院町は、町内会の要望を踏まえ、土砂災害の専門家と現地調査を行っ
たところ、土砂災害のおそれがあることから、現状では新たに指定緊急避難
場所（兼指定避難所）を指定することは難しいところです。
　新照院町にお住まいの方で、ご自宅が土砂災害警戒区域や洪水浸水想定区
域などの危険な場所にある場合は、大雨等の災害時には、城西公民館などの
指定緊急避難場所（兼指定避難所）や親戚・知人宅など、安全な場所へ早め
に避難していただくようお願いします。

Ｅ

－131－
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

495 2 (3)

臨港道路整備が進行しているが、南港の入出船舶が制限されると
今後の南港の活用方法と南港船舶廃油処理上の必要性を検討する
必要がある。

　臨港道路鴨池中央港区線については、国において令和8年度の完成に向け
て、整備が進められており、周辺地域の関係企業とも鋭意、交渉が進められ
ているとのことです。また、県が鹿児島港港湾計画において、南港の整備計
画を位置づけていることから、今後も、県と連携を図りながら取り組んでま
いりたいと考えております。

Ｅ

496 2 (3)

町内会の構成が65歳以上が多い。高齢化が進み交通に必要な小
型バスを。（バスが市営から民営になった）

　ご意見のあった路線バスの運行形態については、交通事業者により検討・
判断されるものであり、ご要望に関しましては交通事業者にもお伝えさせて
いただきたいと考えております。

Ｅ

497 2 (3)

　市の公共施設をもっと市民に開放してもらいたい。
城西一丁目には、住民の集会場（公民館等）がないため、高齢者の

集会（お達者クラブ等）の場所確保に難儀している。そこで、距離的に
近い環境未来館が使えると助かるのだが、使途目的に制限があり、
使用を許可して貰えない状況である。有料でもいいからもう少し緩和
して頂けると助かる。

　ご意見のあった施設の使用については、かごしま環境未来館は環境学習・
環境保全活動の拠点施設であることから、館の趣旨に沿ったご利用をお願い
しているところです。

Ｅ

498 2 (3)

小松原地区ですが、利便性が良い為、アパート、マンションが増え
て、既存の住宅は日当たりが悪くなっています。業者はうまく説明して
いますが、実際とはかけ離れております。もう少し規制はできないで
しょうか。

　ご意見のあった「建築物の規制」については、建築基準法等に規定されて
おります。

Ｅ

499 2 (3)

　市電を谷山駅までの延伸をして欲しい。 　路面電車の延伸については、以前、谷山中央地区など実現可能性が高い地
区について調査検討を行った結果、費用対効果の面などから総合的に判断し
断念せざるを得ないという結論に至った経緯があり、現段階では対応は難し
いと考えておりますが、ご意見として承ります。

Ｅ

500 2 (3)

旧松元町地域に「高齢者福祉センター」が欲しい。東昌、春山、石谷
から均等な距離にある松元地区が中心地であるので設置して欲し
い。ＪＲ松元駅下のＪＡさつまの跡地等は利便性や面積等良いのでは
ないか。

　ご意見のあった高齢者福祉センター等の新たな施設整備については、既存
の施設の配置状況など、各面からの検討が必要と考えております。

Ｅ

501 2 (3)

高齢化が進行する中で、高齢者の生きがいづくり、健康づくりが
益々重要になってきている。

（武・田上地区には）高齢者施設がない。明和・武岡・常盤・西田・中
央・武・西陵地区の中心となる武岡に施設設置を望む。

　ご意見のあった高齢者福祉センター等の新たな施設整備については、既存
の施設の配置状況など、各面からの検討が必要と考えております。

Ｅ

502 2 (3)

　（桜島地域）主な施策・事業
地域おこし協力隊は国の事業で5年ごとの計画では？2024年度以

降に国の事業が継続しなければ、本名称は不適切になるので、10年
計画であるならば、違う名称等が望ましいのでは。

　事業の名称については、必要に応じ、実施計画や後期基本計画策定時に見
直すこととしております。

Ｅ

－132－
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

503 2 (3)

　（桜島地域）主な施策・事業
釣り人のマナーの問題や噴火等の緊急時の避難口として機能させ

るために、避難港の釣りを禁止している。しかし、釣り人は岩壁等の
上へ行く、私有地に入るなどし、マナーや避難以上に、命の危険や犯
罪への誘発につながるように感じる。釣り人には島内をメッカと認識し
ている人も多く、避難港のルール徹底や管理体制を整え、釣り具店・
マリンスポーツ振興団体などと連携し、観光資源として活用できると
良いと感じている。

　ご意見のあった避難港については、桜島の大規模噴火等に備えた避難施設
であり、常時使用できるよう維持管理を行う必要があること等から、釣り禁
止としております。なお、桜島地域には、安全に釣りが楽しめる施設とし
て、海釣り公園が整備されております。

Ｅ

504 2 (4)

SDGｓ（上意概念）が関連が地球環境等（グローバル）に掲げる最高
の目標であることを考えると、もっと強調してほしい。

　ＳＤＧｓにつきましては、基本構想（案）の「１　総合計画策定の趣旨」
－「（５）策定に当たっての視点」－「視点②」において、「ＳＤＧｓを推
進する計画」とし、前期基本計画（素案）に各基本施策や重点プロジェクト
を通じて目指す主なゴールを掲載しているところであり、ご意見の趣旨も踏
まえ、新たにＳＤＧｓに対する本市の考え方を盛り込みます。

Ａ

505 2 (4)

前期基本計画（素案）がわかりやすく、各項の具体化がどうなるか。
なったらそれを住民に周知の努力が必要になる。

　ご意見については、基本構想・基本計画の策定後に、施策を実現するため
実施する事業を示す実施計画を策定することとしており、策定した実施計画
は、市ホームページに掲載するほか、地域公民館などに配置するなど、周
知・広報に努めていくこととしております。

Ｂ

506 2 (4)

ご苦労様でございます。よく計画されていると思います。鹿児島は高
齢化率も高く、この問題を置いては先々がたいへんな事になるので
は？

　賛同のご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。
　なお、総合計画の策定に当たっては、少子高齢化や人口減少など、社会経
済情勢を的確に見据え、長期的視点に立った計画にすることとしておりま
す。

Ｂ

507 2 (4)

子どもから老人までが住みやすい市にする政策を盛り込んでほし
い。

　基本構想（案）の「３　基本構想」－「（１）都市像」で、将来のまちの
あるべき姿として、人と人との多様なつながりの中で、互いに支え合うこと
で、地域社会に温もりと活力が満ちていること、また、子どもから高齢者ま
で、自分らしく健やかに生き生きと暮らしていることなどを掲げており、自
然環境の保全や自然とのふれあいの創出、安心・安全で暮らしやすい住環境
の構築などに取り組むこととしております。

Ｂ

－133－
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508 2 (4)

１．現状分析を徹底的に行う。第五次総合計画の総括はどうなの
か？成功テーマ、失敗テーマそれぞれの原因は何か？特に失敗原
因の深堀が必要。

２．鹿児島市に合った具体策の立案。本テーマは総務省の指示であ
るが、テーマは常識的で総花的である。どこに特化するか。特色ある
鹿児島市造り。各テーマの詳細な具体策の立案が必要である。
（１）　見える化

市役所内で進捗状況の「見える化」が必要。どのように「見える化」
をすすめるか？管理者がすぐ行動する。管理者の意識改革が成功の
ポイント。
（２）　人材育成、職員の意識改革

どこの会社でもこれまで、ＱＣ活動、ＩＳＯ活動、５Ｓ活動（整理・整頓・
清掃・清潔・しつけ）等々色々な活動をやってきているが、効果と弊害
がある。どういう手法でやるか。費用対効果に会うための手法。

市民からクレーム・要請が出る。＝邪魔くさがる。また予算がない等
で取り組まない。

「いろいろなクレーム」＝市が良くなる問題的であり、改善に向けて、
前向きに要請に対して行動する意識改革が重要。
３．前例主義と現状に合わないルールの排除（発想の転換）
　（１）古い規制の撤廃・抵抗勢力の排除（どこにでもいる）

（２）医療部門は規制が厳しい。医療システムは、日本に見切り新興
国へ流出。本来ＡＩは医療と親和性が高いが、法規制がある。運転免
許試験の無人化「ＡＩ」。日本の道交法では「人による判定」が教習の
大前提で法律が規制。
ポストコロナで世界の技術推進が急速に進む。自らの規制によって、
日本は技術力を失いかねない。参照「日経新聞」

（３）前例踏襲（創造の拒否・改善改革の拒否）や思考停止はない
か？

　第五次総合計画については、令和元年度に、学識経験者や各種団体の代表
者等により、政策・施策評価を実施し、また、基本構想（案）・前期基本計
画（素案）の公表に合わせて、令和２年度末時点の検証状況等についても、
改めて公表したところです。
　また、総合計画は、市が実施する環境や産業、福祉などあらゆる分野の施
策について、長期的な視点に立って取りまとめた計画となっておりますが、
特に先導的かつ重点的に取り組むものを重点プロジェクトとして位置付けて
おります。
　なお、施策の目標と成果を指標等により把握し、適切な進行管理を行うと
ともに、職員の人材育成に取り組むこととしており、市民ニーズや社会経済
情勢の変化等を踏まえながら、各種施策の推進に取り組んでいくこととして
おります。

Ｂ

509 2 (4)

単身赴任が長くて、やっと3ヶ月前に帰ってきて、現在、市政につい
て勉強中ですので、現時点では特に意見はございません。グループ
意見交換会では、「かんまちあ」が中途半端なのでもっと有効活用で
きないか等のご意見がでてましたが、各地域の要望については、予
算と優先順位と公平性（ガラス張り）の問題がありますので、”つなが
る人・まち”のコンセプトでもっと大きな枠組みでご検討いただければ
幸甚です。

　総合計画の策定に当たっては、費用対効果を念頭に置きながら、施策の重
点化・戦略化を図るなど、将来にわたり持続的発展が可能な計画にすること
としており、そのことを踏まえながら、総合計画の策定・推進に取り組みま
す。 Ｂ

510 2 (4)
交通の利便性が高まり、都市間競争も激しくなる。魅力ある鹿児島

市の１０年計画は、今後とは違う発想も大事である。
　ご意見については、特に大きな時代潮流を踏まえつつ、市民ニーズや社会
経済情勢の変化に的確に対応してまいりたいと考えております。 Ｂ

511 2 (4)
素晴らしい計画だと思います。絵にかいたもちではなく、１００％計画

通りに実行して欲しい。
　賛同のご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｂ

－134－
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512 2 (4)
　計画が確実に実現できますように。 　賛同のご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｂ

513 2 (4)
構想案と計画案は素晴らしいと思います。それぞれが計画的に実

行されると良い。
　賛同のご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｂ

514 2 (4)

　若年層に向けた政策も必要かと思います。 　ご意見については、若年層の就職等に伴う大都市圏への流出などが続いて
おり、地域経済の活力喪失を防ぐため、若い世代にとって魅力ある環境の創
出を図る必要性が高まっていることから、基本目標別計画「３－３　地域産
業の活性化」や、「５－１　少子化対策・子育て支援の推進」などに取り組
んでいくこととしております。

Ｂ

515 2 (4)

年代格差をなくすまちづくり（防災活動などを通じ、まちの一体感を
高める）

　基本構想（案）の「３　基本構想」－「（１）都市像」で、将来のまちの
あるべき姿として、人と人とのつながりの中で、互いに支え合うことで、地
域社会に温もりと活力が満ちていること、また、子どもから高齢者まで、自
分らしく健やかに生き生きと暮らしていることを掲げており、市民活動団体
等の連携を促進する場や機会の創出、支え合う地域づくりの推進などに取り
組むこととしております。

Ｂ

516 2 (4)

　みんなが参加できる町作りを基本に今後計画をして下さい。 　総合計画は、市民と協働・共創しながらまちづくりを進めるための共通の
ビジョンであり、ご意見を踏まえながら、総合計画の策定・推進に取り組み
ます。

Ｂ

517 2 (4)

　夢のある子供から大人まで楽しめる町作り 　基本構想（案）の「３　基本構想」－「（１）都市像」で、将来のまちの
あるべき姿として、子どもから高齢者まで、生き生きと暮らしていること
や、多彩な魅力が国内外に発信され、交流とにぎわいを生み出していること
を掲げており、次代を担う多彩な人材の育成、まちの魅力・価値の発掘・創
出・磨き上げなどに取り組むこととしております。

Ｂ

518 2 (4)

すべてにおいてそれぞれの政策の中身を具体的に明記し、市民全
体へのアピールをし、市民からの意見をとり入れ、実施していくべきで
す。（いつから、いつまで、何を、どう協働するか周知する）

　総合計画は、都市像や基本目標を示す「基本構想」、基本目標を踏まえた
施策の基本的方向や施策の体系を示す「基本計画」、施策を実現するため実
施する事業を示す「実施計画」の３層で構成され、基本構想・基本計画の策
定後に、実施計画を策定することとしており、策定した実施計画は、市ホー
ムページに掲載するほか、地域公民館などに配置するなど、周知・広報に努
めていくこととしております。
　なお、いただいたご意見につきましては、可能な限り反映してまいりたい
と考えております。

Ｂ

－135－



－136－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

519 2 (4)

全体的に、具体的に何をやるか（今後出てくるとは思いますが）を示
してほしい。

　総合計画は、都市像や基本目標を示す「基本構想」、基本目標を踏まえた
施策の基本的方向や施策の体系を示す「基本計画」、施策を実現するため実
施する事業を示す「実施計画」の３層で構成され、基本構想・基本計画の策
定後に、実施計画を策定することとしており、策定した実施計画は、市ホー
ムページに掲載するほか、地域公民館などに配置するなど、周知・広報に努
めていくこととしております。

Ｂ

520 2 (4)

　人口減少の中、子供、青年、高齢者の呼び込みは限界がある
　資金、予算の投入は考えて行うべき

　ご意見については、前期基本計画（素案）に位置付けた「まち・ひと・し
ごと創生基本方針」に基づいて策定する「第２期鹿児島市まち・ひと・しご
と創生総合戦略」において、人口減少に歯止めをかけるための取組を推進す
る一方で、一定の人口減少を前提として、その影響を軽減するための取組を
推進することとしており、これらの取組を実施するにあたっては、財政の健
全性に意を用いてまいります。

Ｂ

521 2 (4)

全体構想として、とても分かりやすいが、年度ごとの具体的な取組
が分かるようにしてほしい。（市民一人ひとりに浸透させる必要がある
のでは。）

　総合計画は、都市像や基本目標を示す「基本構想」、基本目標を踏まえた
施策の基本的方向や施策の体系を示す「基本計画」、施策を実現するため実
施する事業を示す「実施計画」の３層で構成されており、基本構想・基本計
画の策定後に、実施計画を策定することとしております。
　また、年度ごとの主要な事業については、毎年、ホームページで公表する
ほか、市内全世帯へ配布する「市民のひろば」へ掲載しており、今後も、引
き続き周知・広報に努めてまいります。

Ｂ

522 2 (4)

　ビジョン・プランを地元で実行する人は？誰が動くか？ 　総合計画は、市民と協働・共創しながらまちづくりを進めるための共通の
ビジョンであり、市民や市民活動団体、事業者などのあらゆる主体が、協
働・共創しながらまちづくりを進めていくこととしております。また、前期
基本計画（素案）では、基本目標別計画の各基本施策や重点プロジェクトに
おいて、市民・地域、事業者・団体の役割を示しております。

Ｂ

523 2 (4)

今回は破魔投げ保存会代表で又、曽我どん傘焼き保存会、甲突川
筏下り実行委員の目と、町内会事は良く分からない目線で。10年間
長短ビジョン計画、先ず感じたことは、項目の数にびっくり。これを誰
がまとめて分割して、地域が全部推進していくのか大変？もう少し分
かりやすく推進、履行しやすくコンパクトに。折角の案、素案です。提
案した側と履行する側の融合（有様）案も必要では。

　総合計画は、市が実施する環境や産業、福祉などあらゆる分野の施策につ
いて、長期的な視点に立って取りまとめた計画であることから、広範な内容
である必要があると考えております。
　また、市民や市民活動団体、事業者などのあらゆる主体が、協働・共創し
ながらまちづくりを進めていくこととしており、前期基本計画（素案）で
は、基本目標別計画の各基本施策や重点プロジェクトにおいて、市民・地
域、事業者・団体の役割を示しておりますが、市民の皆様にそれらのことが
分かりやすく伝わるよう、総合計画の周知・広報に努めてまいります。

Ｂ

－136－



－137－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

524 2 (4)

人口減、税減収が見込まれる中、基本構想、5か年計画は絞り込み
が必要なのではと思います。

　総合計画は、市が実施する環境や産業、福祉などあらゆる分野の施策につ
いて、長期的な視点に立って取りまとめた計画であることから、広範な内容
となりますが、費用対効果を念頭に置きながら、施策の重点化・戦略化を図
るなど、将来にわたり持続的発展ができるよう取り組むこととしておりま
す。

Ｂ

525 2 (4)
　全体的にまとめられている。 　賛同のご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｂ

526 2 (4)

　総合的には賛成します。計画たおれにならない様にお願いします。 　賛同のご意見として承り、総合計画の推進に当たっては、施策の目標と成
果を指標等により把握し、市民と共有するなど、適切な進行管理に取り組ん
でまいりたいと考えております。

Ｂ

527 2 (4)

地域別計画、賛成です。基本目標別計画、賛成です。主な施策・事
業、路面電車観光路線楽しみ。サマーナイト大花火大会楽しみ。他の
事業も賛成です。

　賛同のご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｂ

528 2 (4)

新市長になり、第５次計画との違いは何か。多方面の記載は必要で
あるが、従来手法の踏襲でインパクトが弱い。もっと夢をいだけるよう
な絵を見せて欲しい。

　ご意見のあった第五次総合計画と異なる主な事項としては、策定に当たっ
ての視点として、ＳＤＧｓの視点を取り入れていること、子育てに関連する
施策を教育とあわせて一つの基本目標「子ども・文教政策」として位置付け
たこと、また、地方創生総合戦略を一体的に策定することとし、前期基本計
画（素案）の中に、「まち・ひと・しごと創生基本方針」を位置づけること
としたこと、などがございます。
　また、特に先導的かつ重点的に取り組むものを重点プロジェクトとして位
置付けておりますが、ご意見については、今後、実施計画の検討にあたり、
参考とさせていただきます。

Ｄ

529 2 (4)

　基本的にワクワクするものが感じることができなかった。 　将来のまちのあるべき姿として、人もまちも躍動する鹿児島市の創造を掲
げ、その実現に向けて前期基本計画（素案）の各種施策に取り組むこととし
ており、ご意見につきましては、今後、実施計画を検討するにあたっての参
考とさせていただきます。

Ｄ

530 2 (4)

中心部は発展して多くの面で住み心地が良くなりましたが、郊外奥
地は格差を大きく感じる。かと言って中心部に移住すればとなるが、
そう簡単にはいかない。多少なりとも解消して欲しい。多分私だけの
思いではないでしょう。

　人口減少と少子高齢化が進む中において、地域において安心して暮らせる
生活環境を形成するために、居住や都市機能の誘導と公共交通体系の構築等
により、地域活力の維持・増進を図るとともに、コンパクトなまちづくりを
推進することとしており、ご意見については、今後、実施計画の検討にあた
り参考とさせていただきます。

Ｄ

－137－



－138－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

531 2 (4)

地域社会の問題は色々有りますので、分野ごとに具体的に提案し、
協議していったらいかがでしょうか。

　テーマ別意見交換会では、「交流・産業」や「健康・安心」など、６つの
テーマに分けて、関係団体の皆様などからご意見をいただいたところです。
　なお、総合計画は、市が実施する環境や産業、福祉などあらゆる分野の施
策について、長期的な視点に立って取りまとめた計画であり、個別具体的な
現状・課題や、それらを踏まえた施策等については、総合計画に即して策定
される各分野の個別計画で示すこととしております。

Ｅ

532 2 (4)

　第五次総合計画の成果と問題点が分からない。 　第五次総合計画については、令和元年度に、学識経験者や各種団体の代表
者等により、政策・施策評価を実施し、また、基本構想（案）・前期基本計
画（素案）の公表に合わせて、令和２年度末時点の検証状況等についても、
改めて公表したところです。

Ｅ

533 2 (4)
今日各自から提案がありました事項について、財政的に難しい点も

あると思われますが、少しでも改善されるように切望します。
　いただいたご意見については、可能な限り反映してまいりたいと考えてお
ります。 Ｅ

534 2 (4)

全体的には良いとは思うが、”鹿児島市”の基本計画を”熊本市””
宮崎市”に置き換えても、どんな違いがあるのか？都市間競争をどう
やって乗りきるか、具体的なイメージがもう少しわくとなお良いのかな
と思いました。

　福祉や教育などの分野においては、いずれの自治体でも共通した課題・施
策がありますが、国内外につながる交通の広域拠点や、世界に誇りうる魅力
ある歴史や文化など、本市の特性を生かしながら、観光・産業の振興などに
取り組むこととしております。
　なお、施策を実現するため実施する事業を示す「実施計画」については、
基本構想・基本計画の策定後に、策定することとしております。

Ｅ

535 2 (4)

　五次計画の進捗状況が具体的に分からない点あり 　第五次総合計画については、令和元年度に、学識経験者や各種団体の代表
者等により、政策・施策評価を実施し、また、基本構想（案）・前期基本計
画（素案）の公表に合わせて、令和２年度末時点の検証状況等についても、
改めて公表したところです。

Ｅ

536 2 (4)

　基本計画をいかに地域に浸透させていくか？ 　総合計画については、市内全世帯へ配布する「市民のひろば」や市政出前
トークなど、様々な機会を通じて、市民への周知に努めてまいりたいと考え
ております。

Ｅ

537 2 (4)

　大きな計画より小さな身のまわりの整備をお願い致します 　総合計画は、市が実施する環境や産業、福祉などあらゆる分野の施策につ
いて、長期的な視点に立って取りまとめた計画となっており、この計画に即
して、市民の皆様にとって身近な地域の環境整備に努めてまいりたいと考え
ております。

Ｅ

－138－



－139－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

538 2 (4)

　個別具体的に問題点を知りたい。 　総合計画は、市が実施する環境や産業、福祉などあらゆる分野の施策につ
いて、長期的な視点に立って取りまとめた計画であり、前期基本計画（素
案）において、２７の基本施策のそれぞれに、主な現状と課題を記載してお
ります。
　なお、個別具体的な現状・課題や、それらを踏まえた施策等については、
総合計画に即して策定される各分野の個別計画で示すこととしております。

Ｅ

539 3

若い世代に背中を見せられる私でいたいし言動・行動も自信を持っ
て取り組みたい。谷山を地元「愛」に満ちた地域になるように1人ひとり
が現状を踏まえていって欲しいです。

　基本構想（案）の「３　基本構想」－「（１）都市像」で、将来のまちの
あるべき姿として、まちへの誇りと愛着を持つ人の輪が広がっていることを
掲げております。
　ご意見の趣旨を踏まえ、基本目標別計画「１－１　地域社会を支える協
働・連携の推進」－「施策の体系　Ⅰ」－「市民参画の推進」内に、「◆若
い世代への市政に関する講義等の実施」を追加し、引き続き、若い世代の市
民参画意識の醸成を図ってまいりたいと考えております。

Ａ

540 3

少子高齢化が進む中で、子育て世代、若い世代の意見をもっと街づ
くりに入れていけるようにすると、総合計画が良いものになると思いま
す。市役所は、どうやって意見を吸い上げるのか。その対策をきちん
と検討して実行していただきたいです。

　総合計画の策定に当たっては、若い世代や学生などを対象とした若者会議
を開催したほか、若者や子育て世代を含め、幅広く市民の皆様のご意見を伺
うために、ＳＮＳや市内全世帯へ配布する「市民のひろば」により、意見交
換会への参加の呼びかけや、パブリックコメントによる意見募集を行ったと
ころです。
　ご意見の趣旨を踏まえ、基本目標別計画「１－１　地域社会を支える協
働・連携の推進」－「施策の体系　Ⅰ」－「市民参画の推進」内に、「◆若
い世代への市政に関する講義等の実施」を追加し、引き続き、子育て世代や
若い世代の意見を取り入れていけるよう努めてまいりたいと考えておりま
す。

Ａ

541 3

　少子化対策・子育て支援に関して
子育て世代、特に当事者の女性の声が拾えていない。国も自治体

も、力を入れるという政策になっているが、現場の女性たちはどんな
問題を抱えているのか、もっと聞くべきである。産業活性化のポイント
は女性と高齢者の活躍だ。多様な政策があるので、本日の参加者も
若年層や女性をしっかり入れて意見をひろうべきだと思う。

　総合計画の策定に当たっては、鹿児島市総合計画審議会委員へ女性登用を
行うほか、若者や子育て世代を含め、幅広く市民の皆様のご意見を伺うため
に、ＳＮＳや市内全世帯へ配布する「市民のひろば」により、意見交換会へ
の参加の呼びかけを行ったところです。
　ご意見の趣旨を踏まえ、基本目標別計画「１－１　地域社会を支える協
働・連携の推進」－「施策の体系　Ⅰ」－「市民参画の推進」内に、「◆若
い世代への市政に関する講義等の実施」を追加し、引き続き、女性や若い世
代の意見を取り入れていけるよう努めてまいりたいと考えております。

Ａ

－139－



－140－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

542 3

　このような会議　若い世代の参加を 　総合計画の策定に当たっては、若い世代や学生などを対象とした若者会議
を開催したほか、幅広く市民の皆様のご意見を伺うために、ＳＮＳや市内全
世帯へ配布する「市民のひろば」により、意見交換会への参加の呼びかけを
行ったところです。
　ご意見の趣旨を踏まえ、基本目標別計画「１－１　地域社会を支える協
働・連携の推進」－「施策の体系　Ⅰ」－「市民参画の推進」内に、「◆若
い世代への市政に関する講義等の実施」を追加し、引き続き、若い世代の市
民参画意識の醸成を図ってまいりたいと考えております。

Ａ

543 3

　基本計画は議会で審議してほしい。 　ご意見については、基本構想を議案として審議する際の参考資料として前
期基本計画（案）を市議会に提出することとしており、市議会からのご意見
も踏まえながら、前期基本計画の策定に取り組んでまいります。

Ｂ

544 3

　高齢化が進み、１０年後が見渡せない 　ご意見については、基本構想（案）の「２　総合計画策定の前提」－
「（３）将来推計」で、令和１３年時点の将来人口を示しており、そのこと
を踏まえて、将来のまちのあるべき姿である「都市像」や基本目標など、総
合計画の策定に取り組みます。

Ｂ

545 3
　鹿児島市の市政は自治体の中でもすばらしいと感じております。 　賛同のご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｂ

546 3

非常に素晴らしい計画だと思う。要はこの計画をいかに進めていく
かである。計画資料のトップにも「皆様のご意見をお寄せください」と
あります。私は本計画を進めていくには、色々な世代・立場の人達の
意見を聴く場を設け、ＰＤＣＡで進めていくべきである。

　ご意見については、基本目標別計画「１－１　地域社会を支える協働・連
携の推進」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆市民参画手続等の実施」や「◆市
民の声を聴く機会の充実」に取り組むこととしているほか、施策の目標と成
果を指標等により把握し、市民と共有するなど、適切な進行管理を行いなが
ら、総合計画の推進に取り組むこととしております。

Ｂ

547 3

　人口減少に対してどのように向き合っていくかをもっと議論するべ
き。

　ご意見のあった人口減少の対策については、前期基本計画（素案）に位置
付けた「まち・ひと・しごと創生基本方針」に基づいて策定する「第２期鹿
児島市まち・ひと・しごと創生総合戦略」において、人口減少問題の克服等
に向けた取組を推進することとしております。

Ｂ

548 3

　若い働き者が多く参加できるイベントの計画など 　若年層の就職等に伴う大都市圏への流出などが続いており、地域経済の活
力喪失を防ぐため、若い世代にとって魅力ある環境の創出を図る必要性が高
まっていると考えており、ご意見を踏まえながら、各種施策の推進に取り組
みます。

Ｂ

－140－



－141－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

549 3

大変大事な会ですので、広く多くの方々の参加をお願いしたい。大
変すばらしい計画です。広く市民に機会ある毎に知らせて頂きたい。
皆さんが素晴らしい計画、構想を作られたのですから、ご苦労様なこ
とです。今回は参加が少ないので、広く町内会長、校区コミュニティ関
係者の出席を依頼頂きたい。

　市内１４地域・地区で開催した地域別意見交換会については、各地域・地
区の町内会や地域コミュニティ協議会、地域団体などへ参加を呼び掛けるほ
か、市内全世帯へ配布する「市民のひろば」等を通じて、幅広く参加者を募
集したところです。
　また、総合計画は、市民と協働・共創しながらまちづくりを進めるための
共通のビジョンであり、そのことについて、市内全世帯へ配布する「市民の
ひろば」や市政出前トークなど、様々な機会を通じて、市民への周知に努め
てまいりたいと考えております。

Ｂ

550 3

一つずつの事業・施策はよいと思うが、それぞれの担当課が繋がっ
ていないために、進まないことがある。6つの事業を横で繋げていける
ような規制緩和、連携をお願いしたい。

　ご意見については、前期基本計画に取り組むに当たり、それぞれの基本目
標間で連携しながら、持続可能な都市づくりに向けた対応を進めることとし
ており、横のつながりを大切にしながら、総合計画を推進してまいります。 Ｂ

551 3

兵庫県明石市の泉市長の講演会を開いてほしい。泉市長の考えを
参考に、子ども、老人、障害者への施策を取ってもらいたい。人口増
加、税収の増加等、聞くに価値のある話である。

　ご意見については、今後の参考とさせていただきます。

Ｄ

552 3

　（地域別意見交換会）この会を校区単位で行うことはできないか。 　ご意見のあった地域別意見交換会については、市内１４地域・地区で開催
したところであり、校区数は多数あることから、校区単位での説明につきま
しては難しいと考えておりますが、ご意見については今後の参考とさせてい
ただきます。

Ｅ

553 3
　今回説明を受けて、６次計画前期の内容が少しは理解できた。 　ご意見として承ります。

Ｅ

554 3
　意見交換会で出された意見を考慮され取り組んでください。 　いただいたご意見については、可能な限り反映してまいりたいと考えてお

ります。 Ｅ

555 3

伊敷団地内道路振動被害について（鹿児島市長あて要請文6月8日
提出済）

今年3月住宅新築、前面道路が激しく振動するため鹿児島市へ要請
中。

当初予算がないと言われたが、現在ＣＢＲ試験等前向きに検討して
頂いている。

　ご要望のあった箇所については、先日舗装路面の調査を行ったところであ
り、今後、調査結果を踏まえて対策を検討してまいります。

Ｅ

556 3

地域別意見交換会のご案内ということであれば、該当地区の町内
会運営の方及び地区福祉ご担当者、町おこしご担当者とか幅広い年
齢層の方への参加啓蒙を働きかけた方が、市民レベルでの開かれた
行政をアピールできるのではと思います。（コロナ禍とはいえあまりに
少人数でしたので、びっくりしました。コロナ禍ではない過去の参加者
人数については存じ上げません。）

　市内１４地域・地区で開催した地域別意見交換会につきましては、各地
域・地区の町内会や地域コミュニティ協議会、地域団体などへ参加を呼び掛
けたほか、市内全世帯へ配布する「市民のひろば」等を通じて、幅広く参加
者を募集したところであり、ご意見につきましては、今後の参考とさせてい
ただきます。

Ｅ
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

557 3

実施計画に早く出来る事が課題となるため、現状を知っている方
（各部署の担当の方）が数年で他の部署に行き仕事が変わる為、数
年単位の仕事に支障がでる様に思います。

　定期的な人事異動を行い、多様な職務経験を積ませることは、職員の基礎
的能力の育成や適材適所の人事配置が図られ、組織全体の機能向上につなが
るものと考えております。ご意見については、今後の人事異動の参考とさせ
ていただきます。

Ｅ

558 3
初参加でしたが、今後の町内活動に生かしていきたい。役員会に経

過を報告し、諸活動に生かしていきたい。
　ご意見として承ります。

Ｅ

559 3
　地域の活動について、その重要さを知らされました。 　ご意見として承ります。

Ｅ

560 3

アンケート用紙が送ってきて回答したものの、実際、今、何が行われ
ているか分からなかった。今回、話し合いに参加して、さまざまな問
題、取り組みを知ることが出来た。もう少し市民に分かりやすい告知
をしてほしい。

　本市が取り組んでいる施策については、現在、ＳＮＳやホームページ、各
種広報誌など様々な媒体を通じて、その情報発信に取り組んでいるところで
すが、引き続き、分かりやすさに配慮しながら、まちづくりへの共感が深ま
る広報に努めてまいりたいと考えております。

Ｅ

561 3

「地域別計画」で意見交換を望むのであれば、鴨池校区などもっと
小さい地区に限定してもらったほうが実感があり、活発な意見も出る
と思います。

　ご意見のあった地域別意見交換会については、市内１４地域・地区で開催
したところであり、校区数は多数あることから、校区単位での説明につきま
しては難しいと考えておりますが、ご意見については今後の参考とさせてい
ただきます。

Ｅ

562 3

　すばらしい素案を披露して下さり有難いです。
残念なことに行政と町内会長などの間に隔たりを感じ・・・未来

（先々）の事に話付けが難しい！と。現状の不満を訴えている。

　ご意見として承ります。

Ｅ

563 3

　コロナ禍の中、マスクをしないで暮らしができるような 　現在、社会全体で新しい生活様式に取り組むほか、国、自治体が一体と
なって新型コロナウイルスワクチン接種に取り組んでいるところです。ご意
見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｅ
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第六次鹿児島市総合計画 基本構想(案)・前期基本計画(素案)に関する意見の検討結果一覧表【４ 鹿児島市総合計画審議会】

１　基本構想（案）に関する意見 対　応　区　分

２　前期基本計画（素案）に関する意見 Ａ　意見の趣旨等を反映し、基本構想・前期基本計画（案）に盛り込むもの

(1) 基本目標別計画 Ｂ　意見の趣旨等は、基本構想（案）・前期基本計画（素案）に盛り込み済みのもの

(2) 重点プロジェクト Ｃ　基本構想・前期基本計画（案）に盛り込まないもの

(3) 地域別計画 Ｄ　実施計画・個別計画の検討、具体的な事業の実施にあたり参考にするもの

(4) その他全般 Ｅ　その他要望・意見等

３　その他の意見

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

1 1

ＩＣＴ（情報通信技術）の利活用については、行政事務の効率化はも
とより、高齢者など情報格差の解消に努めながら、市民サービスの向
上や社会課題の解決、多様な社会への関わり方の実現等の観点を
大切に、あまねく市民がその恩恵を受けられるよう進めること。

　ご意見のことについては、重点プロジェクト「“ＩＣＴで住みよいまち”
推進プロジェクト」－「実施する主な取組」で、「ＩＣＴの活用による市民
サービスの向上」に取り組むこととしております。
　なお、ご意見の趣旨を踏まえ、「概要」の文中、「ＩＣＴの恩恵を誰もが
享受できるよう」を「高齢者をはじめ誰もがＩＣＴの恩恵を享受できるよ
う」に修正し、また、「実施する主な取組」－「自治体ＤＸ推進」の文中、
「ＡＩやＲＰＡなどの新たなＩＣＴを積極的に取り入れます」を「ＡＩやＲ
ＰＡなどの利活用による業務効率化を推進します」に修正します。

Ａ

2 1

都市像の文中に「次の都市像を掲げます」とあり、その後、大文字で
「つながる人・まち 彩りあふれる 躍動都市・かごしま」と出てくるが、
分かりづらく、もっと強調してもいいのではないかと思う。

　ご意見を踏まえ、都市像をより分かりやすく表記いたします。

Ａ

3 1
都市像の文中に「鹿児島への思いを寄せてくださる多くの人々」とい

う文章があるが、「思い」ではなく「想い」の方がいいのではないか。
　ご意見を踏まえ、都市像の文中「鹿児島への思いを寄せてくださる多くの
人々」を「鹿児島への想いを寄せてくださる多くの人々」に修正します。 Ａ

4 1

鹿児島には世界と勝負できる素材として、伝統工芸や世界遺産、仙
巌園があり、「地域産業の活力の創出」の「伝統工芸」に、薩摩切子や
薩摩焼、竹細工、大島紬が入る。歴史や文化、そして自然とも深く関
連しており、「子ども・文教政策」の「歴史・文化資源」にもまたがると思
う。ただ、これらの魅力や価値が、基本目標にあまり浮き出ていないと
いう印象がある。県との連携や住み分けもあると思うが、鹿児島市に
情報や流通等の機能が集中するのでできれば特色が強く出ればいい
と思う。

　伝統的工芸品産業については、基本構想（案）の「３　基本構想」－
「（２）基本目標　魅力にあふれ人が集う　活力あるまち」において、地域
産業の一つとして捉え、その活力創出に取り組むこととしておりますが、ご
意見の趣旨を踏まえ、伝統的工芸品に関する魅力発信や流通の促進を図る観
点から、基本目標別計画「３－３　地域産業の活性化」－「施策の体系
Ⅱ」－「ものづくり産業の活性化支援」内の「◆伝統的工芸品の普及促進」
を、「◆伝統的工芸品産業の振興」に修正します。

Ａ

項　目
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

5 1

「効率的で質の高い行政サービスを提供します」という文言がある
が、効率的だけだと費用対効果が前面に出てくる表現である。重要な
ことではあるが、行政サービスにおいては効率性だけではできないこ
とが結構あるので、「効率的で効果的な」という文言を入れてみるとい
いのではないかと思う。

　多様化・高度化する市民ニーズに対応した質の高い行政サービスの提供
と、成果を意識した効率的な行財政運営の推進をさらに進めることとしてお
り、そのような考えのもと、基本構想（案）の「３　基本構想」－「（２）
基本目標　信頼とやさしさのある　共創のまち」で、「健全な財政を維持
し、効率的で質の高い行政サービスを展開します」としております。

Ｂ

6 1

「多様で柔軟な働き方を促進し」では上からの表現と感じる場合もあ
り、「市民の多様で柔軟な働き方を支援し」とすれば、市民中心に感じ
るのではないか。

　労働者がそれぞれの事情に応じた働き方を選択できるよう、市内事業所の
労働環境整備を支援することにより、働き手の事情に応じた多様で柔軟な働
き方を促進するという趣旨でこのような表現としているところであり、ご意
見のとおり、市民の多様で柔軟な働き方の確保に向けて、積極的に取組を進
めてまいります。

Ｂ

7 1

第１回審議会でも意見が出たが、交流を生むのはスポーツだけでは
なく文化芸術もあるのではないか。

　基本構想（案）の「３　基本構想」－「（２）基本目標　魅力にあふれ人
が集う　活力あるまち」において、「世界に誇れる多彩な魅力を生かした観
光・交流を進める」とし、また、基本目標別計画「３－１　地域特性を生か
した観光・交流の推進」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆自然、歴史・文化、
食などの魅力活用」としており、ご意見のあった様々なコンテンツも生かし
ながら、観光・交流の推進に取り組んでまいりたいと考えております。
　また、現在、地域の文化資源を生かしたイベント等の実施に取り組んでお
り、基本目標別計画「５－５　市民文化の創造」－「施策の体系　Ⅰ」－
「文化芸術に親しむ機会の充実と活動の促進」内に位置付けて、引き続き取
り組んでまいりたいと考えております。

Ｂ

8 1

　スポーツについては、これまで文化や教育の文脈内に位置づけら
れがちだったが、プロスポーツや国体等は交流人口、郷土への愛着
等への影響と規模が大きく、あえて特化し産業・交流政策に入れたも
のと理解している。一方で健康づくりのための生涯スポーツのニーズ
が膨らむ場合は、どこに具体的な施策を入れるか。県のウェルネス構
想とも関連してくると思う。

　ご意見のあった生涯スポーツについては、基本目標別計画「３－２　ス
ポーツ交流・振興の推進」－「施策の体系　Ⅱ」の「あらゆる世代へのス
ポーツ機会の提供」内に位置づけており、市民の目的や体力に応じたスポー
ツ機会の充実に取り組むこととしております。 Ｂ

9 1

文化・芸術・祭りというのも交流の手段になりうると思う。文化・芸術
というものを鹿児島市内の中で育むというのは良いと思うが、それを
対外的に交流につなげるという役割もあると思うので、そういう視点も
盛り込んでいただけないかと思う。

　基本構想（案）の「３　基本構想」－「（２）基本目標　魅力にあふれ人
が集う　活力あるまち」において、「世界に誇れる多彩な魅力を生かした観
光・交流を進める」とし、また、基本目標別計画「３－１　地域特性を生か
した観光・交流の推進」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆自然、歴史・文化、
食などの魅力活用」としており、ご意見のあった様々なコンテンツも生かし
ながら、観光・交流の推進に取り組んでまいりたいと考えております。
　また、現在、地域の文化資源を生かしたイベント等の実施に取り組んでお
り、基本目標別計画「５－５　市民文化の創造」－「施策の体系　Ⅰ」－
「文化芸術に親しむ機会の充実と活動の促進」内に位置付けて、引き続き取
り組んでまいりたいと考えております。

Ｂ
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

10 1

長年培われてきた鹿児島市ならではの心の豊かさや人に着目し、
顔を合わせ、対話する中で人を育てるなど、人と人とのつながりや支
え合いを大切にすること。

　基本構想（案）の「３　基本構想」－「（１）都市像」において、「市
民、事業者、鹿児島への思いを寄せてくださる多くの人々、関わりのある団
体など、さまざまな交流を通じ、相互のつながりを深める」としており、ご
意見のあった人と人とのつながりや支え合いを大切にしながら、総合計画の
策定・推進に取り組んでまいりたいと考えております。

Ｄ

11 1

国籍、性別、年齢、障がいの有無、居住地などを問わず様々な意見
や視点を大切に、基本的人権や多様性が尊重される地域社会をつ
くっていくこと。

　ご意見については、基本構想（案）の「３　基本構想」－「（２）基本目
標　信頼とやさしさのある　共創のまち」で「性別や年齢、国籍などに関係
なく、一人ひとりの人権や多様性が尊重され、個性と能力を発揮できる地域
社会を築きます」としており、ご意見の趣旨も踏まえながら、性別や年齢、
国籍等に関わりなく、互いに理解し認め合える地域づくりを進めてまいりた
いと考えております。

Ｄ

12 1

自治体間の競争が進み、とりわけ若者の県外流出が危惧される中
においても「選ばれる鹿児島市」となるよう、様々な自治体・地域と連
携しながら、医療や子育て、産業などの環境を整備し、働きやすい・
暮らしやすい鹿児島市の実現を目指すこと。

　本市においても、若年層の就職等に伴う大都市圏への流出が続いており、
地域経済の活力喪失を防ぐため、若い世代にとって魅力ある環境の創出を図
る必要があると考えており、ご意見のあった働きやすい・暮らしやすい鹿児
島市の実現を目指しながら、総合計画の策定・推進に取り組んでまいりたい
と考えております。

Ｄ

13 1

スポーツや文化など複数の政策に関連する分野については、各基
本目標間で連携し、多面的な視点から取組を進める中で、その実現
を目指すとともに、社会における様々な機能等の複合・連携の視点を
持って取り組むこと。

　ご意見については、各基本目標も相互に関連し、連携していく面もあるこ
とから、基本構想（案）の「４　総合計画の体系図」において、その連携を
図示しているところであり、ご意見のあった基本目標間の連携や社会におけ
る様々な機能等の複合・連携の視点を持ちながら、総合計画の策定・推進に
取り組んでまいりたいと考えております。

Ｄ

14 1

　鹿児島市の様々な資源や魅力を市民も巻き込みながら発信すると
ともに、市民が地域に目を向け、地域の価値を再認識できるよう、シ
ビックプライド（自らのまちに対する誇りや愛着）を醸成すること。

　基本構想（案）の「３　基本構想」－「（２）基本目標　信頼とやさしさ
のある共創のまち」で、「効果的な情報発信やシビックプライドの醸成など
により、まちの魅力を磨き高め、広めます」としており、また、基本目標別
計画「１－４　シティプロモーションの推進」－「施策の体系　Ⅱ」で、
「◆ＳＮＳ等を活用した市民との協働による情報発信」や「◆地域資源の体
験機会の提供」に取り組むこととしております。ご意見については、施策に
基づく具体的な事業を進めるにあたっての参考とさせていただきます。

Ｄ

15 1

ゼロカーボンシティや３Ｒなどに市民全体で取り組みながら、持続可
能な地域社会の実現に努めるとともに、それが行政や企業にとって強
みとなるよう取組を進めること。

　基本構想（案）の「３　基本構想」－「（２）基本目標　自然と都市が調
和した　うるおいのあるまち」では、ゼロカーボンシティかごしまの推進や
循環型社会の構築に向けて、市民や事業者等と一体となって取り組むことと
しており、ご意見については、今後、個別計画の検討にあたり参考とさせて
いただきます。

Ｄ

－145－
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

16 1

人口減少に伴い労働力人口の減少や消費市場の縮小なども懸念さ
れる中、まちの活力を維持・向上させていくために、新しい産業の創
出支援や戦略的な企業の誘致、生産性向上、高付加価値化などを通
して、地域の稼ぐ力を向上させ、未来を担う若者をはじめとしたあらゆ
る世代の働く場づくりを進めること。

　重点プロジェクト「“地域の稼ぐ力”向上プロジェクト」－「実施する主
な取組」－「地域産業の生産性向上支援」で、「ＩＣＴ等の活用により、中
小企業の業務効率化・売上アップを図るための取組を支援」や「急成長を目
指す企業や起業家の新たな事業展開に対し、伴走型の支援を行う」とすると
ともに、基本目標別計画「３－３　地域産業の活性化」－「施策の体系
Ⅰ」で、「◆戦略的な企業誘致・増設等」に取り組むこととしており、ご意
見については、施策に基づく具体的な事業を進めるにあたっての参考とさせ
ていただきます。
　なお、前期基本計画（素案）に位置付けた「まち・ひと・しごと創生基本
方針」に基づいて策定する「第２期鹿児島市まち・ひと・しごと創生総合戦
略」において、地域の稼ぐ力を強化するとともに、市域内に魅力的で安定し
た雇用の場を確保することとしており、ご意見の内容を踏まえながら、人口
減少の対策に取り組んでまいります。

Ｄ

17 1

鹿児島の自然や風土に育まれた文化・芸術・祭り・スポーツ・歴史・
食など、あらゆる資源の活用や新たな魅力の創出、資源の掘り起こし
の視点を大切に、それを鹿児島市の強みとして観光・交流の推進や
地域産業の活性化などに積極的に生かしていくこと。

　基本構想（案）の「３　基本構想」－「（２）基本目標　魅力にあふれ人
が集う　活力あるまち」において、「世界に誇れる多彩な魅力を生かした観
光・交流を進める」とし、また、基本目標別計画「３－１　地域特性を生か
した観光・交流の推進」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆自然、歴史・文化、
食などの魅力活用」としており、ご意見のあった様々なコンテンツも生かし
ながら、観光・交流の推進に取り組んでまいりたいと考えております。

Ｄ

18 1

多様な暮らし方に配慮しながら、市街地、農村・中山間地など、それ
ぞれの地域で、誰もが心豊かに、安心・快適な生活を享受できるよう
取り組むこと。

　地域別計画においては、各地域・地区別の現状及び課題、まちづくりの基
本的方向を明らかにするとともに、基本目標別計画に掲げられた施策の主な
ものを掲載しており、ご意見については、今後、施策に基づく具体的な事業
を進めるにあたっての参考とさせていただきます。

Ｄ

19 1

「多様で柔軟な働き方を促進し」について、「柔軟な」という部分で、
「働き方」ではなく「働かせ方」になっている現状もある。労働者が自由
に選択できるのであればいいが、「柔軟な」という言葉には二面性が
あり、悪いイメージがあるということもおさえておいていただきたい。

　ご意見の趣旨も踏まえながら、労働者がそれぞれの事情に応じた働き方を
選択できるよう、市内事業所の労働環境整備を支援し、「多様で柔軟な働き
方」を促進してまいりたいと考えております。 Ｄ

20 1

「生活環境の向上」で「きれいで快適な生活環境を目指します」とあ
るが、一歩間違えると、夏暑い時期にクーラーをかけて、冬は暖房を
つけるという快適さというのが求められがちな生活環境を考えると表
現をもっと工夫できるのではないか。また、きれいというと、汚れないと
いうか、自然が豊かであれば、泥まみれになっても安全ですよと言え
ると思うが、泥まみれは人から見たらきれいではないかもしれないの
で、そういった環境でも安心して暮らせますよということを訴えた方が
いいのではないか。

　「生活環境の向上」には、まちの環境美化や、大気・水質の保全等が必要
であることを踏まえ、「きれいで快適な生活環境を目指します」としてお
り、ご意見の趣旨を踏まえながら、自然と都市が調和する中で安心して暮ら
せるまちづくりを推進してまいりたいと考えております。

Ｄ
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

21 1

これから９０年経ったときに、まちがどう変わっていくのか、どう変
わっていかなければならないのか、そういうことを踏まえながらこの１
０年を見据えていかなければならないと思う。

　ご意見については、基本構想（案）の「１　総合計画策定の趣旨」－
「（５）策定にあたっての視点」－「視点①」で、「長期的展望に立った持
続的発展が可能な計画」とするとともに、「２　総合計画策定の前提」－
「（１）時代の潮流」を記載しており、今後も様々な環境の変化を捉え、対
応しながら、総合計画の策定・推進に取り組んでまいりたいと考えておりま
す。

Ｄ

22 1

市の行政施策あるいはサービスの最終目標は、全ての市民を幸せ
にするということだと思う。ＳＤＧｓの観点においても、誰ひとり取り残さ
ない鹿児島市にしていこうということだと思う。その意味では、人材、
ジェンダー平等といったものが通底に流れるものになってくるのでは
ないか。

　人権の尊重や男女共同参画の推進など、基本目標別計画「１－５　誰もが
個性と能力を発揮できる地域社会の形成」として「信頼・共創政策」に位置
付けており、また「信頼・共創政策」は他の５つの基本目標すべての実現に
おけるベースとなるものであることから、ご意見の趣旨も踏まえながら、施
策等に取り組んでまいります。

Ｄ

23 1

人をどう育てていくか、人への投資をどうするか。ＩＣＴ人材やベン
チャーを育てていくということも同じだと思う。そういう環境を行政とし
てどうつくっていけるかだと思う。全ての自治体が競争をするわけだ
が、鹿児島に住んでもらうためには、それだけの魅力が必要で、医療
や子育てなどの環境整備をやっていかないといけないと思う。

　本市においても、地域経済の活力喪失を防ぐため、若い世代にとって魅力
ある環境の創出を図る必要があると考えており、ご意見のあった人材育成や
環境整備を図りながら、総合計画の策定・推進に取り組んでまいりたいと考
えております。

Ｄ

24 1

鹿児島県民は非常に情熱的で、人情味が厚いと思う。そういうことを
大事にしていきたい。

　ご意見については、基本構想（案）の「２　総合計画策定の前提」－
「（２）本市の特性」において、「温かみのある人柄と助け合いの風土」と
しており、これらを生かし、やさしさと温もりに満ちた都市づくりを進めて
まいりたいと考えております。

Ｄ

25 1

対話の中で、人間性あふれる人材を育てていかないといけないと思
う。

　ご意見については、基本構想（案）の「３　基本構想」－「（１）都市
像」において、「市民、事業者、鹿児島への思いを寄せてくださる多くの
人々、関わりのある団体など、さまざまな交流を通じ、相互のつながりを深
める」としており、人間性あふれる人材を育成しながら、総合計画の策定・
推進に取り組んでまいりたいと考えております。

Ｄ

26 1

高校卒業と同時に県外に就職した人たちもいるが、そういった人た
ちが楽しい・帰ってきたい・鹿児島に残りたいと思ってもらえる鹿児島
を創っていきたいと考えている。

　若年層の就職等に伴う大都市圏への流出が続いており、地域経済の活力喪
失を防ぐため、若い世代にとって魅力ある環境の創出を図る必要があると考
えており、ご意見のあった帰ってきたい・残りたい鹿児島市の実現を目指し
ながら、総合計画の策定・推進に取り組んでまいりたいと考えております。

Ｄ

－147－
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

27 1

　「スポーツを楽しむ」について、都市像には「自分らしく健やかに生き
生きと暮らしています」と書かれており、「健やか」というところから「ス
ポーツ」に繋がっていると思うので、基本目標は「誰もが健やかに暮ら
せる環境を整える」といった大きなくくりの表現の方がいいのではない
か。

　スポーツにつきましては、まちのにぎわい創出や、ご意見のあった健康づ
くりにつながるなど多様な側面がございますが、第六次総合計画において
は、スポーツを生かしたにぎわい創出や、あらゆる世代へのスポーツ機会の
提供などにより、スポーツを通じて活力あるまちを目指すため、基本目標
「魅力にあふれ人が集う　活力あるまち」に位置づけたところであり、基本
目標の表現については、その趣旨を踏まえ、「誰もがスポーツを楽しむこと
ができる環境を整え」としているところでございます。

Ｅ

28 2 (1)

　自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち
高齢者が生涯にわたって活躍し続けられるよう、その知識や能力な

どを生かしながら、地域や社会との関わりが持てるような環境づくりが
必要。

　ご意見については、現在、元気高齢者活動支援事業に取り組んでいるとこ
ろであり、基本目標別計画「４－１　高齢化対策の推進」－「施策の体系
Ⅰ」－「高齢者の社会参画の促進」内に位置付けて、引き続き取り組むこと
としております。
　なお、ご意見の趣旨を踏まえ、「４－１　高齢化対策の推進」－「施策の
体系　Ⅰ」－「高齢者の社会参画の促進」内の「◆高齢者の活動への支援」
を、「◆高齢者の多様な活動への支援」に修正します。

Ａ

29 2 (1)
基本施策ごとにＳＤＧｓとの関係性についてアイコンがあるが、SDGｓ

の内容の説明は計画書の後ろの方にあり、分かりづらい。
　ご意見を踏まえ、基本目標別計画の冒頭部分に「基本施策とＳＤＧｓの関
連」を記載いたします。 Ａ

30 2 (1)

交通安全のために学校の周りで旗振りをしている高齢者がいるが、
そういうふうに地域のどこかで高齢者が役に立っていくことが大事だ。

　ご意見については、現在、元気高齢者活動支援事業に取り組んでいるとこ
ろであり、基本目標別計画「４－１　高齢化対策の推進」－「施策の体系
Ⅰ」－「高齢者の社会参画の促進」内に位置付けて、引き続き取り組むこと
としております。
　なお、ご意見の趣旨を踏まえ、「４－１　高齢化対策の推進」－「施策の
体系　Ⅰ」－「高齢者の社会参画の促進」内の「◆高齢者の活動への支援」
を、「◆高齢者の多様な活動への支援」に修正します。

Ａ

31 2 (1)

スポーツ課・スポーツ振興協会・磯町内会等と大学による磯ビーチ
活性化プロジェクトでは、桜島・錦江湾の絶景やイルカなどに出会え、
自然の恵みに圧倒される。都市の快適さと豊かな自然が同居する、
世界でも類を見ない画像・映像をPRし、ＵＩＪターンや移住の促進で
ニューノーマルを活かした地方回帰に繋げたい。

　基本目標別計画「１－４　シティプロモーションの推進」－「施策の体系
Ⅲ」で、「ポータルサイト等を活用した情報発信」に取り組むこととしてお
り、引き続き、多彩な自然資源と都市機能の集積など、本市の魅力が伝わる
画像・映像などを活用しながら、移住の促進に取り組むこととしておりま
す。
　ＵＩＪターンや移住の促進については、現在、周知広報に桜島や錦江湾、
マグニョンなど鹿児島の特色や魅力をＰＲする素材を活用しており、基本目
標別計画「３－３　地域産業の活性化」－「施策の体系　Ⅳ」－「◆ＵＩＪ
ターン人材の確保支援」内に位置づけて、引き続き取り組むこととしており
ます。

Ｂ
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番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

32 2 (1)

観光資源の活用について、プロスポーツの活用は基本目標にも掲
げられているが、プロスポーツが地域を盛り上げるというのが一つと
県外からくる方々が増えるというのがあげられる。

　ご意見については、現在、地元のプロスポーツチームと連携してホーム
ゲームにおけるにぎわいの創出やアウェイゲームにおける鹿児島のＰＲ活動
等に取り組んでおり、基本目標別計画「３－２　スポーツ交流・振興の推
進」－「施策の体系　Ⅰ」－「◆地元プロスポーツチームとの連携」内に位
置づけて、引き続き取り組むこととしております。

Ｂ

33 2 (1)

他の代表的な中核市や政令指定都市等と比較して、安心安全に関
する内容は分厚くまとめられている印象。セーフコミュニティ再認証や
火山防災トップシティ構想も踏まえ、自然の恩恵を受けながら災害等
も乗り越えていく、ダイナミックで安心安全なまちづくりを世界に発信し
てほしい。

　賛同のご意見として承り、安心安全なまちづくりを進めるとともに、引き
続き、セーフコミュニティや火山防災トップシティ構想に基づく取組を通じ
て、国内外への情報発信に取り組んでまいります。

Ｂ

34 2 (1)

小学校の時から、宿泊型の人材育成に参加したり、子どもミーティン
グや創志塾に参加して、いろんな人に出会うことで鹿児島のことがど
んどん好きになっていったので、そのような事業は今後も続けていっ
てもらいたい。

　賛同のご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｂ

35 2 (1)

　信頼とやさしさのある　共創のまち
国内外との都市との連携・交流においては、人やもの、心を双方向

に交流させ、あらゆる機会に様々な都市を巻き込む「開かれたマイン
ド」を大切にしながら、幅広い視点で取り組むことが必要。

　基本目標別計画「１－３　多角的な連携・交流の推進」－「施策の体系
Ⅰ」及び「施策の体系　Ⅲ」で、「多彩な都市との連携・交流の推進」及び
「多彩な交流の推進」に取り組むこととしており、今後、施策に基づく具体
的な事業を進めるにあたっての参考とさせていただきます。

Ｄ

36 2 (1)

　自然と都市が調和した　うるおいのあるまち
　森林や海、川など多様な自然資源を生かすことが必要。

　ご意見については、基本構想（案）の「３　基本構想」－「（２）基本目
標　自然と都市が調和した　うるおいのあるまち」で、「生物多様性の保
全・活用や水と緑豊かな美しいまちづくりに取り組み、人と自然が共生し、
うるおいと安らぎを感じられる環境を整える」としており、現在、平成２６
年３月に策定した鹿児島市生物多様性地域戦略において、自然環境の保全に
関する取組を行っております。
　ご意見の趣旨を踏まえながら、令和３年度に策定する次期生物多様性地域
戦略においても、引き続き多様な自然環境の保全とその恵みの持続可能な活
用に取り組んでまいります。

Ｄ

37 2 (1)

　自然と都市が調和した　うるおいのあるまち
子どもや高齢者など、誰もが身近に親しみを持って利用できる視点

での公園や緑地の整備が必要。

　基本目標別計画「２－３　人と自然が共生する都市環境の構築」－「施策
の体系　Ⅲ」で、「身近な公園・広場の創出・拡充」や「広く市民に親しま
れる公園の充実」に取り組むこととしており、子どもや高齢者など、誰もが
身近に親しみを持って利用できるよう、公園や緑地の整備に取り組んでまい
ります。

Ｄ
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－150－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

38 2 (1)

　魅力にあふれ人が集う　活力あるまち
スポーツ交流・振興を進める中においては、スポーツを起点として

様々な分野と連携しながら、幅広い視点で取り組むことが必要。

　ご意見については、「する・みる・ささえる」といった多くの方々が関わ
ることのできるスポーツの持つ魅力や裾野の広さを活用し、現在、市政の各
分野との連携に取り組んでいるところであり、今後、施策に基づく具体的な
事業を進めるにあたっての参考とさせていただきます。

Ｄ

39 2 (1)

　魅力にあふれ人が集う　活力あるまち
ＩＣＴに関わる人材の育成を進めるとともに、農林水産業など様々な

業種においてＩＣＴを活用し、生産性を上げるなど稼ぐ力の向上に取り
組むことが必要。

　基本目標別計画「３－３　地域産業の活性化」－「施策の体系　Ⅰ」で、
「新たな価値を生み出す人材等の創出」としており、ご意見の趣旨も踏まえ
ながら、ＩＣＴに関わる人材の育成に取り組んでまいります。
　また、重点プロジェクト「“地域の稼ぐ力”向上プロジェクト」におい
て、ＩＣＴ等の活用による「地域産業の生産性向上」やスマート農林水産業
の導入による「農林水産業の収益性向上」に取り組むこととしており、稼ぐ
力の向上に向けて、様々な業種におけるＩＣＴの活用を促進してまいりたい
と考えております。

Ｄ

40 2 (1)

　魅力にあふれ人が集う　活力あるまち
働く人のワークライフバランスを大切にしつつ、地域においても、そ

の知識や能力を発揮しながら活躍できるような環境づくりを進めるこ
とが必要。

　ワーク・ライフ・バランスの推進が図られることにより、家庭生活だけで
なく、地域活動への参加機会もより得やすくなると考えられることから、基
本目標別計画「３－３　地域産業の活性化」－「施策の体系　Ⅳ」の「労働
環境の整備促進と多様な働き方の確保」内に位置づけて、引き続き、労働局
等関係機関と連携を図りながら、ワーク・ライフ・バランスの推進につい
て、周知・啓発に努めてまいりたいと考えております。

Ｄ

41 2 (1)

　自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち
疾病予防等の観点などを大切にしながら、高齢化対策や健康・医療

の充実に取り組むことが必要。

　介護予防や疾病予防・重症化予防の観点を大切にしながら、基本目標別計
画「４－１　高齢化対策の推進」及び「４－３　健康・医療の充実」に取り
組んでまいりたいと考えております。

Ｄ

42 2 (1)

　自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち
多発する自然災害への対応や桜島の大規模噴火対策など、危機管

理・防災・減災力の向上に取り組むことが必要。

　ご意見については、基本構想（案）の「３　基本構想」－「（２）基本目
標　自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち」で、「災害などから市
民の生命、身体、財産を守るために、危機管理体制や防災力・消防力を強化
し、安心して安全に暮らせるまちをつくります」としており、ご意見の趣旨
も踏まえながら、風水害や桜島の大規模噴火等に備えた強靭な地域づくりを
進めてまいりたいと考えております。

Ｄ

43 2 (1)

　豊かな個性を育み未来を拓く　誇りあるまち
　家庭や地域全体での子育て支援等を通して、鹿児島モデルと言え
るような、安心して子育てができる都市づくりを進め、鹿児島市の強
みとなるよう取り組むことが必要。

　基本目標別計画「５－１　少子化対策・子育て支援の推進」及び「５－２
子どもの健やかな成長への支援」で、安心して子どもを生み育てることがで
きる環境整備などに取り組むこととしております。また、本市の現況や時代
の潮流を踏まえ、特に先導的かつ重点的に取り組む３つの重点プロジェクト
の１つに、「“子どもの未来”輝き推進プロジェクト」を掲げ、子どもが夢
や希望を持ち輝き続ける地域社会を目指すこととしており、ご意見について
は、今後の取組の参考とさせていただきます。

Ｄ

－150－



－151－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

44 2 (1)

　豊かな個性を育み未来を拓く　誇りあるまち
　多様な考え方を大切に、市民の希望をかなえる観点から、結婚、妊
娠・出産、子育ての支援に、市民や事業者を含め、社会全体で取り組
むことが必要。

　基本目標別計画「５－１　少子化対策・子育て支援の推進」及び「５－２
子どもの健やかな成長への支援」において、妊娠・出産を希望する方への支
援や子どもが希望を持てる環境の充実などに、市民・地域・事業者などと連
携して、取り組むこととしており、ご意見については、今後の取組の参考と
させていただきます。

Ｄ

45 2 (1)

　豊かな個性を育み未来を拓く　誇りあるまち
　キャリア教育やＩＣＴ教育、生涯学習（リカレント教育含む）について、
基本計画や重点プロジェクト、実施計画における具体的な取り組みに
おいて取り入れ、鹿児島市の強みや若者の地元定着、産業政策に生
かすことが必要。

　ご意見のあった若者の地元定着については、基本目標別計画「３－３　地
域産業の活性化」－「施策の体系　Ⅳ」で、「◆産学官連携による若者の地
元定着の推進」に取り組むこととしており、ご意見の趣旨も踏まえつつ、経
済団体や教育機関、関係行政機関とも連携を図りながら、若者の雇用機会の
拡大や安定的な雇用の確保に取り組んでまいりたいと考えております。
　キャリア教育やＩＣＴ教育については、基本目標別計画「５－３　学校教
育の充実」－「施策の体系　Ⅱ」で、「キャリア教育など時代の変化に対応
する教育の充実」、「教育の情報化の推進」に取り組むこととしているほ
か、重点プロジェクト「“子どもの未来”輝き推進プロジェクト」－「実施
する主な取組」－「新しい時代に対応できる子どもの育成」内に位置付けて
おり、また、生涯学習については、「５－４　生涯学習の充実」－「施策の
体系　Ⅰ」で、「生涯学習活動の充実」に取り組むこととしており、今後、
実施計画の検討にあたり参考とさせていただきます。

Ｄ

46 2 (1)

　質の高い暮らしを支える　快適なまち
市民や観光客など誰もが利用しやすい交通環境の実現に向け、ダ

イバーシティの観点を大切にしながら、様々なツールの活用や結節機
能の強化に取り組むことが必要。

　ご意見については、基本目標別計画「６－３　市民活動を支える交通環境
の充実」－「施策の体系　Ⅱ」で、「◆ＩＣＴを活用した利用しやすい公共
交通」や「◆バリアフリー化の推進」に取り組むこととしており、ご意見の
趣旨を踏まえながら、高齢者や障害者、外国人等を含むすべての人が安全で
快適に移動できるよう取り組んでまいります。

Ｄ

47 2 (1)

コミュニティの重要性や、行政だけでなく市民でできることは市民が
実行していくということ、これはこの先１０年間を見据えるにあたって非
常に重要なポイントだと思う。色々な主体をつなぐ役割やそういうこと
を可能にするプラットフォームづくりが重要である。

　ご意見につきましては、基本目標別計画「１－１　地域社会を支える協
働・連携の推進」－「施策の体系　Ⅰ」－「市民やＮＰＯ等の連携及び活動
の促進」及び「施策の体系　Ⅱ」－「地域コミュニティ活動の支援」の中に
位置付けており、プラットフォームづくりの視点を踏まえながら、共創のま
ちづくりを進めてまいりたいと考えております。

Ｄ

48 2 (1)

官民連携について、施設整備の際にＰＦＩを使ったりするが、単純に
ハード整備だけでなく、社会課題を解決するにあたって若い人を巻き
込んだり、あるいは地域外の人を巻き込んだりしながらビジネスとして
やっていく、コミュニティビジネスとか課題解決型ベンチャーがある。官
民連携という言葉をハードだけでなく、ソフトの色々な政策の実行にあ
たって色々主体をつないでいく、あるいは官民連携していく、さらには
それをビジネス化して民に任せていく、そういう観点を検討する余地
があると思う。

　現在、防災や観光など様々な分野において、事業者等と連携した取組を
行っているところであり、引き続き、基本目標別計画「１－２　自主的・自
立的な行財政運営の推進」－「施策の体系　Ⅱ」で「◆官民連携による課題
解決」や、「１－３　多角的な連携・交流の推進」－「施策の体系　Ⅱ」で
「各主体の特性を生かした連携による各種施策の実施」において、ご意見の
趣旨も踏まえながら、取組を進めてまいりたいと考えております。

Ｄ

－151－



－152－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

49 2 (1)

どの産業もＩＣＴ化が進んでいくと思われる中で、どの都市も同じ課
題を抱えていると思うが、ＩＴ人材が足りていない。全ての産業でデー
タを使い生産性を上げるとか、これまでは病気をしたら病院に行って
診てもらっていたのが、これからは病院に行く前に自分で気づいて防
ぐ未病が医療の在り方になったりとか、様々なシーンでテクノロジーが
活用されていくと思う。

　重点プロジェクト「“ＩＣＴで住みよいまち”推進プロジェクト」－「実
施する主な取組」－「ＩＣＴ関連産業の振興」で、「新たなＩＣＴを利活用
できる人材や企業の育成に取り組みます」としており、ご意見については、
今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただきます。 Ｄ

50 2 (1)

学校のＩＣＴ教育において教える先生がいないという状況も聞く。情
報格差が出てくると、情報の格差が教育の格差に、教育の格差が経
済の格差につながってくる。ＩＣＴの活用というのはすべての政策の上
において前提としていかないと、地方と東京のギャップが出て、それ
が貧困差にもつながるということが、この１０年、２０年で起こってくる
のではないかという危機感を持っている。鹿児島市が今後、都市とし
て成長していくには、あらゆる分野でＩＣＴを重点的に活用していくべき
だと思う。

　学校のＩＣＴ教育については、基本目標別計画「５－３　学校教育の充
実」－「施策の体系　Ⅱ」で、「教育の情報化の推進」に取り組むこととし
ており、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただきます。
　また、重点プロジェクト「“ＩＣＴで住みよいまち”推進プロジェクト」
－「実施する主な取組」－「ＩＣＴリテラシー向上の推進」に位置づけてデ
ジタルデバイド（情報格差）対策に取り組むとともに、同プロジェクトの
「実施する主な取組」－「ＩＣＴ関連産業の振興」にも位置づけて人材や企
業の育成、ＩＣＴ関連企業の戦略的な企業立地へも取り組むこととしてお
り、ご意見については、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただ
きます。

Ｄ

51 2 (1)

　地域づくりにおけるＩＣＴの活用について、進めていけるところはどん
どん進めていくべきだと思う。働き方改革についても、是非、地域貢献
とかに参加してもらって、ＩＣＴが使える方が地域の中に入ってきてい
ただいて、貢献してもらえるようなシステムづくりというものを、この１０
年の間に進めていければと思う。

　ご意見については、現在、ＩＣＴの活用も含めた地域コミュニティ協議会
の活動支援に取り組んでいるところであり、基本目標別計画「１－１　地域
社会を支える協働・連携の推進」－「施策の体系　Ⅱ」－「地域コミュニ
ティ活動の支援」内に位置づけて、引き続き取り組むこととしております。
　なお、ご意見のあったＩＣＴが使える方の地域での活動については、今
後、施策に基づく具体的な事業を進めるにあたっての参考とさせていただき
ます。

Ｄ

52 2 (1)

今回、若者会議や外国人の方の意見を聞いているが、このスタイル
をもっと広げて、例えばハンディキャップのある方、もしくはヤングケア
ラーの方々の声を聞くように、アウトリーチで当事者の声を聞き取って
施策をもっと良くしていくというスタンスが大事かと思う。

　ご意見については、基本目標別計画「１－１　地域社会を支える協働・連
携の推進」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆市民参画手続等の実施」、「◆市
民の声を聞く機会の充実」に取り組むこととしており、意見交換会、ワーク
ショップといった対話の機会を設ける取組を行っているところですが、ご意
見については、今後の参考とさせていただきます。

Ｄ

53 2 (1)

現在、家族と一緒に食事をできる労働者がどれだけいるのかと思う
が、家族と一緒にご飯を食べることのできる、働きやすい・暮らしやす
い世界一の鹿児島を目指してほしい。

　ご意見については、基本目標別計画「３－３　地域産業の活性化」－「施
策の体系　Ⅳ」で、「労働環境の整備促進と多様な働き方の確保」に取り組
むこととしており、ワーク・ライフ・バランスの実現に向けて、働き手の事
情に応じた多様で柔軟な働き方の促進に取り組んでまいりたいと考えており
ます。

Ｄ

－152－



－153－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

54 2 (1)

「サービスを受ける」「待つ」「調べない」「読まない」「無関心」といっ
た姿勢ではなく、市民ひとりひとりが「ともに市の未来を創る」「参画す
る」といった、主体的で生産的、能動的な姿勢を持ちやすい空間デザ
インや仕掛け作りが重要。

　市民一人ひとりが市政やまちづくりに触れる機会となる市民参画手続きの
実施や市民の声を聞く機会の充実など、まちづくりへの参画意識が高まるよ
う取り組んでいるところであり、ご意見については、今後、取組を進めるに
あたり参考とさせていただきます。

Ｄ

55 2 (1)

市民も職員も、みんなが市の資源の発信者、広報者という意識がで
きれば理想的。TikTok等で地域情報を発信するインフルエンサー
（フォロワー40万人以上）学生の例もある。

　基本目標別計画「１－４　シティプロモーションの推進」－「施策の体系
Ⅱ」で、「市民の共感を育む市政情報の発信」に取り組むこととしており、
ご意見のあったことについては、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせ
ていただきます。

Ｄ

56 2 (1)

ネットワークの時代。市民同士のつながりや絆に加え、他のまちと
の交流がより大切になってくると思う。来てもらうだけでなく、市民も他
のまちに足を運びつつ、体も心（情報）も「往来」させ、様々な機会に、
他のまちを巻き込み、共同で事を為す「開かれたマインド」を大切にし
たい。

　基本目標別計画「１－３　多角的な連携・交流の推進」－「施策の体系
Ⅰ」及び「施策の体系　Ⅲ」で、「多彩な都市との連携・交流の推進」及び
「多彩な交流の推進」に取り組むこととしており、今後、施策に基づく具体
的な事業を進めるにあたっての参考とさせていただきます。

Ｄ

57 2 (1)

福岡市はベンチャー企業を増やそうという政策をしている。鹿児島で
大学を卒業した際に、産業が無いから都市圏に行くのではなく、鹿児
島に戻ってくるという人を増やすためにも、鹿児島で何かビジネスをし
たいという若者に対して、行政であったり民間であったりが人・もの・
金を提供することで、鹿児島に新しい産業を増やしていくというところ
をやるべきだと思う。行政の支援や民間のお金を投入したり、あるい
は関東圏からそういう知見がある人に来てもらったりというアクション
をやっていく必要があると思う。どの都市もやっていることなので、ここ
で負けないように、今のうちにやっておくべきだと思う。

　基本目標別計画「３－３　地域産業の活性化」－「施策の体系　Ⅰ」－
「新たな事業展開等の促進」として、「◆新たな産業やサービス等の創出支
援」や「◆急成長を目指す企業や起業家の支援」に取り組むこととしてお
り、ご意見の趣旨も踏まえながら、新しい産業の創出に向けて取り組んでま
いりたいと考えております。

Ｄ

58 2 (1)

前回も文化の話もあったが、例えば桜島では「グレートサツマニアン
ヘス」というのがあるが、音楽・文化・芸術を使った観光資源化・シティ
プロモーション活用をした方が良い。音楽フェスで若者に人気のある
方がＳＮＳで地元の飲食店をあげて認知度が上がったという例もあ
る。コロナ禍の中で、こういったできることをやっていけばいいのでは
ないかと思う。

　基本目標別計画「３－１　地域特性を生かした観光・交流の推進」－「施
策の体系　Ⅰ」で、「アミューズメント機能の充実」に、「施策の体系
Ⅱ」で、「戦略的なマーケティング・プロモーションの展開」に取り組むこ
ととしており、ご意見については、今後、実施計画の検討にあたり参考とさ
せていただきます。

Ｄ

59 2 (1)

福井県の事例では、サッカーチームを支援し、障害者スポーツなど
にも展開されているようである。産業・交流政策にスポーツがあるのを
見て、スポーツを起点として、さまざまなところに展開できるのではな
いか。

　ご意見については、「する・みる・ささえる」といった多くの方々が関わ
ることのできるスポーツの持つ魅力や裾野の広さを活用し、現在、市政の各
分野との連携に取り組んでいるところであり、今後、施策に基づく具体的な
事業を進めるにあたっての参考とさせていただきます。

Ｄ

－153－



－154－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

60 2 (1)

人口減少対策として、よく「大学や理系学部を増やせばいい」という
提案を聞くが、現場では「国公私立の教育機関のいずれも、持続発展
と地域貢献にはまず出口対策が全ての基点で、20年が必要」と感じ
る。理系の学部を創っても、第二次産業が著しく少ない鹿児島の現状
を打開しなければ人口流出には歯止めがかからず教育機関も維持で
きない。一方で、食品加工業はかなりの健闘がみられるので、既存の
製造業以外の製造業等の誘致が強化できないか。また、SDGsパート
ナー企業等に脚光を当て、先進性や産業活性に繋げられないか。

　ご意見のあった製造業等の誘致については、基本目標別計画「３－３　地
域産業の活性化」－「施策の体系　Ⅰ」で、「◆戦略的な企業誘致・増設
等」に取り組むこととしており、人口流出の抑制に向けて、企業の誘致につ
ながるよう取り組んでまいりたいと考えております。
　また、ご意見のあったＳＤＧｓパートナー企業等との連携による産業の活
性化等については、今後、実施計画の検討にあたり参考とさせていただきま
す。
　なお、前期基本計画（素案）に位置付けた「まち・ひと・しごと創生基本
方針」に基づいて策定する「第２期鹿児島市まち・ひと・しごと創生総合戦
略」において、企業立地の推進や地域産業の競争力強化などに取り組むこと
としており、ご意見の内容を踏まえながら、人口減少の対策に取り組んでま
いります。

Ｄ

61 2 (1)

産業・交流政策の１「地域特性を生かした観光・交流の推進」の単位
施策または取組の柱に「主な取組」にある「自然、歴史・文化、食など
の」の表現が入れられたら、一段、特性が強化される気がする。

　基本目標別計画「３－１　地域特性を生かした観光・交流の推進」－「施
策の体系　Ⅰ」－「個性あふれる観光メニューづくり」内に、主な取組とし
て、「◆自然、歴史・文化、食などの魅力活用」を位置づけており、ご意見
のあった様々なコンテンツも生かしながら、観光・交流の推進に取り組んで
まいりたいと考えております。

Ｄ

62 2 (1)

コンパクトなまちづくりについて、これから人口が減少し、財政にも制
約がある中で、例えば公共インフラの更新時期を迎えたときに、ある
程度の取捨選択や優先順位付けをしていかなければならない時がく
ると思う。コンパクトなまちづくりというのは、経済的にはいい話だと思
うが、ともすれば都市の中心部と周辺地域との対立構図になるなど、
非常に難しい課題なのかなとも思う。また、コロナ禍の中で、密を作る
というのもいいのかという議論もあると思う。基本目標に「誰もが暮ら
しやすいまち」を掲げ、また都市像にも「持続可能なまち」を掲げてお
り、大局的に見たときの価値判断の基礎になると思うので、「コンパク
トシティ」というのは、都市マスタープランなど、もっと下位の計画に書
きこまれるものだと思うが、そういった価値判断のできる総合計画で
あってほしい。

　　人口減少、少子高齢化の進行等により、「成長・拡大の都市づくり」から
「成熟・持続可能な都市づくり」への転換が求められていることを踏まえ、
基本目標別計画「６－１　機能性の高い都市空間の形成」－「施策の体系
Ⅰ」で、「コンパクトなまちづくりの推進」、「総合的・計画的な土地利用
の推進」に取り組むこととしており、ご意見については、今後、第二次都市
マスタープランの策定にあたり参考とさせていただきます。

Ｄ

63 2 (1)

　公共交通で「すべての人が使いやすい」とあるが、高齢者や障がい
者、ダイバーシティの観点にもつながると思うが、どういう人でも乗れ
る・使えるというのは福祉の観点でも重要。環境問題にも関連してく
る。今あるインフラを上手く活用しながら、まちづくりをしていく基礎と
なる計画としてほしい。

　ご意見については、基本目標別計画「６－３　市民活動を支える交通環境
の充実」－「施策の体系　Ⅱ」で、「◆バリアフリー化の推進」に取り組む
こととしており、高齢者や障害者等を含むすべての人が安全で快適に移動で
きるよう取り組んでまいりたいと考えております。

Ｄ

－154－



－155－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

64 2 (1)

　鹿児島に来てもったいないなと思うのが、キャッシュレス決済の導入
が進んでいないところ。例えばＪＲまではｓｕｉｃａが使えるが、そこから
先の市電やバスは使えず、現金決済しかできない。民間も連携してい
かなければいけないが、不便を強いるものでもないので、インバウン
ドも含め、観光資源を強化・活用するという意味でも進めていただきた
い。

　基本目標別計画「６ー３　市民活動を支える交通環境の充実」－「施策の
体系　Ⅱ」で、「◆ICTを活用した利用しやすい公共交通」に取り組むことと
しており、ご意見のあった全国交通系ICカードへの対応については、これま
でも検討してきているものの、費用対効果等の課題が多く、また、市内では
ラピカ等が普及していることもあり、今日まで実現には至っておりません
が、今後の参考とさせていただきます。

Ｄ

65 2 (1)
ＩＣＴを使う部分、人と人が直接つながっていく部分というのをそれぞ

れ進めていくことが必要だと思う。
　ご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｅ

66 2 (2)

基本構想と前期基本計画のつながりについて、この３つが重点プロ
ジェクトである意味付けが出てくると、重点プロジェクトの位置づけが
しっかりしてくると思う。

　本市の現況や時代の潮流などを踏まえ、前期基本計画の期間中に、特に先
導的かつ重点的に取り組むものを重点プロジェクトとして位置付けたところ
であり、それぞれのプロジェクトの「ねらい」に、目的や方向性を示してい
るところです。

Ｂ

67 2 (2)

基本構想の中に、基本計画・実施計画の位置づけがあるが、そこに
重点プロジェクトが出てこないので、ここに重点プロジェクトの位置づ
けが出てくるといいと思う。

　基本構想（案）の「４　総合計画の体系図」の基本計画内に、重点プロ
ジェクトを位置付けており、また、前期基本計画（素案）の「３　重点プロ
ジェクト」に、その役割等を示しているところです。

Ｂ

68 2 (2)

本市の現況や時代の潮流を踏まえ、特に先導的かつ重点的に取り
組む重点プロジェクトについては、財政が厳しさを増す中においても
取り組まなければならないものであることから、その理由や方向性を
市民に分かりやすく示し、その意義を共有しながら、積極的に推進す
ること。

　本市の現況や時代の潮流などを踏まえ、前期基本計画の期間中に、特に先
導的かつ重点的に取り組むものを重点プロジェクトとして位置付け、それぞ
れのプロジェクトの「ねらい」に、目的や方向性を示しているところであ
り、市民への周知に努めながら、推進してまいります。

Ｄ

69 2 (2)

これから１０年先の鹿児島を描いていくにあたって、限られた行政資
源・財源の中で、鹿児島市の意思というものをある程度示すのが、重
点プロジェクトだと思う。この先１０年間どういうことに鹿児島市が力を
注いでいくのかということが、市民目線で分かるようにしてはどうか。

　本市の現況や時代の潮流などを踏まえ、前期基本計画の期間中に、特に先
導的かつ重点的に取り組むものを重点プロジェクトとして位置付け、それぞ
れのプロジェクトの「ねらい」に、目的や方向性を示しているところであ
り、市民への周知に努めながら、推進してまいります。

Ｄ

70 2 (4)

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の視点を大切に、誰ひとり取り残さな
い鹿児島市となるよう、市民の幸せにつながるような政策の実現を目
指すこと。

　ＳＤＧｓにつきましては、基本構想（案）の「１　総合計画策定の趣旨」
－「（５）策定に当たっての視点」－「視点②」において、「ＳＤＧｓを推
進する計画」とし、前期基本計画（素案）に各基本施策や重点プロジェクト
を通じて目指す主なゴールを掲載しているところであり、ご意見の趣旨も踏
まえ、新たにＳＤＧｓに対する本市の考え方を盛り込みます。

Ａ

－155－



－156－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

71 2 (4)

総合計画は市民との共通のビジョンであることから、市民に分かり
やすい計画となるよう、平易な言葉遣いや読みやすい文章の長さ・資
料の順番に留意するほか、効果的にグラフ・写真を用いるなど、市民
目線に立ったデザインとし、その周知に取り組むこと。

　基本構想（案）の「１　総合計画策定の趣旨」－「（５）策定にあたって
の視点」－「視点④」で、「共通のビジョンとなるよう、市民の視点に立っ
た分かりやすい計画とします」としており、ご意見の趣旨を踏まえ、全体的
に改めて精査したうえで、市民にとって分かりやすい計画となるようにして
まいりたいと考えております。

Ａ

72 2 (4)

グラフや表があるが、出処が分からないものがあるので、記載した
方が良い。

　基本構想（案）の「１　総合計画策定の趣旨」－「（５）策定にあたって
の視点」－「視点④」で、「共通のビジョンとなるよう、市民の視点に立っ
た分かりやすい計画とします」としており、ご意見の趣旨を踏まえ、グラフ
や表の出典を改めて精査したうえで、必要に応じてその出典を記載するな
ど、市民にとって分かりやすい計画となるようにしてまいりたいと考えてお
ります。

Ａ

73 2 (4)

写真やグラフについて、なぜこの写真が出てきているのか分からな
いものもあり、現状と課題につながるよう工夫してほしい。

　基本構想（案）の「１　総合計画策定の趣旨」－「（５）策定にあたって
の視点」－「視点④」で、「共通のビジョンとなるよう、市民の視点に立っ
た分かりやすい計画とします」としており、ご意見の趣旨を踏まえ、写真や
グラフ等を改めて精査し、施策や取組をイメージしやすいよう工夫し、市民
にとって分かりやすい計画となるようにしてまいりたいと考えております。

Ａ

74 2 (4)

最終的なアウトプットのデザインというのが、第五次総合計画を見る
と、普通の市民が見ていくにはハードルが高い。デザインや見やすさ
を工夫することで、一人ひとりが興味を持って取り組むことにつながる
と思うので、前回からの改善点として検討していただきたい。

　総合計画は、市民と協働・共創しながらまちづくりを進めるための共通の
ビジョンであり、ご意見の趣旨を踏まえ、今後、計画書等の印刷物を作成す
るにあたり、デザイン等を工夫してまいりたいと考えております。 Ａ

75 2 (4)

１０年後にどうあるべきかというビジョンを持ちながら、社会、経済、
そして市民を取り巻く時代の潮流や今後の様々な環境の変化を捉
え、しっかりと対応していくこと。

　ご意見については、基本構想（案）の「１　総合計画策定の趣旨」－
「（５）策定にあたっての視点」－「視点①」で、「長期的展望に立った持
続的発展が可能な計画」とするとともに、「２　総合計画策定の前提」－
「（１）時代の潮流」を記載しており、今後も様々な環境の変化を捉え、対
応しながら、総合計画の策定・推進に取り組んでまいりたいと考えておりま
す。

Ｄ

76 2 (4)

まちづくりは、行政がやるべきこと、市民や地域、事業者ができるこ
と、各主体が連携しながら取り組むことがあり、各主体が当事者意識
を持ち、能動的にまちづくりに関わっていけるような仕組みづくりを
行っていくこと。

　基本目標別計画「１－１　地域社会を支える協働・連携の推進」－「Ⅰ
市民との協働の推進」－「市民参画の推進」において、市民一人ひとりが市
政やまちづくりに触れる機会となる市民参画手続きの実施や市民の声を聞く
機会の充実など、まちづくりへの参画意識が高まるよう取り組むとともに、
地域課題等の解決のため、多様な主体の連携促進に取り組むこととしてお
り、ご意見の趣旨も踏まえながら、総合計画の策定・推進に取り組んでまい
りたいと考えております。

Ｄ

－156－



－157－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

77 2 (4)

市民や地域、大学、事業者などあらゆる主体の資源や機能、特色を
生かし、ハード・ソフト両面から地域や社会の課題を持続的に解決す
る方法を共に考え、共に行動する協働・共創の視点を大切にするこ
と。

　基本目標別計画「１－１　地域社会を支える協働・連携の推進」－「Ⅰ
市民との協働の推進」－「市民参画の推進」において、市民一人ひとりが市
政やまちづくりに触れる機会となる市民参画手続きの実施や市民の声を聞く
機会の充実など、まちづくりへの参画意識が高まるよう取り組むとともに、
地域課題等の解決のため、多様な主体の連携促進に取り組むこととしてお
り、ご意見の趣旨も踏まえながら、総合計画の策定・推進に取り組んでまい
りたいと考えております。

Ｄ

78 2 (4)

施策の推進にあたっては、効率性はもとより、効果的な施策・事業
の展開を図るとともに、適切な目標指標を設定し、進行管理を行いな
がら、その進捗について市民と共有していくこと。

　目標指標と計画の進行管理については、基本構想（案）の「１　総合計画
策定の趣旨」－「（５）策定にあたっての視点」－「視点④」で、「施策の
目標と成果を指標等により把握し、市民と共有するなど、適切な進行管理の
あり方を見据えた計画とします」としており、ご意見のあった適切な目標指
標の設定や進行管理、市民との共有を図りながら、総合計画の策定・推進に
取り組んでまいりたいと考えております。
　また、施策の推進に当たっては、基本目標別計画「１－２　自主的・自立
的な行財政運営の推進」－「施策の体系　Ⅱ」で、「◆行政評価の充実」に
取り組むこととしており、ご意見の趣旨も踏まえながら、多様化・高度化す
る市民ニーズに対応した質の高い行政サービスの提供と、成果を意識した効
率的な行財政運営の推進をさらに進めてまいりたいと考えております。

Ｄ

79 2 (4)

地域課題が複雑化、多様化する中、行政においては、部署間の連
携や情報共有の強化を図ることはもとより、政策立案・遂行能力等を
高める人材育成と、そのための環境づくりを進め、より効率的・効果
的な課題解決につながるよう取り組むこと。

　地域課題の解決に当たっては、各基本目標も相互に関連し、連携していく
面もあることから、基本構想（案）の「４　総合計画の体系図」において、
その連携を図示しているところであり、ご意見のあった部署間の連携や情報
共有の強化を図りながら、総合計画の策定・推進に取り組んでまいりたいと
考えております。
　また、人材育成については、現在、基本研修及び専門研修の実施や派遣研
修を実施しており、基本目標別計画「１－２　自主的・自律的な行財政運営
の推進」－「施策の体系　Ⅲ」で、「研修による能力開発の強化」に取り組
むこととしております。ご意見の趣旨を踏まえながら、複雑化・多様化する
地域の課題等に対応できる人材育成に取り組んでまいりたいと考えておりま
す。

Ｄ

80 2 (4)

都市像を実現するために、基本計画があり、基本施策や数値目標
のＫＰＩが掲げられている。この施策を実施してＫＰＩを達成すれば、目
指す都市像に近づくということだと思うが、例えば、「自主的・自立的な
行財政運営の推進」の指標「ホームページアクセス件数」など、ＫＰＩが
これでいいのかと思うものがいくつかある。指標について、もっと工夫
が必要と感じるので、ご検討いただきたい。

　前期基本計画の指標については、おおむね単位施策毎にその施策の効果を
測ることができると考えられる指標を設定しているところであり、その進行
管理を行いながら、進捗について市民と共有する中で、総合計画の策定・推
進に取り組んでまいりたいと考えております。

Ｄ

－157－



－158－

番号 項 目 意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

81 2 (4)

この計画ができたときに、これを実行するのは、行政だけではなく
て、民間や地域コミュニティなど、市民含めて全員で連携して取り組む
べきものだと思う。この計画を見たときに、実施するのは行政だと思
わないように、当事者意識を持ってもらうことが大事だと思う。地域の
課題は複雑に絡み合っており、いろんなセクターが連携して取り組む
必要がある。一人ひとりが当事者意識を持って計画を主体的に取り
組んでいくことが大事だと思う。

　総合計画は、市民と協働・共創しながらまちづくりを進めるための共通の
ビジョンであり、基本目標別計画や重点プロジェクトにおいて、市民・地
域、事業者・団体の役割を示しております。また、市内全世帯へ配布する
「市民のひろば」や市政出前トークなど、様々な機会を通じて、市民への周
知に努める中で、ご意見のあった市民一人ひとりが当事者意識を持って主体
的なまちづくりに取り組めるように、協働・共創を推進してまいりたいと考
えております。

Ｄ

82 3

総合計画の推進には部署間の連携が重要。鹿児島市は、縦割りや
門前払いが少なく、機動力があり、全体として把握されている好印象
がある。これは持ち味で強みであり、今後も市民に近く、研修等で情
報共有も徹底してほしい。

　賛同のご意見として承り、総合計画の策定・推進に取り組みます。

Ｂ

－158－


